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は じ め に 


か が つ で 、 ワン ボ ー ド ・ マ イコ ンジ が あり まし た 。 そ の と き の プ ログ ラミ ング 斉 
和 は マシ ン 語 で し た 。 そ の あと パソ コン に な っ て 、 プ ログ ラミ ング 言語 は ベー 
シッ ク に な り ま し た 。 そ し て いま また 、 プ ログ ラミ ング 言語 は マシ ン 語 、 と 思 
える ほど マシ ン 語 が 盛ん に な っ て きま し た が 、 こ れ か ら は ベー シッ ク と か マシ 
ン 語 と か の 一 方 に 偏ら ず に 、 ベ ー シ ッ ク の 長所 と マシ ン 語 の 長所 を 組み 合せ て 
プロ グラ ム を 作っ て いく ほう が 簡単 で 、 し か も 、 面 白い プロ グラ ム を 作る こと 
が で きる と 思い ます 。 

その た め に は 、 マ シン 語 を 勉強 し な けれ ば な り ま せん が 、 ベ ー シ ッ ク と 直っ 
て 、 マ シン 語 に つい て は マニ ュ ア ル を 見 て も 解説 され て いま せん 。 解説 され て 
いる の は 、 マ シン 語 の コマ ンド だ け で す 。 こ れ で は 、 マ シン 語 を 学ん で みよ う 
に も 勉強 する こと が で きま せん 。 そこで 、 こ れ か ら マ シン 語 を 学ん で みよ うと 
いう 人 の た め に 、 こ の 本 を 書き まし た 。 

この 本 は 、 こ れ か ら マ シン 語 を 勉強 し よう と いう 人 の た め の も の で すか ら 、 
まず 、 マ シン 語 を 使う と き 知 っ て お く と 役に立つ 事柄 に つい て 説明 し まし た 。 
つぎ に マシ ン 語 の 命令 の な か か ら 、 基 礎 的 な 命令 を 選び 出し て 、 だ れ で も わ 
か る よう に 詳し く 説 明 し まし た 。 説明 の 仕方 は 、 単 に マシ ン 語 の 命令 を 取り あ 
げ て 、 そ の 命令 の 働き を 説明 し て も 意味 が な い の で 、 キ ャ ラク タ を 画面 に 表示 
させ た り 、 移 動き させ た り し て 、 そ の プロ グラ ム の な か で マシ ン 語 の 命令 や その 
働き が 理解 で きる よう に し まし た 。 こ の よう に する と 、 マ シン 語 の 命令 の 働き 
ば か り で な く 、 マ シン 語 の プロ グラ ム が どの よう に 作ら れ て いる か と いう こと 
も 、 理 解す る こと が で きる と 考え た か ら で す 。 

この 本 で 取り あげ た マシ ン 語 は 、Z 一 80CP U の マシ ン 語 で す 。 し た が っ て Z 
ー80CPU を 搭載 し て いる パソ コン な ら 、 ど の 機種 に も 共通 し て いま す 。 た だ 
マシ ン 語 が 共通 で あっ て も 、 機 種 に よっ て 構造 が 異な り ま す 。 機種 に よっ て 異 
な る 点 は 、 マ シン 語 を 記憶 する メモ リ 領 域 と 、 キ ャ ラク タ を 表示 する VRAM の 
メモ リ 番 地 で す 。 

この 本 を 書く に あたっ て 使っ た 機種 は 、PC 一 8001 で す 。 し た が っ て 、PC 
ー8001mkII 、PC 一 8801 お よび MKII の N 一 BASIC モ ー ド で は 、 こ の 本 を その 
まま 活用 する こと が で きま す 。 そ の ほか の 機種 は 、 さ き に 述べ た 点 に 注意 し て 
この 本 を 活用 し て くだ さい 。 
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カセ ッ ト テ ー ブ に 記録 し た プロ グラ ム を 














メモ リ の な か に 読み 込む に は 、L コ マン ド (50) 
読み 込ま れ た プロ グラ ム が 記憶 され る メモ リ 番 地 は ? (52) 


ベー シッ ク と マシ ン 語 で で きた プロ グラ ム を 
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8 ビッ ト は 1 バイト (80) 
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MON コ マン ド で 、 マ シン 語 が 使え る 状態 に する 


ふつ う パ ソコ ン は 、 ふ た つの 状態 (コマ ンド ・ レ ベル ) を 持っ て いま す 。 ひ 
と つ は 、 ベ ー シ ッ ク が 使え る 状態 (ペー シッ ク の コマ ンド ・ レ ベル )、 も う ひ と 
つ は 、 マ シン 語 が 使え る 状態 (マシ ン 語 の コマ ンド ・ レ ベル ) です 。 

パソ コン に 電源 を 入れ る と 、 つ ぎ に 示 す よ うな 状態 に な り ま す 。 


NEC PC-SgB91 BRSIC Uer 1.1 
CoOPF9F19ht 19Z9 て C) bg 旧 icrosof も t 


Ok 一 ベー シッ ク の コマ ンド ・ レ ベル (ベー シッ ク が 使え る 状 態 ) 
層 カー ソル 





画面 に OK が 表示 され 、 カ ー ソ ル が 点滅 し て いる 状態 は 、 ベ ー シ ッ ク の コマ 
ンド ・ レ ベル で 、 ベ ー シ ッ ク の プロ グラ ム を 入力 する こと は で きま す が 、 マ シ 
ン 語 の プロ グラ ム を 入力 する こと は で きま せん 。 

今日 の パソ コン は 、 だ れ も が パソ コン を 使う こと が で きる よう に 、 ス イッ チ ・ 
オン ・ ベ ー シ ッ ク に な っ て いま す 。 そのため 、 電 源 を 入れ る と 、 ま ず ベ ー シ ッ 
ク の コマ ンド ・ レ ベル に な る わけ で す 。 
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マシ ン 語 が 使え る 状態 に する 

し た が っ て 、 マ シン 語 が 使え る 状態 つま り マ シン 語 の コマ ンド ・ レ ベル に す 

る に は 、MON コマ ンド を 入力 し て 、 ベ ー シ ッ ク の コマ ンド ・ レ ベル を 、 マ シン 
語 の コマ ンド ・ レ ベル に 切り 換え る 必要 が あり ます 。 


MON 


NEC PC-89g1 BASIC Uer 1.1 
CoPgFi ラ ht 1979 て じ ) bg Microsoft 


0Dk ーー ベー シッ ク の コマ ンド ・ レ ベル 
机 Oh ーーーーMON コ マン ド を 入力 し て 「 RE 本 | キー を 押す 
較 * 印 が 表示 され る と マシ ン 語 の コマ ンド ・ レ ベル (マシ ン 語 が 使え る 状態 ) 








上 の 図 に 示す よう に 、 MON コ マン ド を 入力 し て [RET| キ ー を 叩き ます 。 な お 、 
[の 印 は 、 [RET | キー を 叩く こと を 意味 し て いま す 。 
mon ーーーー マ シン 語 の コマ ンド ・ レ ベル に する 
する と 、MON コ マン ド の 下 に * 印 (アスタリスク) が 表示 され ます 。 
mon 
*※ ーーーー マ シン 語 の コマ ンド ・ レ ベル の 印 
この * 印 が 表示 され た 状態 が マシ ン 語 の コマ ンド ・ レ ベル で す 。 こ れ で マシ 
ン 語 の プロ グラ ム を 入力 し た り 、 入 力 し た プロ グラ ム を 実行 させ た りす る こと 
が で きる よう に な り ま す 。 
OK ーー ベー シッ ク の コマ ンド ・ レ ベル 
来 ーーー マ シン 語 の コマ ンド ・ レ ベル 
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ベー シッ ク の コマ ンド ・ レ ベル に 戻す に は 





で は 、 マ シン 語 の コマ ンド ・ レ ベル に な っ た と ころ で 、 ふ た た び ぴ び ベ ー シ ッ ク 
の コマ ンド ・ レ ベル に 戻す こと に し ます 。 マ シン 語 の コマ ンド ・ レ ベル か ら ベ 
ー シ ッ ク の コマ ンド ・ レ ベル に 戻す 方 法 を 知ら な いと 、 パ ソコ ン の うし ろ に あ 
る リセ ッ ト ボ タン を 押し た り 、 リ セッ ト ボ タン を 押す と いう こと を 知ら な いと 
き は 、 パ ソコ ン の 電源 を 切っ た り し な けれ ば な ら な く な り ま す 。 

マシ ン 語 の コマ ンド ・ レ ベル か ら ベ ー シ ッ ク の コマ ンド ・ レ ベル に 戻す に は 


[CTRL| キ ー と アル ファ ベッ ト の [BI の キー を 一 緒 に 押し ます 。 
CTRL |+ II 


この 場合 、 [RET| キ ー を 叩く 必要 は あり ませ ん 。 ふ た つの キー を 一 緒 に 押す 
だ け で す 。 す る と 、 カ ー ソ ル が 点滅 し て いた 位置 に 、 つ ぎの 図 に 示す よう な 記 
号 を 表示 し て 、 そ の 下 に OK を 表示 し ます 。 

OK が 表示 され た 状態 は 、 ベ ー シ ッ ク の コマ ンド ・ レ ベル で すか ら 、 こ れ で 
マシ ン 語 の コマ ンド ・ レ ベル か ら ベ ー シ ッ ク の コマ ンド ・ レ ベル に 戻っ た こと 
に な り ま す 。 


NEC PC-8Sg91 BRSIC Uar 1。1 
CoPgright 1979 ( じ ) bg icrosoft 


0 ト ベー シッ ク の コマ ンド ・ レ ベル 、 
oh マシ ン 語 の コマ ンド ・ レ ベル に する 
素 計 ーーーー [CTRL| キ ー と [の キー を 一 緒 に 押す 
UDk ーーーー ベ ー シ ッ ク の コマ ンド ・ レ ベル に 戻る 
| | 
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oo CS 


















































12 頁 で マシ ン 語 の コマ ンド ・ レ ベル に 切り 換え る 方 法 を 説明 し まし た 。 ここ 
で は 、 マ シン 語 の プロ グラ ム の 入力 の 仕方 に つい て 説明 し ます 。 

つぎ に 示す の が マシ ン 語 の プロ グラ ム で す 。 プ ログ ラム に つい て は 107 頁 か 
ら 説 明 す る の で 、 こ こ で は 説明 を 省略 し ます が 、 マ シン 語 の プロ グラ ム は つぎ 
の よう に 、16 進 数 で 書き 表わす 、 と いう こと だ け 覚 えて お いて くだ さい 。 


3E E9 | 


7 6 


32 E4 | マシ ン 語 の メス ロク ラム 


この マシ ン 語 の プロ グラ ム を ベー シッ ク で 書く と 、 つ ぎの よう に な り ま す 。 


10 LOCATE 18, 8 

20 PRINT “ 清 ? 

30 END 
マシ ン 語 の プロ グラ ム を 入力 し て 記憶 
させ る 場合 は 、 メ モリ マッ プ を 見 て 、 ユ ー 


ザー エリ ア と 書か れ た 部 分 を 使い ます か ら 、 


上 に 示し た マシ ン 語 の プロ グラ ム を 入 
力 す る に は 、 ど の 番地 の メモ リ か ら 人 入力 
し て 記憶 させ る か 、 ま ず 決 め な けれ ば な 
り ま せん 。 右 に 示し た メモ リマ ッ プ は 、 
PC-8001MKII(32K) の メモ リマ ッ プ で す 。 
PC-8001MKII(32K) の 場合 は 、、802 1 
番地 か ら E9FF 番 地 ま で が ユー ザー エ 
リア と な っ て いま すか ら 、802 1 番地 
か ら E9FF 番 地 ま で 使う こと が で きる 
よう に な っ て いま す 。 


0000H 








N-BASIC 
ROM 


拡張 用 エリ ア 
ワー クエ リア 


メモ リマ ッ プ 


8020H 
8021H 





E9FFH 
EAOOH 


FFFFH 
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ここ で は 、D000 番 地 の メ モリ か ら マ シン 語 の プロ グラ ム を 入力 する こと 
に し ます 。 そ こ で さき の マシ ン 語 の プロ グラ ム に 入力 し て 記憶 させ る メモ リ 番 地 
を ふる と 、 つ ぎの よう に な り ま す 。 


DO000 3E DO003 E 4 
DO001 E9 DO004 FG 
DO002 32 DO005 7 6 
















DO000 番 地 の メ モリ に 3E、DO0O1 番 地 の メ モリ に E9、D002 番 地 
の メモ リ に 32 と いう よう に 、 ひ と つの メモ リ に 、16 進 数 の 2 桁 を 入力 し て 記 
憶 さ せま す 。 その 理由 は 、 ひ と つの メモ リ に は 1 バイ ト (8 ビット) し か 記憶 
させ る こと が で き な い か ら で す 。 

16 進 数 の 場合 は 、2 桁 で 1 バイ ト で す 。 し た が っ て さき の マシ ン 語 の プロ グ 
ラム は 、D000 番 地 の メ モリ か ら DO005 番 地 ま で に 入力 し て 記憶 させ る こ 
と に な り ま す 。 


ら 6 コマ ント は セッ ト ・ メ モリ の こと 
で は 、 マ シン 語 の プロ グラ ム の 入力 で す 。 ま ず 、MON コマ ンド を 入力 し て 、 
マシ ン 語 の コマ ンド ・ レ ベル に し ます 。 
mon | 
*※ー ー- マ シン 語 の コマ ンド ・ レ ベル に する 
* 印 が 表示 され た ら 、S コ マン ド を 入力 し ます 。 S コ マン ド は 、 SET MEMORY 
(セッ ト ・ メ モリ ) の こと で 、 マ シン 語 の プロ グラ ム を 入力 する と き に 使い ます 。 


S < プロ グラ ム を 入力 する 最初 の メモ リ 番 地 > 





マシ ン 語 の プロ グラ ム を 入力 する と き は 、S コ マン ド の あと に 、 マ シン 語 の 
プロ グラ ム を 入力 する 最初 の メモ リ 番 地 を 入力 し ます 。 こ の 場合 は 、D000 
番地 か ら マ シン 語 の プロ グラ ム を 入力 し て いき ます か ら 、S コ マン ド の あと に 
DO000 番 地 を 入力 する こと に な り ま す 。 

mon 
*SD000 ーーー- 8 コマ ンド の あと に DOOO 番 地 を 入力 する 
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ーー 


ト  " 、 opese、 IO gd 





マシ ン 語 の プロ グラ ム を 入力 する に は 

DO00 番 地 を 入力 し た ら 、|RET| キ ー を 叩き ます 。 す る と つぎ の 実行 結果 

に 示す よう に 、 最 初 の メモ リ 番 地 D 0 0 0 が 表示 され ます 。 そ し て 、D000 
番地 の あと に FFー( 機 種 に よっ て は 、0 0 一 ) が 表示 され ます 。 





NEC PC-Sg91 BRSIC Uer 1.1 | 実行 結果 
CoF9gFi コ ht 19〆9 (で じ ) bg icrosoft 





3 

前 Oh デーーーー マ シン 語 の コマ ンド ・ レ ベル に する 

* ネ SDO9 。 ーーーー8 を 入力 し て 、 最 初 の メモ リ 番 地 DOOO を 入力 する 
D99 FF- DO00 番 地 と FFー( ま た は O0-) が 表示 され る 


し un 


ー の 左側 に ある 最初 の FF は 、DO000 番 地 に 記憶 され て いる デー タ で す 。 
メモ リ の な か に な に も デー タ が 入力 され て いな い 場 合 は 、FF か 00 が デー タ 
と し て 記憶 され て いま す 。 し た が っ て 、 そ れ を 表示 する わけ で す 。 


DO0O0O FFー | な に も デー タ を メモ リ に 入力 し て いな いと き 
DO00 00 一 | FF か 00 を 表示 する 


D 0 0 0 番地 に デー タ が 入力 され て 記憶 され て いる と する と 、 そ の デー タ が 
FF か 00 の 代わ り に 表示 され ます 。 た と えば 、D 0 0 0 番地 に CD が 記憶 さ 
れ て いる と 、 次 の よう に な り ま す 。 

DO0O0O0O CD 一 ーーーー デ ー タ が 入力 され て いる と 、 入 力 さ れ て いる デー タ を 表示 する 

DO000 番 地 に 入力 する デー タ は 、 一 の 右側 に 入力 し ます 。D000 番 地 の 
メモ リ に 入力 する マシ ン 語 は 3E で すか ら 、3E と 入力 し ます 。 この 場合 [RET | 
キー は 叩き ませ ん 。 た だ 、3 と EE の キー を 叩く だ け で す 。 

mon の 
*SD000 フ 
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DO00O0O FF 一 3Eーーー-DO00 番 地 に 3 を 入力 する 
3E を 入力 する と 、 す ぐ D001 番 地 の FFー を 表示 し ます 。 
mon 
*SDO000 DO00 番 地 に 3 王 を 入力 する と 、 
DO00 FF 一 3E FF 一 <* すぐ DO0O 1 番地 の FF を 表示 する 
D 0 0 1 番地 に 入力 する マシ ン 語 は E 9 で すか ら 、E と 9 の キー を 叩き ます 。 
mon 
*SDO000 
DO000 FF 一 3E FFE9 FF 一 
この よう に 入力 し て いっ て 、D000 番 地 か ら DO03 番 地 ま で に 4 個 の マ 
シン 語 を 入力 する と 、 つ ぎの 実行 結果 に 示す よう に 行 が 変わ っ て 、D000 番 地 
の つぎ の メモ リ 番 地 D 0 0 4 を 表示 し ます 。 そし て D 0 0 4 番地 の FF を 表示 
ます 。 


D00 】 番地 に 万 9 を 入力 する 





NEC PC-8991 BRSIC Uaer 1。1 
CoP9F1 コ ht 1979 て じ ) bg 肝 icrosoft 


3 
tm111 DO000 番 地 に 入力 
*SDGG9 ン 人 
0989 FF-SE FF-E9 FF-32 FF-E4 DO09 赤 に 入 カ 
Dgd4 FF 一 

M 62 


行 が 変わ っ て D004 番 地 の FF を 表示 する 


Lv = = 較 unP | 





デー タ を 4 個 入力 する と 行 が 変わ る の は 、 横 1 行 40 桁 表示 だ か ら で す 。 横 1 
行 80 杵 に する と 、8 個 の デー タ を 入力 し た と き 行 が 変わ る こと に な り ま す 。 
横 1 行 40 桁 の 場合 4 個 の デー タ を 入力 する と 行 が 変わ る 
横 1 行 80 桁 の 場合 8 個 の デー タ を 入力 する と 行 が 変わ る 
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me デー 





マシ ン 語 の プロ グラ ム を 入力 する に は 

PP プロ グラ ム の 入力 が 終わ っ た ら 、|RET | キー を 叩く 

さて 、D004 番 地 と DO005 番 地 の メ モリ に 、 残 り の マシ ン 語 F6 と 76 を 
入力 する と 、 マ シン 語 の プロ グラ ム の 入力 は 終わ り で す 。 そこ で [RET | キー を 叩 
きま す 。 [RET| キー を 叩く 箇所 は 、DO005 番 地 の メ モリ に 76 を 入力 する と 、 
DO006 番 地 の FF が 表示 され ます か ら 、 そ こ で |RET| キ ー を 叩く こと に な り 
ます 。 [RET| キ ー を 叩く と 、 つ ぎの 実行 結果 に 示す よう に * 印 が 表示 され て 、 
マシ ン 語 の コマ ンド ・ レ ベル に 戻り ます 。 つ まり 、 つ ぎの マシ ン 語 の コマ ンド の 入 
カ 待 ち に な っ た わけ で す 。 


















































NEC PC-B891 BRSIC UMer 1。1 
CoF9F1 ラ ht 197Z9 (じじ ) bg 上 icrosoft 


0k 





Oh 

SDGOG 

Dg99 FF-- さ SE FF-E9 FF- さ 2 FF-E+ 

D994 FF-F6 FF- ア 6 FF- ブロ クラ ム の 入力 が 終了 する と 、 つ ぎの 
還 メモ リ 番 地 の FF を 表示 する の で 、 そ ご 
NN で [RET | キー を mp 


^ ヽ マシ ン 語 の コマ ンド ・ レ ベル に 戻る 


TKEYC 間 FREE が 曽 5 ず ほ 夢 間 Ti 


さて 、 こ の 場合 は マシ ン 語 の プロ グラ ム を 入力 し 終わ っ た と き 、 |RET| キ ー 
を 叩き まし た が 、| STOP | キー を 叩い て も お な じ で す 。 つ まり マシ ン 語 の プロ 
グラ ム の 入力 が 終わ っ た と き 叩 く キ ー は 、 


[RET] キ ー 
[SToP| キ ー 


の どちら で も よい と いう こと で す 。 
以上 が 、S コマ ンド の 働き で す 。 
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S コ マン ド の 入力 を 忘れ る と 


マシ ン 語 の プロ グラ ム を 入力 する と き 、 慣 れ て いな いと うっ か り し て S コ マン 
ド の 入力 を 忘れ て 、 マ シン 語 を 入力 する 最初 の メモ リ 番 地 だ け を 入力 し て し まう 
こと が あり ます 。D000 番 地 の 場 合 は 、 マ シン 語 の コマ ンド に 、D コマ ンド ( リ 
スト を 取る コマ ンド ) が ある の で 、 つ ぎの よう に S コマ ンド の 入力 を 忘れ て 、 
D と 入力 し て も 変化 は お こり ませ ん 。 


mon 
ロ D は リス ト を 取る コマ ンド な の で 、 
ネ その まま に な っ て いる 


も ちろ ん 、 変 化 が 起こ ら な く て も 、D コ マン ド は リス ト を 取る コマ ンド な の 
で 、 マ シン 語 の プロ グラ ム の 入力 は で きま せん 。 

C000 番 地 か ら 入 力 す る と いう よう な 場合 は 、S コマ ンド の 入力 を 忘れ て 
C と 入力 する と 、 つ ぎの 実行 結果 に 示す よう に 、 ? マー ク を 表示 し 、 そ の 下 に 
* を 表示 し て 、S コ マン ド が 入力 され る まで 、 コ マン ド ・ レ ベル に 戻り 続け て 
し まい 、 マ シン 語 の プロ グラ ム の 入力 が で き な い こと に な り ま す 。 





8 コマ ンド を 忘れ て 入力 する と この よう に な る 


*E 
つう 


来 8 ーーー8 コ マン ド を 入力 し た と ころ で 、 最 初 の 
メモ リ 番 地 の 入力 待ち と な る 


? マー ク は 、 入 力 が 間違っ て いる と き に 表示 され ます 。 ? マー ク を 表示 する 
と 、 ? マー ク の 下 に * 印 が 表示 され ます か ら 、 そ の ※* 印 の 箇所 で 、S コマ ンド 
の 入力 を 行う と 、 最 初 の メモ リ 番 地 の 入 力 待ち と な り ま す 。 
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ペニー ンー ーー 


に ーー 















































プロ グラ ム を 画面 に 表示 させ る の は D コ マン ド 


16 頁 で マシ ン 語 の プロ グラ ム を 入力 する 方 法 に つい て 説明 し まし た 。 こ こ で 
は 入力 し て メモ リ に 記憶 させ た も の を 、 画 面 に 表示 させ る 方 法 に つい て 説明 し 
ます 。 つ まり 、 ベ ー シ ッ ク の 場合 の LIST の 働き と 同じ で す 。 

まず 、MON コ マン ド を 入力 し て マシ ン 語 の コマ ンド ・ レ ベル に し ます 。 





mon | * マシ ン 語 の コマ ンド ・ レ ベル に する 











ポ 


D コ マン ド は 、 ダ ンプ ・ メ モリ の 意味 


マシ ン 語 の コマ ンド ・ レ ベル に し た ら D コ マン ド を 入力 し ます 。 D コ マン ド は 、 
DUMP MEMORY (ダン プ ・ メ モリ ) の こと で 、 メ モリ の 内 窒 を 画面 に 表示 
させ る 働き を し ます 。 

mon 

*D・ D コ マン ド を 入力 する 

D コ マン ド を 入力 し た ら 、 内 容 を 表示 させ る メモ リ の 最初 の 番地 だ け を 入力 
し ます 。 こ こ で は 、C000 番 地 を 入力 し て みる こと に し ます 。 

mon 

*DCO000 | ノ | 一 CO00 番 地 だ け を 入力 し て 、 [RET | キー を 叩 ぐ 

D コ マン ド の あと に CO000 と 入力 し て [RET| キ ー を 叩く と 、 つ ぎの 実行 結 
果 に 示す よう に 、C000 番 地 か ら COO0F 番 地 ま で の メモ リ の 内 容 を 表示 し 
ます 。 


Uk の う 
in 実行 結果 


ャ DC D コ マン ド を 入力 し て 、C000 番 地 を 入力 





CO999 FF FF FF FF FF FF FF FF CO00 番 地 か ら CO0F 番 地 ま で の メ 
CO9 お FF FF FF FF FF FF FF FF モリ の 内 容 を 表示 する 。 ご の 場合 は 、 な 
平 還 に も 入力 し て いな い の で F を 表示 する 
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この よう に D コ マン ド の あと に 、 内 容 を 表示 させ る 最初 の メモ リ 番 地 だ け を 
指定 する と 、 指 定 し た メモ リ 番 地 か ら 16 個 の メモ リ 番 地 の 内 容 を 表示 し ます 。 
の 場合 は 、C000 番 地 か ら CO0F 番 地 の メ モリ に は 、 な に も 入力 し て い 


ませ ん か ら 、FF (また は 00) が 表示 され ます 。 な に も 入力 し て いな い 場 合 、 


メモ リ に 記憶 され て いる デー タ は 、FEF か 00 だ か ら で す 。 


D < 内 容 を 表示 させ る 最初 の メモ リ 番 地 > 
76 個 の メモ リ の 内 容 を 表示 する 





で は 、D コ マン ド の あと に D000 番 地 を 入力 し ます 。 

mon 

*DD000 | 一 一 DO00 番 地 を 入力 する 
16 頁 で 、D000 番 地 か ら DO05 番 地 ま で の メモ リ に 入力 し て 記憶 させ た 
マシ ン 語 の プロ グラ ム が 、 も し 電源 を 切っ て し まう な ど し て 消さ れ て いな けれ 
ば 、 つ ぎの 実行 結果 に 示す よう に 表示 され ます 。 


NEC PC-89g1 BRSIC Uar 1.1 


COP9F1 ヨ ht 19 デ 9 て じ ) by Microsoft 





Ok 
前 

*DD9gB D コ マン ド の あと に DO00 番 地 を 入力 する 
Dgg9 3E E9 32 E4 F676FFFF 

D9g8 FF FF FF FF FFIFF FFFF 

証 還 


入力 し た マシ ン 語 を 表示 する 


1 un | 


この よう に D コ マン ド の あと に 、 マ シン 語 の プロ グラ ム が 記憶 され て いる 最初 
の メモ リ の 番地 DO000 を 入力 する と 、 指 定 し た DO000 番 地 の メ モリ か ら 16 
個 目 まで の メモ リ の 内 容 を 表示 し ます か ら 、 記 憶 さ れ て いる マシ ン 語 の プロ グラ 
ム と と も に 、 余 計 な FF も 表示 され る こと に な り ま す 。 
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WW Eo 








メモ リ に 記憶 させ た マシ ン 語 の プロ グラ ム を 画面 に 表示 させ る 


16 個 以上 の メモ リ の 内 容 を 表示 させ る に は 


D コ マン ド の あと に メモ リ 番 地 を ひと つ 指 定 す る と 、 そ の 番地 の メモ リ か ら 
16 個 目 ま で の メモ リ の 内 容 を 表示 し ます が 、16 個 の メモ リ の 内 容 の 表示 で は 不 
足す る 場合 が あり ます 。 その 場合 は 、 


D < 内 容 を 表示 させ る 最初 の メモ リ の 番地 >, く 最後 の 
メモ リ の 番地 > 


と いう よう に 、D コ マン ド の あと に 、 内 容 を 表示 させ る 最初 の メモ リ の 番地 
と 、 最 後 の メ モリ の 番地 を 指定 し ます 。 た と えば 、 つ ぎの よう に 、 

mon 内 容 を 表示 させ る 最初 の メモ リ 番 地 

*D0000, 0050 隊 | ~-ー 盟 欠 の メモ リ 番 地 

D コ マン ド の あと に 0000 番 地 と 0050 番 地 を 入力 し て |RET | キー を 叩 
く と 、ROM エ リア の 最初 の 0000 番 地 の メ モリ の 内 容 か ら 、0050 番 地 の 
メモ リ の 内 容 ま で が 、 つ ぎの 実行 結果 の よう に 表示 され る こと に な り ま す 。 

















D コ マン ド の あと に O000 番 地 と 


暗 IT ラー テ 千 拓 3 
*DGGOG。 59 O050 番 地 を 指定 する 


1515151 さ 31 と 3 3B 515】 
9 も 白 97 1 Fg 
91g の 99 

は いう と さ 


YA ーーー-ROM エ リア の 000 
0 番地 か ら 0050 番 











Eg C 
地 まで の メモ リ の 内 容 
E さ 3 [た を 表示 する 


gC CD 
51 





これ まで 、D コ マン ド の 働き を 見 て き て わか る よう に 、 ベ ー シ ッ ク の LIST コ 
マン ド と は 、 だ いぶ その 働き が 違い ます 。 ベ ー シ ッ ク の LIST コマ ンド は 、「 入 
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力 さ れ て いる プロ グラ ム を 画面 に 表示 する 」 と いう 働き で す が 、 マ シン 語 の D 
コマ ンド は 「 メ モリ の 内 容 を 画面 に 表示 する 」 と いう 働き で す 。 し た が っ て 、D 
コマ ンド は マシ ン 語 の プロ グラ ム が 入力 され て いて も いな く て も 、 指 定 さ れ た 
番地 の メモ リ の 内 容 を 画面 に 表示 する わけ で す 。 


表示 を 止め る 、 表 示 を 再開 する 、 表 示 を 中 止 する 








0000 番 地 か ら 0050 番 地 ま で の メモ リ の 内 容 を 表示 させ た よう に 、 画 
面 に 入る だ け の メモ リ の 内 容 の 表示 な ら 問 題 あ り ま せん が 、 場 合 に よっ て は 、 
画面 に 入り 切れ な い ほ ど 、 メ モリ の 内 容 を 表示 させ て いく こと が あり ます 。 

画面 に 入り 切れ な い ほ ど メ モリ の 内 容 を 表示 させ る と 、 当 然 、 ス クロ ー ル さ 
れ ま すか ら 、 画 面 に 表示 され る も の は 、 ほ と ん ど 読 み 取る こと が で きま せん 。 
そこ で 、 ス クロ ー ル され て いる 表示 を 途中 で 止め ます 。 そ の と き に 使う の が 、 
[ESC| キ ー で す 。 

ESC|“ この キー を 叩く こと スク ロー ル さ れ て いる 表示 が 止ま る 

区 SC| キ ー を 叩く と 、 ス クロ ー ル され て いる 表示 が 止ま り ま す 。 この 場合 、 
[ESC] キ ー を 単に 叩く だ け で す 。 [RET| キ ー を 叩く 必要 は あり ませ ん 。 

ふた た び 、 表 示 を 開始 する と き は 、 お な じ よ うに [ESC] キ ー を 叩き ます 。 

[ESC| 一 2 護 目 に [SC] キ ー を 叩く と 表示 が 再開 され る 

2 度目 に IESC] キ ー を 叩く と 、 表 示 が ふた た び 開 始 さ れ ま す 。 
また 、 表 示 を 途中 で 中 止 する と き は 、 [STOP| キ ー を 叩き ます 。 
[STOP | ーー 表示 を 途中 で 中 止 す る と き は |STOP」 キ ー を 叩く 

つぎ の 真 に [ESC|] キ ー を 叩い た と き の 実 行 結果 と 、 [STOP] キ ー を 叩い た と 
き の 実 行 結 果 を 示し ます 。 

ESC| キ ー を 叩い た と き は 、 [ESC] キ ー を 叩い た 箇所 で 表示 が 止ま る だ け で 
な に も 表示 され ませ ん が 、 [STOP| キ ー を 叩い た と き は 、 [STOP| キ ー を 叩い た 
箇所 で 表示 が 止ま り 、 そ の 下 に マシ ン 語 の コマ ンド ・ レ ベル に 戻っ た と いう 印 
で ある * 印 が 表示 され ます 。 
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メモ リ に 記憶 させ た マシ ン 語 の プロ プラ ム を 画面 に 表示 させ る 


IESC | キー を 押し た と き “ 


Of 
bB,FFFF 
1 31 
9 お 4| 
9919 59 
RB6 
- DR 
DD 
Eg 














2 

ES ED 

9C 99 

15121 け 9 9 

9 9 9 一 |IESC| キ ー を 押し た と ころ で 、 
表示 を 中 所 する 


に も た 上 上 すす に 





さ B 99 
1 PB 
99 DR 
0 に 
27 88 

gD 46 9C 

選 さ Sr 2 

5 ーーーー[STOP] キ ー を 押し た と ころ で 、 

表示 を 中 止 する 


* 印 を 表示 し て 、 マ シン 語 の コマ ンド ・ レ ベル に 戻る 
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に タン ンク アレ レア ペク ロロ と SC タン 





16 頁 で マシ ン 語 の プロ グラ ム の 入力 の 仕方 、21 頁 で は マシ ン 語 の プロ グラ ム 
の 画面 へ の 表示 の 仕方 に つい て 説明 し まし た 。 こ こ で は 、 マ シン 語 の プロ グラ 
ム の 実行 の させ 方 に つい て 説明 し ます 。 

この 場合 は 、 つ ぎの プロ グラ ム を 入力 し て 実行 させ る こと に し ます 。 


メモ リ 番 地 マシ ン 語 | メモ リ 番 地 ] マシ ン 語 | メモ リ 番 地 マシ ン 語 














左側 の 4 桁 の 16 進 数 が 、 マ シン 語 を 入力 し て いく メモ リ 番 地 で す 。 右側 の 2 
桁 の 16 進 数 が 、 そ の メモ リ 番 地 に 入力 する マシ ン 語 で す 。 

マシ ン 語 の プロ グラ ム の 入力 は 、MON コ マン ド を 入力 し て 、 ベ ー シ ッ ク の コ 
マン ド ・ レ ベル か ら マ シン 語 の コマ ンド ・ レ ベル に 切り 換え て か ら 、S コ マン 
ド を 入力 し ます 。 そし て 、 最 初 の メモ リ 番 地 を S コ マン ド の あと に 入力 し ます 。 
この 場合 は 、 最 初 の マシ ン 語 を 入力 する メモ リ 番 地 は AO000 番 地 で すか ら 、 
S コ マン ド の あと に AO0O00 を 入力 する こと に な り ま す 。 
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マシ ン 語 の プロ プラ ム を 実行 させ る 











mon | ご 
*SA000 ウン 
S コ マン ド の あと に AO000 を 入力 し て 、 1IRET| キ ー を 叩く と 、A000 番 
地 が 表示 され て 、FFー が 表示 され ます か ら 、F ド ー の あと に AO000 番 地 に 
入力 する マシ ン 語 0 6 を 入力 し ます 。 06 を 入力 する と すぐ 、 つ ぎの F ドー が 
表示 され ます か ら 、 つ ぎの マシ ン 語 1 2 を 入力 し ます 。 こ の よう に し て 、 マ シ 
ン 語 の プロ グラ ム を 入力 し て いき ます 。 
つぎ に 、 マ シン 語 の プロ グラ ム を 入力 し た 実行 結果 を 示し ます 。 





























内 は 昌 一 ーーー ら コマ ンド の あと に AO00 番 地 を 入力 する 
FF-96 FF-12 FF-3E FF-E9 
FF-21 FF-99 FF-F さ FF-E5 
FF-C5 FF-B6 FF-2B FF- ア ア 
FF-23 FF-23 FF-19 FF-FB 
FF- じ 1 FF-95 FF-Ca FF-1D 
FF-9 FF-E1 FF-11 FF-7B 
FF-@9 FF-19 FF-C さ FF-9 ア 
FF-9 FF-Z6 FF- 76 を 入力 し た つき ぎの FF で 
RET | キー を 叩く 


ーー マシ ン 語 の コマ ンド ・ レ ベル に 戻る 





マシ ン 語 の プロ グラ ム の 入力 は 、A 0 1D 番 地 に 76 を 入力 する と 終わ り で す 。 
し た が っ て 、 つ ぎ に FF 一 が 表示 され た と ころ で 、|RET | キー を 叩き ます 。 
FE デ ダ 人 FPP デー | 

















| 
7 6 を 入力 76 を 入力 し た 、 つ ぎの FFー で [RET | キー を 串 ご 
する と 、 マ シン 語 の コマ ンド ・ レ ベル に 戻っ て 、※* 印 が 表示 され ます 。 


G コ マン ド は GO の こと 


マシ ン 語 の プロ グラ ム を 実行 させ る に は 、G コ マン ド を 使い ます 。G コ マン ド 
は 、GO (ゴー) と いう こと で 、 マ シン 語 の プロ グラ ム を 実行 する 命令 で す 。G コ 
4 


マン ド の あと に は 、 実 行 さ せる マシ ン 語 が 入力 され て いる 最初 の メモ リ 番 地 を 置 
きま す 。 


G < プロ グラ ム の 最初 の メモ リ 番 地 > 





この 場合 は 、 最 後 の マ シン 語 76 を 入力 し た つぎ の FEF 一 で 、|RET | キー を 叩 
きま し た 。 し た が っ て 、 実 行 結果 に 示す よう に マシ ン 語 の コマ ンド ・ レ ベル に 
戻っ た * 印 が 、 入 力 し た プロ グラ ム の 下 に 表示 され 、 そ の 横 で カー ソル が 点 減 
し て いま すか ら 、 こ こ で 、G コ マン ド を 入力 し ます 。 SE 

AO01C FFAO FF 一 76 FF 一 | ノ | 閑 っ た と ころ で 、 
*※G・ * 印 の あと に 、G コ マン ド を 入力 する ーー 

G コ マン ド を 入力 し た ら 、 そ の あと に 、 機 械 語 の プロ グラ ム が 入力 され て い 

る 最初 の メモ リ 番 地 A000 を 入力 し ます 。 
*GAO000 ノノ ・ メモ リ 番 地 を 入力 

AO000 を 入力 し た ら IRET| キ ー を 叩き ます 。 入力 ミス な ど が な く 、 プ ログ 
ラム が 正しく 入力 され て いる 場合 は 、 つ ぎの 実行 結果 に 示す よう に 、 ハ ー ト が 
画面 いっ ぱい に 表示 され ます 。 表示 の され 方 は 、 ベ ー シ ッ ク の 場合 と 違っ て 、 
ハー ト が 全部 いっ ぺん に 表示 され ます 。 
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エト エコ ゴト ト ユイ コイ イエ コ ユイ コキ オ エ エコ 1!1111311 リ トリ ルト 11】 
ユエ エエ トコ エエ 1 1 は 311111311111111111111(1!1111 
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マシ ン 語 の プロ ブラ ム を 実行 させ る 


さき の マシ ン 語 の プロ グラ ム を 実行 させ る と 、 ハ ー ト を 画面 いっ ぱい に 表示 
し た まま 止ま っ て し まい ます 。 |STOP | キー、 |HOME・CLR | キー な ど 、 ど ん な 
キー を 押し て も びく と も し ませ ん 。 これ は マシ ン 語 の プロ グラ ム の 最後 の メモ 
リ 番地 AO1D 番 地 に 、76 を 記憶 させ て いる か ら で す 。 

16 進 数 の 7 6 は 、HALT (ホー ルト ) 命令 で す 。HALT は 、 英 語 で 停止 す 
る 、 停 止 さ せる と いう 意味 で 、CPU の 働き を 停止 させ ます 。 

















7 6 一 一 HALT (CPU の 働き を 停止 させ る ) 


この HALT 命 令 は 、 ベ ー シ ッ ク の END 文 の 働き と は 多少 違い ます が 、 マ シン 語 
の プロ グラ ム で は END 文 と お な じ よ うに 、 プ ログ ラム の 終わ りや 、 プ ログ ラム 
の 途中 で 実行 を 停止 する と き に 使い ます 。 

さて 、 HALT 命 令 を 使っ た と き は 、CPU の 働き が 停止 し て し まう の で 、 キ ー 
ボー ド 上 に ある キー を 押し て も 、 そ の まま の 状態 が 続き ます 。 

HALT 命 令 に よる 停止 の 状態 を 解く に は 、 リ セッ ト ・ ボ タン を 押し ます 。 す 
る と 、 つ ぎ に 示 す よ うに 、 パ ソコ ン に 電源 を 入れ た 初期 状態 に 戻り ます 。 





NEC PC-8B9g1 BRSIC Uaer 1。1 
CoPgri コ ht 1979 て じ ) bg Microsoft 


UK 


ベー シッ ク の コマ ンド ・ レ ベル に 戻る 





29 


メモ リ に 記憶 され て いる マシ ン 語 の プロ グラ ム は 、 ベ ー シ ッ ク と 違っ て リセ ッ 
ト ・ ボ タン を 押し て も 消え ませ ん 。 し た が っ て 、 つ ぎの よう に 、 
mon | ー た た び マ シン 語 レ ベル に する 
*※GAO000O | 選 | 一 氷 た た び 実 行 する 
と 入力 する と 、 ふ た た び マ シン 語 の プロ グラ ム が 実行 され て 、 前 回 と お な じ よ 
うに 、 ハ ー ト が 画面 いっ ぱい に 表示 され ます 。 








HEC PC-Bgg1 BRSIC Uar 1。1 実行 結果 
CoPgFi コ ht 1979 て じ ) bg Hicrosoft 


り k 

iMOn + MON 命 獲 で マシ ン 語 の コマ ンド ・ レ ベル に 

ャ ロロ し て 、GAO00 を 入力 し て | RET| キ ー 
を 叩く と 、 涼 た た び ス ロク ラム を 実行 する 


TE 





ベー シッ ク の 場合 、END を 省略 し て も か まい ませ ん が 、 マ シン 語 の 場合 、H 
ALT(76) 命令 を 省略 する こと は で きま せん 。 エ ラー に な り ま す 。 

HALT (7 6) 命令 は 、 実 行 さ せ た あ と CPU が 停止 し て し まい 、 あ と の 処置 
が めん どう で す が 、 こ こ で は 、HALT (7 6) 命令 の 働き を お ば えて お いて く 
だ さい 。 
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変更 する と き は 、S コ マン ド を 使う 


ベー シッ ク の 場合 、 プ ログ ラム を 入力 し た あと 、 い ろ い ろ な 方 法 で プロ グラ 
ム を 修正 する こと が で きま す 。 た と えば 、 訂 正す る 箇所 が ある と き は 、 カ ー ソ 
ル を 訂正 する 箇所 まで 移動 し て 訂正 する と か 、 追 加 す る ステ ー ト メン ト が ある 





と き は 、 追 加 す る ステ ー ト メン ト に 行 番号 を つけ て |RET| キ ー を 叩い て お け ば 、 
ステ ー ト メン ト が 追加 で きる な ど で す 。 

マシ ン 語 の プロ グラ ム の 場合 は 、 ベ ー シ ッ ク の よう な 訂正 や 修正 は で きま せん 。 
で きる と すれ ば 、 メ モリ に 記憶 させ た マシ ン 語 を 変更 する こと ぐら いで 、 あ と は 
プロ グラ ム の 入力 の や り 直 し と いっ て も いい も の で す 。 

ここ で は 、 そ の メモ リ に 記憶 させ た マシ ン 語 を 変更 する 場合 の 方 法 に つい て 説 
明 し て お く こ と に し ます 。 

26 真 で 示し た 、 画 面 い っ ぱい に ハー ト を 表示 させ る マシ ン 語 の プロ グラ ム は 、 
それ ぞ れ の マシ ン 語 に 、 ひ と つ ひ と つ メ モリ 番地 を 割り 当て た よう に 、A000 
番地 か ら 入 力 し て 実行 させ る よう に 作ら れ た も の で す 。 

ここ で は 、 そ の メモ リ 番 地 を 無視 し て 、 つ ぎ に 示 す よ うに 、D000 番 地 か 
ら 同 じい プロ グラ ム を 入力 し ます 。 














前 Oh ーー 
氷 SD9B 一 8 コマ ンド の あと に DO00 番 地 を 入力 する 実行 結果 
Degg FF-96 FF-12 FF-3E FF-E9 

DG94 FF-21 FF-99 FF-F さ FF-E5 

D99B FF-C5 FF-96 FF-2B FF- ア ア 9 

DB9C FF-23 FF-23 FF-19 FF-FB NO 
DBg19 FF-C1 FF-95 FF-CR FF-1D 


De14 FF- 人 9 FF-E1 FF-11 FF-78 
D918 FF-99 FF-19 FF-CS FF-97 
D1C FF-a9 FF-76 FF- RE ] キー を mhc 


| 
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この よう に 、A000 番 地 か ら 入 力 し て 実行 する よう に 作ら れ て いる プロ グ 
ラム を 、D000 番 地 か ら 入 力 し て 実行 させ る と する と 、 つ ぎの 実行 結果 に 示 
す よ うに 、 横 に 一 列 ハ パート を 表示 する と 、 ス トッ プ し て し まい ます 。 





ト よ スル よ よ よ よ ま よ よ よ よ よ よ よ よ まま よ よ よせ よ よ よ まま は よ よ よ よ よ よ よ よ よ よ たよ よ よ ょ 」 | 実行 結果 


| 
| 

ーG コ マン ド で DO00 番 地 か ら の 
マシ ン 語 スロ クラ ム を 実行 させ る 





実行 が スト ッ プ し た の は 、D 0 12 番地 か ら D0 1 4 番地 に 入力 し た 、 
CA 1D AO 
と DO01A 番 地 か ら DO1C 番 地 に 入力 し た 、 
C3 07 AO 
に 間 題 が ある か ら で す 。 CA と C3 は 、JP 命 令 と いっ て 、「 ジ ャ ンプ せよ 」 と 
いう 命令 で す (116 頁 参照 。 1D AO と 07 AO は 、JP 命 令 で ジャ ンプ し 
て いく さき の メモ リ 番 地 で す 。 
JP 命令 で 、AO1D 番 地 、 ま た は AO0O 7 番地 に ジャ ンプ し て も 、 そ の メモ 
リ 番 地 に は な に も 入力 し て いま せん 。 な ぜ な ら 、 こ の 場合 は 、DO00 番 地 か 
ら 入 力 し て 実行 させ て いる か ら で す 。 その た め 、 実 行 が そこ で スト ッ プ し て し 
まう わけ で す 。 
そこ で 、 プ ログ ラム が 正しく 実行 する よう に 、JP 命 令 に よる ジャ ンプ さき を 
AO1D 番 地 か ら DO1D 番 地 に 、 ま た 、AOO 7 番地 を DO0O 7 番地 に 変更 
し な けれ ば な り ま せん 。 
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入力 し だ マシ ン 語 プロ グラ ム を 変更 する 方 法 
変更 する に は 、D コ マン ド を 使っ て メモ リ に 入力 し た マシ ン 語 を 画面 に 表示 さ 
せな けれ ば な り ま せん が 、 こ の まま で は D コ マン ド を 使う こと が で きま せん 。 
そこ で 、 リ セッ ト ・ ボ タン を 押し ます 。 リ セッ ト ・ ボ タン を 押す と 、 パ ソコ 
ン に 電源 を 入れ た 初期 状態 に 戻り ます 。 つ まり 、 ベ ー シ ッ ク の コマ ンド ・ レ ベ 
ル で す 。 
ベー シッ ク の コマ ンド ・ レ ベル に 戻っ た ら 、MON 命 令 を 入力 し て | RET | キー 
を 叩き 、 マ シン 語 の コマ ンド ・ レ ベル に し ます 。 


























mon | ご 
玉 

そし て 、D コ マン ド と 最初 の メモ リ 番 地 と 最後 の メモ リ 番 地 を 入力 し ます 。 
mon 





*DDO0O00, DO01F ソ 
これ で 、D000 番 地 か ら DO1F 番 地 に 記憶 され て いる マシ ン 語 の プロ グ 
ラム が 、 つ ぎの 実行 結果 に 示す よう に 表示 され 、 そ の 下 に * 印 が 表示 され ます 。 











On | 実行 結 果 
DD D91F 一 D コ マン ド と DO00 と DO 】 F 番 地 を EE 
DO9O 96 12 3E E9 21 9 F3 ES 入力 し て 、 メ モリ に 入力 し た 
DgOB CS 96 28 7 2 23 1 中 FB マシ ン 語 を 画面 に 表示 する 
Dg19 C1 95 CR 1D 89 E}1 11 8 

D918 99 19 C3 く 9gZ RB 76EFFFF 

平 園 





この * 印 の 横 に 16 頁 で 説明 し た S コマ ンド と 、 変 更 する 必要 の ある マシ ン 語 が 
記憶 され て いる メモ リ 番 地 を 入力 し ます 。 こ の 場合 は 、 変 更 する 箇所 は D 0 1 
4 番地 の AO と 、D0O1C 番 地 の A 0 で す 。 こ の ふた つの AO0 を DO0 に 変え れ 
ば よい わけ で す 。 

まず 、S コマ ンド を 入力 し て 、 最 初 の A 0 が 記憶 され て いる メモ リ 番 地 D 0 
1 4 を 入力 し ます 。 
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訂正 する マシ ン 語 が 記憶 され て いる 
*SD014 ラー 2 生 半 地 を 入力 する 


D 0 1 4 を 入力 し て 、 [RET| キー を 叩く と 、D 0 1 4 番地 を 表示 し て 、 そ の 
メモ リ に 記憶 され て いる マシ ン 語 、 つ まり 、A 0 を 表示 し ます 。 
*SD014 ご 
DO014 AO 一 - DO 】 4 番地 の AO を 表示 する 
そこ で 、 一 の 横 に DO0 を 入力 し ます 。 
DO14 AO 一 DO E1 一 AO- の 橋 に DO を 入力 する 











変更 す に の : ゴ ノル / 具 す ころ は スペ ー ス キー で 飛ば す 





DO を 入力 する と 、 つ ぎの メモ リ 番 地 D 0 15 に 記憶 され て いる マシ ン 語 E 1 
を 表示 し ます 。 

この E 1 は 、 変 更 する 必要 が あり ませ ん か ら 、 キ ー ボ ー ド の 一 番 下 に ある ス 
ペー スキ ー を 叩き ます 。 す る と 、 つ ぎの メモ リ 番 地 DO 1 6 番地 に 移っ て 、D 
0 1 6 番地 に 記憶 され て いる マシ ン 語 1 1 を 表示 し ます 。 


症 還 本 に 訂正 の 必要 の な い 箇 所 は 
DO14 AO 一 DO EE1 1 1 22 ポー お OLYP 本 3 す 
D 0 1 6 番地 の マシ ン 語 1 1 も 変更 する 必要 が あり ませ ん か ら 、 ス ペー スキ ー 


を 叩き ます 。 
この よう に 変更 する 必要 の な い メ モリ 番地 は 、 ス ペー スキ ー を 叩い て 飛ば し 
て いき ます 。 ス ペー スキ ー を 叩い て 、 飛 ば し た メモ リ 番 地 に 記憶 され て いる マ 
シン 語 は 、 そ の まま 記憶 され て いま す 。 
さて 、 も う ひ と つの A 0 が 記憶 され て いる D 0 1 C 番 地 ま で きた ら 、AO0 を 
D 0 に 変更 し ます 。 
DO1C AO0O--D0O AO 一 の 横 に DO を 入力 する 
DO1C 番 地 の AO を DO に 変更 する と 、 こ の 場合 の 変更 は 終わ り で すか ら 、 
つぎ の D 0 1 D 番 地 の 7 6 が 表示 され た と ころ で 、[RET| キ ー を 叩き ます 。 
DO01C AO-DO 76 ノー ー つぎ の メモ リ 番 地 の 内 容 を 表示 
つぎ の 頁 に 、 こ の 次 更 の 実行 結果 を ポ し ます 。 ーー こっこ < 
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入力 し た マシ ン 語 プロ グラ ム を 変更 する 方 法 





前 fh 

DD Dg1F 

DGG GE 12 3E E9 21 9 FS ES 

DGGB CS 96 2B アア 23 2 19FB 

D8B19 C1 95 CR 1D RB E】 11 8 

DB19 99 19 C3 BZ HB 7EFF FF 

*SDB14 8 コマ ンド を 入力 し て 、 変更 する メモ リ 番 地 を 入力 


Dg14 HB-DB E1 一 、 11 一 、 BB 
Dg18 9 一 19 、 い 、 じ 3ー,) g〆ー 
Dg1C RB-DB ) アー 

平 園 


変更 し な いと ころ は 、 
AO を D0 に 変更 する スペース キー で 飛ば す 








この 場合 、DO1D 番 地 の 76 の と ころ で |RET | キー を 叩き 忘れ て 、 ス ペー 
スキ ー を 叩き 続け る と 、 つ ぎの よう に 、 移 動 し て いく の で 注意 し て くだ さい 。 











mon 

*DDGOg。 DB1F 

DggB 96 12 3E E9 
Dg9G CS 96 2B 7 アア 
Dg1g C1 95 CR 1D 
Dg1G 99 19 C3 9g〆 
*SGDg14 

DBg14 RB-D9 E}1 一 
Dg1 お 99- 19 
Dg1C n9-D9 6ー 


D929 FF-  FF- 
D924 FF-  FF- 
半 


スペ ー ス キー を 叩き 続け る と 、 
移動 レ し つ ブ ける 
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まえ の メモ リ 番 地 に 戻す と き は 


スペ ー ス キー を 叩い た 場合 は 、 メ モリ 番地 が さき に 移動 し て いき まし た が 、 
メモ リ 番 地 を まえ に 戻し た いと いう 場合 も あり ます 。 その よう な と き は 、 
IDEL| キ ー ・ まえ の メモ リ 番 地 に 戻す と き 使 う 
を 叩き ます 。 
つぎ に 示す 実行 結果 は 、D 0 1 2 番地 で D0 と 入力 すべ き と こ ろ を 、A0 と 
入力 し た の で 、D 0 1 3 番地 の FFー で 、 [DEL| キ ー を 押し た 場合 で す 。 





f 胡 Ofh 
ャ GDB 
Dig99 FF-B6 FF-12 FF-21 FF-98 
bg94 FF-F さ FF-ES FF-C5 FF-96 
Dg98 FF-28 FF-77 FF-23 FF-23 
Dg9C FF-19 FF-FB FF-C1 FF-95 
D919 FF-CR FF-1D FF- 人 9 FF- |DEL | キー を 押す 
Dg12 RB 一 ひと つま え の メ モリ 番地 に 戻っ て 、 
も と その メモ リ に 記憶 され て いる マシ ン 

語 を 表示 する 














うえ の 実行 結果 を 見 る と わか る と 思い ます が 、 
DO010 FF 一 CA FFー1D FFーAO FF 一 ーー--|DEL| キ ー 
DO012 AO 一 一 -- DO 7】 2 番地 に 戻っ て 、AO を 表 二 する Eu 
D 0 1 3 番地 の FF が 表示 され た と ころ で 、 [DEL| キ ー を 押し た の で 、 ひ と 
つま え の D0 1 2 番地 に 戻っ て 、 新 た に D 0 1 2 番地 を 表示 し て 、D012 番 
地 の マ シン 語 A O を 表示 し た わけ で す 。 
この D 0 1 2 番地 の A 0 一 に 対し て 、D 0 を 入力 する と 、 |DEL| キー を 押し 
た D 0 1 3 番地 に 移動 し て 、DO 1 3 番地 の FF 一 を 表示 し ます 。 
DO012 AO 一 DO FFー- ーー|DEL | キー を 押し た DO 1 2 番地 に 移る 
つぎ に その 、 実 行 結果 を 示し ます 。 
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入力 し た マシ ン 語 プロ グラ ム を 変更 する 方 法 


mon 実行 結果 
*SDGOg 

Dggg FF-96 FF-12 FF-21 FF-99 

D994 FF-F3 FF-E5 FF-C5 FF-96 

DB FF-28 FF- ア ア FF-23 FF-23 

DggC FF-19 FF-FB FF-C1 FF-95 

D919 FF-Ca FF-1D FF-B FF-・- | DE キー を 押す 
D912 9-D9g FF- 





ーー 
ーー D072 番 地 の AO に 対し て DO を 


入力 する と 、D073 番 地 に 移っ て 、 
FF を 表示 する 


1 un | 





この |DEL| キ ー を 押し 続け る と 、 オ ー ト リピ ー ト が 働い て 、 つ ぎの 実行 結果 
に 示す よう に 、 つ ぎ つ ぎ に まえ の メモ リ 番 地 に 移動 し て いき ます 。 





Won 
SD 
DO FF-96 FF-12 FF-3E FF-E9 

Dg4 FF-Z1 FF-99 FF-F さ FF-E5S 

DGOG FF-CS FF-96 FF-2B FF- 

D99C FF-2Z3 FF-23 FF19 FF-FB 

Dg1 FF- じ 1 FF-95 FF-CR FF-1D 

D914 FF-HB FF-E}1 FF 一 [DE」 | キー を 押す 
bg15S E1 一 まえ の メモ リ 番 地 に 戻る 

DB14 Rg 一 
Dg13 1Dー 


| わ 」 | キー を 押し 続け る と 
Dg122 C 失 一 ーーー どん どん まえ の メモ リ 番 地 に 
Dg1 1 5ー 戻っ て い ぐ 

Dg1g 1 一 
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間違っ て マシ ン 請 (16 進 数 ) に な いも の を 入力 し た と き 


マシ ン 語 は 16 進 数 で 書き 表わさ れ て いま す (16 進 数 に つい て は 91 頁 参照 )。 そ 
こ で 、 キ ー を 押し 間違え て 、16 進 数 に な いも の を 入力 する と 、 た と えば G と か 
H、S と か X を 入力 する と 、 つ き ぎの 実行 結果 に 示す よう に ? マー ク を 表示 し 、 
* 印 が その 下 に 表示 され て マシ ン 語 の コマ ンド ・ レ ベル に 戻っ て し まい ます 。 





HitIi1 

* ま GDBB 

DBgB FF-B6 FF-12 FF-21 FF-Bg 

Dgg4 FF-F さ FF-E5 FF-C5 FF-96 

DGgS FF-2B FF- ア ア FF-23 FF-2 さ 

DgGC FF-19 FF-FB FF-S 16 進 数 に な い 8 を 入力 
0 ? マー ク を 表示 し て マシ ン 語 の 

平 男 コマ ンド ・ レ ベル に 戻る 


還 間 TETCE FREE お 表 5 ず 5 理 間 [TTY 加計 





この よう な と き は 、 つ ぎの よう に 、 ネ * 印 の 横 に S コマ ンド を 入力 し て 、 入 力 

を 間違え た メモ リ 番 地 を 指定 し て も か まい ませ ん 。 
? 
*SD00E ーーーー8 コ マン ド の あと に 、 入 力 を 間違え た メモ リ 番 地 を 入力 する 

する と 、 つ ぎの よう に 、 間 違っ て 入力 し た メモ リ 番 地 を 表示 し て 、FF 一 ( あ 
る い は 00 一 ) を 表示 し ます か ら 、 

DOOE FF 一 一 一 入力 を 間違え た メモ リ 番 地 の FF を 表示 する 
正しい マシ ン 語 を 入力 し ます 。 

と ころ で 、 メ モリ 番地 は と びと びに 表示 され て いま す 。 し た が っ て 、 メ モリ 
の 番地 の 表示 の 仕方 に 慣れ て いな いと 、 何 番地 の メモ リ 番 地 を 指定 し て よい の 
か 、 さ っ ぱり わか ら な いと いう こと も あり ます 。 
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入力 し だ マシ ン 語 プロ グラ ム を 変更 する 方 法 
そこ で 、 こ の よう に 入力 を 間違え た メモ リ 番 地 を 指定 し な く て も よい 方 法 が 
あり ます 。 つ まり 、 ま ※* 印 の 横 に 単に S と 入力 し て 、| RET | キー を 押せ ば よい 
の で す 。 
※S | 選 | 一 一 8 コマ ンド を 入力 し て [RE キー を 叩く 
これ で 、 つ ぎの 実行 結果 に 示す よう に 、 入 力 を 間違え た メモ リ 番 地 に 戻り ま 




















[ita il 

GDB 

DDG FF-B6 FF12 FF-Z1 FF-BB 
DGG FF-F さ FF-E5 FF-C5 FF-g6 
DB FF--2B FF- で ア FF-= さ FF-2 さ 
Dg9C FF-19 FF-FE FF-S 
結い _8 を 入力 し て [RET| キ ー を 叩く と 
DE FF- 一 ーー 入力 ミス を お こし た メモ リ 番 地 に 戻る 











up | 
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メモ リ 番 地 の 入 力 を 間違え た と き は | STOP | キー 


マシ ン 語 を 入力 する と き に 使う 8 コマ ンド 、 メ モリ に 記憶 させ た マシ ン 語 
画面 に 表示 させ る D コ マン ド 、 あ る い は マシ ン 語 の プロ グラ ム を 実行 させ る G 
コマ ンド を 使う 場合 、 次 に 示す よう に 、 そ の あと に メモ リ 番 地 を 入力 し ます が 、 

"マニー 1s D、G コ マン に の あと に は 
*DD000, DO01C| モリ 季 を 入力 する 
*GD000 

この メモ リ 番 地 を 間違え て 入力 する こと が あり ます 。 

S コマ ンド や D コ マン ド の 場合 、 メ モリ 番地 を 間違え て 入力 し て 、[RET| キ 
ー を 叩い て も 間 題 は あり ませ ん が 、G コ マン ド の 場合 は 、 暴 走 し て 、 プ ログ ラ 
ム を 破壊 し て し まい ます 。 

そこ で ここ で は 、 コ マン ド の あと に 入力 する メモ リ 番 地 の 入 力 を 間違え た と 
きど うす れ ば よい か 、 そ の 方 法 に つい て 説明 し ます 。 

方 法 と いっ て も 簡単 な こと で 、 メ モリ 番地 の 入力 を 間違え た こと に 気がつい 
た と ころ で 、[ STOP | キー を 押せ ば よい だ け で す 。 

た と えば 、 マ シン 語 の プロ グラ ム が DO000 番 地 か ら 入 力 さ れ て いた と し ま 
す 。 こ の マシ ン 語 の プロ グラ ム を 実行 させ る 場合 、 ま ず G コ マン ド を 入力 し て 、 
その あと に マシ ン 語 の プロ グラ ム が 記憶 され て いる メモ リ 番 地 D000 を 入力 
し ます 。 

mon 
*GD000 一 一 正しい 入 カ 

そし て [RET| キ ー を 叩け ば 、D 0 0 0 番地 か ら 記憶 され て いる マシ ン 語 の プ 
ログ ラム が 実行 され ます が 、G コ マン ド の あと に D 0 0 0 と 入力 する と ころ を 、 
うっ か り し て G コ マン ド の あと に DO003 と 入力 し た と し ます 。 

mon 
*GD003 




















間違え て 入力 
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コマ ンド の あと の メモ リ 番 地 の 入 力 を 間違え だ と き は 
この まま 、[RET| キ ー を 叩く と 暴走 し ます 。 暴走 し た ら プ ログ ラム は 破壊 き 
れ ま す が 、 パ ソコ ン が 壊れ る わけ で は な い の で 、 パ ソコ ン の リセ ッ ト キ ー を 押 
す と 、 ベ ー シ ッ ク の コマ ンド ・ レ ベル に 戻る の で 、 ふ た た び ぴ び MON コ マン ド を 入 
力 し て 、 マ シン 語 の コマ ンド ・ レ ベル に すれ ば 、 な に も 心配 する こと は あり ま 
せん が 、 メ モリ 番地 の 入力 を 間違え た こと に 気がつい た ら 、 メ モリ 番地 の 入力 
を し な お し た ほう が 入力 し た プロ グラ ム の 保護 に も な り ま す 。 
G コ マン ド の あと に DO003 を 入力 する と 、 カ ー ソ ル は DO003 の あと で 点 
減 し て いま すか ら 、 そ の 位置 で | STO P | キー を 押し ます 。 
*GD003 田 一 一 ご の 位置 で カー ソル が 点滅 
STOP | キー を 押す と 、 つ ぎ に 示 す よ うに 、 つ ぎの 行 に * 印 を 表示 し ます 。 


























GD003 軒 CTRL| キ ー と [BI キー を 一 緒 に 押す 
氷 一 改 た た び * 印 を 表示 する 








そこ で 、 ふ た た び 表 示さ れ た * に 対し て 、GC コ マン ド と 、 正 し い メ モリ 番地 
を 入力 し ます 。 こ れ が 、 コ マン ド の あと に 入力 する メモ リ 番 地 の 入 力 を 間違え 
た と き の 訂 正 の 方 法 で す 。 つ ぎ に 、 そ の 実行 結果 を 示し ます 。 


NEC PC-8gg1 BRSIC Uar 1。1 
CoPgFi コ ht 1979 て じ ) bg 旧 iCrosOft 


0 ド 

HmJi1 

GDBB さ STOP キー を 押す 

※GD9 四 一 一 一 一 人 ふたたび 表 示し た * 印 に 対し て 
G コ マン ド と 正しい メモ リ 番 地 
を 入力 する 


2 FTTEE 較 FREE が 詳 ! ほ 『 還 ITUT 
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S コ マン ド と D コ マン ド の 場合 も 、 メ モリ 番地 の 入力 を や りな お すこ と は G 
コマ ンド の 場合 と お な じ で す 。 

S コマ ンド の あと に 入力 し た メモ リ 番 地 が 間違っ て いる こと を 、|RET| キ ー 
を 叩く まえ に 気がつい た と き は 、 さ き に 説明 し た G コ マン ド の と き の よ うに 、 
STOP | キー を 押し て 新しく * 印 を 表示 させ て 、S コ マン ド と 正しい メモ リ 
番地 を 入力 し ます が 、 も し [RET | キー を 叩い て し まっ た あと 、 メ モリ 番地 の 
入力 の 間違い に 気がつい た と き は 、 最 初 に 表示 され た FF ド ー の 箇所 で STOP] 
キー を 押し ます 。 

mon 

*SC000 剛 

CO00 FF 一 罰 一 一 一 | S 二 OPD キー を 押す 

する と 、 つ ぎの 実行 結果 に 示す よう に 、 ふ た た び ※* 印 を 表示 し ます か ら 、 そ 
の * 印 に 対し て 、S コ マン ド と 正しい メモ リ 番 地 を 入力 し て 、| RE T | キー を 
叩き ます 。 


NEC PC-8gg1 BRSIC Uer 1。1 2 
CoF9ri ヨ ht 197Z9 バ じ ) bg 旧 icrosoft 


0 ド 
































前 fh 

ャ GSC 間 邊 えた メモ リ 番 地 を 入力 し た の で 、 | RE | キー を 叩く 
Cg FFー この 位置 で |8 耳 OP キ ー を 押す 

ポ GDBO9 新しく 表示 され た * 印 に 対し て 、8 コ マン ド と 

DO FF 一 男 正しい メモ リ 番 地 を 入力 する 





D コ マン ド の あと に 入力 し た メモ リ 番 地 が 間違っ て いる こと を 、|RET| キ ー 
を 叩く まえ に 気がつい た と き は 、G コ マン ド の と き の よ うに [ STOP | キー を 
押し て 、 新 し く * 印 を 表示 させ て 、D コ マン ド と 正しい メモ リ 番 地 を 入力 し ま 
す 。 
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コマ ンド の あと の メモ リ 番 地 の 入 力 を 間違え だ とき は 


また 、 も し 間違え た メモ リ 番 地 の ま ま |RET | キー を 叩い た と き は 、 そ の メモ 
リ 番 地 に 記憶 され て いる マシ ン 語 を 表示 し て 、 そ の あと に *P 印 を 表示 し ます か 
ら 、 表 示し た * 印 に 対し て 、D コ マン ド と 正しい メモ リ 番 地 を 入力 すれ ば よい 
わけ で す 。 

間違っ て 入力 し た メモ リ 番 地 に 、 な に も 入力 し て いな いと き は 、 つ ぎの 実行 
結果 に 示す よう に 、FF か 00 を 表示 し ます 。 そ し て 、FF か 00 を 表示 し た 
あと に ま * 印 を 表示 し ます か ら 、 ふ た た び D コ マン ド と 正しい メモ リ 番 地 を 入力 
し て |RET | キー を 叩き ます 。 


mwon 
*DCBBB。 CB1C 

C999 FF FF FF FF FF FFFFFF 
C998 FF FF FF FF FF FF FFFF 
CO19 PFF FFFFFFEFFFFFFF が ー 
Cg18 FF FF FF FF FF 

*DDBgB。DB1C * を 表示 し た ら その * に 対し て 、 
D999 96 12 SE E9 21 98 F さ CS 。 D コ マン ド と 正しい メモ リ 番 地 を 
De98 96 28 77 23 23 19 FB C1 入 す る 

De19 95 CA 1D DB E1 11 78 gg 

D918 19 C3 87 DB?6 

平 園 


























し 
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プロ グラ ム を カセ ッ ト テ ー プ に 記録 する に は W コマ ンド 


ベー シッ ク で 書い た プロ グラ ム が 完成 する と 、 カ セッ ト テ ー プ に 記録 し て 保 
管 し ます 。 お な じ よ うに マシ ン 語 の プロ グラ ム も 、 カ セッ ト テ ー プ に 記録 し て 
保管 する こと が で きま す 。 

ベー シッ ク の プロ グラ ム を カセ ッ ト テ ー プ に 記録 する 場合 は 、CSAVE を 使 
いま す 。 こ れ に 対し て マシ ン 語 の プロ グラ ム を カセ ッ ト テ ー プ に 記録 する 場合 
は 、W コ マン ド を 使い ます 。W コ マン ド は 、WRITE TAPE (ライ ト ・ テ ー 
プ ) の こと で 、 メ モリ に 記憶 され て いる マシ ン 語 を カセ ッ ト テ ー プ に 出力 する 働 
き を し ます 。 


W コ マン ド の あと に は メモ リ 番 地 を 置く 


また 、 ベ ー シ ッ ク の プロ グラ ム を カセ ッ ト テ ー プ に 記録 する 場合 は 、CSAVE 
の あと に ファ イル ・ ネ ー ム ” を 置き ます が 、 マ シン 語 の プロ グラ ム を カセ ッ 
ト テ ー プ に 記録 する 場合 は 、 つ ぎ に 示 す よ うに W コ マン ド の あと に マシ ン 語 の 
プロ グラ ム を 記憶 し て いる メモ リ 番 地 を 置き ます 。 


W < プロ グラ ム を 記憶 し て いる 最初 の メモ リ 番 地 , 最 
後 の メ モリ 番地 > 





で は 、 ど の よう に し て カセ ッ ト テ ー プ に 記録 する の か 実際 に マシ ン 語 の プロ 
グラ ム を カセ ッ ト テ ー プ に 記録 する こと に し ます 。 

マシ ン 語 の プロ グラ ム を カセ ッ ト テ ー プ に 記録 する 場合 は ベー シッ ク の コマ 
ンド ・ レ ベル に ある 状態 の 場合 と マシ ン 語 の コマ ンド ・ レ ベル に ある 状態 の 場 
合 の 2 通り が 考え られ ます が 、 い ずれ の 場合 も 、* 印 の あと に W コ マン ド と 、 
プロ グラ ム が 記憶 され て いる メモ リ 番 地 を 入力 する と いう も の で す の で 、 こ 
で は 、 ベ ー シ ッ ク の コマ ンド ・ レ ベル に ある 状態 の 場合 を 取り 上 げ て 説明 する 
こさ 区 しじま すら 
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ー 
いこ 


マシ ン 語 の プロ グラ ム を カセ ツ ト テ ー プ に 記録 する 

ここ で 使う マシ ン 語 の プロ グラ ム は 31 頁 で 取り 上 げた 画面 いっ ぱい に ハー ト 

を 表示 する プロ グラ ム で す 。 こ の プロ グラ ム は 、 つ ぎ に 示 す よ うに 、D000 
番地 か ら DO01D 番 地 ま で に 記憶 され て いま す 。 


この マシ ン 語 の プロ グラ ム は 最後 に HALT (7 6H) 命令 が 使わ れ て いる の 
で 、 プ ログ ラム が 間違い な く 実 行 す る か どう か を 確か め る と 、 リ セッ ト ・ ボ タ 
ン を 押し て 、 い っ た ん ベー シッ ク の コマ ンド ・ レ ベル に 戻さ な けれ ば な り ま せ 
ん 。 その た め 、W コ マン ド を 入力 する に は 、MON 命 令 を 入力 し て マシ ン 語 の コ 
マン ド ・ レ ベル に し ます 。 

mon 
※ ーー マシ ン 語 の コマ ンド ・ レ ベル に する 

その うえ で 、 つ ぎ に 示 す よ うに 、W コ マン ド を 入力 し 、 つ づい て 、 マ シン 語 の 
プロ グラ ム が 記憶 され て いる 最初 の メモ リ 番 地 D 0 00 番 地 と 、 最 後 の メ モリ 
番地 DO1D 番 地 を 入力 し ます 。 

mon ーーW コ マン ド の あと に 最初 の メモ リ 番 地 と 
* WD000. DO1D | ノー 最 疹 の メモ リ 番 地 を 置 

この よう に 入力 し た ら 、 [RET| キ ー を 叩く まえ に 、 ベ ー シ ッ ク の プロ グラ ム 
を カセ ッ ト テ ー プ に 記録 する 場合 と お な じ よ うに 、 デ ー タ レコ ー ダ に カセ ッ ト 
テー プ を セッ ト し て 、 [REC| ボ タン と [PLAY] ボ タン を 押し ます 。 

それ か ら 、[RET| キ ー を 叩き ます 。[RET| キ ー を 叩く と 、 カ ー ソ ル は W コ マ 
ンド の まえ に ある * 印 の うえ に 移動 し て 、*※ 印 の うえ で 点 減 し ます 。 

mon ご の 位置 に カー ソル が 移動 し て 点 減 する 
88WD000, DO01D 

カセ ッ ト テ ー プ へ の 記録 が 終了 する と 、 つ ぎの 行 に * 印 が 表示 され て マシ ン 
語 の コマ ンド ・ レ ベル に 戻り ます 。 

不幸 に し て 、 カ セッ ト テ ー プ へ の 記録 が 失敗 し た と き は ? マー ク が 表示 され 、 
つぎ の 行 に ※* 印 が 表示 され て マシ ン 語 の コマ ンド ・ レ ベル に 戻り ます 。 
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カセ ッ ト テ ー プ へ の 記録 が 失敗 し た と き は 、 も う 一 度 記録 の や り 直 し で す 。 

つぎ に 、 カ セッ ト テ ー プ へ の 記録 が 正常 に 行わ れ た 場合 と 、 失 敗 に 終わ っ た 
場合 の 実行 結果 を 示し ます 。 

y 記録 が 正常 に 行わ れ た と き 


NEC PC-Bg91 BRSIC Uer 1。1 
CoP9Fri コ ht 1979 (て じ ) bg 間 3 こ CFO=Of キ 上 





Uk 

Oh 

* ポ ijDBB9。 DBg1D 

車 國 ーー 記録 が 正常 に 行わ れ た と き は 
* 印 が 表示 され て マシ ン 語 の 
コマ ンド ・ レ ベル に 戻る 


TE 





記録 が 失敗 し た と き 





NEC PC-8gg1 BRSIC Uaer 1。1 
CoFPgFi ラ ht 197Z9 C 選 ) bg 間 iCrosoft 


0 トド 

Of 

MDBB9.D91D 

や ーーー 記録 が 失敗 し た と き は ? マー ク が 表示 され る 

束 一 一 そし て * 印 が 表示 され て 、 マ シン 語 の コマ ンド ・ レ ベル に 戻る 
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ベリ ファ イ を 行う に は 、LV コ マン ド 


ベー シッ ク の プロ グラ ム を 、 パ ソコ ン の メモ リ か ら カ セッ ト テ ー プ に 記録 し 
た あと 、 プ ログ ラム が 間違い な く カ セッ ト テ ー プ に 記録 され た か どう か 、 ベ リ 
ファ イ を 行い ます が 、 マ シン 語 の プロ グラ ム を カセ ッ ト テ ー プ に 記録 し た あと も 
べ ベリファイ を 行い ます 。 

ベー シッ ク の プロ グラ ム の 場合 の ベリ ファ イ は 、CLOAD ? を 使っ て 行い ま 
す が 、 マ シン 語 の プロ グラ ム の 場合 は 、LV コ マン ド を 使っ て 行い ます 。 

LV コマ ンド は 、VERIFY TAPE (ベリ ファ イ ・ テ ー プ ) の こと で 、 テ ー プ 
に 記録 し た マシ ン 語 の プロ グラ ム と 、 メ モリ に 記憶 され て いる マシ ン 語 の プロ 
グラ ム が 同じ も の か どう か を 比較 する 働き を し ます 。 


の リアル 角 そ ay 


ベー シッ ク の プロ グラ ム の 場合 、 ベ リフ ァ イ を 行う に は 、CLOAD ? の あと 
に “ファ イル ・ ネ ー ム ” を 入力 し ます が 、 マ シン 語 の プロ グラ ム の 場合 は LV コ 
マン ド を 入力 し て 、 |RET| キ ー を 叩く だ け で す 。 


LV [| 


で は 、 ど の よう に し て ベリファイ を 行う の か 、 実 際 に ベリファイ を 行っ て み 
る ご と に し ます 。 
さて 45 頁 で 、W コ マン ド を 使っ て 、 マ シン 語 の プロ グラ ム を カセ ッ ト テ ー プ 
に 記録 し まし た 。 マ シン 語 の プロ グラ ム の カセ ッ ト テ ー プ へ の 記録 が 正常 に 行 
われ る と 、* 印 が 表示 され て マシ ン 語 の コマ ンド ・ レ ベル に 戻り まし た 。 
mon 
*WD000, DO01D 
来 ーーー マ シン 語 の スロ クラ ム の 記録 が 正常 に 行わ れる と * 印 を 表示 する 
この ※* 印 の 横 に 、LV コ マン ド を 入力 し ます 。 
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mon 
*WDO000, D10D 
*LV [| ノ | 一 * 印 の 横 に し LV を 入力 する 
LV を 入力 し た ら |RET| キ ー を 叩き ます が 、 そ の まえ に マシ ン 語 の プロ グラ ム 
を 記録 し た 先頭 より 少し 前 の 位置 まで カセ ッ ト テ ー プ を 巻き 戻し 、 デ ー タ レコ 
ー ダ の |PLAY| ボ タン を 押し ます 。 それから 、|RET| キ ー を 叩き ます 。 
RET | キー を 叩く と 、 カ ー ソ ル は LV の 左 の * 印 の 上 に 移動 し て 点滅 し ます 。 
mon 
*WDO000, DO1D 
陸 LV [RET | キー を 叩く と 、 カ ー ソ ル は * 印 の 上 に 移動 し て 点 減 する 
ベリ ファ イ を 行っ て 、 カ セッ ト テ ー プ に 記録 し た マシ ン 語 の プロ グラ ム と メ 
モリ の な か に 記憶 され て いる マシ ン 語 の プロ グラ ム が 一 致す る と 、 つ ぎの 実行 
結果 に 示す よう に 、 つ ぎの 行 に * 印 を 表示 し て マシ ン 語 の コマ ンド ・ レ ベル に 
戻り ます 。 












































NEC PC-8B9g1 BRSIC Uer 1。1 
CoFgFi コ ht 1979 て じ ) bg 計 icrosoft 


0K 
On 


キ DBBg9. DB1D 

LU 

較 一 一 カセ ッ ト テ ー ズ の マシ ン 語 の スズ ロク ラム と 、 
メモ リ の な か の マシ ン 語 の コス ロク ラム が 一致 
する と * 印 を 表示 する 


TE 





も し 不幸 に し て 、 カ セッ ト テ ー プ に 記録 し た マシ ン 語 の プロ グラ ム と メモ リ 
の な か の 機械 語 の プロ グラ ム と が 一 致し な か っ た 場合 は 、 つ ぎの 実行 結果 に 示 
す よ うに 、 つ ぎの 行 に ? マー ク を 表示 し 、 そ の つぎ の 行 に * 印 を 表示 し て マシ 
ン 語 の コマ ンド ・ レ ベル に 戻り ます 。 
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ベリ ファ イ を 行う に は 

カセ ッ ト テ ー プ に 記録 し た マシ ン 語 の プロ グラ ム と メモ リ の な か に 記録 され 

て いる マシ ン 語 の プロ グラ ム が 一 致し な か っ た 場合 も や 、 カ セッ ト テ ー プ に 記録 

し た マシ ン 語 の プロ グラ ム に 異常 が ある わけ で すか ら 、 も う 一 度 カ セッ ト テ ー 
プ へ の 記録 の や り 直 し と な り ま す 。 











HEC PC-BBg1 BRSIC Uer 1。} 
CoPJF1 ヨ ht 19 デ 9 バビ) bg 旧 1CFO=Oft 





0 ド 

hijil 

ャ MDBBO DB1D 

LU 

0 カセ ッ ト テ ー ズ の マシ ン 語 の フロ ク 

吾 ラム と メモ リ の な か の マシ ン 語 の ズ 
ロク ラム が 一 致し な いと 、? マー ク 
を 表示 する 


| 
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人 コリ ノ ル / も /M オン タム か II 6 5= に ラン 


カセ ッ ト テ ー プ に 記録 し た マシ ン 語 の プロ グラ ム は 必要 に 応じ て パソ コン の 
メモ リ に 読み 込ん で 使い ます 。 

ベー シッ ク の プロ グラ ム の 場合 は 、 カ セッ ト テ ー プ か ら パ ソコ ン の メモ リ の 
な か に プロ グラ ム を 読み 込む と き は CLOAD を 使っ て 行い ます が 、 マ シン 語 の 
プロ グラ ム の 場合 は 、L コ マン ド を 使っ て 行い ます 。 

上 L コ マン ド は 、LOAD TAPE (ロー ド ・ テ ー プ ) の こと で 、 カ セッ ト テ ー 
プ に 記録 され て いる マシ ン 語 の プロ グラ ム を パソ コン の メモ リ の な か に 読み 
む 働 き を し ます 。 





層 


メモ リ の な か に 読み 込 





ベー シッ ク の プロ グラ ム を メモ リ に 読み 込む 場合 、CLOAD の あと に ファ 
イル ・ ネ ー ム ” を 置き まし た が 、 マ シン 語 の プロ グラ ム を メモ リ に 読み 込む に 
は 、L コ マン ド を 入力 し て 、 |RET| キ ー を 叩く だ け で す 。 


L 


で は どの よう に し て マシ ン 語 の プロ グラ ム を メモ リ に 読み 込む の か 、 実 際 に 
カセ ッ ト テ ー プ に 記録 され て いる マシ ン 語 の プロ グラ ム を メモ リ の な か に 読み 
込ん で みる こと に し ます 。 

45 頁 で W コ マン ド を 使っ て マシ ン 語 の プロ グラ ム を カセ ッ ト テ ー プ に 記録 し 
まし た か ら 、 こ こ で は その マシ ン 語 の プロ グラ ム を メモ リ に 読み 込む こと に し 
ます 。 ま ず 、 パ ソコ ン の 電源 を 切っ て 、 メ モリ に 記憶 され て いる プロ グラ ム を 
消去 し ます 。 そ し て 、MON コ マン ド を 入力 し て マシ ン 語 の コマ ンド ・ レ ベル に 
し ます 。 

mon 
来 一 - マシ ン 語 の コマ ンド ・ レ ベル に する 
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カセ ッ ト テ ー プ に 記録 し た を プログラム を メモ リ の な が に 読み 込む に は 
* 印 が 表示 され た ら 、*P 印 の 横 に エコ マン ド を 入力 し ます 。 
mon 
ネ L || 一 * 印 の 横 に 上 を 入力 する 
L コマ ンド を 入力 し た ら 、 [RET| キ ー を 叩く まえ に 、 カ セッ ト テ ー プ を 巻き 
戻す な り 、 先 送り する な ど し て メモ リ に 読み 込む マシ ン 語 の プロ グラ ム の 先頭 
より 少し 前 の 位置 に 合わ せま す 。 こ れ は 、 ベ ー シ ッ ク の プロ グラ ム を メモ リ に 
読み 込む 場合 と お な じ 要 領 で す 。 
そし て 、 デ ー タ レコ ー ダ の IPLAY | ボタ ン を 押す と と も に 、|RET| キ ー を 叩 
きま す 。 す る と 、 カ ー ソ ル は 、L コ マン ド の 左 の * 印 の うえ に 移動 し て 点滅 し 
ます 。 
mon 
団 し カー ソル は * 印 の うえ で 点 減 す る 
カセ ッ ト テ ー プ の マシ ン 語 の プロ グラ ム が メモ リ の な か に 読み 込ま れる と 、 
つぎ の 行 に * 印 が 表示 され て 、 マ シン 語 の コマ ンド ・ レ ベル に 戻り ます 。 
つぎ に 実行 結果 を 示し ます 。 



































NEC PC-8SgB1 BRSIC Uar 1。1 
CoF9Fi ラ ht 19Z9 て (に) bg 上 icCro=Oft 


け ト 

前 fh 

し 上 コマ ンド を 入力 し て | RE 本 | キー を 叩く 

* 園 メモ リ へ の フロ クラ ム の 読み 込み が 
終わ る と * 印 を 表示 し て マシ ン 語 の 
コマ ンド ・ レ ベル に 戻る 
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読み 込ま れ た プロ グラ ム が 記憶 され る メモ リ 番 地 は ? 





さて 、 カ セッ ト テ ー プ の マシ ン 語 の プロ グラ ム は カセ ッ ト テ ー プ か ら メ モリ 
の な か に 読み 込ま れ て 、 ど の メモ リ 番 地 か ら 記 層 さ れ た の で し ょ うか 。 

45 貞 で W コ マン ド を 使っ て 、 メ モリ に 記憶 され て いる マシ ン 語 の プロ グラ ム を 
カセ ッ ト テ ー プ に 記録 する と き 、 マ シン 語 の プロ グラ ム は D000 番 地 か ら D0 
1D 番 地 に 記憶 され て いま し た 。 そこで 、 つ ぎの よう に し て 、 カ セッ ト テ ー プ 
に マシ ン 語 の プロ グラ ム を 記録 させ まし た 。 

*WDO000, DO01D 

この メモ リ 番 地 は マシ ン 語 の プロ グラ ム と 一 緒 に カセ ッ ト テ ー プ に 記録 され 
ます 。 し た が っ て 上 コマ ンド で メモ リ に 読み 込ま れる マシ ン 語 の プロ グラ ム は 、 
W コ マン ド で カセ ッ ト テ ー プ に 記録 し た と き に 指定 し た 番地 に 読み 込ま れる こ 
と に な り ま す 。 

で は 確か に 、 い ま 説 明 し た と お り で ある か どう か 、D コ マン ド を 使っ て メモ 
リ 番 地 を 指定 し て 、 メ モリ に 読み 込ま れ た マシ ン 語 の プロ グラ ム を 画面 に 表示 
させ て みる こと に し ます 。 つ ぎ に 示 す の が 、 そ の 実行 結果 で す 。 





HEC PC-8SBB1 BRSGIC Uaer 1。1 
CoP9Fi1 コ ht 197Z9 て じ ) bg 対 iCrO=Of も 


DDgB。 DD ーーーー ツ コマ ンド で 指定 し た 番地 を 、 わ コ マン ド で 指定 する 

DP 96 12 3E E9 1 BB F さ ES な 
上 コマ ンド で D000 番 地 か ら 

DagBS CS 96 28 アア 2 う 3 23 jaFB DO 1 D 番 地 に 読み 込ま れ た マ 


シン 語 の メロ クラ ム 


Dg1g に 1 95 CR 1D BB E1 11 
補 gg 19 C3 BZ DB 76 
事 





な お カセ ッ ト テ ー プ か ら の プロ グラ ム の 読み 込み が 失敗 し た と き は 、 ? マー 
ク が 表示 され 、 ネ * 印 が 表示 され て マシ ン 語 の コマ ンド ・ レ ベル に 戻り ます 。 
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ベー シッ ク を 記録 する に は CSAVE、 マ シン 語 は W 


いろ いろ な 雑誌 な ど に ベー シッ ク と マシ ン 語 で 作ら れ た プロ グラ ム が 掲載 さ 
れ て いま す 。 ベー シッ ク と マシ ン 語 で 作ら れ た プロ グラ ム を キー ボー ド の キー 
を 叩い て 苦労 し て パソ コン に 入力 し て も 、 そ の プロ グラ ム を カセ ッ ト テ ー プ に 
保管 する 方 法 を 知ら な いと 、 ふ た た ぴ びそ の プロ グラ ム を 使う と き 、 ま た 同じ 苦 
労 を し て 、 パ ソコ ン に プロ グラ ム を 入力 し な けれ ば な り ま せん 。 そこ で 、 こ こ 
で ベー シッ ク と マシ ン 語 で で きた プロ グラ ム を カセ ッ ト へ 記録 する 方 法 に つい 
て 説明 し て お く こ と に し ます 。 

方 法 と いっ て も 、 非 常に 簡単 な こと で す 。 ベ ー シ ッ ク の プロ グラ ム を カセ ッ 
ト テ ー プ に 記録 する に は 、 


CSAVE “ファ イル ネー ム ? 


を 使っ て 行い ます 。 
マシ ン 語 の プロ グラ ム を カセ ッ ト テー プ に 記録 する に は 、45 頁 で 説明 し た よう 


由 
si 


W < 最初 の メモ リ 番 地 , 最後 の メモ リ 番 地 > 


を 使っ て 行い ます 。 

ベー シッ ク と マシ ン 語 で 作ら れ た プロ グラ ム を カセ ッ ト テ ー プ に 記録 する に は 、 
この ふた つの コマ ンド を 使っ て 行え ば よい の で す 。 

で は 、 実際 に ベー シッ ク と マシ ン 語 で で きた プロ グラ ム を 、 カ セッ ト テ ー プ に 
記録 させ て みる こと に し ます 。 

ここ で は 、 つ ぎの 頁 の うえ に 示す プロ グラ ム を 使う こと に し ます 。 こ の プロ 
グラ ム は 、 最初 が ベー シッ ク で で き て いま す 。 つ まり 、 行 番号 10 か ら 150 ま で で 
す 。 行 番号 150 の END 文 の あと に つづ いて いる の が マシ ン 語 の プロ グラ ム で す 。 
つま り 、 メ モリ 番地 DO000 か ら DO4B ま で の 16 進 数 の 部 分 で す 。 
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ベー シッ ク と マシ ン 語 で で きた プロ グラ ム 


DEF USR=&HDO0o 
2O MIDTH 80。35:EHNS ロ LE, ,0 
DIH NNG5) 
40 PRINT 
9 PRINT 
50 PRINT " 
70 FRINT " 
BET9(0.1)-(6.3) NH 


に 


PRINT _UHR ま (1) 

FHR Ii=G TH 49 

FUTD (TE ロ )ー( すら 6 で) MM 
NEWT 

丘 =USR ( 仙 ) 





LHCATE 0。15 
EN 


DOG 1 RFD 
DGPSEM 人 
DO OS IT10 
hn18 SE 00 D3 40 
DOEO 7B GO ED 
DOGeR 11 4 

DOQSOq SS 1S 

DR 上 情 因 

HG BZ Ba 

Di4H EB DE 





この マシ ン 語 の プロ グラ ム は サブ ルー チン に な っ て いて 、 メ イン ルー チン の 
ベー シッ ク の プロ グラ ム か ら 、 こ の マシ ン 語 の プロ グラ ム を 呼び 出し て いる の 
で 9。 
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ベー シッ ク と マシ ン 語 で で きだ プロ プラム を カセ ツ ト テ ー プ に 記録 する 
ベー シッ ク と マシ ン 語 で で きた プロ グラ ム は 、 こ の プロ グラ ム に 示す よう に 、 
ベー シッ ク で で きた 部 分 と マシ ン 語 で で きた 部 分 と が 、 ふ た つ に 別 の か れ て いる の 
が ふつ う で す 。 
さて 、 こ の プロ グラ ム の カセ ッ ト テ ー プ へ の 記録 で す 。 こ の プロ グラ ム は 、 
すでに パソ コン に 入力 が すん で いる も の と し ます 。 






まず 、 ベ ー シ ッ ク の ブログ ラム を 記録 する 





この よう に ベー シッ ク と マシ ン 語 で で き て いる プロ グラ ム を カセ ッ ト テ ー プ 
に 記録 する に は 、 ま ず ベ ー シ ッ ク で で き て いる プロ グラ ム を カセ ッ ト テ ー プ に 
記録 し ます 。 ベ ー シ ッ ク の プロ グラ ム を カセ ッ ト テ ー プ に 記録 する に は 、 さ き 
に 示し た よう に 、 フ ァイル ・ ネ ー ム が 必要 で す 。 こ こ で は ファ イル ・ ネ ー ム を 
簡単 に し て “aa” と し ます 。 し た が っ て 、 

CSAVE "aa"・ ベー シッ ク の フロ クラ ム を セー フ す る 

と 入力 し て 、 デ ー タ レコ ー ダ に カセ ッ ト テ ー プ を セッ ト し て 、 [REC| ボ タン 
と [PLAY] ボ タン を 押し ます 。 そ れ か ら [|RET| キ ー を 叩き ます 。 ベ ー シ ッ ク の 
プロ グラ ム が 正常 に 記録 され る と OK を 表示 し ます か ら 、OK を 表示 し た ら 、 デ 
ー タ レコ ー ダ の |STOP| キ ー を 押し て 、 デ ー タ レコ ー ダ を 止め ます 。 


つぎ に 、 マ シン 語 の プロ グラ ム を 記録 する 





OK が 表示 され た ら 、MON コ マン ド を 入力 し て マシ ン 語 の コマ ンド ・ レ ベル に 
し ます 。 

mon 

来 ーーー マ シン 語 の コマ ンド ・ レ ベル に する 
マシ ン 語 の コマ ンド ・ レ ベル に し た ら W コ マン ド を 入力 し ます 。 そし て 最初 
の メモ リ 番 地 と 最後 の メモ リ 番 地 を 入力 し ます 。 こ の 場合 マシ ン 語 の プロ グラ 
ム は 、D000 番 地 か ら D04B 番 地 に 記憶 され て いる の で 、 最 初 の メモ リ 番 
地 DO00 番 地 と 、DO4B 番 地 を 入力 し ます 。 

2 W コ マン ド の あと に 最初 の メモ リ 番 地 と 

*WDO000, D04B: 最後 の メモ リ 番 地 を 入力 する 
[RET| キ ー を 叩く まえ に 、 少 し カセ ッ ト テ ー プ を 先送り し て 、 ベ ー シ ッ ク の 
プロ グラ ム と の 間 を 少し 離し ます 。 その うえ で 、 デ ー タ レコ ー ダ の [REC| ボ タン 
と [PLAY| ボ タン を 押し ます 。 そ し て 、 |RET| キ ー を 叩き ます 。 
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する と 、 カ ー ソ ル は W コ マン ド の 横 の * 印 の うえ に 移動 し て 点滅 し ます 。 


mon 

HWD000. D04B 
マシ ン 語 の プロ グラ ム が 正常 に 記録 され る と 、 次 の 行 に ※ 印 が 表示 され ます 。 
つぎ に ベー シッ ク の プロ グラ ム の カセ ッ ト テ ー プ へ の 記録 と 、 マ シン 語 の プ 
ログ ラム の カセ ッ ト テ ー プ へ の 記録 の 状態 の 実行 結果 を 示し ます 。 





カー ソル が ご の 位置 で 点 減 す る 





て ちさ り リーーーー ベ ー シ ッ ク の フロ クラ ム の 記録 
0 り ト 

Hitm】il マシ ン 語 の コマ ンド ・ レ ベル に する 

平 MD 。 DB シン 

事 訪 一 [CTRL| キ ー と [ 遇 の キー を 一 緒 に 押し て 
U に ベー シッ ク の コマ ンド ・ レ ベル に 戻す 

て 1oad?"a ュ " 
Found : ュ ュ 

0 に ト 


ile1i1 3 5 
六 し U *ーーーー マ シン 語 の スズ ロク ラム の ベリ ファ イ 


ーーーー ベ ー シ ッ ク の フロ タラ ム の ベリ ファ イ 


来 5 一 [CTRL | キー と [| 明 | の キー を 一 緒 に 押し て 
Uk ベー シッ ク の コマ ンド ・ レ ベル に 戻す 





うえ の 実行 結果 に 示し た よう に 、 ベ リフ ァ イ も 行っ て いま す 。 

この 場合 は 、 最 初 に ベー シッ ク の プロ グラ ム の ベリ ファ イ を 行い 、 つ ぎ に マ 
シン 語 の ベリ ファ イ を 行っ て いま す 。 

そう する に は マシ ン 語 の プロ グラ ム が 正常 に 記録 され た と いう * 印 が 表示 さ 
れ た ら 、* 印 の 箇所 で 、[CTRL| キ ー と [BI の キー を 一 緒 に 押し て マシ ン 語 の コ 
マン ド ・ レ ベル か ら ベ ー シ ッ ク の コマ ンド ・ レ ベル に 戻し ます 。 そし て 、 カ セ 
ッ ト テ ー プ を ベー シッ ク の プロ グラ ム の 位置 の 少し 先 ま で 巻き 戻し て 、 

CLOAD ? *a a” ーーーー ベ ー シ ッ ク の スロ クラ ム の ベリ ファ イ を 行う 

を 入力 し ます 。 それ か ら 、 デ ー タ レコ ー ダ の [PLAY| ボ タン を 押し て 、 
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ベー シッ ク と マシ ン 語 で で きだ プロ グラム を カセ ッ ツ ト テ ー プ に 記録 する 
キー を 叩き 、 ベ ー シ ッ ク の プロ グラ ム の ベリ ファ イ を 行い ます 。 
ベー シッ ク の プロ グラ ム の ベリ ファ イ が 終了 し て OK が 表示 され た ら 、 デ ー 
タレ コー ダ の | STOP| キ ー を 押し て 、 デ ー タ レコ ー ダ を 止め ます 。 
つぎ に 、MON コ マン ド を 入力 し て マシ ン 語 の コマ ンド ・ レ ベル に し ます 。 
mon 
し スー マシ ン 語 の コマ ンド ・ レ ベル に する 
マシ ン 語 の コマ ンド ・ レ ベル に し た ら 、 *※ の 横 に LV コマ ンド を 入力 し ます 。 
mon 
*※LV・ マシ ン 語 の メロ クラ ム の ベリ ファ イ を 行う 
LV コマ ンド を 入力 し た ら 、 マ シン 語 の プロ グラ ム は ベー シッ ク の プロ グラ 
ム の あと に 記録 され て いる の で 、 そ の まま デー タレ コー ダ の [PLAY| ボ タン を 
押し て 、[RET| キ ー を 叩き ます 。 
する と 、 カ ー ソ ル は LV コマ ンド の 横 の * 印 の うえ に 移動 し て 点滅 し ます 。 
mon 
団 LV カー ソル が * 印 の うえ で 点 減 する 
マシ ン 語 の プロ グラ ム の ベリ ファ イ が 終了 する と 、 つ ぎの 行 に * 印 を 表示 し ま 
す 。 
ベー シッ ク と マシ ン 語 で で きた プロ グラ ム は ベー シッ ク の コマ ンド ・ レ ベル 
で 実行 させ ます か ら 、※* 印 が 表示 され た ら [CTRL| キ ー と [Bl| の キー を 一 緒 に 押 
し て 、 ベ ー シ ッ ク の コマ ンド ・ レ ベル に 戻し ます 。 


プロ グラ ム の 説明 | 


で は 、 こ の プロ グラ ム に つい て 簡単 に 説明 し て お きま す 。 
この プロ グラ ム を 実行 させ る と 、 つ ぎの 実行 結果 に 示す よう に 、 ま ず 、 車 が 
画面 の 下 、 左 端 に 表示 され ます 。 


区 +ーー 一 画面 の 左端 に 車 が 表示 され る 
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30 BIR MKGi 

4 ロ FRINT UEHR ま は 條 ) 
SRRIUNR TI SW 

ら Sn FRINT 「 評 還 較 開 

70 FRINT 「 下 呈 配下 「 
BO BETS(O。 1) (6 3) NM 


実行 結果 の よう に 車 を 画面 の 左端 に 表示 する の は 、 ま ず 、 行 番号 50 か ら 70 ま 
で の PRINT 文 で 画面 に 車 を 表示 し ます 。 こ の PRINT 文 で 表示 され た 車 は 行 番 
号 80 の GET@ 文 で 、 行 番号 30 の DIM 文 で 配列 の 宣言 を し て 確保 され た 配列 MM 
(5 ) に 記憶 され ます 。 配列 に 記憶 され た 車 は 、 行 番号 110 の PUT@ 文 で 取り 出 
され て 表示 され ます 。 


90 FRINT CHR ま 1 記 ) 

100 FOR =0 TH 40 

110 PUT9(T.22) 一 (【+6。 24) MM 
12O NEXT 


行 番号 110 の PUT@ 文 は 、 行 番号 100 と 120 の FOR 一 NEXT 文 で 囲ま れ て いま 
す 。 こ の 行 番号 100 の FOR 文 の 変数 1 の 値 が PUT@ 文 の カッ コ の な か の 1 に 送 
られ て き て 、PUT@ 文 で 配列 MM に 記憶 し た 車 を 取り 出し て 、 表 示す る 位置 の 
指定 と な り ま す 。 

行 番号 110 の FOR 文 の 変数 I の 初期 値 は 0 で す 。 し た が っ て 、 こ の 0 が PUT 
@ 文 の カッ コ の な か の 1 に 送ら れ て きま すか ら 、 

PUT@ (0, 22) 一 (0+6, 24), MM 

と な っ て 、 画 面 の 左端 に 車 を 表示 する わけ で す 。 

車 を 画面 の 下 、 左端 に 表示 し た あと は 、 行 番号 100 の FOR 文 の 変数 I の 初期 
値 0 の つぎ の 1 か ら 順 に 最終 値 の 40 ま で を 、 つ ぎ つ ぎ に 行 番号 110 の PUT@ 文 
の カッ コ の な か の 1 に 送っ て きま すか ら 、 車 は つぎ の 頁 の 実行 結果 に 示す よう 
- に 、 画 面 の 下 を 左端 か ら 画 面 の 中 央 まで 移動 し て いき ます 。 


10 DEF USR=HDOG 
130 =UBR (GO) 
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ベー シッ ク と マシ ン 語 で で きだ を プロ プラ ム を カセ ツ ト テ ー プ に 記録 する 
行 番号 130 の A=USR (0 ) は マシ ン 語 の サブ ルー チン を 呼び 出し ます 。 
つま り 、 行 番号 10 で 、DEF USR=&HDO00 と し て マシ ン 語 の プロ グラ 
ム が 記憶 され て いる 最初 の メモ リ 番 地 を 指定 し て いま すか ら 、 行 番号 130 の A= 
USR ( 0 ) を 実行 する と 、D 0 0 0 番地 へ 実行 が 移る こと に な り ま す 。 
さて 、 こ の マシ ン 語 の プロ グラ ム は 、 つ ぎの 実行 結果 に 示す よう に 弾 を 画面 
の うえ に 向け て 、 音 を 出し な が ら 発 射 し 、 弾 が 画面 の うえ に 達し た と き 「 キ カ 
イ ゴ プ ログ ラム 」 と いう メッ セー ジ を 表示 する まで を 行っ て いま す 。 








マシ ン 語 の プロ グラ ム を 実行 し 終わ る と 行 番号 140 の LOCATE 文 を 実行 し 
ます 。 


140 LUCATE 0.15 
150 END 


この LOCATE 文 は 、 行 番号 150 の END 文 を 実行 し て 表示 する OK の 表示 位置 
を 指定 し て いま す 。 こ の よう に する の は 、 画 面 に 表示 され た 実行 結果 を 壊 わ さ 
な いた めで す 。 
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ベー シッ ク を 読み 込む に は CLOAD、 マ シン 語 は し 





55 頁 で 、 ベー シック と マシ ン 語 で で きた プロ グラ ム を カセ ッ ト テ ー プ に 記録 し 
まし た 。 カ セッ ト テ ー プ に 記録 し た ベー シッ ク と マシ ン 語 で で きた プロ グラ ム は 、 
必要 に 応じ し て 、 パ ソコ ン の メモ リ の な か に 読み 込ん で 使わ な けれ ば な り ま せん 。 
そこ で ここ で は 、 カ セッ ト テ ー プ に 記録 し た ベー シッ ク と マシ ン 語 の プロ グラ ム 
を 、 カ セッ ト テ ー プ か ら パ ソコ ン の メモ リ へ 読み 込む 方 法 に つい て 説明 する こ 
と に し ます 。 

読み 込む 方 法 と いっ て も 非常 に 簡単 な こと で す 。 ベ ー シ ッ ク の プロ グラ ム を 、 
カセ ッ ト テ ー プ か ら パ ソコ ン の メモ リ に 読み 込む に は 、 


CLOAD “ファ イル ・ ネ ー ム ” 


を 使っ て 行い ます 。 
マシ ン 語 の プロ グラ ム を カセ ッ ト テ ー プ か ら パ ソコ ン の メモ リ に 読み 込む に 
は 、50 真 で 説明 し た よう に 、 


L 以 


を 使っ て 行い ます 。 

ベー シッ ク と マシ ン 語 で で きた プロ グラ ム を カセ ッ ト テ ー プ か ら パ ソコ ン の 
メモ リ に 読み 込む に は 、 こ の ふた つの コマ ンド を 使っ て 行え ば よい の で す 。 

で は 、 実 際 に カセ ッ ト テ ー プ に 記録 し た ベー シッ ク と マシ ン 語 で で きた プロ グ 
ラム を 、 パ ソコ ン の メモ リ に 読み 込ん で みる こと に し ます 。 

ここ で は 、55 貞 で 、CSAVEK と W コ マン ド で 、 ベ ー シ ッ ク と マシ ン 語 で で き た 
プロ グラ ム を カセ ッ ト テ ー プ に 記録 し まし た か ら 、 そ の プロ グラ ム を カセ ッ ト 
テー プ か ら 、 パ ソコ ン の メモ リ に 読み 込む こと に し ます 。 

まず 、 パ ソコ ン の 電源 を 切り 、 パ ソコ ン の メモ リ に 記憶 され て いる も の を 消 
央 し まず 。 
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ベー シッ ク と マシ ン 語 で で きだ プロ プラム を パソ コン の メモ リ に 読み 込む 


まず 、 ベ ー シ ッ ク の プロ グラ ム を 読み 込む 





55 真 で ベー シッ ク と マシ ン 語 で で きた プロ グラ ム を カセ ッ ト テ ー プ に 記録 し 
た と き 、 ベ ペー シッ ク の プロ グラ ム を さき に カセ ッ ト テ ー プ に 記録 し まし た か ら 、 
ベー シッ ク の プロ グラ ム を さき に 、 パ ソコ ン の メモ リ に 読み 込み ます 。 

ベー シッ ク の プロ グラ ム を カセ ッ ト テ ー プ に 記録 する と き 、 フ ァイル ・ ネ ー 
を aw 。 を し まし た 。 し だ がら て 、 

CLOAD “aa”/ 

と 入力 し ます 。 そし て 、 カ セッ ト テ ー プ を 巻き 戻す な り 、 先 送り する な り し 
て 、\aa” の 記録 され て いる 位置 を 合わ せま す 。`aa′ の ある 位置 を 合わ せ 
た ら 、 デ ー タ レコ ー ダ の [PLAY| ボ タン を 押し て 、 [RET| キ ー を 叩き ます 。 

カセ ッ ト テ ー プ の な か か ら フ ァイル ・ ネ ー ム “aa” を 捜し 出す と 、 

Found : aa 」 

を 表示 し て 、 ベ ー シ ッ ク の プロ グラ ム の 読み 込み を 開始 し ます 。 読み 込み が 
終了 する と 、OK を 表示 し ます か ら 、 そ こ で 、 デ ー タ レコ ー ダ の [STOP| ボ タン 
を 押し て 、 デ ー タ レコ ー ダ を 止め ます 。 








つぎ に 、 マ シン 語 の プロ グラ ム を 読み 込む 
つぎ は 、 マ シン 語 の プロ グラ ム の 読み 込み で すか ら 、 MON コ マン ド を 入力 し て 、 
マシ ン 語 の コマ ンド ・ レ ベル に し ます 。 


mon 


ネ まで マシ ン 語 の コマ ンド ・ レ ベル に する 
そし て 、※* 印 の 横 に 上 コマ ンド を 入力 し ます 。 
mon 
まま し ーー 上 コマ ンド を 入力 レ し て 、 マ シン 語 の スロ クラ ム を 読み 込む 
コマンド を 入力 し た ら 、 デ ー タ レコ ー ダ の [PLAY| ボ タン を 押し 、[RET| キ 
ー を 叩き ます 。 す る と 、 カ ー ソ ル が L し コマ ンド の 横 の * 印 の うえ に 移動 し て 点 
減 し 、 マ シン 語 の プロ グラ ム の 読み 込み を 開始 し ます 。 
mon 
団 し カー ソル が この 位置 で 点滅 する 
マシ ン 語 の プロ グラ ム の 読み 込み が 終了 する と 、 つ ぎの 行 に * 印 が 表示 され 
て マシ ン 語 の コマ ンド ・ レ ベル に 戻り ます 。 
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この プロ グラ ム は ベー シッ ク の プロ グラ ム か ら マ シン 語 の プロ グラ ム を 呼び 
出し て 実行 し ます か ら * 印 が 表示 され て マシ ン 語 の コマ ンド ・ レ ベル に 戻っ た 
ら 、|CTRL | キー と |B| の キー を 一 緒 に 押し て 、 ベ ー シ ッ ク の コマ ンド ・ レ ベル 
に 戻し ます 。 そし て 、 [RIUIN] と キー 入力 すれ ば 、 プ ログ ラム が 実行 され ます 。 
つぎ に 、 ベ ー シ ッ ク と マシ ン 語 で で きた プロ グラ ム の 読み 込み を 行っ て いる 
実行 結果 を 示し ます 。 
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- パ ソコ ン の メモ リ の 良知 を 
ーー チェ ッ ク す る に は 


た コリ ル ノ ソレ トッ ルン 4 と で 四 / に に タン 


パソ コン の メモ リ が 良い か 悪い か を 、 チ ェ ッ ク す る こと が あり ます 。 そ の と 
き に 使う の が 、TM コ マン ド で す 。 

TM コ マン ド は 、TEST MEMORY (テス ト ・ メ モリ ) の こと で 、 メ モリ が 
不良 で ある か な いか の チェ ッ ク を 行い ます 。 

TM コ マン ド を 使っ て メモ リ の チェ ッ ク を 行う と き は 、 つ ぎの 実行 結果 に 示す 
よう に 、 ま ず 、MON コ マン ド を 入力 し て 、 ベ ー シ ッ ク の コマ ンド ・ レ ベル を マ 
シン 語 の コマ ンド ・ レ ベル に し ます 。 

マシ ン 語 の コマ ンド ・ レ ベル に な る と 、 ま * 印 が 表示 され ます か ら 、TM と 入力 
し ます 。 そし て 、|RET| キ ー を 叩き ます 。 


















































HEC PC-8BB1 BRSIC Uaer 1。.} 
COoF9F1 コ ht 19Z9 て じ ) bg 間 1crosnft 











U ド 

欠 Gh ーーーーmon コ マン ド を 入力 し て マシ ン 語 の 

| 6 を た 
耳 MM ル コマ ンド を 入力 し て 、 | RET」 キ ー 
を 叩く 














RET| キ ー を 叩く と 、TM コ マン ド の まえ に ある * 印 の うえ に カー ソル が 移 
動 し て 、 そ こ で 、 カ ー ソ ル が 点滅 し ます 。 
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カー ソル が ※ 印 の うえ で 点 減 し て し ば らく する と 、 画 面 の 一 番 下 、 つ まり 、 
ファ ンク ショ ン キ ー の 内 容 が 表示 され て いる 位置 に 、 な に や ら 表 示さ れ て 、 画 
面 が 乱れ 始め ます 。 つ ぎ に 、 画 面 の 一 番 上 の ほう に な に や ら 表 示さ れ て 、 画 面 
が 乱れ ます 。 こ の 画面 に な に や ら 表 示さ れ て 、 画 面 が 乱れ る の は 、 メ モリ の 不 
良 か ら で は な く 、 メ モリ ・ テ スト が 順調 に 行わ れ て いる と いう こと で す 。 

そし て さら に 画面 の 乱れ は 、 つ ぎの 写真 に 示す よう に 、 し だ い に 広 が っ て い 
きま す 。 





画面 の 乱れ が 終わ る と 、 画 面 は 、 な に も 表示 され て いな い 状 態 に な り ま す 。 
た だ カー ソル だ け は 、 も と の 位置 で 点 減 し て いま す 。 

画面 に な に も 表示 され な いで 、 カ ー ソ ル だ けが 点滅 し て いる 状態 は 、32K の 
場合 、 約 3 分 ぐさ らい つづ きま すか ら 、 か な り 長 い 時 間 の よう に 感じ られ ます が 、 
約 3 分 た つと 、 画 面 は パソ コン に 電源 を 入れ た 状態 に 戻り ます 。 メモ リ ・ テ ス 
ト に 要する 時 間 は 、32K の 場合 、 約 3 分 30 秒 で す 。 

さて 、 画 面 が パソ コン に 電源 を 入れ た 最初 の 状態 に 戻っ た と き は 、 メ モリ ・ 
テス ト の 結果 、 メ モリ に 異常 が な いと いう こと で す 。 

メモ リ に 不良 が ある と 、 プ ザー が 鳴る 

メモ リ に 不良 の 箇所 が ある と き は 、 不 良 が 発見 され た 時 点 で プ ザ ー が 鳴り は 
じ め ま す 。 プ ブザー は 、|STOP] キ ー を 叩い て も 鳴り つづ け ま すか ら 、 こ の よう 
な と き は 、 電 源 を 切る あほ か あり ませ ん 。 
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8 バイ ト 表 示 の と き 、 メ モリ 番地 は 8 つ 置き に 表示 され る 


D コ マン ド を 使っ て 、 指 定 し た メモ リ 番 地 の メ モリ に 記憶 され て いる マシ ン 
語 を 画面 に 表示 させ る と 、 つ き ぎの 実行 結果 に 示す よう に 、 各 行 の 頭 に メモ リ 番 
地 が 表示 され 、 そ の あと に マシ ン 語 が 、1 行 に 8 個 (8 バイト) ずつ 表示 され 
て いき ます 。 





Hm1iI 
キ DDBGB: DB1D 











DBgEBIICS 9E 2 
Dg1g CC1 95 CR 
DB18IBB 19 と 3 


は 
2 


。 
し | 半 un ] 





うえ に 示し た 実行 結果 は 、 メ モリ 番地 D000 か ら DO1D の メモ リ に 記憶 
され て いる マシ ン 語 を 、D コ マン ド で 画面 に 表示 させ た 場合 で す 。 し た が っ て 、 
各行 の 頭 に D000、DO008、DO10、D0O18 と いう メモ リ 番 地 が 表示 
され て 、 そ の あと に 8 個 (8 バイ ト ) ずつ マシ ン 語 が 表示 され て いき ます 。 
さて 、 各 行 の 先頭 に 表示 され て いる メモ リ 番 地 は 、 ど の メモ リ の メモ リ 番 地 
を 示し て いる の か と いう と 、 各 行 の 最初 に 表示 され て いる マシ ン 語 を 記憶 し て 
いる メモ リ の メモ リ 番 地 で す 。 
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つま り 、D000 は 、1 行 目 の 最初 の 06 を 記憶 し て いる メモ リ の メモ リ 番 
地 、D008 は 、2 行 目 の 最初 の マシ ン 語 C5 を 記憶 し て いる メモ リ の メモ リ 
番地 、D0 10 は 、3 行 目 の 最 初 の マシ ン 語 C 1 を 記憶 し て いる メモ リ の メモ 
リ 番 地 、D 0 1 8 は 、4 行 目 の 最 初 の マシ ン 語 00 を 記憶 し て いる メモ リ の メ 
モリ 番地 と いう こと で す 。 

p 表示 され る の は 最初 の メモ リ 番 地 だ け 

この よう に 、 各 行 の 最初 の マシ ン 語 が 記憶 され て いる メモ リ 番 地 は 表示 され 
ます が 、 2 番目 か ら の マシ ン 語 が 記憶 され て いる メモ リ の メモ リ 番 地 は 、 ひ と 
つ ひ と つ 表 示さ れ ま せん 。 

し た が っ て 、 2 番目 か ら の マシ ン 語 が 記憶 され て いる メモ リ の メモ リ 番 地 は 、 
各行 の 先頭 に 表示 され て いる メモ リ の メモ リ 番 地 に も と ずい て 、 数 えて いく こ 
ど と 由 な り ま す 。 

この 例 の 場合 は 、1 行 目 に 表示 され て いる メモ リ 番 地 は DO000 で 、 そ の メ 
モリ 番地 は 、 最 初 の マシ ン 語 06 を 記憶 し て いる メモ リ の メモ リ 番 地 で すか ら 、 
2 番目 の マシ ン 語 1 2 を 記憶 し て いる メモ リ の メモ リ 番 地 は DO001、3 番 目 
の 3E を 記憶 し て いる メモ リ の メモ リ 番 地 は DO002、4 番 目 の マ シン 語 E9 
を 記憶 し て いる メモ リ の メモ リ 番 地 は DO003 と いう よう に 、D004、D0 
05、D006、DO0O07 と 、8 個 目 の マ シン 語 E 5 が 記憶 され て いる メモ リ 
の メモ リ 番 地 ま で 数 えて いき 、2 行 目 の 先頭 に 移り ます 。 

2 行 目 の 場合 は 、 表 示さ れ て いる メモ リ の メモ リ 番 地 D 0 08 は 、2 行 目 の 
最初 の マシ ン 語 C5 を 記憶 し て いる メモ リ の メモ リ 番 地 で すか ら 、2 行 目 の 2 
番目 の マシ ン 語 06 を 記憶 し て いる メモ リ の メモ リ 番 地 は DO009、3 番 目 の 
マシ ン 語 28 を 記憶 し て いる メモ リ の メモ リ 番 地 は DO00A、4 番 目 の マ シン 
語 7 7 を 記憶 し て いる メモ リ の メモ リ 番 地 は D00B と いう よう に 、D00C、 
DOOD、DOOE、DOOF と 、8 個 目 の マ シン 語 F B が 記憶 され て いる メ 
モリ の メモ リ 番 地 ま で 数 えて いき 、 3 行 目 の 先頭 に 移り ます 。 

メモ リ 番 地 は 、16 進 数 で つけ られ て いる 

この 場合 、D009 の あと 、DOOA、DOOB、DO00C、DOOD、D 
00E、DOO0F と 数 える の は 、 メ モリ の メモ リ 番 地 は 16 進 数 で つけ られ て い 
る か ら で す 。16 進 数 に つい て は 、91 頁 を 参照 し て くだ さい 。 

メモリ 番地 の 読み 方 

つぎ に 、 こ の 場合 の メモ リ 番 地 の 読み 方 を まとめ て 示し ます 。 
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メモ リ 番 地 の 読み 方 


DO00 DOO1 DO02 DO03 DO04 DOO5 DOO6 DO07 
は 90090 06 1 生 / 交 直人 、 の 1 "正和 0 人 ま 。 :E 名 


DOO8 DO09 DOOA DOOB DOOC DOOD DOOE DOOF 
ルイ 昌和 人 間 "が か (96| 0 4 0e 夫 | を 


DO10 DO7】 DO12 DO073 DO74 DO15 DO16 DO17 
DO010 C 1 05 CA DS 居 串 U 衣 | 78 


DO18 DO19 DO1A DO7B PO1C DO1p 
人 第 1 8 を 8。 0 9 7 


この よう に 、1 行 に マシ ン 語 を 8 個 (8 バイ ト ) ずつ 表示 させ た 場合 は 、 メ 
モリ 番地 は 、8 個 置き に 表示 され ます 。 

さて 、 画 面 に マシ ン 語 を 表示 させ る 場合 は 、 普 通 は 1 行 に マシ ン 語 を 8 個 (8 
バイ ト ) 表示 させ ます 。 な ぜ な ら 、1 行 8 個 ( 8 バイト) の つぎ は 1 行 16 個 (16 
バイ ト ) 表示 な の で 、 文 字 が 小さ く な っ て 読み 取り づら いか ら で す 。 

た だ 、 雑 誌 に 掲載 され て いる プロ グラ ム で 、1 行 に マシ ン 語 が 16 個 (16 バ イ 
ト ) 並ん で いる こと が あり ます 。 こ の 場合 は 、1 行 に マシ ン 語 が 16 個 (16 バ イ 
ト ) 並び ます か ら 、 メ モリ 番地 は 16 個 汗 き に 表示 され ます 。16 個 (16 バ イト ) 
表示 の 場合 の メモ リ 番 地 の 読 み 方 は 、8 個 (8 バイ ト ) 表示 の 場合 の メモ リ 番 
地 の 読み 方 と お な じ で す 。 た だ 、16 個 目 で 、 つ ぎの 行 の 先頭 の メモ リ 番 地 に 移 
る に すぎ ませ ん 。 

画面 で は 、 1 行 で 表示 され る 
DOO0 DOO0】 DO02 DO03 DOO4 DO05 DOO6 DOO7 
D000 0⑩46 た 2 ERNEYS) 22 沖 Qi0.』 JE3NM BN5 
DO08 DO09 DOOA DOOB DOOC DOOD DOOE DOOF 
GU5。 06 2080N7I7W ブ 2 の 90060ONNN4EMB 
DO10 DO】 7 DO12 DO13 DPO14 DO15 DO16 DO17 
D010 Cl (OB CA IND5MBIO 記 軸 El 1 1 78 


DO18 DO19 DO1A DO7B DO1C DO1D 
89 19 な る ぬ 7 居 人 は 表 訟 
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チェ ッ ク サ ム は 、 入 力 ミ ス が ある か な いか を 調べ る 


今日 、 雑 誌 な ど に 、 


いろ いろ な マシ ン 語 の プロ グラ ム が 掲載 され て いま す 。 
雑誌 な ど に 掲載 され て いる マシ ン 語 の プロ グラ ム を 見 る と 、 つ ぎの プロ グラ ム 


に 示す よう に 、 プ ログ ラム の 各行 の 終わ り に 「: 


あと に 、 マ シン 語 と お な じ 16 進 数 が 示さ れ て いま す 。 


DGGn 
Di 
DOn1n 
Do1B 
DOEO 
HDS 
DO3O 
DD3 晶 
DO 
員 全 日 


oN( 
18 
0C 
さ E 
7 
}} 


し yr 
に 


FF 
B7 
EE 


7B 
FF 
CS 
On 
0 


40 


FD 
SE 
10 
D3 
ED 
Di 
10 


「FF 


RS 
D7 


生生 
認 DS 
DO_ 4 
4 は 3 さ E 
Hi 
1 9 各 
FE5 
FR 
EE 
D1 Oo 


3E 
40 
CS 
人 
DF 
F3 
F 和 
FF 
GE 
06!) 


EC 
GE 
QA 
77 
06 
1a 
76 
FF 
DF 


0! 


0C 


2 の | 3 


FF 


層 kil 
DEH Is 
019 明記 


ms 


0 人 | 8 
旧 計 5 
DO | 
語 則 有 


ei 
PA1 
ロ F 
1 和 4 
BB 
に が 
』 7 日 
F 昌 
3D 
さ 3E 















・」 コ ロン で 区 切ら れ て 、 そ の 


チェ ッ ク サ 記 
(マシ ン 語 の 
ーー ラム と 
ー 緒 に 入力 し 
て は いけ な い ) 


この 「 : 」 コ ロン の あと に ある 16 進 数 は 、 マ シン 語 の プロ グラ ム で は な く て 、 
Check sum (チェ ッ ク サ ム ) と いう も の で す 。Check (チェ ッ ク ) は 、 調 べ る 


と か 照合 する 、 と いう 意味 で す 。 sum (サム ) は 、 合 


で す 。 


計 と か 総和 、 と いう 意味 


この チェ ッ ク サ ム は 、 私 た ち が マ シン 語 の プロ グラ ム を 入力 し た と き 、 果 た 
し て 、 入 力 し た プロ グラ ム が 間違い な く 入 力 さ れ て いる か どう か を 確認 する た 
め に つけ られ て いま す 。 

つま り 、 マ シン 語 の プロ グラ ム を 作っ た 人 が 、 そ の プロ グラ ム を 使う 人 が 
プロ グラ ム の 入力 を 間違え な いで 入力 する こと が で きる よう に 、 チ ェ ッ クサ ム 
を つけ て くれ て いる わけ で す 。 
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チエ ッ ク サ ム と は 


チェ ッ ク サ ム の つけ 方 


チェ ッ ク サ ム の つけ 方 に は いろ いろ あり ます 。 前 に 取り あげ た プロ グラ ム の 
チェ ッ ク サ ム は 、 単 純 サ ム 方 式 と いい 、 各 行 の マシ ン 語 を 合計 し て いっ て 、 チ 
ェ ッ クサ ム と し た も の で す 。 

つま り 、1 行 目 の 場合 は 、 つ ぎ に 示 す よ うに 、 

D000 21+7B+FD 十 06 十 14 寺 3E+EC+77=54 

1 行 目 の 最初 の 21H (H は 、21 が 16 進 数 で ある こと を 示す ) か ら 最 後 77H ま 
で を 足し て いっ て 、 合 計 を 出し ます 。21H か ら 77H ま で を 足す と 354H と な り 
ます が 、 こ の 354H の 下 2 桁 54H を 、1 行 目 の チェ ッ ク サ ム と し て 、「 : 」 コ ロ 
ン の あと に お きま す 。 

2 行 目 の 場合 は 、2 行 目 の 最 初 の 16H か ら 最 後 の FFH ま で を 足し て 、 合 計 
を 出し ます 。 

DO008 16+FF 填 3E+20+D3 二 40 十 0E+FF=93 

2 行 目 の 合計 は 393H と な り ま す が 、393H の 下 2 桁 93H を 2 行 目 の チェ ッ ク 
サム と し て 、「 : 」 コ ロン の あと に お きま す 。 

3 行 目 以降 の チェ ッ ク サ ム は 、1 行 目 、 2 行 目 の 場合 と お な じ で す 。 これ が 、 
チェ ッ ク サ ム の つけ 方 で す 。 

な お 、 チ ェ ッ クサ ム は 、 さ き に 説明 し た よう に 、 マ シン 語 の プロ グラ ム が 間 
違い な く 入 力 さ れ た か どう か を 調べ る た め の も の で すか ら 、 マ シン 語 の プロ グ 
ラム と 一 緒 に 入力 し て は な り ま せん 。 

で は 、 ど の よう に し て この チェ ッ ク サ ム で 、 入 力 し た プロ グラ ム に 入力 ミス 
が ある か な いか を 調べ る の か 、 チ ェ ッ クサ ム の 使い 方 に つい て 説明 し ます 。 


チェ ッ ク サ ム の 使い 方 


まず プロ グラ ム を 入力 し ます 。 こ こ で は 、 さ き に 示し た マシ ン 語 の プロ グラ 
ム を 入力 し ます 。 プ ログ ラム を 入力 する メモ リ 番 地 は DO000 番 地 か ら で す 。 
し た が っ て 、 MON コ マン ド で 、 マ シン 語 の プロ グラ ム が 入力 で きる よう に 、 

マシ ン 語 の コマ ンド ・ レ ベル に し ます 。 

mon 
* マシ ン 語 の コマ ンド ・ レ ベル に する 

マシ ン 語 の コマ ンド ・ レ ベル に し た ら 、※* 印 の あと に S コマ ンド を 入力 し 、 
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つづ いて D000 番 地 を 入力 し ます 。 
mon 
*SD000 8 コマ ンド を 入力 し て 、DO00 番 地 を 入力 する 
D 0 0 0 番地 を 入力 し た ら 、|RET| キー を 叩き ます 。 す る と 、 
DO000 FF 一 FF に 対し て 、 マ シン 語 の スロ クラ ム を 入力 する 
DO00 番 地 を 表示 し て 、 つ づい て FF 一 を 表示 し ます か ら 、 さ き の プ ログ 
ラム を 入力 し て いき ます 。「 : 」 コ ロン と チェ ッ ク サ ム は 入力 し ませ ん 。 
さて 、 マ シン 語 の プロ グラ ム を 入力 し た ら 、 入 力 し た プロ グラ ム を 画面 に 表 
示し て み ま す 。 入力 し た マシ ン 語 の プロ グラ ム を 画面 に 表示 させ る に は 、D コ 
マン ド を 使い ます 。D コ マン ド の あと に は 、 マ シン 語 を 入力 し た 最初 の メモ リ 
番地 DO000 と 最後 の メモ リ 番 地 DO4B 番 地 を 入力 し ます 。 
*DD000, D04B D コ マン ド で 入力 し た マシ ン 語 を 画面 に 表示 
する と 、 つ ぎの よう に 入力 し た マシ ン 語 の プロ グラ ム が 画面 に 表示 され ます 。 














HU は 
キ じ DEE け DB 
DB 
DGG 
bg1 紀 
BBg1g 
DBZ 如 
Da28 
HB3BB 
Dg3 
SE 45] 
DE 
キ 園 


PSTEE FREE 層 5 ミ 理 還 [GTTYU: 証 軒 





さて 、 画 面 に 表示 させ た マシ ン 語 の プロ グラ ム が 、 間 違い な く 入 力 さ れ て い 
る か どう か チェ ッ ク し な けれ ば な り ま せん 。 

短い マシ ン 語 の プロ グラ ム の 場合 な ら ま だ し も 、 雑 誌 な ど に 掲載 され て いる 
よう な 長い マシ ン 語 の プロ グラ ム を 、 間 違 いな く 入 力 す る こと は ほとん と ど 不 可 
能 に 近い こと だ か ら で す 。 マ シン 語 の プロ グラ ム が 長く な れ ば な る ほど 、 入 力 
ミス の 割合 い が 高く な る と 考え て 間違い あり ませ ん 。 
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入力 し た マシ ン 語 の プロ グラ ム に 、 入 力 ミ ス が ある か な いか 調べ る 場合 、 入 
力 し た マシ ン 語 の ひと つ ひ と つと 、 も と の マシ ン 語 の プロ グラ ム の ひと つ ひ と 
つ を 照ら し 合わ せ て いた の で は 大 変 で す 。 そ こ で 、 入 力 し た マシ ン 語 の チェ ッ 
クサ ム を 求め ます 。 そ し て 、 求 め た チェ ッ ク サ ム と 、 も と の マシ ン 語 の プロ グ 
ラム に 示さ れ て いる チェ ッ ク サ ム と を 照合 し ます 。 入力 し た マシ ン 語 の チェ ッ 
クサ ム と 、 も と の プロ グラ ム に 示さ れ て いる チェ ッ ク サ ム が お な じ 数 で ある と 、 
入力 し た マシ ン 語 の プロ グラ ム に は 入力 ミス が な いと いう こと に な り ま す 。 逆 
に いえ ば 、 入 力 し た マシ ン 語 の チェ ッ ク サ ム と 、 も と の マシ ン 語 の プロ グラ ム 
に 示さ れ て いる チェ ッ ク サ ム と が 一 致し な いと 、 入 力 し た マシ ン 語 に 入力 ミス 
が ある と いう こと に な り ま す 。 
これ が チェ ッ ク サ ム の 考え 方 、 あ る い は チェ ッ ク サ ム の 役割 と いう も の で す 。 
た だ し 、 チ ェ ッ クサ ム は 、 パ ソコ ン に マシ ン 語 の プロ グラ ム を 入力 する と 、 
自動 的 に 算出 され て つけ られ る も の で は あり ませ ん 。 も と の プロ グラ ム の チェ 
ッ ク サ ム で あれ 、 入 力 し た マシ ン 語 の チェ ッ ク サ ム で あれ 、 各 自 が チェ ッ ク サ 
ム プ ログ ラム を 作っ て 求め て いま す 。 こ の チェ ッ ク サ ム の 求め 方 に は いろ いろ 
な 方 法 が あっ て 、 も と の プロ グラ ム の チェ ッ ク サ ム の 求め 方 と 、 入 力 し た マシ 
ン 語 の チェ ッ ク サ ム の 求め 方 が 違う と いう こと も あり ます 。 こ の た め に 、 入 力 
し た マシ ン 語 の チェ ッ ク サ ム と 、 も と の マシ ン 語 の プロ グラ ム の チェ ッ ク サ ム 
と が 、 一 致し な いと いう こと も ある と いう こと を 覚え て お く 必 要 が あり ます 。 
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入力 し た マ に 人 タン オン オ 請 の チェ ッ ク サ ム を 求め る 


祝 は つぎ に 、 スカ し た マシ ン 語 音 の チェ ッ ク サ ム を 求め る こ と に し ます 。 ま ず 、 
チェ ッ ク サ ム を 求め る プロ グラ ム を 示し ます 。 


10 INFUT "29ー ト アト "ルス リョ BT 
20」 INPUT TTF ド TLZIsEIN* 
さ 0 BR=VAL("&h"+8T ま ) 

4 EmUAL UTUh リ TEN$) 

50 SN=0 

60 FHR 1=SR THU GR+ ア 

70 SN=BN+TFEEE (1 ) 

80 NEXT 

90 IF SR>=EA THEN END 


100 FRINT HEX ま (GA)』" ーー "HEX* ま (SR+7) 』" 
Sums "RIBHT ま (HEX$ も (SN) 。) 

110 GA=Sa+8d 

1EO GUTH 50 





この チェ ッ ク サ ム を 求め る プロ グラ ム は 、 さ き の プ ログ ラム の 場合 と お な じ 
よう に 、 各 行 の 横 1 列 の 合計 を 求め る 単純 サム 方 式 で す 。 

また 、 こ の チェ ッ ク サ ム を 求め る プロ グラ ム は 、 つ ぎの 頁 に 示す 実行 結果 の 
よう に 、 横 1 行 の 合計 を 算出 し て 表示 する プロ グラ ム で 、 さ き に 示し た マシ ン 
語 の プロ グラ ム の よう に 、 各 行 の マシ ン 語 の あと に 、 算 出し た チェ ッ ク サ ム を 
表示 する と いう も の で は あり ませ ん 。 


チェ ッ ク サ ム ・ プ ログ ラム の 入力 





き そ 、 チェ ッ ク サ ム を 求め る プロ グラ ム の 説明 は あと で 行う こ と に し て 、 ま 
ず 、 チ ェ ッ クサ ム を 求め る プロ グラ ム を 入力 し て 、 実 行 さ せ て み ま す 。 

さき に 入力 し た マシ ン 語 の プロ グラ ム は 、 そ の まま に し て お きま す 。 

チェ ッ ク サ ム を 求め る プロ グラ ム は 、 ベ ー シ ッ ク で 書か れ て いま すか ら 、 さ 
き の マ シン 語 の プロ グラ ム を 入力 し 終っ た 状態 の まま の 場合 は 、[CTRL| キ ー 
と [B]| の キー を 一 緒 に 押し て 、 ベ ー シ ッ ク の コマ ンド ・ レ ベル に 戻し ます 。 そし 
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て 、 チ ェ ッ クサ ム を 求め る プロ グラ ム を 入力 し ます 。 

ベー シッ ク で 書か れ た プロ グラ ム は 、 マ シン 語 の プロ グラ ム と 違っ て 自動 的 
に 8021 番 地 の メ モリ か ら 入 力 さ れ て いき ます か ら 、 入 力 し た チェ ッ ク サ ム 
を 求め る プロ グラ ム は 、8021 番 地 の メ モリ か ら 記 憶 さ れ て いく こと に な り 
ます 。 し た が っ て 、D000 番 地 か ら 入 力 し た マシ ン 語 の プロ グラ ム は 、 そ の 
まま DO000 番 地 か ら 記 憶 さ れ て いま す 。 

チェ ッ ク サ ム を 求め る プロ グラ ム を 入力 し 終っ た ら 、RUN を 入力 し ます 。 す 
る と 、 つ ぎの よう に 、 ス ター ト ア ドレ ス の 入力 を 求め て きま すか ら 、 

run 

スタ ー ト アド レス 7? d000 

入力 し た マシ ン 語 の プロ グラ ム が 記憶 され て いる 最初 の メモ リ 番 地 D000 
を 入力 し ます 。 D000 を 入力 し て |RET| キ ー を 叩く と 、 つ ぎ に エ ンド アド レ 
ス を 求め て きま す 。 

run 

スタ ー ト アド レス 7? d000 

エン ドア ドレ ス ? d04b 

そこ で 、 入 力 し た マシ ン 語 の プロ グラ ム が 記憶 され て いる 、 最 後 の メ モリ 番 
地 D0 4B を 入力 し ます 。 そ し て 、[|RET| キ ー を 叩く と 、 つ ぎの 実行 結果 の よ 
うに 、 入 力 し た マシ ン 語 の 各行 の チェ ッ ク サ ム が 算出 され て 表示 され ます 。 

















Fuh 

ズ タ ー ト 了 ト ~b ズ マ dB 

エッ ト ~ 了 ト “ルズ ? dg4b 

Dg9 一 D99 ァ =Ums 5 
DGG DGGgF ニ UI 9 さ 
bg1 ー DB1 = ご us 5F 
D918 - Dg1F =Um 1 ア 
DG2g DB2 ァ =ums BS 
bg28 Dg2F = ニ s 5 好 
Dg3 け DB さ ァ ご Us 7 
D938 - DBg3F =UmmsF 
DB4g 一 DB4 ァ =uNs 3D 
Dg48 Dg4F =ums 3E 


ET HK 


| 
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この よう に し て 求め た 、 入 力 し た マシ ン 語 の チェ ッ ク サ ム と 、 も と の マシ ン 
語 の プロ グラ ム に 示さ れ て いる チェ ッ ク サ ム と を 照合 する わけ で す 。 

この 場合 、 も と の マシ ン 語 の プロ グラ ム は 、68 頁 に 示し た マシ ン 語 の プロ グ 
ラム で す 。 し た が っ て 、 そ の プロ グラ ム に 示さ れ て いる チェ ッ ク サ ム と 照合 す 
る こと に な り ま す 。 う え か ら 順に 1 行 ず つ チ ェ ッ クサ ム を 照合 し て いき ます 。 
この 場合 は 、 も と の プロ グラ ム の チェ ッ ク サ ム と 違う チェ ッ ク サ ム が あり ませ 
ん か ら 、 入 力 ミ ス が な いと いう こと に な り ま す 。 

入力 ミス が ある 場合 

で は 、 つ ぎ に 入 力 ミ ス が ある 場合 を 示し ます 。 入力 する プロ グラ ム は さき の 
場合 と お な じ で す 。 





Fun 

スズ スタート 了 アト "レズ スマ dB 
エー トー アト ルズ マー dBg4b 
DBGGg 

DB お 

D81g 

bg18 

D9Zg 

Dg2 

Dg.3g 

Dg38 

Dg4g 

D948 

0k ト 


un 





うえ に 示し た 入力 し た マシ ン 語 の チェ ッ ク サ ム と 、68 頁 に 示し た も と の プロ 
グラ ム の チェ ッ ク サ ム と を 、 う え か ら 順に 1 行 ずつ 照合 し て いく と 、4 行 目 の 
チェ ッ ク サ ム は 08、 も と の プロ グラ ム の チェ ッ ク サ ム は 1 7 で 、 チ ェ ッ クサ 
ム が 違っ て いま す 。 し た が っ て 、 入 力 ミ ス が ある と いう こと に な り ま す 。 

そこ で 、MON コ マン ド を 入力 し て 、 マ シン 語 の コマ ンド ・ レ ベル に し 、 


mon 

* ネ ーーーー MON コ マン ド で 、 マ シン 語 の コマ ンド ・ レ ベル に する 
* 印 の 横 に D コ マン ド と 、4 行 目 の メ モリ 番地 を 入力 し て 、 
mon 
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チエ ッ ク サ ム と は 

*DD018, DO01F- チェ ッ ク サ ム が 違っ て いる 行 の メモ リ 番 地 を 入力 する 

その メモ リ 番 地 に 記憶 され て いる マシ ン 語 を 、 つ ぎの 実行 結果 に 示す よう に 

画面 に 表示 し ます 。 そ し て 、 も と の プロ グラ ム の マシ ン 語 と 、 入 力 し た マシ ン 

語 を ひと つ ひ と つ 照 合 し ます 。 こ の 場合 は 、 左 か ら 3 個 目 の D3 が C4 と 入力 
され て いま すか ら 、 こ の C4 を D3 に 変更 し ます 。 

入力 ミス の 変更 の 仕方 に つい て は 、31 頁 で 説明 し て いま すか ら 、31 頁 を 参照 

し て くだ さい 。 


Non チェ ッ ク サ ム が 違っ て いる メモ リ 番 地 を 入力 する 実行 結果 | 
*DD918。D91F" ー 

D618 3E 9 C4 46 3E 90 アア 11.。 の メモ リ 番 地 に 記憶 さ れ て 
*SDg1R 

Dg1a Cd-D さ 9 


いる マシ ン 語 を 表示 


S コ マン ド と 中 っ て いる マシ ン 語 の メモ リ 
番地 を 入力 し て 、 マ シン 語 を 変更 する 


TE 


レル 4 ルレ た く uP4・ レル レル ペク | 


で は 、 入 力 し た マシ ン 語 の チェ ッ ク サ ム を 求め る プロ グラ ム の 、 各 ステ ー ト 
メン ト の 働き に つい て 、 簡 単に 説明 し て お く こ と に し ます 。 





10 INFUT リブ ウー ト ア トリ トリ ョ コロ T 事 
gO INFUT "TO トド アト LSV IEN* 


行 番号 10 と 20 の INPUT 文 で 、 マ シン 語 を 入力 し た 最初 の メモ リ 番 地 と 、 最後 
の メモ リ 番 地 を 入力 し ます 。 行 番号 10 の INPUT 文 で ST$ に 入力 され た 最初 の 
メモ リ 番 地 は 、 行 番号 30 の VAL 関 数 の ST$ に 送ら れ ま す 。 行 番号 20 の INPUT 
文 で EN$ に 入力 され た 最後 の メモ リ 番 地 は 、 行 番号 40 の VAL 関数 の EN$ に 
送ら れ ま す 。 
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3 Ga=UaL (VH リ +BT ま ) 
40 EL Ch『+EN ま ) 


ST$ と EN$ に 送ら れ て きた 最初 の メモ リ 番 地 と 最後 の メモ リ 番 地 は 、&H 
が プラ ス さ れ て 、VAL 関 数 で 16 進 数 の 数 値 に 変換 され ます 。 そ し て 、 テ の 左側 
に ある SA と EA に それ ぞ れ 代入 され ます 。 

行 番号 50 で 、SN に 0 を 代入 し ます 。 こ の 理由 は 、 あ と で わか り ま す 。 


0 BN=GQ 


行 番号 60 の FOR 文 と 行 番号 80 の NEXT 文 で 、 初 期 値 SA か ら 最 終値 SA 十 7 
まで 、 そ の 間 に あ る 行 番号 70 の ステ ー ト メン ト を 繰り 返 え し ます 。 


0 FUHR TES TU B+ 
8 NEXT 


FOR 文 の SA に は 、 最初 、 行 番号 30 の VAL 関 数 で 16 進 数 の 数 値 に 変換 され て 、 
SA に 代入 され た 値 D 0 00 が 送ら れ て きま すか ら 、FOR 文 は 、 
FOR |= モ D000 TO DO00+7 
と な り ま す 。FOR 文 の 変数 1 の 初期 値 D000 か ら 最 終値 D000+7 は 、 
行 番号 70 の PEEK 関 数 の I に 送ら れ 、PEEK 関 数 で マシ ン 語 を 取り 出す メモ リ 
番地 の 指定 と な り ま す 。 


70 BN=SBN+PEEE (1 ) 


PEEK 関 数 の 1 に 送ら れ て くる 16 進 数 は D 0 0 0 で すか ら 、 
PEEK (D000) 

と な っ て 、D000 番 地 に 記憶 され て いる 2 1 H を 取り 出し て き て 、SN の 
値 と 足し 算 さ れ ま す 。 最 初 S N は 0 で すか ら 、0 0H+2 1 H が 行わ れ ま す 。 
足し 算 の 結果 の 2 1 H は 、= の 左側 の S N に 代入 され て 記憶 され ます 。 

つぎ に FOR 文 の 変数 1 の 値 は D001H と な り ま すか ら 、 そ の 値 を PEEK 関 
数 の 1 に 送り ます 。 

PEEK (D001) 

そし て 、PEEK 関 数 で 、D 0 0 1 番地 に 記憶 され て いる 7 BH を 取り 出し て 

き て 、SN に 代入 し た 2 1 H と 足し ます 。 2 1 H 二 7 BH の 結果 の 9C が SN 
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に 代入 され て 、S N は 9C と な り ま す 。 
この こと を FOR 文 の 変数 1 の 初期 値 D000 か ら 最 終値 D000 二 7 まで 繰 
り 返 えす と 、PEEK 関 数 に よっ て 、 メ モリ 番地 DO000 か ら DO007 ま で に 記 
憶 さ れ て いる マシ ン 語 が 取り 出さ れ て き て 足し 算 さ れる こと に な り ま す 。 
FOR 文 の 変数 1 の 値 が 最終 値 ま で 繰り 返 え す と 、 FOR 文 の 繰り 返 え し を や め 
て 、 行 番号 90 の IF 文 を 実行 し ます 。 


90 IF SRz=EA THEN END 


行 番号 90 の IF 文 は 、 行 番号 20 で 入力 し た 最後 の メモ リ 番 地 に な っ た か どう か 
を 判定 し て いま す 。 最 後 の メ モリ 番地 に な る と 、SA>=EA の 条件 が 成立 し 
て 、THEN END を 実行 し て 、 終 わり と な り ま す 。 

この 場合 は 、 ま だ 1 回 目 で すか ら 、IF 文 の 条件 は 成立 し ませ ん 。 し た が っ て 、 
行 番号 100 の PRINT 文 の 実行 に 進み ます 。 


100 FRINT HEX ま (SR) ョ リー リョ HEW ま (BR キア 7) 
um "saRIGHT ま (HEX ま (SN) 。 記 ) 


行 番号 100 の PRINT 文 で 、 メ モリ 番地 と その 番地 に 記憶 され て いる マシ ン 語 
の 合計 結果 (チェ ッ ク サ ム ) を 表示 し ます 。 
HEX$ 関 数 は 、SA の 値 を 文字 型 の 16 進 数 に 変換 する 関数 で 、 最 初 は 、 
PRINT HEX$ (SA):^ 一 ?:HEX$ (SA 十 7) 
で 、 つ ぎの よう に 表示 され ます 。 
DO000 一 DOO7 
RIGHT$ 関 数 は 、 文 字 列 の 右 か ら 指 定 し た だ け の 文字 を 取り 出す 関数 で す 。 
RIGHT$ (HEX$ (SN), 2 ) 
この 場合 は HEX $ 関 数 で 文字 型 の 16 進 数 に 変換 し た も の か ら 、 右 か ら 2 文 字 
取り 出す こと に な り ま す 。 取り 出し た 2 文字 は 、 PRINT 文 で 表示 され ます 。 最 
初 の D000 番 地 か ら D 0 0 7 番地 まで の 合計 の 結果 は 354H で す 。 し た が っ て 
右 か ら 2 文字 取り 出す と 5 4H に な り ま すか ら 、 つ ぎの よう に 表示 され ます 。 
sum : 54 
メモ リ 番 地 と 合計 の 結果 を 表示 する と 、 行 番号 110 の ステ ー ト メン ト を 実行 し 
ます 。 
110 BR=Sa+B 
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行 番号 110 の SA=SA 二 8 で 、 こ れ ま で の SA の 値 に 8 を 足し ます 。 そ の 結 
果 の 値 を = の 左側 の S A に 代入 し ます 。 
そし て 、 行 番号 120 の GOTO 文 で 、 行 番号 50 に 戻り ます 。 


1EO BHTH 59 


行 番号 50 の SN=0 で SN に 0 を 代入 し て 、SN に 記憶 され て いる DO000 
番地 か ら DO0O7 番 地 ま で の マシ ン 語 の 合計 結果 を 0 に 戻し ます 。 

S N を 0 に 戻す と 、 行 番号 60 の FOR 文 と 行 番号 80 の NEXT 文 で 、 行 番号 70 
の SN=SN+PEEK (I) を 、FOR 文 の 変数 1 の 初期 値 SA か ら 最 終値 SA 
7 まで 繰り 返 え し ます 。 こん ど は 、 行 番号 110 で SA の 値 に 8 を 足し て いま す 
か ら 、SA は DO008 と な っ て いま す 。 し た が っ て 、 

FOR |= モ D008 TO DO008+7 

と な り ま す 。 この FOR 文 の 変数 1 の 初期 値 D008 か ら 最 終値 D00F ま で 
を PEEK 関 数 の 1 に 送っ て 、PEEK 関 数 で D008 番 地 か ら DOOF 番 地 に 記 
憶 さ れ て いる マシ ン 語 を 取り 出し ます 。 そし て 、 前 回 と お な じ よ うに 足し て い 
っ て 合計 を 算出 し ます 。 こ れ ま で 説明 し た こと を 繰り 返 え し て 、 行 番号 10 と 20 
の INPUT 文 で 入力 し た 、 最 初 の メモ リ 番 地 か ら 最 後 の メ モリ 番地 まで の 合計 
(チェ ッ ク サ ム ) を 算出 し て いき ます 。 

以上 説明 し た の は 、1 行 の マシ ン 語 が 8 個 (8 バイト) の 場合 の チェ ッ ク サ 
ム で す が 、1 行 の マシ ン 語 が 16 個 (16 バ イト ) の 場合 の チェ ッ ク サ ム も あり ま 
す 。 1 行 16 バ イト の 場合 は 、 さ き に 示し た チェ ッ ク サ ム ・ プ ログ ラム を 、 つ ぎ 
に 示す よう に 変更 し て 使用 し て くだ さい 。 つ ぎ に 、 さ き に 示し た チェ ッ ク サ ム ・ 
プロ グラ ム の 変更 する 行 番号 60 か ら 行 番号 110 ま で を 示し ます 。 


60 FHR 1=Sa TH 5a+15 8 を 75 に 変更 する 
70 SN=SN+FEEE(T) 

BQO NEXT 

90 IF SR:=EA THEN END 


100 FRINT HEX ま (GA) 』" ーー "』HEX ま (5R+15) 』" 
us "saRTIBHT ま (HEX* ま (GN) 。 記 ) 
110 Ba=GRa+16 8 を 16 に 変更 する 
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1 ビッ ト は 2 進数 の 1 桁 表 わす | 


マシ ン 語 の 場合 、 ビ ピット と か バイ ト と か いう 言葉 が さか ん に 出 て きま す 。 ま 
ず 、 ビ ッ ト と いう 言葉 か ら 説明 し ます 。 ビ ッ ト (bit) と は 、 バ イナ リー・ デ ィ 
ジッ ト (binary digit) の 略 で 、 情報 量 の 単位 を 表わし ます 。 バ イナ リー と は 、 

「 2 進 法 の 」 と いう 意味 で 、 デ ィ ジ ッ ト は 「 数 字 」 と いう 意味 で す 。 

1 ビッ ト と いう 場合 は 、 つ ぎ に 示 す よ うに 、2 進数 の 1 桁 の こと を いい ます 。 
1 キー1 因 ド 
0 ォ 一 1 ビ ピット 

2 ビッ ト と いう 場合 は 、 つ ぎ に 示 す よ うに 、2 進数 の 2 桁 の こと を いい ます 。 
00 
才 
10 
1 1 

4 ビッ ト と いう 場合 は 、 つ ぎ に 示 す よ うに 、2 進数 の 4 杵 U こ と を いい ます 。 
4 ビッ ト の こと を 1 ニブ ル と いう こと も あり ます 。 

0000 
0001 
0010 
0011 
0100 
さて 、8 ビッ ト と いう 場合 は 、 つ ぎ に 示 す よ うに 、 2 進数 の 8 桁 じ (こと を い 
いま す 。 
00111110 
PP 
00110010 
11100100 


| 2 ビッ ト 





4 ピッ ト 





| 8 ピット 
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8 ピット は 1 バイ キト 





8 ビッ ト は 、1 バ イト と と も いい ます 。 バ イト (byte) は 8 ビッ ト を ひと つ 
の 単位 と し て 表わす 表わし 方 で す 。 つ まり 、12 個 を ひと つの 単位 と し て 、1 ダ 
ー ス と いう いい 表わし 方 と お な じ で す 。 

8 ビッ ト を わざ わざ 1 バイ ト と いい か える の は 、 ほとん どの CPU が 、8 ビッ 
ト を 1 単位 と し て 、 情 報 を 扱っ て いる か ら で す 。 


ひと つの メモ リ も 8 ビッ ト を 記憶 する 






CPU は 情報 を 8 ビット 、 つ まり 1 バイ ト を 1 単位 と し て 扱っ て いま す 。 し た 
が っ て 、 ひ と つ ひ と つの メモ リ も 8 ビッ ト 、 つ まり 、 1 バイ ト ず つ 情 報 を 記憶 
する よう に な っ て いま す 。 

また 、 メ モリ の 窒 量 の 大 き さ を 表現 する と きも 、 こ の バイ ト と いう 単位 を 使 
いま す 。 た と えば 、16K バ イト と か 、32K バ イト と か いう よう に で す 。 









16 進 数 1 桁 は 4 ビット 


91 頁 で 16 進 数 に つい て 説明 し て いま す が 、4 ビッ ト の 2 進数 で 表わす こと が 
で きる 0000 か ら 1111 ま で は 、16 進 数 の 0 か ら F ま で の 1 桁 で 表わし ます 。 
し た が っ て 、16 進 数 の 0 か ら F ま で の 1 桁 は 、4 ビッ ト と な り ま す 。 
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A BC DE F 











76 進 数 】 析 は オビ ピッ ト 


16 進 数 の 2 桁 は 1 バイ ト 


また 、 8 ビッ ト の 2 進数 で 表わす こと が で きる 00000000 か ら 11111111 ま で は 
16 進 数 の 0 0 か ら FF で 表わさ れ ま す 。 し た が っ て 、16 進 数 の 0 0 か ら FF ま 
で の 2 桁 は 、8 ビッ ト と いう こと に な り ま す 。 8 ビッ ト は 1 バイ ト で すか ら 、 
16 進 数 2 桁 を 1 バイ ト と いい ます 。 

00 1 A 1F 10 2C 37 AA D5 E0O 
76 進 数 ク 桁 は 1 バイ ト (8 ピッ ト ) 
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2 進数 は 、 1 、2 、4 、8 の 値 に 電気 を つけ て 数 を 表わす 


まず 、 2 進数 に つい て 考え る と き 、 私 た ち が ふ だ ん 数 を 表わす た め に 使っ て 
いる 10 進 数 に つい て は 、 考 えな いよ うに し な けれ ば な り ま せん 。 なぜなら 、10 
進数 が 頭 の な か に ある と 、 常 に 2 進数 を 10 進 数 に 置き 換え て と ら え て し まう か 
ら で す 。 2 進数 を 10 進 数 に 置き 換え て と ら え て し まっ て いて は 、 い つま で た っ 
て も 2 進数 は わか ら な いも の に な っ て し まい ます 。 

さて パソ コン は 、 電 気 回 路 で で き て いま す 。 電気 回 路 で で き て いる パソ コン 
は 、 電 気 信号 で あら ゆる こと を 処理 し て いる わけ で す が 、 こ の 電気 信号 に は 、 
電気 回 路 が つなが っ て いる か 、 い な いか の 2 つ し か あり ませ ん 。 つ まり オン と 
オフ の 2 つの 状態 で す 。 こ の よう に 、 パ ソコ ン に は オン と オフ の 2 つ し か な い 
の で 、 こ の オン と オフ の 2 つ で 数 を 表わす と ころ か ら 、 2 進数 で 数 を 表わす と 
いう こと に な っ て いる の で す 。 

で は 、 こ の オン と オフ の ふた つ で 、 ど う や っ て 数 を 表わす の で し ょ うか 。 

た だ オン と オフ だ け で は 、 数 を 表わす こと は で きま せん 。 う まい こと に 、2 
進数 に は 、 1 、2 、4 、8 と いう 数 の まとまり が あり ます 。 そこ で 、 つ ぎ に 示 
す よ うに 、 ケ イ を 引い て メモ リ を きざみ ます 。 そ し て 、 そ の メモ リ に 、1 、2 、 
4 、8 と いう 値 を ふり ます 。 





8 4 2 1 
ここ で は 、 8 まで と し ます 。 あ と で 、8 以 降 の 値 に つい て も 説明 し ます 。 さ 
て 、 オ ン は 電気 が つい た 状態 で すか ら 、 借 で 示し ます 。 オフ は 電気 が つい て い 
な い 状 態 で すか ら 、 坦 で 示し ます 。 
0 と いう 数 は 、 つ ぎ に 示 す よ うに 、 ど の 値 に も 電気 が つい て いな い 状 態 で す 。 


キーーーーー キーーーーー + キ ーーーーー ェ 
8 4 2 1 
人 @ 悪 名 動 O を 表わす 
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1 と いう 数 は 、 1 と いう 値 が メモ リ に ふら れ て いま すか ら 、1 の 値 の と ころ 
に 電気 を つけ ます 。 


キーーーーー キーーーーー キーーーーー + 
8 4 2 1 
。 / 人 ト ) [ ) 1 を 表わす 





2 と いう 数 は 、2 と いう 値 が メモ リ に ふら れ て いま すか ら 、2 の 値 の と ころ 
に 電気 を つけ ます 。 


キーーーーー キーーーーー キーーーーー 十 
8 4 2 1 
【) 【 @” @ 2 を 表わす 


つぎ は 3 と いう 数 で す 。 3 と いう 値 は 、 メ モリ に ふら れ て いま せん 。 で は 、 
どう や っ て 3 と いう 数 を 表わす の で し ょ うか 。 2 の 値 と 1 の 値 の と ころ に 電気 
を つけ て 表わし ます 。 


キーーーーー キーーーーー キーーーー 十 
8 4 2 1 
箕 ] @~ 仙一 二 8 を 表わす 





1 の 値 と 2 の 値 に 電気 が つく と いう こと は 、1 の 値 と 2 の 値 を 足す こと を 示 
し て いま す 。 1 十 2 は 3 で すか ら 、1 の 値 と 2 の 値 に 電気 が つく こと は 、3 を 
示し て いる こと に な る の で す 。 こ の こと は 、2 進数 を 10 進 数 に 直し た り 、10 進 
数 を 2 進数 に 直し た りす る と き に 使う の で 、 よ く お ぼ えて お く こ と で す 。 

4 の 数 は 、 メ モリ に 4 の 値 が ふら れ て いま すか ら 、4 の 値 の と ころ に 電気 を 
つけ ます 。 


加 


キーーーーー + キ ーーーーー + キ ーーーー 一 + 

8 4 2 1 
2 

し ) 電 等 人 の 4 を 表わす 


5 の 数 は 、 メ モリ に 5 の 値 が ふら れ て いま せん 。 し た が っ て 、 3 の 数 を 表 わ 
し た と き の よ うに 、 メ モリ に ふら れ て いる 値 か ら 、 5 の 数 に な る 値 を 選び 出し 
て 、 そ の 値 に 電気 を つけ る こと に な り ま す 。 1 、2 、4 、8 の 値 の うち 、5 の 
数 に な る 値 は 1 と 4 で すか ら 、1 と 4 の 値 の と ころ に 電気 を つけ ます 。 


キーーーーー キーーーーー キーーーー 一 ー 

8 4 2 1 
nm 

ト ) L / ーーー 5 を 表わす 
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2 進数 は 、 こ の よう に 書き 表わさ れ て いる 


6 の 数 と 7 の 数 は 、 メ モリ に 6 の 値 、7 の 値 が ふら れ て いま せん か ら 、5 の 
数 と お な じ よ うに 、 1 、2 、4 、8 の な か か ら 、6 の 数 、7 の 数 に な る 値 を 選 
び 出 し て 、 そ の 値 に 電気 を つけ ます 。 6 の 数 は 2 の 値 と 4 の 値 、 7 の 数 は 1 の 
値 と 2 の 値 と 4 の 値 に 電気 を つけ れ ば よい わけ で すか ら 、 つ ぎの よう に 電気 を 
つけ ます 。 











+ キ ーーーーー + キ ーーーーー キーーーーー + 
8 4 2 1 
重 @ @" @ 6 の 数 を 表わす 
動 介 人 2 7 の 数 を 表わす 


オン に 1、 オ フ に 0 を あて は め る 


ここ まで 、 メ モリ に ふら れ て いる 値 に 、 表 わす 数 に 応じ て 電気 を つけ て きま 
し た 。 た だ 、 電 気 を つけ た だ け で は 、 私 た ち が 数 と し て 表わす に は 不便 で す 。 
そこ で 、 オ ン に 1 、 オ フ に 0 を あて は め て 、1 と 0 で 表わす 2 進数 と し て いる 
わけ で す 。 し た が っ て 、 こ れ ま で 説明 し て きた 電気 が つい て いる と ころ に 1 、 
電気 が つい て いな いと ころ に 0 を その まま あて は め る と 、 2 進数 と 呼ん で いる 
1 と 0 で 表わさ れ た 数 その も の に な り ま す 。 
まず 、5 を 1 と 0 の 2 進数 で 表わし て み ま す 。 5 は つぎ に 示す よう に 、8 と 
2 の 値 の と ころ が 電気 が つか ず 、4 と 1 の 値 の と ころ に 電気 が つき まし た 。 
8ーーー4ーーー2ー 一 一 1 
@ 電 [ ) 鍋 
電気 が つい た と ころ に 1 、 電 気がつか な か っ た と ころ に 0 を あて は め ま す 。 
し 】 病 ( ) 僅 
0 1 0 ーー 一 @0 ず @1 
この よう に 5 は 、2 進数 で 0 1 0 1 で 表わさ れる と いう こと に な り ま す 。 
つぎ に 7 を 2 進数 で 表わし て み ま す 。 7 は 、1 と 2 と 4 に 電気 が つき まし た 。 
8ーーー4ーーー2ーーー 1 
王 4 人 の [7 
電気 が つい た と ころ に 1 、 電 気がつか な いと ころ に 0 を あて は め ま す 。 
筐 | 】 @ の 
0 1 1 に 20M 本 | 商 
7 は 、2 進数 で 0 1 1 1 と いう こと に な り ま す 。 
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これ が 2 進数 の 表わし 方 で す 。 つ ぎ に 10 進 数 と 2 進数 の 対応 表 を 示し ます か 
ら 、 さ き に 説明 し た よう に 、 メ モリ に 1 、2、4 、8 の 値 を ふっ て 、 そ れ ぞ れ 
の 2 進数 の 1 と 0 を その 値 の と ころ に お いて みて くだ さい 。 そう する こと に よ 
っ て 、1 と 0 の 並び が 、 な ぜ 10 ある い は 15 な ど と いう 数 を 示す の か 、 よ り よ く 
理解 で きる よう に な る と 思い ます 。 

p 10 進 数 、 2 進数 対応 表 


に ご) 
00 
| 
| 
| 
ト 
| 
| 
| 
い 
| 
| 
| 


1 
2 
3 
4 
5 
6 
4 
8 
9 











8 ビッ ト の 場合 は 


これ まで 説明 し て きた 2 進数 は 、4 ビット で 表わす こと が で きる 15 ま で の 数 
で す 。 ビッ ト に つい て は 79 頁 で 説明 し て いま すか ら 参 照 し て くだ さい 。 

私 た ち が ふ つう 使っ て いる パソ コン は 、 8 ビッ ト 型 パソ コン で すか ら 、 当 然 
4 ビッ ト で 表わす こと が で きる 15 以 上 の 数 を 表わす こと が で きま す 。 

8 ビッ ト の 場合 は 、 つ ぎ に 示 す よ うに 、4 ビッ ト の 場合 の メモ リ に 、 さ ら に 
4 つ メ モリ が 増え て 、 そ の メモ リ に 16、32、64、128 の 値 を ふり ます 。 
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2 進数 は 、 こ の よう に 書き 表わさ れ て いる 


キーーー キ ーーー キ ーーーー キ ーーーー キ ーーーー キ ーーーー キ ーーーー 十 
128 64 32 16 8 4 2 1 


電気 の つき 方 は 、4 ビッ ト の 2 進数 で 説明 し た こと と お な じ で す 。 つ まり 、 
表わす 数 に 応じ た 値 を 、 メ モリ に ふら れ て いる 値 の な か か ら 選 び 出 し て 、 そ の 
値 の と ころ に 電気 が つく こと に な り ま す 。 
まず 、16 の 数 か ら 始 め ま す 。16 の 数 は 、 メ モリ に 16 と いう 値 が ふら れ て いま 
すか ら 、16 の 値 に 電気 が つき ます 。 そ の ほか に は 電気 が つき ませ ん か ら 、 つ ぎ 
の よう に な り ま す 。 そ の 下 に 、 電 気がつい た と ころ に 1 、 電 気がつか な いと こ 
ろ に 0 を あて は め て 、 2 進数 を 示し ます 。 
の @ ら @ の の @⑥@⑥@ の @ 
00010000 
つぎ は 、17 の 数 で す 。17 と いう 数 は 、 メ モリ に ふら れ て いま せん か ら 、 メ モ 
リ に ふら れ て いる 値 か ら 、17 と いう 数 に な る 値 を 選び 出し て 、 そ の 値 に 電気 が 
つき ます 。17 の 場合 は 、 1 の 値 と 16 の 値 と で 17 に な り ま すか ら 、1 の 値 と 16 の 
値 の と ころ に 電気 が つき ます 。 その ほか に は 、 電 気がつか な い の で 、 つ ぎの よ 
うに な り ま す 。 
@@ の 6 @⑥@@ 
00010001 
18 の 数 も 、 メ モリ に ふら れ て いま せん 。 18 の 場合 は 、2 の 値 と 16 の 値 と で 18 
・ に な り ま すか ら 、 2 の 値 と 16 の 値 の と ころ に 電気 が つき ます 。 その ほか に は 、 
電気 が つか な い の で 、 つ ぎの よう に な り ま す 。 
の @@@⑥ @⑥@⑨ @ 
00010010 
19 の 数 も 、 お な じ よ うに メモ リ に ふら れ て いま せん 。19 の 場合 は 、 1 の 値 と 
2 の 値 、 そ れ に 16 の 値 と で 19 に な り ま すか ら 、1 と 2 と 16 の 値 の と ころ に 電気 
が つき ます 。 そ の ほか の と ころ に は つき ませ ん か ら 、 つ ぎの よう に な り ま す 。 
の の の 06600 
00010011 
あと は 、 つ ぎ に 10 進 数 と 8 ビッ ト の 2 進数 の 対応 表 を 示し ます の で 、 さ き に 
示し た よう に 、 メ モリ に 1 、2 、4 、8 、16、32、64、128 の 値 を ふっ て 、 そ れ 
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ぞ れ の 2 進数 の 1 と 0 を 、 そ の 値 の と ころ に お いて みて 、 ど の よう に 表わさ れ 
て いる か 確 め て みて くだ さい 。 

な お 、 8 ビッ ト で 表わす こと が で きる 数 は 、 全 部 の 値 に 電気 が つい た 1 1 1 
1 1 1 1 1 (255) まで で す 。 


| 10 進 数 と 8 ビッ ト の 2 進数 対応 表 


2 進数 


2 進数 





86 


つの 


で @ ぐ ココ の ひ 心 (OO トト や ビ 





00000000 
00000001 
00000010 
00000011 
00000100 
00000101 
00000110 
00000111 
00001000 
00001001 
00001010 
00001011 
00001100 
00001101 
00001110 
00001111 
00010000 
00010001 
00010010 
00010011 
00010100 
00010101 
00010110 
00010111 








00011000 
00011001 
00011010 
00011011 
00011100 
00011101 
00011110 
00011111 
00100000 
00100001 
00100010 
00100011 
00100100 
00100101 
00100110 
00100111 
00101000 
00101001 
00101010 
00101011 
00101100 
⑳⑲101 01 
00101110 
00101111 








00110000 
00110001 
00110010 
00110011 
00110100 
00110101 
00110110 
00110111 
00111000 
00111001 
00111010 
00111011 
00111100 
90111101 
00111110 
00111111 
01000000 
01000001 
01000010 
01000011 
01000100 
01000101 
01000110 
01000111 
01001000 
01001001 
01001010 
01001011 
01001100 
01001101 
01001110 








01001111 
01010000 
01010001 
01010010 
01010011 
01010100 
01010101 
01010110 
01010111 
01011000 
01011001 
01011010 
01011011 
01011100 
01011101 
01011110 
01011111 
01100000 
01100001 
01100010 
01100011 
01100100 
01100101 
01100110 
01100111 
01101000 
01101001 
01101010 
01101011 
01101100 
01101101 


2 進数 は 、 こ の よう に 書き 表わさ れ て いる 
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01101110 
9 り せ 401111 
01110000 
01110001 
01110010 
01110011 
01110100 
01110101 
01110110 
01110111 
01111000 
0 1 1001 
0 1 1010 
0 1 1011 
0 1 1100 
0 1 1101 
01111110 
01111111 
10000000 
10000001 
10000010 
10000011 
10000100 
10000101 
10000110 
10000111 
10001000 
10001001 
10001010 
10001011 
10001100 








10001101 
10001110 
10001111 
10010000 
10010001 
10010010 
10010011 
10010100 
10010101 
10010110 
10010111 
10011000 
10011001 
10011010 
10011011 
10011100 
10011101 
10011110 
10011111 
10100000 
10100001 
10100010 
10100011 
10100100 
10100101 
10100110 
10100111 
10101000 
10101001 
10101010 
10101011 








10101100 
10101101 
10101110 
10101111 
10110000 
10. は 10O'⑩O 1 
10110010 
10110011 
10110100 
10110101 
10110110 
10110111 
10111000 
10111001 
10111010 
10111100 
10111101 
10111110 
1⑩1111T11 
11000000 
11000001 
11000010 
11000011 
11000100 
11000101 
11000110 
11000111 
11001000 
1 01070 1 
11001010 


1 
1 
0 まま 0 せ 11 
1 
1 
1 











11001011 
11001100 
11001101 
1001110 
1001111 
1010000 
1010001 
1010010 
1010011 
1010100 
1010101 
1010110 
1010111 
1011000 
1011001 
1011010 
1011011 
1011100 
1011101 
1011110 
101 1 ま は 1 
1100000 
1100001 
100010 
100011 
100100 
100101 
100110 
100111 
101000 
101001 


トー 


ト ェ ーー トー |「ー Fー ロー 上 ーー 上 ーー 上 トー 上 トー トー トー 上 ーー 上 トー 上 Fー 上 上 ーー 上 つ トー トー ー トー 上 ー ー トー 上 ーー トー トー ト 上 つ ニー トー 





2 進数 は 、 こ の よう に 書き 表わさ れ て いる 
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や 選 選 志 
トト 


101010 
101011 
101100 
101101 
101110 
まま 0 年 則 和 1 
110000 
110001 
110010 
110011 
110100 








上 rm ご つど テー 


ェ Fー 選 ビ テー 選 選 リロ ーー トー 


ご 























お 46 生き 7) 友 刻ま 








マシ ン 語 は 、 そ の 名 前 の 通り 機械 の 言葉 で す 。 パ ソコ ン の 内 部 で 使わ れ て い 
る 言葉 は 、 電 気 信 号 で す 。 その 電気 信号 の オン に 1 、 オ フ に 0 を 対応 させ た 言 
葉 が 、 マ シン 語 と いう こと に な り ま す 。 つ まり 、81 真 で 説明 し て いる 2 進数 で 
す 。 私 た ち が ふ つう 使っ て いる パソ コン は 、 8 ビット を ひと つの 単位 と し て 扱 
っ て いる の で 、8 ビッ ト の 2 進数 で す 。 

と ころ が 、 マ シン 語 で プロ グラ ム を 書き 表わす と いう 場合 、 こ の 2 進数 は 使 
いま せん 。16 進 数 を 使い ます 。 な ぜ 2 進数 を 使わ ず に 、16 進 数 を 使っ て プロ グ 
ラム を 書き 表わす の か と いう と 、2 進数 は 、 私 た ち に と っ て 非常 に 理解 し が た 
いも の だ か ら で す 。 と いっ て 、10 進 数 で マシ ン 語 の プロ グラ ム を 書き 表わし た 
の で は 、 パ ソコ ン が 、 そ れ を 2 進数 に 直す の が 大 変 で す 。 そ こ で 、 私 た ち に も 
わか りや すく 、 パ ソコ ン に と っ て も 便利 な 16 進 数 を 作り 、16 進 数 で マシ ン 語 の 
プロ グラ ム を 書き 表わす こと に な っ た わけ で す 。 し た が っ て 、 私 た ち に と っ て 
の マシ ン 語 は 、16 進 数 を 指し て いま す 。 

さて 16 進 数 は 、16 を 一 区 切り に し て 表わす 数 で す 。10 進 数 が 、10 を 一 区 切り 
に し て 表わす 数 で ある の と お な じ で す 。 つ まり 、 つ ぎ に 示 す よ うに 、10 進 数 は 
0 か ら 9 ま で が 1 桁 で 、9 の つぎ の 10 で 桁 上 が り し ます が 、16 進 数 は 0 か ら 15 
まで が 1 桁 で 、15 の つぎ の 16 で 桁 上 が りす る と いう こと で す 。 

NN の 9 は 4 939 # 10 信 数 の 1 桁 0 で 桁 上 が りす る 

ON の NISH4 Ja5I 67 778.19 ABG DLWEME 

76 進 数 の 】 桁 76 で 桁 上 が りす る 

16 進 数 の 9 の つぎ の A、B、C、D、E、F は 、10 進 数 と 、 つ ぎの よう に 対 
応 し て いま す 。 

A B C D E F 
【 『 【 放す 
10 11 12 13 14 15 
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し た が っ て 、16 進 数 の A の つぎ の 10 は 、 数 字 通 り の 10 の 意味 で は な く て 、10 
進数 の 16 に あたり ます 。 

で は 、16 進 数 を 理解 する た め に 、 2 桁 以降 は どの よう に 表わさ れる の か 、 も 
う 少 し 16 進 数 を 取り あげ て 示し ます 。 カッ コ の な か の 数 字 は 10 進 数 で す 。 


」 計 ! 4 間 人間 | * 間 介し 1 2| 1 潤 「 導 着 | 壮介 (っ 拉 i.7 夫 ! 0 六 ( 
(6) 2 8) (9) (20) (21) (22) (23) (24) (25) (26) (27) (28) (29) (30) 31) 


人 2 2 2 の 3 8 交 2W 28 2 2 人 2 較 2 2 2 を 9 
(32) (33) (34) (35) (36) (37) (38) (39) (40) (41) (42) (43) (4⑭) (45) (4⑯) (4 
90 91 32 38 34 935 36 87 3838 39 3A 3B 38C 8D 8E 38F 
(48) (49) (50) (51) (52) (53) (54) (55) (56) (57) (58) (59) (60) (61) (62) (6@3) 


40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 4A 4B 4C 4D 4E 4F 
(64) (65) (66) (6Z) (68) (69) (70) (71) (⑦22) 73) (74) (75) (76) (0⑰7) (278) (79) 


90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 9A 9B 9c 9D 9E 9F 
(4) Q⑯  Q⑯) Q⑭⑰) Q⑭) (Q⑭⑳)0 Q⑳) (5) G5) 5) Q Q⑮) Q⑮D (⑮⑰ (⑮) 


A0 Al A2 A3 A4 A5 A6 AZ7 A8 A9 AA AB AC AD AE AF 
(⑯⑩) 61) 62) 63) (Q⑯4) (⑪⑯) 6) Q⑯7) (6) Q6) (⑰) Q7 (⑰) (⑰) (⑰) Q⑰) 
BO B1 B2 B3 B4 B5 B6 B7 B8 B9 BA BB BC BD BE BF 
(76) (⑪⑰) 8 (Q⑪⑰9) (Q⑱0 (8 (2 (8) 8 (⑱) GQ⑱⑭) (97) (8) (9) (0) (⑪⑩) 
CO Ci C2 C8 C4 C5 C6 C7 C8 C9 CA CB CC CD Cg CP 
9) (93) 4) (95) (⑪⑩⑯ (Q⑩7) 8) (1⑲⑳) (20) () (2 (2⑳⑩3) (2⑳4) (205 (2⑳) (2⑰ 
DO D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 D8 D9 DA DB DC DD DE DF 
(⑳86) (2⑳9) (20) (4) (2⑫) (2⑳3 (2⑭ (25) (26) (2⑳⑰) (2⑱ (29) (20) (2) (2 (2) 
E0 E1 E2 E3 E4 E5 E6 E7 E8 E9 EA EB EC ED EE EF 
(24) (225) (26) (27) (28) (29) (230) (2 (22 (23) (2 (235 (236) (23⑰ (2 (29) 
FO F1 F2 F8 F4 F5 F6 F7 F8 F9 FA FB FC FD FE FF 
(20) (241) (2⑫) (2) (24⑭) (25) (26⑯) (4⑳⑰) (2@) (2⑳) (%0 (2) (22) (253) (2 (55) 


100 101 102 103 104 105 106 107 108 109 10A 10B 10C 10D 10E 10F 
(0) (9) (28 (29) (⑳) (4) (⑯) (⑳⑯0 0 (0 (0 ⑯) 0 (⑯0 ⑳⑰ ⑰ 


以上 16 進 数 は 、 す べ て F の つく 1F、2F、3F の つぎ で 桁 上 が り し ます 。 
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マシ ン 語 は 16 進 数 で 書き 表わす 


4 ビッ ト の 2 進数 は 、 16 進 数 の 1 桁 で 表わさ れる 





で は 、 こ の 16 進 数 は 、 2 進数 と どの よう に 対応 し て いる で し ょ うか 。 ま ず 、 
4 ビッ ト の 2 進数 と 16 進 数 の 対応 表 を 示し ます 。 数 が わか りや すい よう に 10 進 
数 も 示し て お きま す 。 





〇 
う 


〇 O OO ココ の の 上 よ O の ODN ご ロ 








紀 上 ロロ Q ロ と OoG ぐ ココ の の 〇 ①② ぐせ は の ODODー ロ 





この よう に 、4 ビッ ト の 2 進数 で 表わす こと が で きる 0000 か ら 1111 
まで は 、16 進 数 1 桁 で 表わす こと が で きま す 。 


4 ビッ ト の 2 進数 =16 進 数 1 桁 
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8 ビッ ト の 2 進数 は 、 16 進 数 2 桁 で 表わさ れる 


で は 、 8 ビッ ト の 2 進数 を 16 進 数 で 表わす と どう な る で し ょ うか 。 つ ぎ に 16 
進数 と 8 ビッ ト の 2 進数 の 対応 表 を 示し ます 。 


2 進数 2 進数 


00000000 00001000 
00000001 00001001 
00000010 00001010 
00000011 00001011 
00000100 00001100 
00000101 00001101 
00000110 00001110 
00000111 00001111 

















うえ に 示し た よう に 、8 ビッ ト の 2 進数 の 場合 は 、、0 0、0 1 、02 と いっ 
た よう に 、16 進 数 2 桁 で 表わさ れ ま す 。 
8 ビッ ト の 2 進数 を 、 そ の 2 進数 に 対応 し た 16 進 数 に する に は 、 ま ず 、8 ビ 
ッ ト の 2 進数 を 、 上 位 4 ビッ ト 、 下 位 4 ビッ ト の 2 つ に 区 切り ます 。 
0000 0000 
上 位 オ ビット 下位 オビ ピッ ト 
そし て 、 さ き に 示し た 4 ビッ ト の 2 進数 に 対応 し た 16 進 数 を 、 上 位 4 ビッ ト 、 
下位 4 ビッ ト の 2 進数 に あて は め ま す 。 4 ビッ ト の 2 進数 0000 は 、16 進 数 で は 
0 ですから 、 上 位 4 ビッ ト の 2 進数 0000 に 16 進 数 の 0 を あて は め ま す 。 下位 4 
ビッ ト の 2 進数 0000 も お な じ で すか ら 、16 進 数 の 0 を あて は め ま す 。 
0000 0000 
1 | 
0 0 
この よう な わけ で 、 8 ビッ ト の 2 進数 00000000 は 、16 進 数 00 の 2 桁 で 表 わ 
・ さ れる の で す 。 


8 ビッ ト の 2 進数 =16 進 数 2 桁 
その ほか の 場合 も や 、 こ の よう に し て 16 進 数 2 桁 と な り ま す 。 2 進数 と 16 進 数 
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マシ ン 語 は 16 進 数 で 書き 表わす 
の 変換 に つい て は 、97 頁 で 説明 し て いま すか ら 、97 頁 を 参照 し て くだ さい 。 

と ころ で 、8 ビッ ト の 2 進数 は 1 バイ ト で す 。 し た が っ て 、16 進 数 2 桁 も 1 
バイ ト と な り ま す 。 


8 ビッ ト の 2 進数 = 1 バイ ト 
2 桁 の 16 進 数 = 1 バイ ト 
16 進 数 4 桁 の 場合 は 2 バイ ト と な り ま す 。 
F331 FFFF 00C3 17AB 
ーーーー 1 半球 4 は 2 バイ ト 
お な じ よ うに 、16 進 数 6 桁 は 3 バイ ト と な り ま す 。 
C36A00 C3576D 3FOOEF 





ーーーー ィ ーーーー 
76 進 数 6 折 は 3 バイ ト 


メモ リ に は 1 バイ ト ず つ 記 憶 す る 


これ まで 説明 し た よう に 、 私 た ち に と っ て の マシ ン 語 は 、16 進 数 で す 。 ま た 、 
私 た ち が ふ つう 使っ て いる パソ コン は 、 8 ビッ ト を ひと つの 単位 と し て 扱っ て 
いま す 。 し た が っ て 、 マ シン 語 を 記憶 する メモ リ も 、 ひ と つの メモ リ に 8 ビッ 
ト 、 つ まり 1 バイ ト ず つ 記 憶 す る よう に な っ て いま すか ら 、16 進 数 2 桁 ず つ 記 
憶 す る こと に な り ま す 。 マ シン 語 を 入力 する 場合 も 、 当 然 、16 進 数 2 桁 ず つ 入 
力 す る こと に な り ま す 。 ま ず 、 マ シン 語 の 入力 の 実行 結果 を 示し ます 。 


DR 


EDOBB 

Dggg FF-21 FF-99 FF-F9 FF-SE 
Dg94 FF-F5 FF- ア ア FF-Y6 FF-23 
Dg9B FF-23 FF-C さ FF-95 FF-DBg 
DggC FF- 


メモ リ に は )6 進 数 桁 
ずつ 入力 する 


』 
TIE 間 昌 FREE た 証 FE 電 時 [TE に 症 
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この よう に 入力 し た マシ ン 語 は 、 つ ぎの よう に ひと つの メモ リ 番 地 に 、2 桁 
ずつ 、 つ まり 1 バイ ト ず つ 記 憶 さ れ ま す 。 






































メモ リ 番 地 マシ ン 語 メモ リ 番 地 マシ ン 語 
D000ー 一 一 |2 1 | D006ー 一 一 [7 6 

D001 一 一 一 |90) D007ー 一 |2 3| 
D002 Fl]| po08 一 一 -[23] 2c、 oz っ o 
pa 一 一 3 訓 | ] po09 一 一 [ei| 詩 計 
D004ー 一 一 IF5| DO00A [05| 

DO の 0Bーーー 7 | DO00B 一 一 一 [DO0] | 
つぎ に D コマ ンド で 、 入 力 し た マシ ン 語 を 表示 させ た 実行 結果 を 示し ます 。 


fDh 実行 結果 
506ee 4 
bggg 21 99 F9 3E F5 77 76 23 ひと つの メモ リ に は 76 
Dg98 23 CS 95 Dg FF FF FF FF 進数 導 つ まり 1 バイ 

ャ 較 ト ず つ 記 倍 する 








な お 、 メ モリ 番地 は 、D000、DO001、D002 と いう よう に 、16 進 数 
4 桁 で つけ られ て いま すか ら 、 メ モリ 番地 は 2 バイ ト と いう こと に な り ま す 。 
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2 進数 @16 進 数 変換 は 4 ビッ ト ず つて 行う 

81 頁 で 2 進数 に つい て 、 ま た 、91 頁 で 16 進 数 に つい て 説明 し まし た 。 マ シン 
語 を 使う 場合 、2 進数 を 16 進 数 へ 、16 進 数 を 2 進数 へ 変換 する 方 法 を 知っ て い 
る と 、 な に か と 便利 で す 。 そこで 、 こ こ で は 2 進数 を 16 進 数 へ 、 ま た 16 進 数 を 
2 進数 へ 変換 する 方 法 に つい て 説明 する こと に し ます 。 

まず 、2 進数 を 16 進 数 へ 変換 する こと か ら は じ め ま す 。 











2 進数 を 16 進 数 へ 変換 する 

私 た ち が 使 っ て いる パソ コン は 、 8 ビッ ト (1 バイ ト ) を ひと つの 単位 と し 
て 扱っ て いま す 。 

2 進数 の 8 ビッ ト (1 バイ ト ) を 図 に ボ す と 、 つ ぎの よう に な り ま す 。 





el 


最上 位 ビ ピット 最 下位 ビッ ト 


つま り 、8 ビッ ト の 2 進数 11111111 (10 進 数 の 255 ) を 例 に と る と 、 





EPCIEGEOIEGIEGCIIE 


右端 の 最 下位 ビッ ト か ら 最 上 位 ビ ッ ト に 向かっ て 、bit (ビッ ト ) 0 、 bit 1 、 
bit 2 と 呼ば れる と いう こと で す 。 

さら に 、 こ の bit 0 か ら bit 7 まで は 、 つ ぎ に 示 す よ うに 、 上位 ビッ ト と 下位 ビ 
ッ ト の 2 つ に 分 か れ ま す 。 
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うえ に 示し た よう に 、 上 位 ビ ピッ ト 、 下 位 ビ ピット の 2 つ に 分 ける と 、 上 位 ビ ッ 
ト 、 下 位 ビ ピッ ト と も に 4 ビッ ト ず つ に な り ま す 。 つ まり 、 つ ぎ に 示 す よ うに 、 
4 ビッ ト ず つの 2 進数 に な る と いう こと で す 。 

上 位 ビ ピッ トー 下位 ビッ ト 


人 Me Jah 


4 オビ ピッ ト ず つの 2 進数 に な る 

4 ビッ ト の 2 進数 は 、1 桁 の 16 進 数 で す 。 し た が っ て 、1 桁 の 16 進 数 を 上 位 
ビッ ト 、 下 位 ビ ッ ト に あて は め ま す 。 

この 場合 必要 に な る の が 、4 ビッ ト の 2 進数 の 16 進 数 対応 表 で す 。 4 ビッ ト 
の 2 進数 の 16 進 数 対応 表 は 93 頁 に 示し て あり ます が 、 便 宜 上 つぎ に 示し ます 。 
| 。 。 . 開 444kM 
進数 の 3 を 表わす の 
か な ど は 81 頁 の 2 進 
数 の 表わし 方 で 説明 
し て いま す 。 











つつ 
つの 








〇 ぐ ココ の の 中 OO ト いい ビ 





bitO, bit4 
bit 】 , bt ら 5 
bit2, bit6 
bit3, bit7 


ロロ 回 ワ ロロ ンコ ouwk ょ oh うら 呈 
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2 進数 を 16 進 数 へ 、16 進 数 を 2 進数 へ 変換 する に は 

さて 、4 ビッ ト の 2 進数 の 16 進 対応 表 の な か か ら 、 上 位 4 ビッ ト の 1 1 1 1 
と 、 下 位 ビ ッ ト の 1 1 1 1 に あて は まる 1 桁 の 16 進 数 を 捜し ます 。 

この 対応 表 は 、 表 の 下 に 示し て いる よう に 、4 ビッ ト の 2 進数 の 右端 が bit 0 
と bit 4 の 両方 に な り ま す 。 つ き が 、 bit 1 と bit 5 、 そ の つぎ が bit 2 と bit 6 、 最 
後 が bit 3 と bit 7 と な り ま す 。 つ まり 、 上位 ビ ッ ト 、 下 位 ビ ッ ト の 区 別 な ね く 、 こ 
の 4 ビッ ト の 2 進数 が 、 1 桁 の 16 進 数 に 対応 し て いる と いう こと で す 。 

し た が っ て 、 上 位 ビ ピット の 1 1 1 1 も 、 下 位 ビ ッ ト の 1 1 1 1 も 、 お な じ よ 
うに 1 桁 の 16 進 数 は F と な り ま す 。 そこ で 、 こ の 1 桁 の 16 進 数 F を 、 つ ぎの よ 
うに 上 位 ビ ッ ト 、 下 位 ビ ッ ト に あて は め ま す 。 


F F FFH 
これ で 、8 ビッ ト の 2 進数 11111111 を 16 進 数 へ 変換 する こと が で きた わけ で 
す 。 つ まり 、8 ビッ ト の 2 進数 11111111 は 、 2 桁 の 16 進 数 で FFH (10 進 数 で 
255) に な り ま す 。FF の つぎ の H は 、16 進 数 を 表わす 記号 で 、10 進 数 と 区 別 す 
る た め に 、16 進 数 を 表わす と き は 、H を つけ る こと に な っ て いま す 。 
で は 、 も う ひ と つ 8 ビッ ト の 2 進数 を 、16 進 数 に 変換 し て お く こ と に し ます 。 


上 位 ピ ッ ト 下位 ビ ピット 
8 ビッ ト の 2 進数 10011110 を 上 位 ビ ッ ト 、 下 位 ビ ッ ト の 2 つ に 分 ける と 、 上 
位 ビ ピット は 1001、 下 位 ビ ッ ト は 1 1 10 と な り ま す 。 上 位 ビ ッ ト の 100 
1 に あて は まる 1 桁 の 16 進 数 を さき の 対応 表 で みる と 9 で す 。 下位 ビッ ト の 1 
1 1 0 は E で す 。 
そこ で 、 こ の 1 桁 の 16 進 数 9 と 選 を 、 上 位 ビ ッ ト 、 下 位 ビ ッ ト に それ ぞ れ あ 
て は め ま す 。 


9 E 9EH 
し た が っ て 、8 ビッ ト の 2 進数 10011110 は 、2 桁 の 16 進 数 で は 9EH (10 進 
数 で は 158) と いう こと に な り ま す 。 
これ が 、 2 進数 を 16 進 数 に 変換 する 方 法 で す 。 
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16 進 数 を 2 進数 へ 変換 する 


これ まで 、 2 進数 を 16 進 数 へ 変換 する 方 法 に つい て 説明 し て きま し た 。16 進 
数 を 2 進数 に 変換 する に は 、 2 進数 を 16 進 数 に 変換 する の と 、 逆 の こと を 行え 
ば よい わけ で す 。 

8 ビッ ト の 16 進 数 は 、 つ ぎ に 示 す よ うに 、 上 位 ビ ッ ト の 1 桁 の 16 進 数 と 、 下 
位 ビ ッ ト の 1 桁 の 16 進 数 の 2 桁 で 表わさ れ ま す 。 

上 位 ビ ピット 下位 ビ ピット 








| 員 ] 
ECIECPYIPIECPNIP 


1 桁 の 16 進 数 1 桁 の 16 進 数 
し た が っ て 、16 進 数 を 2 進数 に 変換 する に は 、 上 位 ビ ッ ト の 1 桁 の 16 進 数 に 
あて は まる 4 ビッ ト の 2 進数 と 、 下 位 ビ ピット の 1 桁 の 16 進 数 に あて は まる 4 ビ 
ッ ト の 2 進数 を 、 さ き に 示し た 対応 表 か ら 捜 し 出し て 、 そ れ ぞ れ に あて は め れ 
ば よい の で す 。 
で は 、16 進 数 33 (10 進 数 で 51) を 2 進数 に 変換 し て みる こと に し ます 。 
| RI 


L_ 3 | s | 


16 進 数 33 を 、 上 位 ビ ッ ト と 下位 ビッ ト の 2 つ に 分 ける と 、 上 位 ビ ピット 、 下 位 
ビッ ト と も 3H で す 。 そこ で 、3H に あて は まる 4 ビッ ト の 2 進数 を 、 さ き の 
対応 表 で みる と 0 0 1 1 で す 。 こ の 0 0 1 1 を 、 上 位 ビ ピット 、 下 位 ビ ッ ト の 3 
H に あて は め ま す 。 














上 位 ビ ッ ト 下位 ビット 
0011 0011 001I100Il 





し た が っ て 16 進 数 33 は 、 2 進数 で 00110011 と いう こと に な り ま す 。 
で は も う ひ と つ 、16 進 数 A 7 (10 進 数 で 167 ) を 2 進数 に 変換 し て お く こ と に 
し ます 。 
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2 進数 を 16 進 数 へ 、16 進 数 を 2 進数 へ 変換 する に は 
上 位 ビ ピット 下位 ビ ピット 
A 
上 位 ビ ッ ト AH に あて は まる 4 ビッ ト の 2 進数 を さき の 対応 表 で みる と 10 


1 0 で す 。 下位 ビ ピット 7 是 を さき の 対応 表 で みる と 0 1 1 1 で す 。 そ こ で 、1 
0 10 を 上 位 ビ ピット に 、0 1 1 1 を 下位 ビッ ト に あて は め ま す 。 











上 位 ビ ピット 下位 ビッ ト 
| | 
\ Y 
1010 0111 I0100III 


し た が っ て 、16 進 数 A 7 は 、2 進数 で 10100111 と いう こと に な り ま す 。 
以上 が 16 進 数 を 2 進数 に 変換 する 方 法 で す 。 





101 




















ビッ ト 番 号 に ふら れ た 値 に 基づい て 変換 する 


97 頁 で 2 進数 を 16 進 数 へ 、16 進 数 を 2 進数 へ 変換 する 方 法 に つい て 説明 し ま 
し た 。 こ こ で は 、 2 進数 を 10 進 数 へ 変換 する 方 法 と 、10 進 数 を 2 進数 へ 変換 す 
る 方 法 に つい て 説明 し ます 。 ま ず 、 2 進数 を 10 進 数 に 変換 する 方 法 で す 。 


2 進数 を 10 進 数 に 変換 する 


8 ビッ ト の 2 進数 に は 、 つ ぎ に 示 す よ うに 、bit 0 か ら bit 7 まで の ビッ ト 番 号 
が つい て いま す 。 そ し て 、 そ れ ぞ れ の ビッ ト 番 号 に 1 、2、4、8、16、32、 
64、128 の 値 を ふり ます 。 

,. 東部 吉 吾 軒 

ビッ ト 番 号 に 置か れ て いる 値 は 、 84 頁 で 説明 し て いる 8 ビッ ト の 2 進数 の 表 
わし 方 で 、 つ ぎの よう に メモ リ を 刻ん で 、 そ の メモ リ に ふっ た 値 と お な じ で す 。 
この 場合 は 、 メ モリ を ビッ ト 番 号 に 変更 し て いる だ け で す 。 

128 64 32 16 8 4 1 

キーーー キ ーーー キ 一 ーー 一 ーー 一 ーー キキ 一 ーー 一 一 一 圭 

2 進数 を 10 進 数 に 変換 する 場合 は 、 こ の ビッ ト 番 号 に ふら れ た 値 に 基づい て 
行い ます 。 で は 、 2 進数 1111111 を 10 進 数 に 変換 する こと に し ます 。 2 進数 11 
111111 を ビッ ト 番 号 に あて は め る と 、 つ ぎの よう に な り ま す 。 


NN 9 」 AMWW XilhLal 


! ! ! ! ! ! ! ! 














1 { 1 1 1 1 1 l 
⑲ ⑯ @⑫ ⑯ ⑧ ④ ② ① 
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2 進数 を 10 進 数 へ 、10 進 数 を 2 進数 へ 変換 する に は 

2 進数 11111111 の 場合 は 、 す べ て の ビッ ト 番 号 に 1 が 置か れ て いま すか ら 、 

それ ぞ れ の ビッ ト 番 号 に ふら れ て いる 値 を 足し ます 。 
128 十 64 十 32 十 16 十 8 十 4 十 2 十 1 =255 

し た が っ て 2 進数 11111111 は 、10 進 数 で 255 と いう こと に な り ま す 。 

この 場合 は 、11111111 な の で 、 全 部 の ビッ ト 番 号 に 1 が 置か れ ま し た が 、 ビ 
ッ ト 番 号 に 1 で は な く て 0 が 置か れ た 場合 は 、 0 が 置か れ た ビッ ト 番 号 の 値 を 
0 に し て 足し ます 。 つ ぎ に 、 そ の 例 を 示し ます 。 

で は 、 2 進数 01110011 を 10 進 数 に 変換 し て みる こと に し ます 。 2 進数 011100 
11 を 、 ビ ッ ト 番 号 に あて は め る と 、 つ ぎの よう に な り ま す 。 


! ! \ \ \ ! ! \ 


1 1 1 1 1 ト 1 

(5) 人 ⑯) 7 ⑯ ⑧ ④ ② ① 

この 場合 、0 が 置か れ て いる ビッ ト 番 号 の 値 は 0 に し ます か ら 、 ビ ッ ト 番 号 
2 が 0 、 ビ ッ ト 番 号 3 が 0 、 ビ ッ ト 番 号 7 が 0 に な り ま す 。 し た が っ て つぎ の 
よう に し て 足す こと に な り ま す 。 

0+64 十 32 十 16 填 0 十 0 十 2 十 1 =115 

も ちろ ん 、64 十 32 二 16 十 2 十 1 で も か まい ませ ん 。 

つぎ に 、 ビ ッ ト 番 号 を いち いち 使っ て いた の で は めん どう な の で 、 さ き に 示 
し た メモ リ を 使っ て 、 2 進数 00001010 を 10 進 数 に 変換 し て みる こと に し ます 。 
メモ リ に ふら れ て いる 値 は 、 さ き の 場 合 と お な じ で す 。 ま ず 、 2 進数 00001010 
を 、 つ ぎの よう に メモ リ に 置き ます 。 





0 0 0 0 1 0 1 0 
キーーー キ ーーー キ ーーー キ ーーー キ ーーー キ ーーー キ ーーー 十 
128 64 32 16 8 4 2 1 


そし て 、1 が 置か れ て いる メモ リ の 値 を 足し ます 。 
8+2=10 
2 進数 00001010 は 、10 進 数 の 10 と いう こと に な り ま す 。 
以上 が 、 2 進数 を 10 進 数 に 変換 する 方 法 で す 。 
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2 進数 を 10 進 数 に 変換 する 方 法 は 、 ほ か に むず か し い 方 法 が あり ます 。 た と 
えば 、 つ ぎの よう に 計算 し て 、 2 進数 を 10 進 数 に 変換 する 方 法 で す 。 
1x2? 十 0X2『 二 0X2? 二 1X2? 填 0X22 二 1X2「+1x29 
この よう な むず か し い 方 法 を 、 な に も 好 ん で 使う こと は な い の で 、 こ の 方 法 
に つい て は 説明 を 省略 し ます 。 


10 進 数 を 2 進数 に 変換 する 





さて つぎ に 、10 進 数 を 2 進数 に 変換 する 方 法 で す 。 

10 進 数 を 2 進数 に 変換 する に は 、 2 進数 を 10 進 数 を 変換 し た こと と 、 逆 の こ 
と を 行え ば いい の で す 。 こ こ で は 、 ビ ッ ト 番 号 の 代わ り に メモ リ を 使い ます 。 
メモ リ に ふる 値 は 2 進数 を 10 進 数 に 変換 し た と き と お な じ 値 で す 。 

キーーー キ 一 ーー 一 ーー キーーー キ 一 ーー 一 ーー 一 一 一 圭 
128 64 32 16 8 4 2 1 

で は 、 こ の メモ リ を 使っ て 、 ど の よう に 10 進 数 を 2 進数 に 変換 する の か 、 具 
体 的 に 10 進 数 を 2 進数 に 変換 し て 説明 する こと に し ます 。 ま ず 、 10 進 数 27 を 2 
進数 に 変換 し ます 。 メ モリ に は 、27 と いう 値 は ふら れ て いま せん か ら 、27 を 越 
えな いで 最も 大 きい 値 を 、 メ モリ に ふら れ て いる 値 の な か か ら 選 び ま す 。 す る 
と 、16 と いう こと に な り ま すか ら 、16 の 値 の メモ リ に 1 を 置き ます 。 

1 
十 一 ーー キーーー キ ーーー キ ーーー キ ーーー キ ーーー+ 
128 64 32 16 8 4 2 1 

27 か ら 16 を 引く と 残り は 11 で す 。11 と いう 値 は 々 モリ に ふら れ て いま せん か 
ら 、11 を 越え な いで 最も 大 きい 値 を 、 メ モリ に ふら れ て いる 値 の な か か ら 選 び 
ます 。 す る と 8 と いう こと に な り ま すか ら 、8 の 値 の メモ リ に 1 を 置き ます 。 





1 1 
キーーー キ ーーー キ ーーー キ ーーー キ ーーー キ ーーー キ ーーー 二 
128 64 92 16 fo) 4 2 1 


11 か ら 8 を 引い た 残り は 3 で す 。 2 と 1 を 足せ ば 3 に な り ま すか ら 、2 と 1 
の 値 の メモ リ に 1 を 置き ます 。 


1 1 1 1 
キーーー キ ーーー キ ーーー キ ーーー キ ーーー キ ーーー キ ーーー 二 
128 64 92 16 8 4 2 1 
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2 進数 を 10 進 数 へ 、10 進 数 を 2 進数 へ 変換 する に は 
1 が 置か れ て いな い 値 の メモ リ の と ころ に は 、 0 が 置か れ ま す 。 し た が っ て 、 
つぎ の よう に な り ま す 。 





0 0 0 1 1 0 1 1 
キーーー キ ーーー 二 + キ ーーー キ ーーー キ ーーー オ ーーー 十 
128 64 32 16 8 4 2 1 


つま り 10 進 数 の 27 を 2 進数 に 変換 する と 、00011011 と いう こと に な り ま す 。 

10 進 数 を 2 進数 に 変換 する 方 法 は 、 も う 理 解 で きた こと と 思い ます が 、 も う 
幾つ か の 例 で 10 進 数 を 2 進数 に 変換 し て み ま す 。 

で は つぎ に 、 10 進 数 125 を 2 進数 に 変換 し ます 。 メモ リ に は 125 は ふら れ て い 
ませ ん か ら 、 メ モリ に ふら れ て いる 値 の な か か ら 、125 を 越え な いで 最も 大 きい 
値 を 選び ます 。 す る と 64 と いう こと に な り ま すか ら 、64 の 値 の メモ リ に 1 を 置 
きま す 。 

1 
キーーー キ ーーー キ ーーー サ ーーー キ ーーー キ ーーー オ ーーー 十 
128 64 32 16 8 4 2 1 

125 か ら 64 を 引く と 、 残 り は 61 で す 。 61 と いう 値 は メモ リ に ふら れ て いま せん 
か ら 、61 を 越え な いで 最も 大 きい 値 を 選び ます 。 す る と 32 と いう こと に な り ま 
すか ら 、32 の 値 の メモ リ に 1 を 置き ます 。 


1 1 
キーーー キ ーーー キ ーーー キ ーーー キ ーーー キ ーーー キ ーーー 二 
128 64 32 16 8 4 2 1 


61 か ら 32 を 引く と 、 残 り は 29 で す 。29 と いう 値 は 々 モリ に ふら れ て いま せん 
か ら 、29 を 越え な いで 最も 大 きい 値 を 選び ます 。 する と 16 と な り ま すか ら 、16 
の 値 の メモ リ に 1 を 置き ます 。 

1 1 1 
キーーー キ ーーー キ ーーー キ ーーー キ ーーー キ ーーー キーーー 二 
128 64 32 16 8 4 1 

29 か ら 16 を 引く と 、 残 り は 13 で す 。 こ こま で くれ ば 、 あ と は 簡単 で す 。 メモ 
り に ふら れ て いる 値 の な か か ら 、 合 計 し て 13 に な る 値 を 選び 出し て 、 そ の 値 の 
メモ リ に 1 を 置け ば よい わけ で す 。 8 と 4 と 1 を 足す と 13 に な り ま すか ら 、8 
と 4 と 1 の 値 の メモ リ に 1 を 置き ます 。 1 が 置か れ な い メ モリ の と ころ は 0 を 
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置き ます 。 し た が っ て 、 つ ぎの よう に な り ま す 。 


0 1 1 1 1 1 0 1 
キーーー キ ーーー キ ーーー キ ーーー キ ーーー キ ーーー キ ーーー 二 
128 64 32 16 8 4 2 1 


つま り 10 進 数 125 を 2 進数 に 変換 する と 、01111101 と いう こと に な り ま す 。 
で は 最後 に 、10 進 数 240 を 2 進数 に 変換 する こと に し ます 。 240 と いう 値 は メモ 
り リ に ふら れ て いま せん か ら 、 最 も 大 きい 128 に 1 を 置き ます 。 
1 
キーーー キ ーーー キ ーーー 二 ーーー キーーー キ ーーー オ ーーー 二 
128 64 32 16 8 4 2 1 
240 か ら 128 を 引く と 、 残 り は 112 で す 。112 と いう 値 は 々 モリ に ふら れ て いま 
せん か ら 、 つ ぎ に 64 の 値 の メモ リ を 選ん で 1 を 置き ます 。 
1 1 
キーーー キ ーーー キ ーーー キ ーーー キーーー キ ーーー オ ーーー 十 
128 64 32 16 8 4 妥 1 
112 か ら 64 を 引く と 、 残 り は 48 で す 。 48 と いう 値 は メモ リ に ふら れ て いま せん 
か ら 、 つ ぎ は 32 の 値 の メモ リ を 選ん で 1 を 置き ます 。 
1 1 1 
キーーー キ ーーー キ ーーー サ ーーー キ ーーー キ ーーー オ ーーー 十 
128 64 32 16 8 4 2 1 
48 か ら 32 を 引く と 、 残 り は 16 で す 。16 と いう 値 は 々 モリ に ふら れ て いま すか 
ら 、16 の 値 の メモ リ に 1 を 置き ます 。 1 が 置か れ な い メ モリ に は 0 を 置き ます 。 


1 1 1 1 0 0 0 0 
キーーー キ ーーー キ ーーー キ ーーー キ ーーー キ ーーー キ ーーー キ 
128 64 32 16 8 4 2 1 


つま り 10 進 数 240 を 2 進数 に 変換 する と 、11110000 と いう こと に な り ま す 。 
この 10 進 数 を 2 進数 に 変換 する 方 法 は 、 慣 れ て いな いと 、 ち ょ っ と ま ご つ く 
か も し れ ま せん が 、 慣 れれ ば 非常 に 簡単 な 方 法 で す 。10 進 数 を 2 進数 に 変換 す 
る 方 法 で 、 こ れ 以 上 簡単 で 、 わ か りや すい 方 法 は あり ませ ん か ら 、 使 っ て 慣れ 
の こと で きら 
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アセ ンプ ブリ 言語 、 ア セン ブル 、 ア セン プ ブラ 





私 た ち に と っ て の マシ ン 語 は 、 2 進数 で は な く て 16 進 数 で す 。 し た が っ て マ 
シン 語 の プロ グラ ム は 、 つ ぎの よう に 16 進 数 で 書か れ た プロ グラ ム を いい ます 。 
3E E9 32 E4 F6 76 
この マシ ン 語 の プロ グラ ム は 、 わ ず か 6 バイ ト で す が 、 こ れ で も 、 あ る こと 
を 行う マシ ン 語 の プロ グラ ム で す 。 どん な こと を させ る マシ ン 語 の プロ グラ ム 
か 、 ベ ー シ ッ ク の プロ グラ ム で 示し ます 。 


10 LUEATE 18.8 
20 PRINT 凍り 
30 END 





ベー シッ ク の プロ グラ ム を 見 れ ば わか る よう に 、 画 面 の 列 番号 18、 行 番号 8 
の 位置 に 、 ハ ー ト を 表示 する プロ グラ ム で す 。 

と ころ で 、 こ の マシ ン 語 の プロ グラ ム が 6 バイト で で き て いる と いう の は 、 
16 進 数 2 桁 が 1 バイ ト (8 ビッ ト ) で 、 そ れ が 6 個 あ る か ら で す 。 ま た 、16 進 
数 2 桁 ず つ で 、 マ シン 語 の プロ グラ ム を 書い て いく の は 、 パ ソコ ン が 1 バイ ト 、 
つま り 8 ビッ ト を ひと つの 単位 と し て 扱っ て いる か ら で す 。 


まず 、 ア セン プラ で プロ グラ ム を 書く 





さて 、 う え に 示 し た よう な マシ ン 語 の プロ グラ ム を 書く 場合 、 直 接 、16 進 数 
で 書い て いく わけ で は あり ませ ん 。 う え に 示 し た 、 わ ず か 6 バイ ト の マシ ン 語 
の プロ グラ ム を 見 た だ け で も わか る よう に 、 直 接 、16 進 数 だ け を 並べ て 書く な 
ど と いう こと は 、 と て も で きる も の で は な いか ら で す 。 

で は 、 ど の よう に し て マシ ン 語 の プロ グラ ム を 書く の で し ょ うか 。 

まず 、 ア セン ブリ 言語 と いう も の を 使っ て プロ グラ ム を 書き ます 。 
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アセ ンプ リ 言 語 は 、 マ シン 語 を 私 た ち に わか りや すく し た 言語 で 、 マ シン 語 
の ひと つ ひ と つの 命令 の 意味 を 、 英 語 の 略語 で 表わし た も の で す 。 
この アセ ンプ ブリ 言語 で プロ グラ ム を 書い て か ら 、 そ れ を 、16 進 数 を 使っ て マ 
シン 語 の プロ グラ ム に 書き な お し ます 。 
で は つぎ に 、 前 に 示し た マシ ン 語 の プロ グラ ム の も と に な る 、 ア セン プ ブリ 言 
語 で 書い た プロ グラ ム を 示し ます 。 
LD A, E9H 
LD (F6E4H), A 
HALT 
これ が 、 ア セン プリ 言語 で 書い た プロ グラ ム で す 。 





アセ ンプ ル は 、 アセ ンプ リ 言 語 生 を マシ ン 語 年 に な お すこ と 


さて 、 こ の アセ ンプ リ 言 語 で 書い た ブロ グラ ム を 、 マシ ン 敵 の ブロ グラ ム に 
な お すわ け で す が 、 マ シン 語 の プロ グラ ム に 書き な お すこ と を アセ ンプ ブル 、 ア 
セン プラ と いい ます 。 ア セン プル と は 、 ア セン プリ 言語 で 書い た プロ グラ ム を 、 
手 作 業 で マシ ン 語 の プロ グラ ム に 書き な お すこ と を いい ます 。 ア セン プラ と は 、 
アセ ンプ ブリ 言語 で 書い た プロ グラ ム を 、 マ シン 語 に 翻訳 する プロ グラ ム を 使っ 
て 、 マ シン 語 の プロ グラ ム に 書き な お すこ と を いい ます 。 

私 た ち が こ の 本 で 、 ア セン ブリ 言語 で 書い た プロ グラ ム を 、 マ シン 語 の プロ 
グラ ム に 書き な お す の は 、 ア セン ブル で す 。 つ まり 、 手 作業 で マシ ン 語 に な お 
し て いく と いう こと で す 。 


アセ ンプ ブル に は 、Zー80 ア セン ブル 表 が 必要 





アセ ンプ ブリ 言語 を マシ ン 語 に な お す 、 つ まり アセ ンプ ブル を 行う の に 必要 な も 
の が あり ます 。 それは Z 一 80 ア セン ブル 表 で す 。Z 一 80 ア セン ブル 表 は 、 ア セ 
ンプ ブリ 言語 で 書い た プロ グラ ム を 、 ど の よう な マシ ン 語 に アセ ン ブ ル す る か を 
指示 し た も の で す 。 ア セン ブル を 行う と き は 、 こ の ZZ 一 80 ア セン ブル 表 に し た 
が っ て 行い ます 。Z 々 一 80 ア セン ブル 表 は 、 こ の 本 の 巻末 に 掲載 し て あり ます 。 

さき に 示し た アセ ンプ ブリ 言語 の プロ グラ ム の 説明 、 ア セン ブル の 仕方 、 ま た 
Z 一 80 ア セン ブル 表 の 活用 の 仕方 に つい て は 、 つ ぎの 頁 か ら 、 ひ と つ ひ と つ 説 
明 し て いき ます 。 し た が っ て 、 こ こ で は マシ ン 語 の プロ グラ ム を 書く 場合 に 必 
要 と する 事柄 を お ば ぼ えて お いて くだ さい 。 
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LD は 、 ペ ベー シッ ク の LET と お ぉ な じ 働き 


画面 に キャ ラク タ を 表示 する 場合 、 ベ ー シ ッ ク で は 、 つ ぎ に 示 す よ うに 、 
PRINT 文 だ け で すみ ます 。 





410 FRINT 『 音 り 


xs END 





マシ ン 語 の 場合 は 、 こ の よう に 簡単 に は いき ませ ん 。 
LD A, E9H 
LD (F300H), A 
HALT 
これ が 、 ハ ー ト を 画面 に 表示 する プロ グラ ム で す 。 こ の プロ グラ ム は アセ ン 
プリ 言語 で 書か れ て いま す 。 こ の よう に 、 ア セン プリ 言語 で プロ グラ ム を 書い ぃ 
て か ら 、 つ ぎ に Z 一 80 ア セン ブル 表 を 使っ て アセ ンプ ブル する わけ で す が 、 そ の 
まえ に 、 ア セン ブリ 言語 の 命令 を 知っ て いな けれ ば な り ま せん 。 


| LD は 、 ロ ー ド 命令 と いう 


うえ に 示し た アセ ンプ ブリ 言語 の プロ グラ ム の 1 行 目 と 、2 行 目 の 最初 に L 
D と あり ます 。 LD は 命令 で 、 ロ ー ド 命令 と いい ます 。 
LD 命 令 は 、 つ ぎの よう な 形 を し て いま す 。 


に D 丈 由 。U2 


LD 命 令 は 、 ベ ー シ ッ ク の 命令 で いう と 、LET 命 令 と いう こと が で きま す 。 
ベー シッ ク の LET 命 令 は 、 現 在 で は 使わ な く て も よい の で 、LET 命 令 を 知ら な 
い 人 も いる か も 知れ ませ ん が 、LET 命 令 は 、 つ ぎ に 示 す よ うに 、 

LET X1=X2 

の 右側 に ある X 2 を 、 ニ の 左側 の X 1 に 代入 する 働き を し ます 。 
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し た が っ て 、LD 命 令 も 、、 つ ぎ に 示 す よ うに 、 
LD X1<X2 
X2 を X 1 に 代入 する 働き を し ます 。 


A は 、A レ ジス タ 


さて 、LD 命 令 は 、X 1 に X 2 を 代入 する 命令 で ある こと が わか り ま し た 。 
し た が っ て 、1 行 目 の 場合 は 、 
LD A, E9H 
で すか ら 、A へ E 9H を 代入 する と いう こと に な り ま す 。 
で は つぎ は 、 こ の A で す 。 マ シン 語 で は 変数 を 使い ませ ん 。 変 数 で な いと す 
る と 、A は な ん で し ょ うか 。 A は 、CPU に ある A レ ジス タ の こと で す 。 
CPU に は 、A レ ジス タ の ほか に 、B、C、D、E、H、 し の レジ スタ が あり 
ます 。 CPU に ある これ ら の レジ スタ は 、CPU に 取り 込ん だ 命令 や デー タ な どの 
情報 を 、 一 時 記憶 し て お く 場 所 で す 。 
レジ スタ ニーCPU に 取り 込ん だ 情報 を 一 時 記憶 し て お く 場 所 
また 、 レ ジス タ は 、 記 憶 し て お く こ と で きる 情報 量 が 決ま っ て いま す 。 A レ 
ジス タ は 、8 ビ ッ ト ・ レ ジス タ で す 。 し た が っ て 、 8 ビッ ト の 情報 を 、 一 時 記 
憶 し ます 。 
A レ ジス タニ 8 ビッ ト ・ レ ジス タ 
この よう に 、A レ ジス タ は 8 ビッ ト ・ レ ジス タ と 決ま っ て いま すか ら 、 
LD A。 12H 
と する こと は で き て も 、 つ ぎの よう に は で きま せん 。 
LD A, 1234H 
な ぜ 、 こ の よう に する こと が で き な い か わか る と 思い ます が 、1234H は 2 バ 
イド ト 、。 つま り 、16 ピ ビッ トド だ か ら で ま 。 
8 ビット (1 バイ ト ) =16 進 数 2 桁 
と と ころ で 。 AA レジ スタ 以外 の BB、 や も 、D、5、 四 レザ メタ は き 、 ひど つ ひ 
と つの 場合 は 8 ビ ピット ・ レ ジス タ で す が 、B、C、D、E、 是 、L エ レジ スタ は 
2 つ 組 み 合 せる こと が で きま すか ら 、2 つ 組み 合せ て 、16 ビ ッ ト ・ レ ジス タ と 
し て 使う こと が で きま す 。 
この こと は 、 あ と で 説明 する こと に し ます 。 
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画面 へ の 表示 


ルー 





で は 、E9H で す 。E9H は 、 ハ ー ト の キャ ラク タコ ー ド で す 。 
E 9H= ニ ハー ト の キャ ラク タコ ー ド 
キャ ラク タコ ー ド 表 を みる と 、 ハ ー ト の 上 位 ビ ッ ト は EE、 下 位 ビ ッ ト は 9、 
と な っ て いま す 。 つ まり 、E 9 で す 。16 進 数 は 、10 進 数 と 区 別 す る た め 、16 進 
数 の あと に は 、H を つけ る こと に な っ て いま すか ら 、E9H と な る わけ で す 。 
これ まで 説明 し て きた こと か ら 、1 行 目 の 意味 は 、 
LD A, E9H 
A 少 スタ に ハー ド の キャ ラク タコ ー ド E 9 具 を 代 火 する 
と いう こと に な り ま す 。 


LD (F300H), A と は | 


で は 、2 行 目 で す 。 
LD (F300H), A 
LD 命 令 は 、LD X1, X2 と いう 形 で 、X2 を X1 に 代入 する と いう 命 
令 で す 。 こ の 場合 、X1 が (F300H) で 、X 2 が A で すか ら 、A レ ジス タ 
に 記憶 され て いる も の を (F300H) に 代入 する と いう こと に な り ま す 。 
この 場合 は 、A レ ジス タ に は 、1 行 目 で ハー ト の キャ ラク タコ ー ド EOH を 
代入 し まし た 。 し た が っ て 、A レ ジス タ に 記憶 され て いる ハー ト の キャ ラク タ 
コー ド E9H を (F300H) に 代入 する と いう こと に な り ま す 。 
さて 、(F300H) と は な ん で し ょ うか 。 カ ッ コ の な か の F300H は 、H 
が つい て いる の で 、16 進 数 で ある と いう こと は わか り ま す 。 ま た 、16 進 数 は 2 
桁 が 1 バイ ト (8 ビット ) で すか ら 、 
(F300H) 
は 、 2 バイ ト の 16 進 数 で す 。 
L D 命 令 の すぐ あと に 、 
LD (F300H), A 
と 、 カ ッ コ で 囲ま れ た 2 バイ ト (4 桁 ) の 16 進 数 が 置か れ た と き は 、 そ の 2 
バイ ト (4 桁 ) の 16 進 数 は 、 メ モリ 番地 を 示し て いま す 。 
2 バイ ト の 16 進 数 が メモ リ 番 地 を 示し て いる と する と 、 つ ぎ は 、F300 番 
地 が どこ に ある か が 問題 と な り ま す 。 
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F300 番 地 は 、 VRAM の 一 番 最初 の メモ リ 番 地 で す 。 つ まり 、 画 面 で 見 る と 、 
つぎ の 図 に 直す よう に 、 画 面 の 一 番 左端 上 で す 。 
VRAM の 構造 (PC-800|) 


ゴ ぶ 








< 80 文 字 > 
つま り 、LD 命 令 の 右側 の カッ コ の な か に 、VRAM の メモ リ 番 地 を 指定 し て 、 
A レ ジス タ に 記憶 され て いる も の を 代入 する と 、 ハ ー ト が 指定 され た VRAM の 
メモ リ 番 地 に 表示 され る こと に な り ま す 。 
これ まで 、 説 明 し て きた こと か ら 、2 行 目 の 意 味 は 、 
LD (F300H), A 
A レ ジス タ に 記憶 され て いる ハー ト を 、F 300 番 地 に 表示 する 
と いう こと に な り ま す 。 
VRAM の ひと つ ひ と つの メモ リ 番 地 を 、 表 に し て 巻末 に 示し まし た 。 


HALT は 、 END 
HALT は 、154 頁 で 説明 し て いる よう に 、 ベ ー シ ッ ク の END と お な じ で す 。 た 
だ し 、 ベ ー シ ッ ク の 場合 は END を 省略 する こと が で きま す が 、 マ シン 語 の 場合 
は 省略 する こと が で きま せん 。HALT を 省略 する と エラ ー に な り ま すか ら 注 意 
飛 で 守 半 き Wa。 

パソ コン が HALT を 実行 する と 、 HALT を 実行 し た と ころ で 、 CPU の 働き が 
停止 し ます 。 

HALT を 実行 し て 、 CPU が 停止 し た と き は 、 ど ん な キー を 叩い て も 無駄 で す 。 
その 場合 は 、 リ セッ ト ボ タン を 押し ます 。 リ セッ ト ボ タン を 押す と 、 パ ソコ ン 
は 電源 を 入れ た 最初 の 状態 に 戻り ます 。 
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画面 へ の 表示 

この リセ ッ ト ボ タン を 押す と 、 メ モリ に 記憶 され て いる ベー シッ ク の プロ グ 
ラム は 消 減 し て し まい ます が 、 マ シン 語 は メモ リ に 記憶 され た まま 残っ て いま 
す 。 し た が っ て ふた た び マ シン 語 の プロ グラ ム を 実行 させ る こと が で きま す 。 


アセ ンプ ブリ 言語 を マシ ン 語 に な お す 





アセ ンプ ブリ 言語 の 意味 が 理解 で きた と ころ で 、 ア セン プリ 言語 で 書い た プロ 
グラ ム を マシ ン 語 に な お し ます 。 つ まり 、 ア セン ブル で す 。 ア セン ブル は 、Z 
ー80 ア セン ブル 表 に も と づい て 行っ て いき ます 。 ZZ 一 80 ア セン ブル 表 は 、 巻 末 
に 示し て あり ます 。 し た が っ て 、 巻 末 の Zー80 ア セン ブル 表 を 見 な が ら 、 ア セ 
ンプ ブル する こと に な り ま す 。 で は 、1 行 目 の ア セン ブル で す (246 貞 参照 )。 
LD A, E9H 
この 場合 は 、 ア セン ブル 表 の 8 ビッ ト の と ころ を 見 ます 。 1 行 目 の 欄 は メ と 
な っ て いて 、 そ の 右側 に いろ いろ な 項目 が 示さ れ て いま す 。 その つぎ の 欄 は 、 
LD A, X と な っ て いま す 。LD A, E9 と いう よう に 、.LD の つぎ が A 
の 場合 は 、LD A, X の 欄 を 使い ます 。LD A, ※ の ※X に は 、1 行 目 の 柚 
に 並ん で いる 項目 の な か か ら あ て は まる も の を 選び 出し ます 。 
この 場合 は 、LD A の あと が E9 と いう よう に 1 バイト の 数 で すか ら 、n 
の 項 と いう こと に な り ま す 。 n は 、 1 バイ ト の 数 で ある こと を 示し て いま す 。 
そこ で 、LD A, ※ と n の 交わ っ た と ころ を み ま す 。 
LD A, ぶ X と n の 交わ っ た と ころ に は 、 
3E n 
と あり ます 。 こ の n に は 、 1 バイ ト の 数 EE9H を その まま あて は め ま す か ら 、 
LD A, E9H 
3E E9 
と いう よう に 、 ア セン ブル され ます 。 つぎ は 、2 行 目 の ア セン ブル で す 。 
LD (F300H), A 
この 場合 は 、L D の あと に カッ コ で 囲ま れ た メモ リ 番 地 、 つ まり 2 バイ ト の 
数 が きま すか ら 、8 ビッ ト の Z 一 80 ア セン ブル 表 の L D(n n ), ※ の 欄 を 使い 
ます 。 n は 1 バイ ト の 数 を 示し 、n n は 2 バイ ト の 数 を 示し て いま す 。 
LD (nn), ※ の ※X は 、 こ の 場合 は A で すか ら 、LD (nn)、X と A が 
交わ っ た と ころ を み ま す 。 そこ に は 、 
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32 nn 
と あり ます 。 こ の カッ コ の な か の n n に は 、2 バ イト の 数 F 300H を その ま 
まあ て は め ま す か ら 、 
LD (F300H), A 
1 
32 00 F3 
と いう よう に 、 ア セン ブル され ます 。 
な に か 変 だ と 思わ な か っ た で し ょ うか 。 カッ コ の な か の F300H を アセ ン ブ 
ル し た と き 、00 F3 と し まし た 。 
F300 
硬 
00 F3 
パソ コン に 使わ れ て いる CPU が Z 一 80CPU の 場合 、 数 が 2 バイ ト の と き は 、 
下位 1 バイ ト ( 下 2 桁 ) が さき に 、 上 位 1 バイ ト (上 2 桁 ) が あと と 決ま っ て 
いま す 。 し た が っ て 、 つ ぎの よう に 、 
F300 
区 
F3 00 
と アセ ン ブ ル す る と 、F 300 と いう 数 と は 異な る 00F3 と いう 数 に な っ 
て し まい ます 。 こ の 場合 は 、00F3 と いう メモ リ 番 地 は あり ませ ん か ら 暴 走 
する こと に な り ま す 。 し た が っ て 、 2 バイ ト の 数 を アセ ン ブ ル す る と き は 、 必 
ず 、 下 位 1 バイ ト を さき に 、 上 位 1 バイ ト を あと に する よう に し な けれ ば な り 
ませ ん 。 最後 は 、3 行 目 の HALT で す 。 HALT は 、 CPU コン トロ ー ル (247 頁 参 
照 ) の と ころ を 見 ます 。 
HALT 
中 
76 
で すか ら 、HALT は 、76 と アセ ン ブ ル さ れ ま す 。 
つぎ に 、 ア セン ブル し た プロ グラ ム を まとめ て 示し ます 。 
人 (本 世 呈 


二 のり 付 ド き 
76 
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画面 へ の 表示 


メモ リ 上 に 割り つけ る 


アセ ン ブ ル が 終わ っ た ら 、 マ シ メモ リ 番 地 


ン 語 を メモ リ 上 に 割り つけ ます 。 


つま り 、 何 番地 の メモ リ か ら 入 力 3E 
する か 決め る わけ で す 。 こ の 場合 E9 
は 、D000 番 地 か ら 割 りつ ける 3 2 


と 区 避 き 。 _00 
し た が っ て 、 右 の 表 の よう に な F 3 
り ます 。 6 





つぎ に 、 こ の マシ ン 語 を DO000 番 地 か ら 入 力 し て 、 実 行 し た 結果 を 示し ます 。 


難 ーーーーーーー F300 番 地 に ハー ト を 表示 する 


Oh 
GDB 婦 ーー 実行 命 久 





つぎ に 、 こ の マシ ン 語 の ダン プリ スト を 示し ます 。 


3E E9 32 00F3 76FFFF 

















JP は 、 ベ ー シ ッ ク の GOTO 





109 上 軸 で 、 つ ぎ に 示 す マ シン 語 の プロ グラ ム で 、 画 面 に ハー ト を 表示 し まし た 。 


アセ ンプ ブリ 言語 マシ ン 語 

LD A, E9H 3E 巨 9 

LD (F300H), A 32 00 F3 
HALT 76 


この マシ ン 語 の プロ グラ ム で は 、 最 後 が HALT で 終わ っ て いる の で 、 プ ログ 
ラム を 実行 させ た あと 、 い ちい ち パ ソコ ン の リセ ッ ト ボ タン を 押し て 、 ベ ー シ 
ッ ク の コマ ンド ・ レ ベル に 戻し まし た 。 こ れ で は 、 ふ た た び マ シン 語 の コマ ン 
ド ・ レ ベル に する と き 、MON 命 令 を 入力 し な けれ ば な ら な い の で 非常 に めん ど 
う で す 。 そこ で 、 プ ログ ラム を 実行 させ た あと 、 ふ た た び マ シン 語 の コマ ンド 
が 受け つけ られ る よう に し ます 。 

そう する に は 、 マ シン 語 の コマ ンド を 受け つけ る マシ ン 語 モニ タ に 戻さ な け 
れ ば な り ま せん 。 マ シン 語 の コマ ンド を 受け つけ る マシ ン 語 モニ タ は 、5C6 
6 番地 に 記憶 され て いる の で 、 プ ログ ラム の 最後 の メモ リ 番 地 か ら 、5C66 
番地 に ジャ ンプ させ ます 。 つ まり ベー シッ ク で 、 あ る 行 番号 の ステ ー ト メン ト 
か ら 、 あ る 行 番号 の ステ ー ト メン ト に ジャ ンプ させ る の と お な じ で す 。 

この 場合 、 ベ ー シ ッ ク で は 、 GOTO 命 令 を 使い ます が 、 マ シン 語 で は JP 命 令 
を 使い ます 。 


JP 命令 は 、 無 条件 ジャ ンプ 





JP 命令 は 、 ジ ャ ンプ 命令 と いい ます 。 JP 命令 は 、 ベ ー シ ッ ク の GOTO 命 令 
と お な じ 働 き で すか ら 、 無 条件 ジャ ンプ で す 。 
JP 命令 の 形 は 、 つ ぎの よう な 形 を し て いま す 。 


JP nn 
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ある メモ リ 番 地 ガ ら あ る メモ リ 番 地 ヘ へ ジャ ンプ させ る に は 


JP 命令 の あと の nn に は 、 ジ ャ ンプ さき の メモ リ 番 地 を 書き ます 。n は 1 バイ 
ト 、 nn は 2 バイ ト で すか ら 、4 桁 の 16 進 数 を 示し て いま す 。 な ぜ 2 バイ ト の 16 
進数 な の か わか っ て いる と 思い ます が 、 メ モリ 番地 は 、 す べ て 2 バイ ト だ か ら 
汚 束 。 

この よう に 、 JP 命令 の あと に 2 バイ ト の 16 進 数 、 つ まり メモ リ 番 地 を 書く と 、 
その メモ リ 番 地 に 無 条件 に ジャ ンプ し ます 。 





JP 命令 で 、 マ シン 語 モ ニタ に 戻す 


人 02 人 
る よう に 、JP 命 令 を 使っ て マシ ン 語 モニ タ に ジャ ンプ させ る こと に し ます 。 
2 
イヤ を 表示 させ る プロ グラ ム を ベー シッ ク で 書く と 、 つ ぎの よう に な り ま す 。 





10 LUCATE 18.8 
geO FRINT "9 


30 END 





で は 、 こ れ を アセ ンプ ブリ 言語 で 書き ます 。 

109 軸 で ハー ト を 画面 に 表示 し まし た 。 ここ で は ハー ト で は な く て ダイ ヤ で す 
か ら 、 ハ ー ト を ダイ ヤ に 変え ます 。 し た が っ て ダイ ヤ を 画面 に 表示 する に は 
まず LD 命 令 を 使っ て 、A レジ スタ に ダイ ヤ の キャ ラク タコ ー ド EAH を 代入 し ま 
す 。 キャ ラク タコ ー ド の 調べ 方 は 、254 真 を 参照 し て くだ さい 。 

LD A, EAH 

つぎ は 、LD 命 令 で A レ ジス タ に 記憶 され て いる ダイ ヤ を 、 カ ッ コ の な か に 
VRAM の メモ リ 番 地 を 指定 し て 代入 し ます 。 

この 場合 は 画面 の 真中 で すか ら 、250 頁 に 示し た 横 40 文 字 O の と き の VRAM の 
メモ リ 番 地表 を みて 、 真 中 と 思わ れる メモ リ 番 地 を 選び 出し て 、 カ ッ コ の な か 
に 書け ば いい の で す が 、 ベ ー シ ッ ク の プロ グラ ム で は 、 列 番号 18、 行 番号 8 と 
し まし た か ら 、 そ れ に 合せ て みる こと に し ます 。 こ の 位置 は 、VRAM の メモ リ 
番地 表 で は F6E 4 番地 あたり で すか ら 、 こ の F6E 4 番地 を 書き ます 。 

LD (F6E4H), A 

109 頁 の マシ ン 語 の プロ グラ ム で は 、 こ の あと HALT(END ) で し た 。HALT 

2 半 衝 Gv 9 縮 短 代 す ッ ダ 本 モニ タ に ジャ ンプ させ ます 。 マ シン 語 モ ニタ は 
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5C66 番 地 に 記憶 され て いま す 。 し た が っ て 、JP 命 令 の あと に 5C66 番 地 
を 書け ば よい わけ で す 。 

JP 5C66H 

これ で アセ ンプ ブリ 言語 の プロ グラ ム が で きま し た 。 つ ぎ に 、 こ れ を アセ ンプ 
ル す る わけ で す が 、 そ の まえ に 、 ア セン プリ 言語 の プロ グラ ム を 、 ま と め て 示 
し ます 。 


LD A, EAH- A レ ジス タ に ダイ ヤ の キャ ラク タコ ー ド A 月 を 代入 
LD (F6E4H), Aー A レ ジス タ の 内 容 を 、F 6 イオ 4 番地 に 代入 
JP 5C66H- 5C66 番 地 に ジャ ンス 


アセ ンプ ブリ 言語 を マシ ン 語 に 直す 





さて 、 ア セン ブル で す 。 1 行 目 と 2 行 目 は 、 109 頁 で 説明 し た こと と お な じ で 
す 。 つ まり 、1 行 目 は 、 
LD A, EAH 
で す 。 LD の あと に A が きた と き は 、 ア セン ブル 表 の LD A, ※ の 欄 を 使 
いま す 。 ま た この 場合 は 、LD A, の あと に EAH と いう 1 バイ ト の 16 進 数 
が あり ます か ら 、LD A, ※ と n が 交わ っ た と ころ を み ま す 。 
3E n 
n の と ころ に は 、 ダ イヤ の キャ ラク タコ ー ド を 、 そ の まま あて は め ま す 。 し 
た が っ て 、1 行 目 は 、 
LD A, EAH 
3E EA 
と アセ ンプ ブル さ れ ま す 。 2 行 目 は 、 
LD (F6E4H), A 
と いう よう に 、LD の あと に カッ コ で 括 ら れ た 2 バイ ト の 16 進 数 (メモ リ 番 
地 ) が きま すか ら 、LD (nn), X の 欄 を 使い ます 。 そ し て 、LD (nn), の あ 
と に は A が あり ます か ら 、LD (nnn), X と A の 変わ っ た と ころ を み ま す 。 
生 妥 |、 本 
nn に は 、 カ ッ コ の な か の 2 バイ ト の 16 進 数 を その まま あて は め ま す か ら 、2 
行 目 は 、 
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ある メモ リ 番 地 ら ある メモ リ 番 地 ヘ へ ジ ヤ ン プ さ せる に は 
LD (F6E4H), A 
き 
32 E4 F6 
と いう よう に 、 ア セン ブル され ます 。 2 バイ ト の 場合 は 、 下 位 バ イト の 4E 
H が さき に 、 上 位 バ イト の F6H が あと に な り ま す 。 さ て 、 3 行 目 で す 。 
JP 5C66H 
JP の マシ ン 語 は C 3 で す 。 C 3 の あと に は 、2 バ イト の メモ リ 番 地 を 書き ま 
すか ら 、 
3k 大 凍 
と な り ま す 。 こ の 場合 、 nn に は マシ ン 語 モニ タ の メモ リ 番 地 5C66H を 書 
きま す 。 し た が っ て 、3 行 目 は 、 
JP 5C66H 
し 
C3 66 5C 
と いっ た よう に 、 ア セン ブル され ます 。 5C606H は 、 下 位 バ イト 66H が 
さき に 、 上 位 バ イト 5CH が あと に な り ま す 。 
つぎ に 、 ア セン ブル し た プロ グラ ム を まとめ て 示し ます 。 











3E EA LD A, EAH 
2 ' 世 谷 ビ 谷 LD (F6E4 有 JH), A 
C3 66 5cC JP 5C66H 


と 人 を) 開 避 et 9 Ep は っ 


アセ ン ブ ル が 終わ っ た ら 、 マ シン 語 を メモ リ 上 に 割り つけ ます 。 つ まり 、 何 
番地 の メモ リ 番 地 か ら 入 力 す る か 決め る わけ で す 。 メ モリ 番地 DO000 か ら 入 
力 する 場合 は D000 番 地 か ら 、 マ シン 語 を ひと つ ひ と つ 置 きま す 。 ま た 、C 
0 0 0 番地 か ら 入 力 する 場合 は C000 番 地 か ら 、 マ シン 語 を ひと つ ひ と つ 置 
きま す 。 メ モリ 上 の 割り つけ 方 に つい て は 、115 頁 を 参照 し て くだ さい 。 

つぎ に 、D000 番 地 か ら 入 力 し た マシ ン 語 の ダン プリ スト を 示し ます 。 





DO00 3E ER 3E E4 Fo6 C3 66 SL 


メモ リ 番 地 マシ ン 語 
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つぎ に 示す の が 、 実行 結果 で す 。*GDO0O00 の つぎ に 1 行 空白 が あっ て 、 
その つぎ に * 印 が 表示 され て いま す 。 こ の ま * 印 が 、 ダ イヤ を 画面 に 表示 し た あ 
と 、JP 命 令 で 5C66 番 地 の マ シン 語 の モニ タ に ジャ ンプ し て 表示 し た * 印 で 、 
ふた た び マ シン 語 の コマ ンド を 受け つけ る た め の ※* 印 で す 。 














り D 命 人 で 5C66 番 地 に ジャ ン フ し レ て 表示 する 


上 D (F6E4 月 )、A で 表示 する 


| 





ベー シッ ク の コマ ンド ・ レ ベル に 戻す に は 


マシ ン 語 の プロ グラ ム を 実行 し た あと 、 ベ ー シ ッ ク の コマ ンド ・ レ ベル に 雇 
す に は 、 つ ぎの よう に 、 さ き の JP 5C66H を 、JP 0000H に 変更 
し ます 。 つ まり 、JP 命 令 で 0000 番 地 に ジャ ンプ させ ます 。 


JP 5C66H C3 66 5C 
昌 各 
JP 0000H C3 00 00 


つぎ に 示す の が 、JP 0000H (C3 00 00) に 変更 し た ダン プリ 
ズ トド で す 。 


DOO0 SE EA 3E E4 F6 C3 00 00 





この よう に する と 、 プ ログ ラム を 実行 し て ダイ ヤ を 表示 し た あと 、 つ ぎの 実 
行 結果 に 示す よう に 、 ベ ー シ ッ ク の コマ ンド ・ レ ベル に 戻り ます 。 
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ある メモ リ 番 地 お お ら あ る メモ リ 番 地 ヘ へ ジャ ンプ させ る に は 


HEC PC-B9B1 BRSIC Mar 1。.1 
CoPJFi ヨ ht 19〆9 (に ) bg 計 1 こ CFO=Of キ 





Uk 
画 


り P 命 人 久 で O000 番 地 に ジャ ンス 
させ る と 、 電 源 を 入れ た 状態 に 戻る 





た だ し 、 ベ ー シ ッ ク の プロ グラ ム が マシ ン 語 の プロ グラ ム と 一 緒 に 入っ て い 
る 場合 、JP 命 令 で 0000 番 地 に ジャ ンプ させ る と 、 ベ ー シ ッ ク の プロ グラ 
ム は 消 減 し て し まい ます 。 し た が っ て 場合 に よっ て は 、 こ の 方 法 で は 困る こと 
が あり ます 。 マ シン 語 の プロ グラ ム 同 様 、 ベ ー シ ッ ク の プロ グラ ム も 消滅 させ 
な いで 、 ベ ー シ ッ ク の コマ ンド ・ レ ベル に 戻す に は 、 つ ぎ に 説 明 す る 方 法 を 使 
いま す 。 

ベー シッ ク の プロ グラ ム を も 消滅 させ な い 方 法 

さき の よう に 、J 命令 で 0000 番 地 に ジャ ンプ させ る と 、 ベ ー シ ッ ク の 
コマ ンド ・ レ ベル に は 戻り ます が 、 ベ ー シ ッ ク の プロ グラ ム は 消 減 し て し まい 
ます 。 マ シン 語 の プロ グラ ム と と も に 、 ベ ー シ ッ ク の プロ グラ ム も 消 減 さき せな 
いで 、 ベ ー シ ッ ク の コマ ンド ・ レ ベル に 戻す に は 、JP 命 令 で 0008 番 地 に 
ジャ ンプ させ ます 。 JP 0008H を アセ ン ブ ル す る と 、 つ ぎの よう に な り ま す 。 

JP 0008H 
2 
C3 08 00 

で は 、 実 際 に プロ グラ ム を 実行 させ て 、 そ の 様子 を みて みる こと に し ます 。 
つぎ に 示す べ ベーシック と マシ ン 語 の プロ グラ ム は な ん の 関連 も あり ませ ん が 、 
この ふた つ を 入力 し て 、 マ シン 語 の プロ グラ ム を 実行 し て み ま す 。 
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419 FRTNT TOSP TO 


DOO00 3E EAN 3S E4 Fa6 CS OH QQ 


ベー シッ ク の プロ グラ ム と マシ ン 語 の プロ グラ ム を 入力 し た ら 、GD000 
(RET キ ー) で 、 マ シン 語 の プロ グラ ム を 実行 させ ます 。 マ シン 語 の プロ グラ 
ム の 入力 の 仕 旋 は 、16 貞 を 参照 し て くだ さい 。 
この マシ ン 語 の プロ グラ ム の 終わ り は 、 
C3 08 00 (JP 0008H) 
で 、JP 命 令 で 0008 番 地 に ジャ ンプ させ て いま すか ら 、 マ シン 語 の プロ 
グラ ム を 実行 させ る と 、 画 面 は つぎ の 実行 結果 に 示す よう に な り ま す 。 


り D 命 久 で OO05 番 地 に ジャ ンズ させ る と 
OK と カー ソル だ けが 表示 され る 





この 場合 、 ベ ー シ ッ ク の プロ グラ ム は 消 減 し て いな い の で 、LIST を 入力 す 
る と 、 行 番号 10 の ベー シッ クス テー トメ ント が 画面 に 表示 され ます 。 

お な じ よ うに 、 行 番号 10 の ベー シッ クス テー トメ ント と 、 ま え の 頁 の JP 命 
令 で 0000 番 地 に ジャ ンプ する マシ ン 語 の プロ グラ ム を 入力 し て 、 マ シン 語 
の プロ グラ ム を 実行 させ ます 。 マ シン 語 の プロ グラ ム を 実行 する と 、 画 面 は ま 
え の 頁 の 実行 結果 に 示し た よう に な り ま す 。 こ の 場合 は 、LIST を 入力 し て も 、 
行 番号 10 の ベー シッ クス テー トメ ント は 消滅 し て いて 表示 され ませ ん 。 
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基本 的 な 加算 命令 INC 


ここ で は 、INC 命 令 を 説明 する た め に 、INC 命 令 を 使っ て 、 画 面 の 左 か ら 右 
に 複数 個 の キャ ラク タ を 表示 させ る こと に し ます 。 

109 頁 と 116 頁 で 、LD 命 令 を 使っ て 、 画 面 に ハー ト と ダイ ヤ の キャ ラク タ を 
表示 し まし た 。 その 場合 は 、 ま ず LD 命 令 で 、A レジ スタ に ハー ト の キャ ラク 
タコ ー ド E9H、 ま た は ダイ ヤ の キャ ラク タコ ー ド EE AH を 代入 し 、 つ ぎ に 、 
VRAM の メモ リ 番 地 を 指定 し て 、 葉 命令 で 、 指定 し た VRAM の メモ リ 番 地 に 
A レ ジス タ の E9H、 ま た は E AH を 代入 し て 、 画面 に 表示 させ まし た 。 


ハー ト を 画面 の 左上 に 表示 ダイ ヤ を 画面 の 真中 に 表示 
LD A, E9H LD A, EAH 

LD (F300H), A LD (F6E4H), A 
HALT HALT 


ハー ト や ダイ ヤ な どの キャ ラク タ を 複数 個 、 画 面 に 表示 する 場合 も 、LD 命 
令 を 使っ て 表示 する こと が で きま す 。 
た と えば 、5 個 の ハー ト を 表示 させ る に は 、 


アセ ンプ リ 言 語 マシ ン 語 

LD A, E9H 3E E9 

LD (F300H), A 32 00 F3 
LD (F302H), A 32 02 F3 
LD (F304H), A きき 人 DB4 F8 
LD (F306H), A 32 06 F3 
LD (F308H), A 32 08 F3 
HALT 76 


と いう よう に 、 ま ず A レ ジス タ に 、 ハ ー ト の キャ ラク タコ ー ド E9H を 代入 
し ます 。 そ し て 、5 個 の ハー ト を 表示 する VRAM の メモ リ 番 地 を ひと つ ひ と つ 
指定 し て 、L D 命 令 で 、 指定 し た VRAM の メモ リ 番 地 に ひと つ ひ と つ A レ ジ 
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スタ の E 9H を 代入 し て や れ ば よい わけ で す 。 

この 場合 は 、 ハ ー ト の 表示 を 横 40 文 字 表 示 で 行っ て いま す 。 し た が っ て 、 
VRAM の メモ リ 番 地 は 、 ひ と つ 置 き に な り ま す 。 

つぎ に 、 こ の プロ グラ ム の 実行 結果 を 示し ます 。 


上 命 人 で 、 ハ ー ト の キャ ラク タ を VRAM の 
メモ リ 番 地 に 代入 し て 表示 








さて 、 ベ ー シ ッ ク で 複数 個 の キャ ラク タ を 表示 する 場合 、PRINT 命 令 を いく 

つも 並べ て キャ ラク タ を 表示 する と いう よう な こと は し な いで 、 つ ぎの よう に 、 
FOR 一 NEXT 命 令 を 使っ て 、 必 要 な だ け PRINT 命 令 を 繰り 返 え し て 表示 させ 
束 弥 。 


O FOR I=1 TO 5 
0 FRINT "Ws 


S0 NEXT 』 
END 





マシ ン 語 に も DJNZ (139 頁 参照 ) と いう 、 ベ ー シ ッ ク の FOR-NEXT 命 令 

と お な じ 繰 り 返 え し 命令 が あり ます 。 こ の DJNZ 命 令 を 使っ て キャ ラク タ を 表 
示す る と き に 必要 に な る の が 、INC 命 令 で す 。 も ちろ ん 、INC 命 令 は 加算 命令 
の 基本 的 な 命令 で すか ら 、 い ろ い ろ な 場合 に 使う 命令 で ある こと は いう まで も 
あり ませ ん 。 
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画面 の 生か ら 右 へ 複数 個 の キヤ ラフ タ を 表示 する 


INC 命 令 は 、 十 1 する 命令 


INC 命 令 は 、 イ ンク リ メ ン ト 命 令 と いっ て 、 レ ジス タ や メモ リ に 記憶 され て 
いる 内 容 に 1 を 足す 命令 で 、 つ ぎの よう な 形 を し て いま す 。 





INC X 


※X の と ころ に は 、 レ ジス タ が 置か れ ま す 。 キャ ラク タ を 画面 の 左 か ら 右 へ 表 
示す る 場合 、HL レ ジス タ を 使い ます か ら 、 ま ず 、HL レ ジス タ を 使っ て 説明 
する こと に し ます 。 

さて この 場合 は 、HL レ ジス タ を 使い ます か ら 、INC 命 令 の あと に ある XX に 
は 、 つ ぎ に 示 す よ うに 、HL レ ジス タ が 置か れ ま す 。 HL レジ スタ に つい て は 、 
あと で 説明 し ます 。 

INC HL 

この HL レジ スタ に 、F300H が 記憶 され て いる と し ます 。 
HL レジ スタ に 記憶 され て いる 内 容 =F300H 
つぎ に 、 さ き に 示し た INC HL 命令 を 実行 させ ます 。 

INC HL 

する と 、HL レ ジス タ に 記憶 され て いる 内 容 F300H に 、1 が プラ ス さ れ 

ます 。 
F300H+1 

し た が っ て 、INC HL 命令 を 実行 し た あと の HL レジ スタ の 内 容 は 、 
HL レジ スタ に 記憶 され て いる 内 容 =F301H 

F30 1H に な り ま す 。 もう一度 、INC HL 命令 を 実行 させ る と 、 
INC HL 

こん ど は 、HL レ ジス タ に 記憶 され て いる 内 容 は 、 
HL レジ スタ に 記憶 され て いる 内 容 =F301H 

F 30 1 HH ですから 、F30 1H に 1 が プラ ス さ れ ま す 。 
F301H+1 

し た が っ て 、2 回 目 の INC HL を 実行 し た あと の HL レジ スタ に 記憶 され て 
いる 内 容 は 、 

HL レジ スタ に 記憶 され て いる 内 容 =F 302H 

F302H に な り ま す 。 
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HL レジ スタ は 、 あ と で 説明 する よう に 16 ビ ッ ト レ ジス タ で すか ら 、F30 
OH と いう よう に 4 桁 の 16 進 数 を 扱い ます 。 これ に 対し て 、B、C、D と いう 
レジ スタ は 、 8 ビット レジ スタ で すか ら 、 2 桁 の 16 進 数 を 扱い ます が 、INC 命 
令 の 働き は 、HL レ ジス タ の 場合 と お な じ で す 。 

ここ で は 、B レ ジス タ を 取り 上 げ て 説明 する こと に し ます 。 こ の 場合 は 、B 
レジ スタ で すか ら 、INC ※X の ※X の と ころ に 、B レ ジス タ を 置き ます 。 

INC B 

この B レ ジス タ に 、09H が 記憶 され て いる と し まし ょ う 。 
B レジ スタ に 記憶 され て いる 内 容 =09H 

つぎ に 、INC B 命 令 を 実行 させ ます 。 

INC B 

する と 、B レ ジス タ の 内 容 0 9H に 、1 が プラ ス さ れ ま す 。 

09H+1 

し た が っ て 、INC B 命 令 を 実行 し た あと の B レ ジス タ の 内 容 は 、 

B レ ジス タ に 記憶 され て いる 内 容 =0 AH 
0 AH と な り ま す 。 これが 、INC 命 令 の 働き で す 。 


INC 命 令 を 使っ て 、 複数 個 の キャ ラク タ を 表示 する 


で は 、TINC 命 令 を 使っ て ハー ト を 左 か ら 右 に 5 個 表示 させ る こと に し ます 。 
さき に 、 ア セン プリ 言語 で 書い た プロ グラ ム を 示し ます 。 








LD B。E9H ーー 2 
LD HL, F300H 

LD (NO ーー 96 
INC HL 

LD (HL), B 

INC HL 

Di 本 誠 BI HH 上 レジ スタ の 内 容 を 十 7 する 
INC HL 

LD (HL), B 

INC HL 

LD (HL), B 

JP 5C66H 5C66 番 地 に ジャ ンス 
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画面 の 生か ら 右 人 へ 複数 個 の キヤ ラフ タ を 表示 する 
つぎ は 、 ア セン プリ 言語 の 説明 で す 。 1 行 目 の 、 
LD B, E9H 
は 、L D 命 令 で B レ ジス タ に 、 ハ ー ト の キャ ラク タコ ー ド E9H を 代入 し て 
いま す 。 2 行 目 の 、 
LD HL, F300H 
で 、 ハ ー ト を 最初 に 表示 する VRAM の メモ リ 番 地 F300H を 、HL レ ジス 
タ に 代入 し て いま す 。 


HL レジ スタ は 、H と し レ ジス タ を 組み 合せ た も の 


110 頁 で 、CPU の な か に は A レ ジス タ の ほか に 、B、C、D、E、H、L の 
レジ スタ が ある と 説明 し まし た 。 B 、C、D、E、H、L の レジ スタ は 、 ひ と 
つ ひ と つの 場合 、A レ ジス タ と お な じ よ うに 8. ビッ トレ ジス タ で 、8 ビッ ト (1 
バイ ト ) し か 扱う こと が で きま せん 。 

B C D E H L ひと つ ひ と つの と き は 8 ピッ トレ ジス タ 

と ころ が 、 こ の B、C、D、E、H、 し の レジ スタ は 、2 つ ず つ 組 み 合せ て 

使う こと が で きま す 。 組み 合せ の 仕方 は 
BC DE HL 2 つ ず フ つ 組 み 合 せ て 使う こと が で きる 

B レ ジス タ と C レ ジス タ 、D レ ジス タ と EE レジ スタ 、 是 レジ スタ と し レジ ス 
タ と 決ま っ て いま す 。 こ の よう に レジ スタ を 組み 合せ て 使う こと を 、 レ ジス タ 
ペア と いい ます 。 レジ スタ ペア に する と 、16 ビ ッ ト (2 バイト ) を 扱う こと が 
で きる よう に な り ま す 。 

この 場合 、HL レ ジス タ を 使っ て いる の は 、F300H と いう よう に 、16 ビ 
ッ ト を 扱わ な けれ ば な ら な いか ら で す 。 また 、 こ の こと が 大 切な こと な の で す 
が 、16 ビ ッ ト を 扱う と いう こと だ け な ら 、 な に も 時 上 レジ スタ で な く て も 、B 
C セ ジス タ 。D 到 レジ スタ で あっ て お よい ね わけ で す 。 と と ころ が 、 妥 6 レジ スタ 、 
DE レジ スタ を 使う と 、 つ ぎ に 示 す よ うに 、A レ ジス タ に 記憶 させ た も の し か 
使え な いと いう 問題 が ある の で す 。 ー 

A レ ジス タ に 記憶 させ た 
LD (BC), A LD (DE),。 A も の し か 使え な い 

これ に 対し て 、HL レ ジス タ を 使う と 、A、B、C、D な どの レジ スタ に 記 

憶 さ せ た も の すべ て が 使え る よう に な り ま す 。 











LD (HL), B L 屋 ( 科 L ム A、 B、 C、D な ど 、 い ずれ 
ーーー の レジ スタ に 記憶 させ て も 使 
LD (HL), D LD (HL), E ネ る 
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この よう な こと か ら 、HL レ ジス タ ペ ア を 使う わけ で す 。 


さて 、 説 明 を も と に 戻し て 、 3 行 目 の 、 
LD (HL), B 
の カッ コ の な か の HL は 、2 行 目 で HL レジ スタ に VRAM の メモ リ 番 地 F30 
0H を 代入 し まし た か ら F300H。 ま た B は 、1 行 目 で 、B レ ジス タ に ハー 
ト の キャ ラク タコ ー ド E9H を 代入 し まし た か ら E9H。 ほ し た が っ て 、 つ ぎの 
よう に な り ま す 。 
LD (F300H), E9H 
L D 命 令 で 、 ハ ー ト の キャ ラク タコ ー ド E9OH を 、VRAM の メモ リ 番 地 F 3 
0 0H に 代入 する と いう こと は 、VRAM の メモ リ 番 地 F300H に ハー ト を 表 
示す る と いう こと で すか ら 、1 個 目 の ハ ー ト が 画面 の 一 番 左端 上 に 表示 され る 
こと に な り ま す 。 
つぎ は 、2 個 目 の ハ ー ト の 表示 で す 。 画面 の 左 か ら 右 へ 表示 し て いく 場合 V 
RAM の メモ リ 番 地 は ひと つ ず つ 増 えて いき ます 。 し た が っ て VRAM の メモ リ 
番地 に し た が っ て HL レジ スタ に 記憶 され て いる 内 容 を ひと つ ず つ 増 や し て い 
か な けれ ば な り ま せん 。 そこ で INC 命 令 を 使っ て 、HL レ ジス タ に 記憶 され て 
いる 内 容 に 1 を プラ ス し ます 。 それ が 、 4 行 目 の 、 
INC HL 
で す 。INC HL 命令 を 実行 する と 、 
F300H+1 
が 行わ れ て 、HL レ ジス タ に 記憶 され て いる 内 容 は 、 
HL レジ スタ に 記憶 され て いる 内 容 =F301H 
と な り ま す 。 4 行 目 の INC HL 命令 で 、1 プラ ス さ れ た HL レジ スタ の 内 容 
F301H が 、5 行 目 の 、 
LD (HL), B 
カッ コ の な か の HL の 内 容 に な り ま す 。 し た が っ て 、 
に し D (F9O1H)。 選 9H 
と な り ま すか ら 、2 個 目 の ハ ー ト が 、VRAM の メモ リ 番 地 F 3 0 1 H に 表示 
され る こと に な り ま す 。 あ と は お な じ こ と の 繰り 返 え し な の で 、 説 明 は 省略 し 
ます 。 
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画面 の から 右 へ 複数 個 の キヤ ラフ を 表示 する 


アセ ンプ ブリ 言語 を マシ ン 語 に な お す 

で は 、 ア セン ブル で す 。 巻末 の Zー80 ア セン ブル 表 を 使っ て アセ ン ブ リ 言語 
を マシ ン 語 に 直し ます 。 ア セン ブル の 仕方 は 108 貞 や 113 頁 で 説明 し た と お り で 
す 。 し た が っ て 、 ア セン プリ 言語 と マシ ン 語 を 並べ て 示し ます 。 





アセ ンプ ブリ 言語 マシ ン 語 
回 上 B 台 | 過 9! 村 (96 下 上 ES 

LD HL, F300H ウ 員 吉 (90O 條 軸 ESS 
回 DWHIEWIB 7 0 

NG RI 旧 23 

(の 計 gl 5 に AO 

MINIG 和 上 過 253 

回 DR( 回 中 BE 72(0 

央 NIC NE 2.3 

国人 (日 中 0 日 70 

NIC 上 2.3 

選 D' (HE)B 7(0 

JP 5C66H 09IO1GiNBiG 


この マシ ン 語 の プロ グラ ム を 、D000 番 地 か ら 入 力 し て 実行 きせ る と 、 つ 
ぎの 実行 結果 に 示す よう に 、 ハ ー ト が 3 個 し か 表示 され ませ ん 。 こ れ は 、 横 40 
文字 表示 で 実行 し て いる か ら で す 。 


横 40 文 字 表 示 な の で 、 
9 個 し か 表示 され な い 





WO 
\ ロ DB9B 実行 命 多 


*\ 園 り P 5C66H で マシ ン 語 の モニ タ に ジャ ン フ レ て 表示 
TE 





さき に 説明 し た よう に 、 横 40 文 字 表 示 の 場合 は 、 VRAM の メモ リ 番 地 は 、 ひ 
と つ 置 き に し か 使う こと が で きま せん 。 し た が っ て 、INC HL 命令 で 、HL レ 
ジス タ に 記憶 され て いる 内 容 に プラ ス 1 する 場合 、 

INC HL - | NOC 命 多 を 】 回 実行 する 
LD (HL), B ー - 月 上 の 内 容 が 】 スラ ス さ れる 

カッ コ の な か の HL の 内 容 が 、 表 示 で き な い VRAM の メモ リ 番 地 に な る と い 
うこ と が お こり ます 。 そこ で 、 ハ ー ト が 、 3 個 し か 画面 に 表示 され な いわ け で 
す 。 

この 場合 は 、 ベ ー シ ッ ク の コマ ンド ・ レ ベル で WIDTH 命 令 を 使っ て 、 

WIDTH 80, 25 

と 入力 し て 、 画 面 表示 を 横 80 文 字 表 示 に 変更 する と 、 つ ぎの 実行 結果 に 示す 

よう に 、 こ の まま で も ハー ト が 5 個 、 画 面 に 表示 され ます 。 


韓 0 ーーーW | D 丁 月 命 多 で 画面 表示 を 横 80 文 字 


に する と ハー ト を 5 ら 個 表示 する 


BON 
幼 敵 | 一 実行 命 人 


| り D 5C66H で 表示 





た だ し 、 横 80 文 字 表示 で キャ ラク タ を 表示 させ る と 、 表 示 が 非常 に 小さ い の 
で 見 に くく な り ま す 。 

そこ で 、 横 40 文 字 表 示 で 、 キ ャ ラク タ を 表示 する に は どう し た ら よ い の か が 
問題 と な り ま す 。 横 40 文 字 表示 で 、 キ ャ ラク タ を 表示 する に は 、 つ ぎ に 説 明 す 
る よう に すれ ば よい の で す 。 
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画面 の 記 か ら 右 へ 複数 個 の キヤ ラフ を 表示 する 


横 40 文 字 表示 で 、 ハ ー ト を 5 個 表示 する に は 





横 40 文 字 表 示 の VRAM の メモ リ 番 地 は 、 巻 末 の メモ リ 番 地表 を 見 る と わか る 
よう に 、F300H の つぎ は F302H、 そ の つぎ は F304H と な っ て いま 
す 。 し た が っ て 横 40 文 字 表 示 で 、 ハ ー ト を 画面 の 左 か ら 右 へ 5 個 表示 する に は 、 
HL レジ スタ に 記憶 され て いる 内 容 に 2 を プラ ス す れ ば よい 、 と いう こと に な 
り ま す 。 

INC HL 命令 を 実行 する と 、HL レ ジス タ に 記憶 され て いる 内 容 に 1 プラ ス 
する わけ で すか ら 、HL に 記憶 され て いる 内 容 に 2 を プラ ス す る に は 、 つ ぎ に 
示す よう に 、 

INC HL 」 
INC HL 

INC HL 命令 を 2 つ 重 ね て 、2 回 実行 させ れ ば よい と いう こと に な り ま す 。 

し た が っ て 、 さ き の プ ログ ラム の 4 行 、6 行 、8 行 、10 行 目 に ある INC HL 命 
令 に 、 も う ひ と つ INC HL 命令 を 追加 し て 、INC HL 命令 を 2 つ に し て 実行 さ 
せる と 、 つ ぎの 実行 結果 に 示す よう に 、5 個 の ハー ト が 表示 され ます 。 


INC 命 釣 を 2 回 実行 させ る 


ト 」 よ よ 」】 INC 月 上 命 金 を の 個 に する と 
5 個 の ハー ト を 表示 


la 
D 好 本 四 一 実行 命 久 


平 園 り D 5C66 朋 で 表示 















































基本 的 な 減算 命令 DEC 


123 上 頁 で 基本 的 な 加算 命令 で ある INC 命 令 に つい て 説明 し まし た 。 INC 命 令 ( 
対し て 、 基本 的 な 減算 命令 と し て DEC 命 令 が あり ます 。 こ こ で は 、DEC 命 令 を 
説明 する た め に 、DEC 命 令 を 使っ て 、 画面 の 右 か ら 左 へ 複数 個 の キャ ラク タ を 
表示 する こと に し ます 。 





DEC 命 令 は 、 一 1 する 命令 


DEC 命 令 は 、 デ クリ メン ト 命 令 と いっ て 、 INC 命 令 の 送 の 働き を する 命令 で 
す 。 つ まり 、 レ ジス タ に 記憶 され て いる 内 容 か ら 、 Ba DEC 
命令 は 、 つ ぎの よう な 展 を し て いま す 。 


| 
y 


DEC XX 


DEC ※X の ※X の と ころ に は 、 レ ジス タ が 置か れ ま す 。 

キャ ラク タ を 画面 の 右 か ら 左 へ 表示 する 場合 、HL レ ジス タ を 使っ て 行い ま 
すか ら 、 ま ず 、HL レ ジス タ を 使っ て 、DEC 命 令 の 働き を 説明 する こと に し ま 
す 。 し た が っ て 、DEC 命 令 の あと に ある ぶ X に は 、 つ ぎ に 示 す よ うに 、HL レ 
ジス タ が 置か れる こと に な り ま す 。 

DEC HL 

この 場合 、HL レ ジス タ を 使う の は 、 127 頁 の INC 命 令 で 、HL レ ジス タ を 使っ 
た の と お な じ 理 由 に より ます 。 HL レジ スタ 、 お よび HL レジ スタ を 使う 理由 
に つい て は 、INC 命 令 の 項 で 説明 し て いま すか ら 参 照 し て くだ さい 。 

さて HL レジ スタ に 、F696H が 記憶 され て いる と し ます 。 HH レジ スタ と 
L レ ジス タ が 2 つ 組 み 合わ され て HL レジ スタ と な る と 、16 ビ ッ ト ( 2 バイ ト ) 
を 扱う レジ スタ に な り ま す 。 し た が っ て F696H と いう よう に 、4 桁 の 16 進 
数 を 扱い ます 。 

HL レジ スタ に 記憶 され て いる 内 容 =F696H 
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画面 の 右 か ら を を へ 複数 個 の キヤ ラフ を 表示 する 
つぎ に 、DEC HL 命令 を 実行 させ ます 。 
DEC HL 
する と 、HL レ ジス タ に 記憶 され て いる 内 容 F 696H か ら 1 が 引か れ ま す 。 
F696H ロ 一 1 
し た が っ て 、DEC HL 命令 を 実行 し た あと の 是 上 レジ スタ の 内 容 は 
HL レジ スタ に 記憶 され て いる 内 容 =F695H 
F695H と な り ま す 。 もう一度 、DEC HL 命令 を 実行 させ る と 、 
DEC HL 

こん ど は 、HL レ ジス タ に 記憶 され て いる 内 容 は F695H で すか ら 、F6 

9 5H か ら 1 が 引か れ ま す 。 
F695H 一 1 

し た が っ て 、2 回 目 の DEC HL 命令 を 実行 し た あと の HL レジ スタ の 内 容 
は 、 

H ロ し レジスタ に 記憶 され て いる 内 容 = ニ F 694H 

F694H と な り ま す 。 

B、C、D と いっ た 、8 ビ ッ ト レ ジス タ に 記憶 され て いる 内 容 か ら 1 を 引く 
合 も 、HL レ ジス タ の 場合 と お な じ で す 。 8 ビッ トレ ジス タ の 場合 は 、2 桁 
の 16 進 数 を 扱う こと に な り ま す 。 

で は つぎ に 、B レ ジス タ を 取り あげ て 、 DEC 命 令 の 働き を みて みる こと に し 
ます 。 

B レ ジス タ の 場合 は 、DEC X の X の と ころ に 、B レ ジス タ を 置き ます 。 

DEC B 
この B レ ジス タ に 、28H が 記憶 され て いる と し ます 。 
B レ ジス タ に 記憶 され て いる 内 容 =28H 
つぎ に DEC B 命 令 を 実行 させ ます 。 
DEC B 
する と 、B レ ジス タ に 記憶 され て いる 内 容 2 8H か ら 、1 が 引か れ ま す 。 
28H 一 1 
し た が っ て 、DEC B 命 令 を 実行 し た あと の B レ ジス タ の 内 容 は 、 
B レ ジス タ に 記憶 され て いる 内 容 =27H 
27H に な り ま す 。 
これ が DEC 命 令 の 働き で す 。 
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DEC 命 令 を 使っ て 、 複数 個 の キャ ラク タ を 表示 する 


で は 、 DEC 命 令 を 使っ て 、 複 数 個 の キャ ラク タ を 表示 させ る こと に し ます 。 
この 場合 は 、 〇 を 5 個 表示 する こと に し ます 。 
つぎ に 、 ア セン ブリ 言語 で 書い た プロ グラ ム を 示し ます 。 
_ 〇 の キャ ラク タコ ー ド D 朋 を 
LD C, EDH “…  C レ ジス タ に 代入 


LD HL, F34EH- 日 上 レジ スタ に VRAM の メモ 
四 (『 RG 番地 F34 三 月 を 代入 


琴 葉 谷 り 埋 他 SG PP 
世 ( 肝 選 W 1@ レヒ 


DEC HL 
k 母 ( 還 )、 6 
DEC HL 

LD (HL), C 
DEC HL 

LD (HL), C 
JP 5C66H 


で は 、 ア セン プリ 言語 の プロ グラ ム の 説明 で す 。 1 行 目 の 、 


LD C, EDH 
は LD 命 令 で 、C レ ジス タ に 〇 の キャ ラク タコ ー ド EDH を 代入 し て いま す 。 
2 行 目 の 、 


LD HL, F34EH 
で は 、LD 命 令 で 〇 を 最初 に 表示 する VRAM の メモ リ 番 地 F 34EH を 、H 
L し レジ スタ に 代入 し て いま す 。 メモ リ 番 地 F 3 4EH は 、 画 面 の 右端 上 の 位置 
に な り ま す 。 3 行 目 の 、 

に な ( 朋 。g 
の カッ コ の な か の HL は 、 2 行 目 で HL レジ スタ に VRAM の メモ リ 番 地 F 3 4 
EH を 代入 し て いま すか ら 、F34EH と な り ま す 。 ま た 、C は 、1 行 目 で C 
レジ スタ に 〇 の キャ ラク タコ ー ド EDH を 代入 し まし た か ら 、EDH と な り ま 
す 。 し た が っ て 、 3 行 目 は 、 つ ぎの よう に な り ま す 。 

LD (F34EH), EDH 
L D 命 令 で 、 〇 の キャ ラク タコ ー ド EDH を VRAM の メモ リ 番 地 F34E 
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画面 の 右 か ら 左 へ 複数 個 の キヤ ラフ タ を 表示 する 
に 代入 する と いう こと は 、VRAM の メモ リ 番 地 F 3 4EH に 〇 を 表示 する 
と いう こと で すか ら 、 画 面 の 一 番 右 端 に 1 個 目 の 〇 が 表示 され ます 。 
つぎ は 、2 個 目 の 〇 の 表示 で す 。 画面 の 右 か ら だ へ 〇 を 表示 し て いく 場合 、 
VRAM の メモ リ 番 地 は 、 ひ と つ ず つ 小 さく な っ て いき ます 。 し た が っ て VRAM 
の メモ リ 番 地 に し た が っ て 、HL レ ジス タ に 記憶 され て いる 内 容 を ひと つ ず つ 
減ら し て いか な けれ ば な り ま せん 。 そこ で 、DEC 命 令 を 使っ て 、HL レ ジス 
タ の 内 容 か ら 1 を 引き ます 。 それ が 4 行 目 の 、 
DEC HL 
で す 。DEC HL 命令 を 実行 する と 、 
F34EH ロ 1 
が 行わ れ て 、HL レ ジス タ に 記憶 され て いる 内 容 は 、 
HL レジ スタ に 記憶 され て いる 内 容 =F 34DH 
と な り ま す 。 4 行 目 の DEC HL 命令 で 、 マ イナ ス 1 され た HL レジ スタ の 内 
容 F34DH が 、5 行 目 の 、 
LD (HL), C 
カッ コ の な か の HL の 内 容 に な り ま す 。 し た が っ て 、 
LD (F34DH), E DH 
と な り ま すか ら 、VRAM の メモ リ 番 地 F 3 4DH の 位置 、 つ まり 、 最初 に 表 
示さ れ た 〇 の ひと つ 左 側 の 位置 に 、 2 個 目 の 〇 が 表示 され る こと に な り ま す 。 
あと は 、 こ れ ま で 説明 し た よう に 、 


DEC HL 
で 、 そ れ ま で HL に 記憶 され て いた 内 容 か ら 1 を 引き 、 

LD (HL), C 
で 、1 引 か れ た HL に 記憶 され て いる 内 容 に 〇 を 表示 する と いう 繰り 返 え し で 
すか ら 、 説 明 は 省略 し ます 。 最後 の 行 の 、 

JP 5C66H 


は 、 マ シン 語 モ ニタ へ の ジャ ンプ で す 。 し た が っ て 、 ふ た た び 、 マ シン 語 の 
コマ ンド を 受け つけ る ※* 印 を 表示 し ます 。 
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アセ ンプ リ 言 語 を マシ ン 語 に な お す 








で は 、 ア セン ブル で す 。 巻末 の ZZ 一 80 ア セン ブル 表 を 使っ て アセ ンプ ブリ 言語 


を マシ ン 語 に 直し ます 。 ア セン ブル の 仕方 は 、 


た が っ て 、 ア セン プリ 言語 と マシ ン 語 を 並べ て 示し ます 。 
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アセ ンプ ブリ 言語 
も D CE な 
LD HL, F34EH 
も 信 ) (ML), 
DEC HL 
ため (NE), で 
DEC HL 

に 層 、《 較 0。 る 
DEC HL 
LD (HL), .C 
いら 畑 計 1 

| 回 v 天 4 。 4 時 科 > 
JP SCI6I6R 


isn 
GDB “ 実行 命 久 


画 JP 5C66H で 表示 


マシ ン 語 


9 選 、 EB 


113 貞 で 説明 し た と お り で す 。 し 


gl 4 所 S 


用 
2B 
り し 
2B 
7 1 
2B 
2 
2B 
7 


C'3 66 5C 


ァ ーー) EE 天 
〇 を 3 個 し か 表示 し な い 


2E 間 FTTETP 軒 FREE が 庄 「5 ず 還 [TU 


、 こ の プロ グラ ム の DO000 番 地 か ら 入 力 し て 実行 し た 結果 を 示し ま 


実行 結果 





画面 の 右 か ら を へ 複数 個 の キヤ ラフ を 表示 する 


と ころ で 、 〇 を 5 個 表 示す る は ず の プロ グラ ム が 、 実 行 結果 で は 、 〇 を 3 個 
し か 表示 し て いま せん 。 これ は 、 70 に 横 40 文 
字 表 示 の 場合 は 、VRAM の メモ リ 番 地 は 、 ひ と つ 置 き に 使わ れる の で 、 こ の よ 
FAN 

WIDTH 80, 25 - So 

横 80 文 字 表示 に 変更 し て 実行 する と 、 〇 が 5 個 表示 され ます 。 

00009 実行 結果 


本 
WIDT 月 80, 25 を 入力 し た あと 、 
実行 させ る と ら 個 表 示す る 





実行 命令 
JD 5C66 朋 で 表示 


横 40 文 字 表 示 て で 、 〇 を 5 個 表 示す る に は 


た だ 、 横 80 文 字 表 示 で は 〇 が 小さ く て 、 み に くい と いう こと が あり ます 。 る そ 
こ で 、 横 40 文 字 表 示 で 、 〇 を 5 個 表 示す る こと に し ます 。 

VRAM の メモ リ 番 地 は 巻末 の メモ リ 番 地表 を みる と わか る よう に 、 横 40 文 字 
表示 の 場合 、 右 か ら だ へ F34EH、F34CH、F34AH、F348H と 
ふら れ て いま す 。 し た が っ て 、 〇 を 右 か ら 左 へ 表示 する に は 、H 工 に 記憶 され 
て いる 内 容 を 、2 ずつ 引い て いけ ば よい と いう こと に な り ま す 。 

DEC HL 命令 は 、HL に 記憶 され て いる 内 容 か ら 、1 を 引く わけ で すか ら 、 
HL に 記憶 され て いる 内 容 か ら 2 を 引く に は 、 つ ぎ に 示 す よ うに 、 

DEC HL 
の 選 で LIDEC 月 上 命 金 を 2 回 実行 させ る 
DEC HL 命令 を 2 個 重 ね て 、 2 回 実行 すれ ば よい と いう こと に な り ま す 。 
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つぎ に 、 ま え の プ ログ ラム の 4 行 目 、6 行 目 、8 行 目 、 10 行 目 の DEC HL 命 
令 の あと に 、 そ れ ぞ れ DEC HL 命令 を 追加 し た プロ グラ ム を 、 ダ ンプ リス ト で 
示し ます 。 


DOG0 OE ED SE1 4E 
Di 2 2B 71 


DO010 71 C3 66 





つぎ に 示す の が 、DEC HL 命令 を 2 個 に し た プロ グラ ム の 実行 結果 で す 。 


ーーーーー OOOOO | 実行 結果 
DEC 日 命 釣 を 2 個 
重ね て 、 実 行 させ る 


mWOh 
束 和 DB ーー 実行 命 多 


平 較 JP 5C66 有 で 表示 


し un | 





引く 数 だ け DEC HL 命令 を 重ね る 


この よう に 、 HL に 記憶 され て いる 内 容 か ら 2 を 引く と き は 、DEC HL 命令 
を 2 個 重ね て 、2 度 実行 させ れ ば よい の で す 。 し た が っ て 、HL に 記憶 され て 
いる 内 容 か ら 3 を 引く と き は 、 つ ぎの よう に 、 
DEC HL 
DEC HL > 3 を 引く と き は 、9 個 重ね る 
DEC ai 
DEC HL 命令 を 3 個 重 ね て 引く と いう こと に な り ま す 。 
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や 1 MM Id 
| eS ll AR に ーー デキ キー 一 
| 且つ うき 7ckL 4 用 請 ド "10 スー トク ラダ 70T5E の と YY 9 の で)8z Io 








繰り 返 え し 処理 専門 の 命令 DJNZ 


123 頁 で は LD 命 令 と INC 命 令 を 使っ て 、 ま た 、132 頁 で は DEC 命 令 を 使っ て 、 
キャ ラク タ を 画面 に 表示 し まし た 。LD 命 令 、INC 命 令 、DEC 命 令 を 使っ て キ 
ャ ラク タタ を 表示 し た と き は 、 わ ず か 5 個 の キャ ラク タ の 表示 だ っ た か らい いよ 
うな も の の 、 こ れ が 40 も 50 も と いっ た 、 数 多く の キャ ラク タ の 表示 だ っ た ら 、 
プロ グラ ム が 非常 に 長い も の に な っ て し まい ます 。 

な ぜ な ら 、LD 命 令 、INC 命 令 、DEC 命 令 で 、 画 面 に キャ ラク タ を 表示 する 
方 法 は 、 つ ぎ に 示 す よ うに 、 ベ ー シ ッ ク の LOCATE 命 令 と PRINT 命 令 で 、 キ 
ャ ラク タ を 画面 に 表示 する の と 、 ま っ た く お な じ 方 法 だ か ら で す 。 


10 LHCATE 0.0 
SO FRINT 
) LHCATE 1,) | LOCATE 文 で 、 列 番号 、 行 番号 を 指定 し て 
40 FRTNT " 還 " | その 位置 に ハー ト を 表示 する 
5Q0 LHCATE 2,0 
80 FRTNT 上 


ベー シッ ク で は この よう な 場合 、 つ ぎ に 示 す よ うに 、 


1n FHR 1T=1 TH 4 

2 FRINT 『 昔 | on-exreyemarrmrs 
30 NEXT 【 

40 ENB 


繰り 返 え し 処理 の 命令 で ある 、FOR 一 NEXT 命 令 を 使っ て 処理 し ます 。 

マシ ン 語 で も 、 ベ ー シ ッ ク の FOR 一 NEXT 命 令 と お な じ よ うに 、 繰り 返 え し 
処理 を する 命令 が あり ます 。DJNZ 命 令 で す 。 し た が っ て 、 繰 り 返 え し 処理 を 
する と き は 、DJNZ 命 令 を 使っ て 処理 し ます 。 
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DJNZ 命 令 は 、 つ ぎの よう な 形 を し て いま す 。 
DJNZ DJNZ の マシ ン 語 =10 e 一 2 


繰り 返 え し の 命令 DJNZ の マシ ン 語 の 10 の あと に ある e 一 2 に つい て は 、 あ 
と で 説明 し ます 。 こ こ で は 、e 一 2 に は 、 繰 り 返 え し 処理 を する スタ ー ト 番地 
を 相対 アド レス で 書く 、 と だ け お ぼ ば えて お いて くだ さい 。 


繰り 返 え し 処理 を する 回 数 は B レ ジス タ に セッ ト 





と ころ で 、DJNZ 命 令 を みる と 、 繰 り 返 え し 処理 を する スタ ー ト 番地 の 指定 
を する と ころ は あり ます が 、 何 回 繰り 返 え し て 処理 を する の か 、 繰 り 返 えす 回 
数 を 指定 する と ころ が あり ませ ん 。 こ れ は 、 繰 り 返 えす 回 数 は 、B レ ジス タ に 
セッ ト す る と 決ま っ て いる か ら で す 。 


B レ ジス ター 繰 り 返 え し の 回 数 を セッ ト 


ベー シッ ク の FOR-NEXT 命 令 で は 、FOR 命 令 に 繰り 返 え し の 回 数 を 書き 
ます 。 た と えば 、40 回 繰り 返 え す と き は 、 
FOR |=1 TO 40- 初期 値 を 】 、 最 終値 を 40 と する 
それ と お な じ よ うに 、 マ シン 語 の 場合 は 、B レ ジス タ に 繰り 返 え し の 回 数 を 
セッ ト す る わけ で す 。 た と えば 、40 回 繰り 返 え し 処理 する と き は 
LD BB, 28H 
と いう よう に で す 。LD B,、 28H は 、B レ ジス タ に 28H を 代入 する と い 
うこ と で す 。 2 8H は 、10 進 数 で 40 で す 。 10 進 数 を 16 進 数 に 変換 する と き は 
巻末 に 示し た 10 進 数 16 進数 変換 表 を 使っ て 変換 し て くだ さい 。 


繰り 返 え し 処理 する 命令 は 、B レ ジス タ と DJNZ 命 令 の 間 に 置く 


と ころ で 、 ベ ー シ ッ ク の FOR 一 NEXT 命 令 は 、FOR 命 令 に 繰り 返 え し 処理 
を する 回 数 を セッ ト し て 、 繰 り 返 え し 処理 する ステ ー ト メン ト を 、 つ ぎ に 示 す 
よう に に FOR 命令 と NEXT 命 令 の 間 に 時 きま す 。 





FOR |=1 TO 40 
繰り 返 え し 処理 を する ステ ー ト メン ト 
NEXT Il 
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ベー シッ ク の FORNEXT 命 令 と お な じ 繰 り 返 え し 負 理 を させ る に は 

DJNZ 命 令 の 場合 も お な じ よ うに 、 繰り 返 え し 処理 を する 命令 を 、 つ ぎ に 示 

す よ うに 、 繰 り 返 えす 回 数 を セッ ト し た B レ ジス タ と 、DJNZ 命 令 と の 間 に 置 
きま す 。 


B レ ジス タ 
繰り 返 え し 処理 を する 命令 
DJNZ 


これ が 、 繰 り 返 え し 処理 する DJNZ 命 令 の 形 で す 。 


40 個 の 倫 を 画面 に 表示 する 


DJNZ 命 令 の 形 が わか っ た と ころ で 、 画 面 の 左 か ら 右 へ 40 個 の 位 を 表示 させ 
具体 的 に DJNZ 命 令 の 使い 方 に つい て 説明 し て いく こと に し ます 。 

伯 WP WSE お お ま か な 図 で 示す 

と 、 つ ぎの よう に な り ま す 。 


B レ ジス タ に 繰り 返 え す 回 数 40 を セッ ト 
繰り 返 え し 処理 を する 命令 、 つ まり 氏 を 表示 する 命令 
DJNZ 


画面 に キャ ラク タ を 表示 する 方 法 は 、109 頁 で 説明 し まし た 。 ま ず 、 境 の キャ 
ラク タコ ー ド ECH を A レ ジス タ に 代入 し ます 。 
LD A, ECH 
と な り ま す 。 つ ぎ は 、 表 示す る VRAM の メモ リ 番 地 を HL レジ スタ に 代入 し 
ます 。 こ の 場合 は 画面 の 左 か ら 右 へ 葵 を 表示 する わけ で すか ら 、HL レ ジス タ 
画面 の 一 番 左 端 上 の VRAM の メモ リ 番 地 F300H を 代入 し ます 。 
LD HL, F300H 
それ か ら 、A レ ジス タ に 代入 し た ECH を 、 VRAM の メモ リ 番 地 を 記憶 し て い 
る HL レジ スタ に 代入 し ます 。 
LD (HL), A 
以上 の こと を 、 わ か りや すい よう に 、 こ こま で を まとめ て お きま す 。 
LD  A, ECH ーー @ の キャ ラク タコ ー ド EC 月 を A レ ジス タ に 代入 
LD HL, F300Hーー- VRAM の メモ リ 番 地 F300H を H ナ レジ スタ に 代入 
LD (HL), A A レ ジス タ の 内 容 を H 上 レジ スタ に 代入 
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その ほか に 、HL レ ジス タ に 記憶 され て いる 内 容 に 十 1 し て 、 メ モリ 番地 を 
ひと つ ひ と つ 増 や し て いく INC 命 令 が あり ます が 、 こ の INC 命 令 を どこ に 置く 
か が 間 題 な の で 、 ひ と まず INC 命 令 を 除い て 説明 し ます 。 

さて 、 上 に まとめ た 命令 の うち 、 ど の 命令 を B レ ジス タ と DJNZ 命 令 の 間 に 
置け ば よい か で す 。 キ ャ ラク タコ ー ド ECH は 、 一 度 A レ ジス タ に 代入 すれ ば よ 
いわ け で す 。 最初 の VRAM の メモ リ 番 地 F300H も 、 一 度 HL レ ジス タ に 代 
入 す れ ば よい わけ で す 。 

し た が っ て 、 雪 を 画面 に 表示 し て いく に は 、LD (HL), A 命 令 を 、B レ ジ 
スタ と DJNZ 命 令 の 間 に 置 いて 繰り 返 え し 処理 すれ ば よい と いう こと に な り ま 
す 。 B レ ジス タ に 、 繰 り 返 え す 回 数 40 を セッ ト す る 命令 は 、 さ き に 取り あげ た 
よう に LD B, 28H で すか ら 、 











LD A, ECH CH を A レ ジス タ に 代入 

LD HL,F300H F300 朋 を 月 エレ ジス タ に 代入 

LD 日 , 28H ーーーー 一 一 繰り 返 え し の 回 数 40 を レジ スタ に 代入 

LD (HL), A CH を 月 上 レジ スタ に 代入 し て 画面 に 表示 

DJNZ ーーーー 一 一 繰 り 返 え し 処理 を する スタ ー ト 番地 へ 戻す 
と な り ま す 。 


この プロ グラ ム を マシ ン 語 に な お し て 実行 し て も 、VRAM の メモ リ 番 地 F3 
0 0H、 つ まり 画面 の 左端 上 で 倫 が 繰り 返 え し 表示 され る だ け で す 。 な ぜ な ら 、 
HL レジ スタ に 記憶 され て いる 内 容 が F 300H の まま 変化 し な いか ら で す 。 
そこ で INC 命 令 で 、HL レ ジス タ に 記憶 され て いる 内 容 に 十 1 し ます 。 

HL レジ スタ に 記憶 され て いる 内 容 に 十 1 する 命令 は 、 123 貞 の INC 命 令 で 説 
明 し て いる よう に 、 

INC HL 

と な り ま す 。 

この INC HL 命令 は 、LD (HL), A 命 令 と DJNZ 命 令 の 間 に 入れ ます 。 な 
ぜ な ら 、INC HL 命令 も 繰り 返 え さ な い と 、1 、2 、3 と いう よう に 数 が 増え 
て いか な いか ら で す 。 

た だ し この 場合 は 、 横 40 文 字 表 示 で 代 を 表示 し て いく 関係 か ら 、 つ ぎ に 示 す 
よう に 、INC HL 命令 を 2 個 使 いま す 。 こ の 理由 は 131 貞 で 説明 し て いま す の 
で 、 そ の 頁 を 参照 し て くだ さい 。 
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ベー シッ ク の FOR~NEX 命令 こ お な じ 繰 り 返 え し 処理 を させ る に は 


回 DBS52(8 出 
だ に DI (RB IA 
NIC 日 
INC HL 
DJNZ 


INC 月 上 命 狗 を 2 個 、 こ の 間 に 入 れる 


この よう に する と 、 ま ず 、HL レ ジス タ に 代入 され て いる F 3 0 0 H で 、 

LD (人 貞 L)。、 入 は 、 つ ぎの よう に な っ て 、 
LD (F300H), ECH 

1 個 目 の 倫 を 画面 の 左端 上 に 表示 し ます 。 そ し て 、 最初 の INC HL 命令 で 
HL レジ スタ に 記憶 され て いる 内 容 F 3 0 0 H に 1 し ます 。 し た が っ て 、 昌 
L レ ジス タ に 記憶 され て いる 内 容 は 

HL レジ スタ に 記憶 され て いる 内 容 =F301H 

と な り ま す 。 つ ぎの INC HL 命令 で 、 Ne 

3 0 1 H に 二 1 し ます か ら 、HL レ ジス タ に 記憶 され て いる 内 容 
HL レジ スタ に 記憶 され て いる 内 容 =F 302H 

ら 光 ます 。 

INC HL 命令 を 2 回 実行 し た あと 、DJNZ 命 令 で 、 繰 り 返 え し 処理 を する ス 
ター ト 番 地 に 戻り ます か ら 、HL レ ジス タ に 記憶 され て いる 内 容 F 3 0 2H で 、 
tbD (HE)、 AA は 、 つぎ の よう に な り ま すず 。 

LD (F302H), ECH 

つま り 、2 個 目 の 但 が 、VRAM の メモ リ 番 地 F 3 0 2H に 表示 され る こと に 
な り ま す 。 つ まり 、 画 面 に 表示 され て いる 1 個 目 の 代 の 、 つ ぎの 位置 に 表示 さ 
才 る どい うと と で す 。 

この こと を 、B レ ジス タ に セッ ト し た 40 ま で 繰り 返 え し て 、 欠 を 表示 し て い 
くわ け で す 。 B レ ジス タ に セッ ト し た 40 が 0 に な る と 、DJNZ 命 令 に よる 繰り 

返 え し を や め て 、 つ ぎの メモ リ 番 地 に 記憶 され て いる 、 命 令 の 実行 に 移り ます 。 

な ぜ 、B レ ジス タ に セッ ト し た 40 が 0 に な る の か と いう と 、DJNZ 命 令 で 繰 

り 返 え し 処理 を する スタ ー ト 番地 に 戻る た びに 、B レ ジス タ に セッ ト し た 40 か 
ら 1 を 引い て 、 そ の うえ で スタ ー ト 番地 に 戻る か ら で す 。 

で は 、 ア セン ブル で す 。 
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アセ ンプ ブリ 言語 を マシ ン 語 に な お す 


この プロ グラ ム の 場合 は 、DJNZ 命 令 で 、 繰 り 返 え し 処理 を 行う スタ ー ト 番 
地 に 戻さ な けれ ば な り ま せん 。 どの メモ リ 番 地 に 戻す の か を 説明 する に は プロ 
グラ ム を メモ リ 上 に 割り つけ て お か な けれ ば な り ま せん か ら 、 こ こ で は 、 メ モ 
リ 番 地 、 マ シン 語 、 そ れ に アセ ンプ ブリ 言語 と いっ た 順 で 、 プ ログ ラム を 示し ま 
す 。 メモ リ 番 地 は DO000H か ら に し ます 。 

LD A, ECH 


LD HL, F300H 
LD B, 28H 





LD (HL), A 
INC HL 
INC HL 
DJNZ D007H 
JP 5C66H 
IIU ソ ノル メ コ ノ た ルコ に 
DJNZ 命 令 を マシ ン 語 に な お す と 、10 e 一 2 と な り ま す が 、 こ の e 一 2 と 


は な ん の こと で し ょ うか 。 ま え に e 一 2 に は 、 繰 り 返 え し 処理 を する スタ ー ト 
番地 を 書く と 説明 し まし た 。 
10 e-2 繰り 返 え し 処理 を する スタ ー ト 番地 
その こと に 違い は あり ませ ん 。 た だ 、e 一 2 と 指定 され て いる 以上 、 何 か 特 
別 な 指定 の 仕方 が ある の で は な いか と いう こと で す 。 その と お り で 、e 一 2 に 
書く メモ リ 番 地 は 、 相 対 ア ドレ ス 指 定 で ある と いう こと で す 。 
うえ に 示し た プロ グラ ム の 、 最 後 の 行 の J 了 命令 を みて くだ さい 。 JP 命令 
で は 、 メ モリ 番地 5C66H に ジャ ンプ させ る と き 、2 バイ ト の メモ リ 番 地 を 
その まま 書き ます 。 
C3 66 5C 5C66 朋 を その まま 書 ぐ 
この よう に 、2 バイ ト の メモ リ 番 地 を 、 そ の まま 書く こと を 、 絶 対 ア ドレ ス 
指定 と いい ます 。 
で は 、 下 か ら 2 行 目 の DJNZ 命 令 を みて くだ さい 。 こ こ で は 説明 の 都合 上 e 
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ベー シッ ク の FORNEXT 命 令 と お な じ 繰 り 返 え し 処理 を させ る に は 
ー 2 の と ころ に FBH を 入れ て いま す 。 
Il⑩ 正 昌 を F 月 が 戻っ て い ぐ 先 の メモ リ 番 地 
この プロ グラ ム の 場合 、FBH が 戻っ て いく 先 の メモ リ 番 地 で す が 、 メ モリ 番 
地 は 2 バイ ト で すか ら 、 ど こ に も FBH と いう 1 バイ ト の メモ リ 番 地 は あり ませ 
ん 。 
端的 に いっ て 、 こ れ が 相対 アド レス 指定 と いう も の で す 。 相対 アド レス 指定 
で は 、FBH と いう よう に 、 1 バイ ト で メモ リ 番 地 の 指定 を 行い ます 。 
10 FB- 】 バイ ト で メモ リ 番 地 の 指定 を 行う 
ここ で な ぜ 、e 一 2 の 簡 所 に FBH が 入っ て いる の か は あと で わか り ま す 。 


| 相対 アド レス 指定 の や り 方 


で は 、 相 対 ア ドレ ス 指 定 は 、 ど の よう に し て 行う の か と いう こと で す 。 相対 
アド レス 指定 に つい て 根本 か ら 説 明 す る と 、 あ れ や これ や 説明 し な けれ ば な ら 
ず 、 非 常に むず か し いも の に な っ て し まい 、 か えっ て 理解 で き な く な っ て し ま 
うと 思う の で 、 こ こ で は 必要 最少 限 の 説明 に と ど め ます 。 

CPU の な か に は 、PC (プロ グラ ムカ ウン タ ) と いう も の が あり ます 。 この 
PC は 常に 、CPU が つぎ に 実行 する 命令 が 記 億 され て いる メモ リ 番 地 を 指し て 
いま す 。 た と えば 、 う え の プ ログ ラム を 実行 させ る と き 、 

*GD000 
を 入力 し て 、 [RET | キー を 叩き ます 。 こ の と き 、PC は 、 
PC_ DO000H 

を 指し ます 。 CPU は PC が 指し て いる DO000H を みて 、DO00H の メモ 

リ 番地 に 記憶 され て いる 命令 を 取り 出し て 実行 に か か る と 、PC は 、 
PC 一 一 = 上 D002H 

つぎ に 実行 する メモ リ 番 地 D002H を 、 自 動 的 に 指し ます 。 

相対 アド レス 指定 は 、 こ の PC が 指し て いる メモ リ 番 地 に 働き か け て 、 メ モ 
リ 番 地 の 指定 を も と に 戻し て いく や り 方 で す 。 

で は 、144 頁 の プロ グラ ム の 下 か ら 2 行 目 を みて くだ さい 。 10 FB を 実行 す 
る と 、PC は 、 つ ぎ に CPU が 実行 する 命令 が 記憶 され て いる 最後 の 行 の 先頭 の 
メモ リ 番 地 DO0CH を 指し ます 。 


OO を YO 5 上 8 PC (スロ クラ ムカ ウン タ ) は 
D00C“ C3 66 5C この メモ リ 番 地 を 指す 
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そこ で 、PC が 指し て いる DO00C 番 地 を 、 繰 り 返 え し 処理 する 最初 の 命令 
が 記憶 され て いる メモ リ 番 地 ま で 戻し て や り ま す 。CPU は 、PC が 指し て いる 
メモ リ 番 地 を みて 、 そ の メモ リ 番 地 に 記憶 され て いる 命令 を 実行 し ます か ら 、 
PC が 指し て いる メモ リ 番 地 を 戻し て や れ ば 、CPU は 、 ふ た た び 、 そ の メモ リ 
番地 に 記憶 され て いる 命令 を 、 実行 する と いう わけ で す 。 

さて 、 こ の プロ グラ ム の 場合 、 繰 り 返 え し 処理 を する スタ ー ト 番地 、 つ まり 
最初 の メモ リ 番 地 は どこ で し ょ うか 。 

メモ リ 番 地 DO005H と DO06H に 記憶 され て いる マシ ン 語 06 28 は 、 
繰り 返 え し の 回 数 40 を B レ ジス タ に セッ ト す る 命令 で すか ら 、 繰 り 返 えす 必要 
は あり ませ ん 。 し た が っ て 、 繰 り 返 え し 処理 する スタ ー ト 番地 は 、 そ の つぎ の 
行 の D007H と いう こと に な り ま す 。 そこで 、PC が 指し て いる メモ リ 番 地 
DO00C 番 地 を 、 繰 り 返 え し 処理 を する スタ ー ト 番地 DO07 ま で 戻し ます 。 
PC の 指し て いる メモ リ 番 地 の 戻 し 方 は 、 つ ぎの よう に し て 行い ます 。 

















DO0O0C C3<・ 10 FB を 実行 し て DC が 指し て いる メモ リ 番 地 
DO0B FB ー 】 する と 、 ご の メモ リ 番 地 に 戻る 
DOOA 10 ー2 す る と 、 ご の メモ リ 番 地 に 戻る 
DO09 23 ー3 す る と 、 こ の メモ リ 番 地 に 戻る 
DO08 23 ー オ する と 、 ご の メモ リ 番 地 に 戻る 
DO007 77 ー5 す る と 、 ご の メモ リ 番 地 に 戻る 





と いう こと で 、 一 5 に な り ま す 。 し た が っ て 、DJNZ 命 令 の マシ ン 語 10 の あ 

と の e 一 2 の と ころ に 一 5 と 書け ば よい 、 と いう こと に な り ま す 。 
目 介 呈 5 

も ちろ ん 、 一 5 は 10 進 数 で すか ら 、 そ の まま 書く わけ に は いき ませ ん 。 5 
を 16 進 数 に な お す と 、FBH と いう こと に な り ま す 。 そ こ で 、e 一 2 の と ころ に 
FBH を 置い て 、 

10 FB 

と し て 説明 し て きた わけ で す 。 

FBH は 、 待 号 つ き 16 進 数 で す 。 待 号 つ き 16 進 数 も 249 頁 に 表 に し て 示し て あ 
り ま すか ら 、 そ の 表 を 使っ て 変換 し て くだ さい 。 一 5 の 場合 は 、 一 5 の ある と 
ころ か ら 横 と 上 を 見 ます 。 横 に 上 位 ビ ッ ト 、 上 に 下位 ビッ ト が 示し て あり ます 。 
し た が っ て 、 一 5 は 上 位 ビ ッ ト が F 、 下 位 ビ ピッ ト B で 、FBH に な る と いう こと 
が わか り ま す 。 
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ベー シッ ク の FORNEXT 命令 こ お な じ 繰 り 返 え し 処理 を させ る に は 
で は つぎ に 、 こ の プロ グラ ム の ダン プリ スト と 、 実 行 結果 を 示し ます 。 
ダン プリ スト を みる と わか る と 思い ます が 、DJNZ 命 令 を 使っ た 結果 、 非 常 
に 短い プロ グラ ム に な り ま し た 。 
と ころ で 、 実 行 結果 を みる か ぎり で は 、 た だ 、 画 面 に 40 個 の 昔 が 表示 され て 
いる だ け で す が 、 実 際 に 実行 させ て 見 る と 、 ベ ー シ ッ ク の 場合 と は 比較 に な ら 
な い 速 さ で 表示 され ます 。 マ シン 語 の 処理 の 速 さ が 、 こ れ で も わか り ま す 。 


Dnn SE EE 21 GO FE n6 SB 77 ダン プリ スト 


DO0B2S SMU0MFHR SWG@ 














実行 結果 





” ーー DUNZ 命 多 で 繰り 返 え レ て 
40 個 の @ を 表示 する 


実行 命 久 


DP 5C66 有 で 表示 


TE 
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139 頁 で 、 DJNZ 命 信 と INC 命 信 を 使っ て 、 画面 の だ か ら 右 に 向け て 介 を 表示 
し まし た 。 こ こ で は 、 画 面 の 下 に 向け て 但 を 表示 し て いく こと に し ます 。 

画面 の 下 に 向け て 葬 を 表示 し て いく と き 必 要 に な る の が 、16 ビ ッ ト (2 バイ 

ト ) の 加算 で す 。16 ビ ッ ト の 加算 を 行う 命令 は 、ADD 命 令 で す 。 な お 、8 ビッ 
ト ( 1 バイ ト ) の 加算 命令 も ADD 命 令 で す 。 

16 ビ ッ ト の 加算 と 8 ビッ ト の 加算 の 違う と ころ は 、16 ビ ッ ト の 加算 の 場合 、 
16 ビ ピット が 扱え る よう に 、 レ ジス タ を HL 、HBC。 DE と いう レジ スタ ベア に 
し て 加算 を 行う の に 対し て 、8 ビッ ト の 加算 は 、A 、B、C と いう 8 ビッ トレ 
ジス タ の まま で 加算 を 行う と いう こと で す 。 

つぎ に 、16 ビ ッ ト の 加算 命令 ADD の 形 を 示し ます 。 


ADD HL, メメ 


16 ビ ッ ト の 加算 命令 ADD で は 、 う え に 示 し た よう に 、ADD 命 令 の あと に 、 
HL レジ スタ ペア を 使い ます 。 

その あと に ある XX の と ころ に は 、BC、DE、HL と いっ た レジ スタ ペア 
の うち の 、 い ずれ か ひと つ を 選ん で 置き ます 。 

そし て H 芽 レ ジス タ に は 、 足 され る 数 を 入れ ます 。X メ メ の と ころ に 置い た レ 
ジス タ ベ ペア に は 、 足 す 数 を 入れ ます 。 た と えば 、 つ ぎの よう な 計算 を 行う 
ます 。 
3333H+2222H= 

^、 足 され る 数 足す 数 

足 さ れる 数 3 3 3 3H は 、HL レ ジス タ に 入れ ます 。 足す 数 2 2.22H は 、 
BC、DE、HL の な か か ら BC レ ジス タ を 選ん で 、BC レ ジス タ に 入れ る こ 
に し ます 。 

し た が っ て 、 こ の 足し 算 の プロ グラ ム は 、 つ ぎの よう に な り ま す 。 
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画面 の 上 か ら 下 に 向け て 島 を 表示 


軸 DNi 還 選 Bi3I318( 上 
DB(C0 の 2 2 則 
ADD HL, BC 
HALT 





3333H を 月 上 レジ スタ に 代入 
2222H を BC レジ スタ に 代入 
ADD 命 久 で 、H 上 エレ ジス タ と BC レジ スタ の 値 を 足す 








加算 命令 ADD を 実行 し て 、HL レ ジス タ の 3333H と BC レジ スタ の 2 
222H を 足す と 、 そ の 結果 は 5555H に な り ま す 。 こ の 計算 結果 の 555 
5H は 、HL レ ジス タ に 記憶 され て 残り ます 。 こ れ が ADD 命 令 を 使っ た 16 ビ ッ 
ト 加算 で す 。 で は 、 ア セン ブル で す 。 


アセ ンプ リ 言 語 マシ ン 語 
LD 。 HL, 3333H “1 、 線 台 2 介 記 
選 D 串 上 B(6) 222 め 2H (0 放 語 ジン 
ADD HL, BC 09 
HALT 76 


加算 の 仕方 が わか っ た と ころ で 、 倫 を 画面 の 上 か ら 下 に 向け て 表示 し ます 。 


@ を 画面 の 下 に 向け て 表示 する 


と ころ で 、 旬 を 画面 の 下 に 向け て 表示 する 場合 、 な ぜ 16 ビ ッ ト の 加算 が 必要 
な の で し ょ うか 。 そ れ は 、 巻 末 に 示し た VRAM の メモ リ 番 地表 を 見 る と わか る 
よう に 、 氏 を 表示 させ る VRAM の メモ リ 番 地 が 、 画面 の 下 に いく に し た が っ て 
増え て いる か ら で す 。 ま た 、VRAM の メモ リ 番 地 が F300H と いう よう に 、 
16 ビ ッ ト (2 バイト) だ か ら で す 。 

た と えば 、 最 初 の 借 を 画面 の 上 の メモ リ 番 地 F328H に 表示 し た と し ます 。 
つぎ に 、 そ の 真下 の 位置 、 つ まり メモ リ 番 地 F3AOH に 2 個 目 の 借 を 表示 す 
る に は 、 つ ぎの 図 に 示す よう に 、 最 初 に 人 環 を 表示 し た メモ リ 番 地 F328H に 
120 (79 番 地 十 41 番 地 三 120 番 地 ) を 足 さ な いと 、2 個 目 の 借 を 表示 する メモ リ 
番地 F3AO0H を 指定 する こと が で きま せん 。 

VRAM アト リ ビ ュ ー ト エリ ア 
pa ノン Fs28H 上 1 40 番 地 衝 線 
人 ーーー ーーー 








そこ で 、16 ビ ッ ト の 加算 が 必要 に な る の で す 。 

で は 、 プ ログ ラム を 作り ます 。 ま ず 、L D 命 令 で 、 画 面 に 表示 する 坦 の キャ 
ラク タコ ー ド ECH を 、A レ ジス タ に 代入 し ます 。 

LD A, ECH- の キャ ラク タコ ー ド ECH を A レ ジス タ に 代入 
の 場合 は 、 但 を 画面 の 真中 を 上 か ら 下 に 向け て 表示 し て いき ます か ら 、1 
個 目 の 本 沈 示す る AG の 2 革 机 だ 9 は H を 、【D 語 全て レス 

に 代入 し ます 。 

LD HL, F328H・- メモ リ 番 地 F328 朋 を H 上 レジ スタ に 代入 

139 上 軸 で 、 ベ ー シ ッ ク の FOR 一 NEXT 命 令 と お な じ く 、 繰 り 返 え し 処理 を す 
る DJNZ 命令 に つい て 説明 し まし た 。 こ の DJNZ 命 令 を 使う と 、 プ ログ ラム が 
短く て すみ ます か ら 、 こ こ で も DJNZ 命 令 を 使い ます 。 

139 頁 で 説明 し た よう に 、 DJNZ 命 令 で 繰り 返 え し 処理 を する 場合 、 繰 り 返 え 
す 回 数 は 、B レ ジス タ に セッ ト し ます 。 つ まり 、 画 面 の 上 か ら 下 に 向け て 16 個 
の 代 を 表示 させ る と し た ら 、B レ ジス タ に 16 を セッ ト す る わけ で す 。16 は 10 進 
数 で すか ら 、16 進 数 に な お し ます 。 16 を 16 進 数 に な お す と 1 0H に な り ま す 。 
この 10H を LD 命 令 を 使っ て 、B レ ジス タ に セッ ト し ます 。 

LD B, 10H 繰り 返 え す 回 数 を B レ ジス タ に セッ ト 

繰り 返 え す 回 数 を B レ ジス タ に セッ ト し た ら 、 つ ぎ に 、 繰 り 返 え し 処理 する 
命令 を 置い て いき ます 。 こ の 場合 は 、 ま ず 倫 を 表示 する 命令 で す 。 豊 の キャ ラ 
クタ コー ド ECH は 、A レ ジス タ に 代入 し まし た 。 画面 に 坦 を 表示 する に は 、 
RM 人 
そこ に LD 命 令 で 代入 し て や れ ば よい わけ で す 。 こ の 命令 は 、 つ ぎの よう に 


り ま す 。 
A レ ジス タ に 代入 し た キャ ラク タコ ー ド を VRAM の 
LD (HL), A メモ リ 番地 を 痢 定 し て 代入 


ADD 命 令 で 、 メ モリ 番地 に 120 を 加算 


さて 131 頁 で 、 画面 の 左 か ら 右 へ 倫 を 表示 し て いく と き 、INC 命 令 を 2 回 実行 
させ 、HL に 記憶 され て いる 内 容 (メモ リ 番 地 ) に 2 を 足し 、 そ の 値 を LD 
(HL), A の な か の カッ コ の な か の HL に 送り 、 カ ッ コ の な か の HL の 値 を 変 
化 さ せ て 表示 し て いき まし た 。 

画面 の 左 か ら 右 へ の 表示 の 場合 は 、HL レ ジス タ に 記憶 され て いる 内 容 ( メ 
モリ 番地 ) に 2 ずつ 足す こと で 、 INC 命 令 を 使う こと が で きま し た が 、 こ の 場 
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画面 の 上 上 から 下 に 向け て 倫 を 表示 
合 は 、 さ き に 説明 し た よう に 、HL レ ジス タ に 記憶 され て いる 内 容 に 120 を 足 
さ な い と 、 つ ぎ に 表 示す る 位置 の 指定 が で きま せん 。 そ こ で 、ADD 命 令 を 使う 
わけ で す 。 こ の 場合 の 加算 は 、 
メモ リ 番 地 士 120 

で す 。 こ の 加算 を 行う に は 、 さ き に 説明 し た よう に 、 そ れ ぞ れ の 値 を 16 ビ ッ 
ト の レジ スタ に 代入 し な けれ ば な り ま せん 。 

メモ リ 番 地 は 足 さ れる 数 な の で 、HL レジ スタ に 代入 し ます 。120 は 、 足す 数 
な の で 、BC あ る い は DE レジ スタ に 代入 する こと に な り ま す 。 

と ころ で 、 足 され る 数 で ある メモ リ 番 地 は 、 す で に 2 行 目 で HL レジ スタ に 
代入 し て いま すか ら 、 新 た に HL レジ スタ に 代入 する 必要 は あり ませ ん 。 足す 
数 で ある 120 を 、BC、DE レ ジス タ の いずれ か へ 代入 すれ ば よい わけ で す 。 こ 
こ で は 120 を 、DE レ ジス タ に 代入 する こと に し ます 。 も ちろ ん 、120 は 10 進 数 
で すか ら 、 そ の まま DE レジ スタ に 代入 する こと は で きま せん 。120 を 16 進 数 に 
な お す と 、 

120=78H 

と な り ま す 。 7 8H は 、8 ビット (1 バイト) の 数 で す 。 8 ビッ ト の 数 78 
H を 、16 ビ ッ ト の DE レジ スタ に 代入 する に は 7 8H の まえ に 00 を つけ て 、 

78H=0078H OO を つけ て 76 ビ ピッ ト に する 

と いう よう に 、16 ビ ッ ト の 数 に し て 代入 し ます 。 

LD DE, 0078H 720 を D ヒ レジ スタ に 代入 

メモ リ 番 地 に 足す 120 を DK レジ スタ に 代入 し た ら 、HL レ ジス タ の メモ リ 番 
地 と 、DE レ ジス タ の 120 を ADD 命 令 で 加算 し ます 。 

ADD HL, DE HH ナレ ジス タ の 値 と D ヒ レジ スタ の 値 を 足す 

ADD 命 令 が 実行 され て 加算 され た 結果 は 、HL レ ジス タ に 記憶 され ます 。 

つま り 、2 行 目 で HL レジ スタ に 代入 し た メモ リ 番 地 F328H に 、DE レ 
ジス タ に 代入 し た 0078H を 、ADD 命 令 で 加算 し た と する と 、 

F328H+0078H=F3A0H H エ レジ スタ に 記憶 され る 
加算 し た 結果 の F 3A OH は 、HL レ ジス タ に 記憶 され る と いう わけ で す 。 

ここ で 、 巻 末 に 示し た VRAM の メモ リ 番 地表 を みて くだ さい 。ADD 命 令 で 算 
出さ れ た F3A0H が 、2 行 目 で HL レジ スタ に 代入 し た メモ リ 番 地 F328 
H の 真下 に ある こと が わか る と 思い ます 。 

さき て 、ADD 命 令 で 加算 し た 結果 の 値 を 、LD (HL), A の カッ コ の な か の H 
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L に 送っ て 、 そ の 位置 に 倫 を 表示 させ ます 。 

この こと を 、B レ ジス タ に セッ ト し た 16 回 繰り 返 え させ ます 。 そう する こと 
で 免 を 画面 の 上 か ら 下 に 向け て 表示 させ て 行く こと が で きま す 。 

この こと を 16 回 繰り 返 え させ る た め に は 、DJNZ 命 令 を 使っ て 、 繰 り 返 
94 
は な り ま せん 。 





DJNZ 命 令 で 戻る べき メモ リ 番地 を 指定 


DJNZ 命 令 で 繰り 返 え し 処理 を する に は 、 繰 り 返 え し 処理 を する 最初 の 命令 
が 記憶 され て いる メモ リ 番 地 に 戻し ます 。 この 場合 は 、LD (HL), A が 記憶 
され て いる メモ リ 番 地 で す 。 た だ し 、DJNZ 命 令 の 場合 、 繰 り 返 え し 処理 を す 
る た め に 戻す メモ リ 番 地 の 指定 は 、 2 バイ ト の メモ リ 番 地 を 直接 指定 する 絶対 
アド レス 指定 で は な く 、1 バイ ト で 指定 する 相対 アド レス 指定 で す (145 頁 参 
照 )、)。 し た が っ て 、 プ ログ ラム を メモ リ 上 に 割り 当て な いと 、DJNZ 命 令 で 戻る 
メモ リ 番 地 の 指定 が で きま せん の で 、 こ れ ま で 説明 し て きた プロ グラ ム を 、 メ 
モリ 番地 CO000 番 地 か ら 割 り 当 て る こと に し ます 。 


LD A ECH 
DD 中 も 。 TS28 且 
LD B, 10H 


LD DE 0078H 
LD (HL),A 
ADD HL, DE 
DJNZ COOAH 
HALT 





DJNZ 命 令 で 繰り 返 え し 処理 を する 最初 の 命令 LD (HL), A は 、 上 か ら 5 
行 目 に あり ます 。 マ シン 語 で は 、7 7 で す 。 この 命令 が 記憶 され て いる メモ リ 
番地 は 、CO00AH で す 。 し た が っ て 、 ア セン ブリ 言語 で は 、 下 か ら 2 行 目 に 
示さ れ て いる よう に 、 

DJNZ CO00AH 
直接 2 バイ ト の メモ リ 番 地 を 書き ます が 、 マ シン 語 の 場合 は 、 こ の よう 
直接 メモ リ 番 地 を 書く わけ に は いき ませ ん 。 
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画面 の 上 か がら 下 に 向け て 島 を 表示 

DJNZ 命 令 の マシ ン 語 は 、10 e 一 2 で す 。 

10 e 一 2 の e 一 2 の と ころ に は 、 1 バイ ト の メモ リ 番 地 で 指定 する 相対 ア 
ドレ ス 指 定 で す 。 つ まり 、e 一 2 の メモ リ 番 地 か ら 何 バイ ト 先 の メモ リ 番 地 ま 
で 戻れ 、 と いう 指定 の 仕方 で す 。 

この 場合 、e 一 2 も 数 えま す 。 し た が っ て 右 の 
よう に 、 マ シン 語 を 逆 に 数 えて いき ます 。 7 7 は 


e 一 2 か ら 数 えて 一 4 バイ ト 先 に あり ます 。 そ こ キク 二 人 
で 、10 の あと に ある e 一 2 の と ころ に 、 一 4 を 10 1 
書き ます 。 も ちろ ん ー 4 は 10 進 数 で すか ら 、 そ の 19 導 
まま 書く わけ に いき ませ ん 。 これ を 16 進 数 に な お フッ 己 導 


し ます 。 巻末 に 示し た 待 号 つ き 16 進 数 表 を みる と 、 
ー4 = ニ FCH と な り ま すか ら 、 
10 FC・ eー2 の と ころ に FC と 書く 

と な り ま す 。152 頁 に 示し た プロ グラ ム の 下 か ら 2 行 目 が 、 そ れ で す 。 こ の よ 
うに 数 える 理由 は 145 頁 で 説明 し て いま すか ら 参 照 し て くだ さい 。 

この よう に 、DJNZ 命 令 で 繰り 返 え し 処理 を させ る と 、B レ ジス タ に セッ ト 
し た 値 が 0 に な る まで 、 指 定 し た メモ リ 番 地 に 戻っ て 繰り 返 え し て 処理 を 行い 
ます 。 こ の 場合 は 、B レ ジス タ に 10H (10 進 数 で 16) を 代入 し まし た か ら 16 
回 繰り 返 え し て 、 つ ぎの 上 頁 に 示す 実行 結果 の よう に 、16 個 の 倫 を 画面 の 上 か ら 
下 に 向け て 表示 し て いき ます 。 

B レ ジス タ に 代入 し た 値 が 0 に な る の は 、DJNZ 命 令 で 指定 し た メモ リ 番 地 
に 戻る た びに 、B レ ジス タ の 値 か ら 1 を 引い て 戻る か ら で す 。 B レ ジス タ の 値 
が 0 に な る と 、DJNZ 命 令 に よる 繰り 返 え し を や め て 、 つ ぎの メモ リ 番 地 に 記 
憶 さ れ て いる 命令 を 実行 し ます 。 
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1 貞 と た す コ トド | p『<k こ ル / き 5 





この プロ グラ ム で は 、 つ ぎの メモ リ 番 地 CO00EH に 記憶 され て いる の は 
HALT 命 令 で す 。 こ の 命令 を 実行 する と 、 CPU が 停止 する た め 、 そ の まま 動か 
な く な り ま すか ら 、 リ セッ ト ボ タン を 押し て 、 解 除 し て くだ さい 。 

この 場合 、 プ ログ ラム の 最後 に HALT 命 令 を 使っ た の は 、JP 命 令 で メモ リ 
番地 5C66H に ジャ ンプ させ て 、 ふ た た び マ シン 語 の コマ ンド を 受け つけ さ 
せる よう に する と 、 表 示さ れる * 印 で 、 画 面 の 豊 が 消え て し まう か ら で す 。 

これ で 、 但 を 画面 の 上 か ら 下 に 向け て 表示 し て いく 、 マ シン 語 の プロ グラ ム 
が で きま し た 。 こ の プロ グラ ム を 入力 し て 実行 させ る と 、 高 速 で 処理 され る の 
で 、 人 が 画面 の 上 か ら 下 に 向かっ て 描か れ て いく と いう より も 、 介 で 一 本 の 線 
が 描か れる よう に 見 えま す が 、 キ ャ ラク タ を 画面 の 上 か ら 下 に 向け て 移動 させ 
る と き は 、 こ の プロ グラ ム の 方 法 で 行い ます 。 

で は 、 つ ぎ に こ の プロ グラ ム の ダン プリ スト と 、 実 行 結果 を 示し ます 。 


Fono 3E EC 21 28F3 06 10 11 | ダン プリ スト 
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16 ビ ッ ト (2 バイ ト ) の 減算 命令 SBC 


148 頁 で 、 画 面 の 上 か ら 下 に 向け て 但 を 表示 し まし た 。 ここ で は その 逆 に 、 画 
面 の 下 か ら 上 に 向け て 倫 を 表示 し て いく こと に し ます 。 

画面 の 上 か ら 下 に 向け て 免 を 表示 し て いく と き 、16 ビ ッ ト (2 バイト ) の 加 
算 を 必要 と し まし た が 、 画 面 の 下 か ら 上 に 向け て 但 を 表示 し て いく と き は 、16 
ビッ ト (2 バイト ) の 減算 が 必要 に な り ま す 。 

16 ビ ッ ト (2 バイ ト ) の 減算 を 行う 命令 は 、SBC 命 令 で す 。 加 算 の と き は 
16 ビ ッ ト (2 バイ ト ) の 場合 も 8 ビッ ト ( 1 バイ ト ) の 場合 も や 、 お な じ く ADD 
命令 で し た が 、 減 算 の と き は 、8 ビッ ト ( 1 バイ ト ) の 場合 、SUB 命 令 を 使い 
ます 。 

て 、16 ビ ッ ト の 減算 で は 、HL 、BC、DE と いう レジ スタ ベア を 使い ま 
す 。 8 ビッ ト の 減算 で は 、A 、B、C と いう 8 ビット の レジ スタ の まま で 、 減 
算 を 行い ます 。 
つぎ に 、16 ビ ッ ト の 減算 命令 SBC の 形 を 示し ます 。 





SBC HL, XX 


16 ビ ッ ト の 減算 命令 SBC で は 、 う え に 示 し た よう に 、SBC 命 令 の あと に HL 
レジ スタ を 使い ます 。 そ の あと に ある メメ の と ころ に は 、BC、DE、HL と 
いっ た レジ スタ ペア の うち の 、 い ずれ か ひと つ を 選ん で 置き ます 。 

そし て HL レジ スタ に は 、 引 か れる 数 を 入れ ます 。 メメ の と ころ に 置い た レ 
ジス タ ペ ア に は 、 引 く 数 を 入れ ます 。 た と えば 、 つ ぎの よう な 計算 を 行う と し 
ます 。 

E 政 正 肝 は す 1 1 上 = 
て 引か れる 数 “引数 

引か れる 数 FFFFH は 、HL レ ジス タ に 入れ ます 。 引 く 数 1 1 1 1H は 

BC レジ スタ に 入れ る こと に し ます 。 
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し た が っ て 、 こ の 引き 算 の プロ グラ ム は 、 つ ぎの よう に な り ま す 。 


DEI 選 、 司 上 国 屋 回 
99EE の bB2 有 N 旧 
SG IE BC 
HALT 





FFFFH を HH レジ スタ に 代入 
17 711H を BC レジ スタ に 代入 


SBC 命 信 で 、H 上 レジ スタ か ら BC レ ジス タ の 休 
を 引 ぐ 








減算 命令 SBC を 実行 する と 、HL レ ジス タ の FFFFH か ら BC レ ジス タ 
の 1 1 1 1H を 引き ます 。 その 結果 の EEEEH は 、HL レ ジス タ に 記憶 され 
て 残り ます 。 こ れ が 、SBC 命 令 を 使っ た 16 ビ ッ ト の 減算 で す 。 

で は 、 ア セン ブル で す 。 


アセ ンプ ブリ 言語 マシ ン 語 
LD HL, FFFFH 21 FF FF: 
回 3 ほ 68 件 邊 月 各 出 放 BNRINIKI 
SBC HL, BC EID 。 42 
HALT 76 


さて 、16 ビ ッ ト の 減算 の 仕方 が わか っ た と ころ で 、 但 を 画面 の 下 か ら 上 に 向 
け て 表示 する こと に し ます 。 


@ を 画面 の 下 か ら 上 に 向け て 表示 する 





候 を 画面 の 下 か ら 上 に 向け て 表示 する と き 、 な ぜ 、16 ビ ッ ト の 減算 を 使う の 
か と いう と 、 人 を 画面 の 上 か ら 下 に 向け て 表示 する 場合 と 逆 だ か ら で す 。 つま 
り 、 巻 末 に 示し た VRAM の メモ リ 番 地表 を 見 る と わか る よう に 、 但 を 表示 させ 
る VRAM の メモ リ 番 地 が 、 画 面 の 上 に いく に し た が っ て 、 小 さく な っ て いく か 
ら で す 。 ま た 、VRAM の メモ リ 番 地 が FB20H と いう よう に 16 ビ ッ ト (2 バ 
イト ) だ か ら で す 。 

た と えば 、 最 初 の 蘭 を 画面 の 下 の メ モリ 番地 F B20H に 表示 し た と し ます 。 
つぎ に その 真 上 の 位置 、 つ まり メモ リ 番 地 FAA8H に 旬 を 表示 する に は 、 つ 
ぎの 図 に 示す よう に 、 最初 に 倫 を 表示 し た メモ リ 番 地 FB20H か ら 120 (80 番 
地 十 40 番 地 三 120 ) を 引か な いと 、2 個 目 の 価 を 表示 する メモ リ 番 地 FAASH 
を 指定 する こと が で きま せん 。 


156 


画面 の 下がら 上 に 向け て 急 を 表示 





AR 40 番 地 十 50 番 地 = ニ 720 番地 AE 

80 番 地 一 一 ーーーーーーーー 40 番 地 
アァ 一 上 AA6 月 0 Ii 
キーーーーーーーーー 一 ⑱ ニ ーーーーーーーー 一 em ーーーーーーーーー 十 
キー ニーーーーーーーーー ⑱ 一 一 ーーーーーーー 一 キーーーーーーーーーー 一 二 
= ニー ニーーーーーー ニ テ 

40 へ FB20H 


そこ で 、16 ビ ッ ト の 減算 が 必要 に な る の で す 。 

で は 、 プ ログ ラム を 作り ます 。 ま ず 、LD 命 令 で 、 画 面 に 表示 する 葵 の キャ 
ラク タコ ー ド ECH を 、A レ ジス タ に 代入 し ます 。 
LD A,。 ECH @ の キャ ラク タコ ー ド EC 有 HH を A レ ジス タ に 代入 

この 場合 は 、 雪 を 画面 の 下 か ら 上 に 向け て 表示 し て いき ます か ら 、1 個 目 の 
借 を 表示 する VRAM の メモ リ 番 地 FB20H を 、LD 命 令 で HL レジ スタ に 代 
入 し ます 。 

LD HL,FB20H メモ リ 番 地 FB20H を H し レジ スタ に 代入 

139 頁 で 、 ベ ー シ ッ ク の FOR 一 NEXT 命 令 と お な じ よ うに 、 繰 り 返 え し 処理 
する DJNZ 命 令 に つい て 説明 し まし た 。 こ の DJNZ 命 令 は 、Z 一 80CPU に 追加 
され た Zー80CPU 特 有 の 命令 で 、 非 常に 便利 な 命令 で す 。 こ の DJNZ 命 令 を 使 
うと 、 プ ログ ラム が 非常 に 短 く な り ま すか ら 、 こ こ で も 、 こ の DJNZ 命 令 を 使 
いま す 。 

140 頁 で 説明 し た よう に 、 DJNZ 命 令 で 繰り 返 え し 処理 を する 場合 、 繰り 返 え 
す 回 数 は 、B レ ジス タ に セッ ト し ます 。 

つま り 、 画 面 の 下 か ら 上 に 向け て 17 個 の 氏 を 表示 させ る と し た ら 、B レ ジス 
タ に 17 を セッ ト す る わけ で す 。 

17 は 10 進 数 で すか ら 、 そ の まま は 使う こと が で きま せん 。17 を 16 進 数 に な お 
す と 、1 1 H で す 。 こ の 1 1H を LD 命 令 を 使っ て 、B レ ジス タ に セッ ト 、 つ 
まり 代入 し ます 。 

LD B, 11H 繰り 返 え す 回 数 77 を B レ ジス タ に 代入 

繰り 返 え す 回 数 を B レ ジス タ に 代入 し た ら 、 繰 り 返 え し 処理 する 命令 を 並べ 
て いき ます 。 こ の 場合 は 、 ま ず 免 を 表示 する 命令 で す 。 但 を 画面 に 表示 する に 
は 、VRAM の メモ リ 番 地 を 指定 し て 、 そ こ に A レ ジス タ に 代入 し た キャ ラク タ 
コー ド ECH を 、LD 命 令 で 代入 し て や れ ば よい の で す 。 こ の 画面 表示 の 命令 は 、 
つぎ の よう 世 な り ま す 。 

LD (HL)。 A 
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に 1 = (9 8 旨 =| 間 ア ホン シセ み / ン レル 1 < 





137 頁 で 、 複 数 個 の キャ ラク タ を 画面 に 表示 し て いく と き 、 ま ず 、DEC 命 令 
を 2 回 実行 させ て 、HL し レジ スタ に 記憶 され て いる 内 容 か ら 2 を 引き まし た 。 
そし て 、 そ の 値 を 

LD (HL), A 

の カッ コ の な か の HL に 送っ て 、 カ ッ コ の な か の HL の 値 を 変化 させ て 、 キ 
ャ ラク タ を 表示 し まし た 。 こ の よう に 、HTL レ ジス タ か ら 1 と か 2 と か の 小さ 
い 数 を 引く よう な と き に は 、DEC 命 令 を 使っ た ほう が よい の で す 。 

この 場合 は 、 さ き に 説明 し た よう に 、HL レ ジス タ の 内 容 か ら 120 と いう 大 き 
隊 了 。 BB5 谷 を が うわ 1 で 人 の 手合 の 纏 

メモ リ 番 地 一 120 

で す 。 こ の 減算 を 行う に は 、 さ き に 説明 し た よう に 、 そ れ ぞ れ の 値 を 16 ビ ッ 
ト の レジ スタ に 代入 し な けれ ば な り ま せん 。 

メモ リ 番 地 は 引か れる 数 な の で 、HL レ ジス タ に 代入 し ます 。120 は 引く 数 な 
の で 、BC、DE と いう レジ スタ に 代入 し ます 。 

引か れる 数 で ある メモ リ 番 地 は 、 す で に 2 行 目 で HL レジ スタ に 代入 し て い 
ます か ら 、 新 た に HL レジ スタ に 代入 する 必要 は な いわ け で す 。 し た が っ て 、 
引く 数 で ある 120 を BC か DE レジ スタ に 代入 し ます 。 こ こ で は 120 を DE レジ 

タ に 代入 する こと に し ます 。 も ちろ ん 、120 は 10 進 数 で すか ら 、 そ の まま で は 
DE レジ スタ に 代入 する こと は で きま せん 。120 を 16 進 数 に な お す と 、 
120=78H 

と な り ま す 。 7 8H は 、8 ビ ッ ト (1 バイト) の 数 で すか ら 、 こ の まま で は 
だ めで す 。 7 8H に 00 を つけ て 、 

78H=0078H 7 8H に OO を つけ て 76 ピ ビッ ト に する 
16 ビ ッ ト の 数 に し て 、DE レ ジス タ に 代入 し ます 。 
に D DE。0078H 720 を DE レジ スタ に 代入 

メモ リ 番 地 か ら 引 く 数 120 を DE レジ スタ に 代入 し た ら 、 HL レジ スタ の メモ 

リ 番 地 か ら DE レ ジス タ の 120 を 、SBC 命 令 で 引き ます 。 
SBC HL, DE SBO 命 久 で 引く 

SBC 命 令 が 実行 され て 減算 され た 結果 の 値 は 、HL レ ジス タ に 記憶 され ます 。 

つま り 、2 行 目 で HL レジ スタ に 代入 し た メモ リ 番 地 FB20H か ら 、DE レ 
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画面 の 下 か ガ ら 上 に 向け て 島 を 表示 


ジス タ に 代入 し た 0078H を 引い た と する と 、 

FB20H 一 0078H= ニ FAA8H 

減算 され た 結果 の FAASH は 、HL レ ジス タ に 記憶 され る と いう わけ で す 。 
ここ で 、 参 考 の た め に 、 巻末 に 示し た VRAM の メモ リ 番 地表 を みて くだ さい 。 
SBC 命 令 で 算出 され た FAA8SH が 、2 行 目 で HL に 代入 し た メモ リ 番 地 FB 
2 0 H の 真 上 に ある こと が わか る と 思い ます 。 

さて 、SBC 命 令 で 算出 され た 値 を 、LD (HL), A の カッ コ の な か の HL に 
送っ て 、 そ の 位置 に 但 を 表示 させ ます 。 

この こと を 、B レ ジス タ に セッ ト し た 17 回 繰り 返 え させ ます 。 そ うす る こと 
で 佑 を 画面 の 下 か ら 上 に 向け て 表示 させ て いく こと が で きま す 。 と ころ で 、 こ 
の こと を 17 回 繰り 返 え させ る た め に は 、DJNZ 命 令 で 、 繰 り 返 え し 処理 する 最 
初 の 命令 LD (HL), A が 記憶 され て いる メモ リ 番 地 に 戻し ます 。 


DJNZ 命 令 で 戻る メモ リ 番 地 の 指 定 


DJNZ 命 令 で 繰り 返 え し 処理 を する に は 、 繰 り 返 え し 処理 を する 最初 の 命令 
が 記憶 され て いる 、 メ モリ 番地 に 戻さ な けれ ば な り ま せん 。 こ の 場合 は 、LD 
(HL ), A が 記憶 され て いる メモ リ 番 地 で す 。 

た だ し 、DJNZ 命 令 の 場合 、 繰 り 返 え し 処理 の た め に 戻す メモ リ 番 地 の 指 定 
は 、2 バイ ト の メモ リ 番 地 を 直接 指定 する 絶対 アド レス 指定 で は な く 、1 バイ 
ト で 指定 する 相対 アド レス 指定 で す ( 145 頁 参照 )。 

し た が っ て 、 プ ログ ラム を メモ リ 上 に 割り 当て て お か な いと 、DJNZ 命 令 で 
戻る メモ リ 番 地 の 指定 が で きま せん か ら 、 こ れ ま で 説明 し て きた プロ グラ ム を 
DO000 番 地 か ら 割 り 当 て る こと に し ます 。 

LD A, ECH 
LD HL,FB20H 
LD B, 11H 
LD DE, 0078H 


LD (HL), A 
SBC HL, DE 
DJNZ DOOAH 
HALT 





DJNZ 命 令 で 、 繰 り 返 え し 処理 を する 最初 の 命令 LD (HL), A は 、 上 か ら 
5 行 目 に あり ます 。 マ シン 語 に な お す と 、7 7 で す 。 こ の 命令 を 記憶 させ る メ 

モリ 番地 は DO00AH で す 。 し た が っ て 、 ア セン ブリ 言語 に は 、 下 か ら 2 行 目 
に 示さ れ て いる よう に 

DJNZ DO0AH 

と 、 直 接 2 バイ ト の メモ リ 番 地 を 書き ます が 、 マ シン 語 の ほう に は 、 こ の よ 
うに 、 直 接 2 バイ ト の メモ リ 番 地 を 書く わけ に は いき ませ ん 。 

DJNZ 命 令 の マシ ン 語 は 、10 e 一 2 で す 。 

10 e 一 2 の e 一 2 の と ころ は 、 1 バイ ト の メモ リ 番 地 で 指定 する 相対 アド 
レス 指定 で す 。 つ まり 、e 一 2 の メモ リ 番 地 か ら 、 何 バイ ト 先 の メモ リ 番 地 ま 
で 戻れ と いう 指定 の 仕方 で す 。 

この 場合 、e 一 2 も 数 えま す 。 し た が っ て 右 の 
よう に 、 マ シン 語 を 逆 に 数 えて いき ます 。 7 7 は 


e 一 2 か ら 数 えて 一 5 バイ ト 先 に あり ます 。 そ こ e 一 2 暫 
で 、1 0 の あと に ある se 一 2 の と ころ に 、 一 5 を 和 + ィ 
書き ます 。 も ちろ ん 、 一 5 は 10 進 数 で すか ら 、 そ 6 
の まま 書く わけ に は いき ませ ん 。 これ を 16 進 数 に フフ _5 


な お し ます 。 若 末 に 示し た 待 号 つき 16 進 数 表 を み 
る と 、 一 5 テニ FBH と な り ま すか ら 、 
10 FB< e-2 の と ころ に F 昌 月 を 書 ぐ 
と な り ま す 。159 頁 の プロ グラ ム の 下 か ら 2 行 目 が 、 そ れ で す 。 な ぜ 、 こ の よ 
うに 数 えて 指定 する 理由 は 145 頁 で 説明 し て いま すか ら 参 照 し て くだ さい 。 








160 


画面 の 下 か ひら 上 に 向け て 島 を 表示 

DJNZ 命 令 は 、B レ ジス タ に 代入 し た 値 だ け 指定 し た メモ リ 番 地 に ジャ ンプ 
し て 、 繰 り 返 え し 処理 を 行い ます 。 こ の 場合 は 、1 1 H (10 進 数 で 17) を 代入 
し まし た か ら 、17 回 繰り 返 え し て 、 つ ぎの 実行 結果 に 示す よう に 旬 を 画面 の 下 
か ら 上 に 向け て 表示 し て いき ます 。 

B レ ジス タ に 代入 し た 値 が 0 に な る と 、DJNZ 命 令 に よる 繰り 返 え し は 中 止 
され て 、 つ ぎの メモ リ 番 地 に 記憶 され て いる 命令 を 実行 し ます 。 こ の 場合 は D 
00FH 番 地 の HALT 命 令 で す 。 HALT 命 令 は 、 END と お な じ で す 。HALT 命 
令 に つい て は 154 真 を 参照 し て くだ さい 。 

さて これ で 堪 を 下 か ら 上 に 向け て 画面 に 表示 し て いく マシ ン 語 の プロ グラ ム 
が で きま し た 。 実 行 さ せ て みる と わか り ま す が 、 高 速 で 処理 され る の で 、 た だ 
得 で 線 が 描か れる よう に 見 えま す が 、 キ ャ ラク タ を 下 か ら 上 に 向け て 移動 させ 
る と き は 、 こ の プロ グラ ム の 方 法 で 行い ます 。 

で は つぎ に 、 こ の プロ グラ ム の ダン プリ スト と 、 実 行 結果 を 示し ます 。 











DO00 SE EP 21 20PB 08 科 11 ダン プリ スト 
DOGOB 7 0Q 77 ED 52 10 FB 76 

















Oh 
事 量 DD 旭 9 旨 ーー 実行 命 久 


間 間 PTE た 間 間 FREE た 間 『 ほ 理 間 [GT 
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CALL 命 令 で モニ タ サ プ ブルー チ ン を 呼ぶ 


ベー シッ ク で キャ ラク タ を 表示 する と き は 、WIDTH 命 令 で 画面 設定 を 行い 





ます 。 
WIDTH 80, 25・ 横 80 桁 、 縦 25 行 の 画面 設定 
WIDTH 40, 25 一 一 一 一 一 横 40 折 、 縦 25 行 の 画面 設定 
マシ ン 語 で は 、 ベ ー シ ッ ク の WIDTH 命 令 の よう な 便利 な 命令 は あり ませ ん 。 
し た が っ て 画面 設定 を 行う と き は 、 つ ぎ に 示 す よ うに ダイ レク トモ ー ド で 、 
WIDTH 80, 25 
ダイ レク トモ ー ド で 入力 し て も よい 
WIDTH 40, 25 
と 入力 し て 、 [RET | キー を 叩い て 画面 設定 を する か 、 ま た CALL 命 令 を 使っ 
て 、 モ ニタ サブ ルー チン を 呼び 出し て 、 画面 設定 を 行い ます 。 
CALL 命 令 は 、 つ ぎの よう な 形 を し て いま す 。 





CALL < メモ リ 番 地 > 


この CALL 命 令 は 、 マ シン 語 で サブ ルー チン の ある プロ グラ ム を 作っ た と き 
も 、 メ イン ルー チン か ら サ ブルー チ ン を 呼び 出す た め に 使い ます 。 ベ ー シ ッ ク 
の GOSUB 一 RETURN 命 令 の GOSUB 命 令 で す 。 

画面 設定 を 行う 場合 、CALL 命 令 の あと の メモ リ 番 地 に は 、093AH を 書 
きま す 。 こ の メモ リ 番 地 に 、 画 面 設定 を 行う モニ タ サ ブル ー チ ン が 記憶 され て 
いま す 。 メ モリ 番地 093AH は 、ROM に ふら れ て いる メモ リ 番 地 で ある こと 
は お わか り で し ょ う 。 つ まり CALL 命 令 で 、 パ ソコ ン に 内 蔵 さ きれ て いる マシ ン 
語 を 利用 する わけ で す 。 パソ コン に 内 蔵 さ きれ て いる マシ ン 語 を 利用 する と 、 非 

に 便利 な こと も あり ます か ら 、 パ ソコ ン に 内 蔵 さ れ て いる マシ ン 語 の 利用 方 
法 を お ぼ え る と 役に立ち ます 。 

さて 、 つ ぎ に 示 す よ うに 、 

CALL 093AH 
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画面 設定 の 仕 亡 
CALL 命 令 の あと に 、 メ モリ 番地 093AH を 書い た だ け で は 、 画 面 設定 は 
行わ れ ま せん 。 


B レ ジス タ と C レ ジス タ に 値 を セッ ト 





まず 、 最 初 に B レ ジス タ と C レ ジス タ に 値 を セッ ト し ます 。 B レ ジス タ に は 
桁 数 を セッ ト し ます 。C レ ジス タ に は 行 数 を セッ ト し ます 。 
B レジ スタ ニー 桁 数 
C レ ジス タニ 行 数 
で は 、 横 80 桁 、 縦 25 行 の 画面 設定 を 行っ て みる こと に し ます 。 
10 進 数 の 8 0 は 、16 進 数 で は 5 0 H、10 進 数 の 2 5 は 、16 進 数 で は 19H で 
す 。 し た が っ て 、 こ の 値 を し D 命 令 で B レ ジス タ と C レ ジス タ に 代入 し ます 。 








LD B, 50H- 70 進数 の 80 を 入力 

LD C, 19H- 70 進数 の 25 を 入力 
そし て 、CALL 命 令 で 、 画 面 設定 の モニ タ サ ブル ー チ ン の メモ リ 番 地 093 
AH を 呼び 出し ます 。 


CALL 093AH 

これ で 画面 は 横 80 桁 、 縦 25 行 に 設定 で きま す が 、 こ れ だ け で 実行 させ る と 画 
面 は 横 80 桁 、 縦 25 行 表示 に 設定 され ます が 、 エ ラー に な り ま す 。 マ シン 語 の プ 
ログ ラム の 最後 に は 、HALT か 、 そ れ に 類する 命令 を 置か な けれ ば な り ま せん 。 
ひと まず JP 命令 で 、 マ シン 語 の コマ ンド を 受け つけ る モニ タ に 、 ジ ャ ンプ さ 
せる こと に し ます 。 

JP 5C66H 

で は 、 ア セン ブル で す 。 


アセ シリ 
LD B, 50H 
LD C, 19H 
CALL 093AH 
JP 5C66H 





な に か の プロ グラ ム の まえ に 、 画 面 設定 の プロ グラ ム を 置く と き は 、 最後 に 
ある JP 5C66 は 4 行 目 か ら 取 っ て 、 プ ログ ラム の 最後 に つけ ます 。 
で は 159 頁 に 示し て ある 免 を 画面 の 下 か ら 上 に 向け て 表示 し て いく プロ グラ ム 
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と 組み 合せ て 実行 させ て みる こと に し ます 。 こ の プロ グラ ム の 場合 、 最 後 は 
HALT 命 令 を 使っ て いま す 。 

画面 設定 の プロ グラ ム は 、 メ モリ 番地 AO000 か ら 入 力 し て いく こと に し ま 
す 。 雪 を 画面 の 下 か ら 上 に 向け て 表示 し て いく プロ グラ ム は 、 メ モリ 番地 AO0 
10H か ら 入 力 し ます 。 

つぎ に 、 こ の プロ グラ ム の ダン プリ スト を 示し ます 。 











さ 馬 ロ 9FF ダン プリ スト 


AO00 06 50 C 
00B FF FF FT 記 
AQ10 3E EE 全 か 11 8 は} 
A018 7B 00 7: ec 10FE 76 








つき ぎ に 実 行 結果 を 示し ます 。 


CAL」 0988A 朋 で 画面 設定 を 80X25 
モー ド に し て の 実行 結果 





な お 、 メ モリ 番地 093AH の モニ タ サ ブル ー チ ン は 、PCー8001、PC 一 
8001MKII 、PC 一 8801・MKII (N 一 BASIC モ ー ド ) ・MKIISR (N 一 BASIC モ 
ー ド ) の も の で す 。 ほ か の 機種 の 場合 は 、、 モ ニタ サブ ルー チン の メモ リ 番 地 を 
確認 し て 、 そ の メモ リ 番 地 を CALL し て くだ さい 。 
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まえ に 表示 し た キャ ラク タ を 消す に は XOR A 


さて 109 す 頁 か ら 164 貞 まで で 、 い ろ い ろ な マシ ン 語 の 命令 を 使っ て キャ ラク タ 
を 画面 に 表示 し まし た 。 こ こ で は 、 キ ャ ラク タ の 移動 を 取り あげ て 説明 する こ 
と に し ます 。 画 面 の 下 か ら 上 へ の キャ ラク タ の 移動 で す 。 

ベー シッ ク で 、 キ ャ ラク タ を 移動 させ る 方 法 は 知っ て いる と 思い ます 。 

キャ ラク タ を 表示 する 
キャ ラク タ が 表示 され て いる 位置 に 空白 を 表示 し て 消す 

これ の 繰り 返 え し で す 。 マ シン 語 の 場合 も お な じ で す 。 

画面 の 下 か ら 上 へ キャ ラク タ を 表示 する 方 法 は 155 頁 で 説明 し た 方 法 で す 。 こ 
の 方 法 に 、 表 示し た キャ ラク タ を 消す 命令 が 追加 され る だ け で す 。 

追加 する 命令 は 、XOR 命 令 と いっ て 、 つ ぎの よう な 形 を し て いま す 。 


XOR X メ 


この XOR は 、 排 他 的 論理 和 を 計算 する 命令 で す 。 XOR の あと に ある ※ の と こ 
ろ に は 、 つ ぎ に 示 す よ うに 、A か らし まで の レジ スタ を 置き ます 。 
メ =A、B、C、D、E、H、L 
計算 する と いう 場合 、 あ る レジ スタ の 内 容 と 、 あ る レジ スタ の 内 容 と の 間 で 
行う も の と 考え る の が ふつ う で す が 、XOR の あと に は 、 レ ジス タ を 置く く が ひ 
と つ し か あり ませ ん 。 実 は XOR 命 令 は 、 
A レジ スタ の 内 容 
メ に 置か れ た レジ スタ の 内 容 
と の 間 で 計算 が 行わ れる と 決ま っ て いる か ら で す 。 た と えば 、 
XOR B 
と X に B レ ジス タ を 置く と 、A レ ジス タ の 内 容 と B レ ジス タ の 内 容 と の 間 で 
計算 が 行わ れ ま す 。 そし て 、 計 算 さ れ た 結果 は 、A レ ジス タ に 記憶 され て 残り 
ます 。 
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で は 、 ど ん な 計算 を 行う の で し ょ うか 。 ま ず 、 真 理 値 家 を 示し ます 。 


0 と 0 の と き は 、0 に な る 


1 と 0 の と き は 、 1 に な る 


1 と 1 の と き は 、0 に な る 





さて 、A レ ジス タ の 内 容 が 25H、B レ ジス タ の 内 容 が 43H と し ます 。 す 

る と XOR 命 令 は 、 つ ぎの よう な 計算 を 行い ます 。 
25H 立 43H 

ず の 記号 は 、 排 他 的 論理 和 を 表わす 記号 で す 。 も ちろ ん 、25H と 43H は 

16 進 数 で すか ら 、 計 算 は つぎ の よう に 2 進数 に 変換 され て 行わ れ ま す 。 
25H ロ ーーー0010 0101 
43H ロ ーーー0100 0011 

一 番 右 端 は 、 両 方 と も 1 で すか ら 、 


1 ぜ せ 1 =0 
と な り ま す 。 真理 値 家 を みて くだ さい 。 そ うな っ て いま す 。 つ ぎ は 、0 と 1 
で すか ら 、 
0 ぜ せ 1 =1 


と な り ま す 。 こ の 計算 を 、 ビ ッ ト ご と に 順に 左 へ 行っ て いく と 、 





25'H 0010 0101 
XOR 
3 ユーーrrmesrs95NN0O 0011 


9 明 風 硬 0 0110 





66H 


ケイ の 下 に 、01100 1 10 と いう 2 進数 が 求め られ ます 。 こ の 2 進数 を 
16 進 数 に 変換 する と 66H と な り ま す 。 

これ が 、 排 他 的 論理 和 と いう 計算 の 仕方 で す 。 こ の よう な こと が 、 何 に 役 立 
つの か と 考え る か も 知れ ませ ん 。 ここ で 大 切な こと は 、0 と 0 が 0、1 と 1 が 
0 に な る と ゆう こと で す 。 
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画面 の 下 か ら 上 に 向け て キヤ ラフ を 移動 する 


XOR A で 、 空 白 の キャ ラク タコ ー ド を 作る 


XOR X の X の と ころ に 、 さ き に 示し た よう に 、A レ ジス タ を も 置く こと が 
で き ます 
XOR A 
する と 、 ど うな る で し ょ うか 。 
A レジ スタ の 内 容 
A レジスタ の 内 容 
と の 間 で 、 排 他 的 論理 和 の 計算 が 行わ れる こと に な り ま す 。 
た と えば 、A レ ジス タ に ECH を 代入 し た と し ます 。 ECH は 、 電 の キャ ラク タ 


コー ド で す 。 
LD A, ECH- ECH を A レ ジス タ に 代入 
XOR A・- 排他 的 論理 和 の 計算 を 行う 


する と 、 さ き の よ うな 計算 が 行わ れ ま す 。 


ECH 中 0 1100 
XOR 
ECH 市 憶 旧 0 順 旧 00 


0000 0000 


ケイ の 下 に 、00000000 と いう 2 進数 が 求め られ まし た 。 こ の 2 進数 

を 16 進 数 に 変換 する と 、00H で す 。 こ の 00H は A レ ジス タ に 記憶 され て 残 
り ま す 。 ベー シッ ク で プロ グラ ム を 組ん だ こと が ある 人 な ら 、 こ の 00H が 何 
で ある か わか る と 思い ます が 、 こ の 0 0 H は 、 空 白 の キャ ラク タコ ー ド な の で 
す 。 し た た が っ て 、 











LD (HL), A・* キャ ラク タタ を 表示 
XOR A 空白 の キャ ラク タコ ー ド を 算出 し て ヘレ ジス タ に 記憶 
LD (HL), A・ 空白 を 表示 


と すれ ば 、 キ ャ ラク タ が 画面 に 表示 され 、 つ ぎ に 空 白 が 表示 され て 、 表 示し 
た キャ ラク タ を 消す 、 と いう こと が 行わ れる の で す 。 

この こと を 、 繰 り 返 え し の 命令 DJNZ を 使っ て 繰り 返 え す と 、 キ ャ ラク タ の 
移動 が D 行 われ る と いう わけ で す 。 
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信 を 画面 の 下 か ら 上 へ 移動 する 


で は 、 介 を 画面 の 下 か ら 上 に 向け て 移動 する プロ グラ ム を 作り ます 。 
ここ で は 、 画 面 設 定 を 変更 し て 、 横 40 桁 、 縦 25 行 表示 に し ます 。 画面 の 下 の 

ファ ンク ショ ン キ ー の 内 容 表 示 も 消し ます 。 

画面 設定 の 変更 は ダイ レク トモ ー ド で つぎ の よう に 入力 し て 行い ます 。 
WIDTH 40, 25 
CONSOLE ,, 0 


DJNZ 命 令 で 戻す と ころ は LD A, ECH 


@ を 移動 する と き に 注意 する こと は 、DJNZ 命 令 で 繰り 返 え し 処理 を する 最 
初 の 命令 を 、 
LD  A, ECH 一 @ の キャ ラク タコ ー ド を 代入 
に する と いう こと で す 。 な ぜ な ら 、 表示 し た 氏 を 消す た め に 、 XOR 命 令 を 使 
っ て 、A レ ジス タ の 内 容 を 0 0H に し て し まう た め 、 繰 り 返 え し LD 命 令 で A 
レジ スタ に ECH を 代入 し な いと 、 介 が 表示 され て いか な い 、 と いう こと に な る 
か ら で す 。 . 
この よう に 、DJNZ 命 令 で 繰り 返 えす 最初 の 命令 を LD A, ECH に する こと 
か ら 、 こ の プロ グラ ム で は 、 ま ず 、⑱ を 表示 する VRAM の メモ リ 季 地 を H レ 
ジス タ に 代入 する こと か ら は じ め ま す 。 
この 場合 、 ダ イレ クト モー ド で 、 画 面 設定 を 変更 し ます か ら 、 画 面 の 一 番 下 
の VRAM の メモ リ 番 地 を 使う こと が で きま す 。 画 面 の 真中 で 、 画面 の 一 番 下 の 
メモ リ 番 地 は FE68H で すか ら 、 こ の メモ リ 番 地 を 、LD 命 令 で HL レジ ス 
タ に 代入 し ます 。 
LD HL, FE68H- @ を 表示 する メモ リ 番 地 を 代入 
つぎ は 、DJNZ 命 令 で 、 繰 り 返 えす 回 数 を B レ ジス タ に セッ ト し ます 。 画 面 
の 一 番 下 か ら 画 面 の 一 番 上 まで は 25 行 で すか ら 、25 回 繰り 返 え せ ば よい と いう 
こと に な り ま す 。10 進 数 の 2 5 は 、16 進 数 で 1 9H で す 。 そ こ で 、LD 命 令 で 
B レ ジス タ に 19H を 代入 し ます 。 
LD BB, 19H- ー DJNZ 命 金 で 繰り 返 えす 回 数 を 代入 
この あと に 、DJNZ 命 令 で 繰り 返 え す 命 令 を 並べ て いき ます 。 ま ず 、 表 示す 
る 借 の キャ ラク タコ ー ド ECH を 、 YWE 
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画面 の 下 か ひら 上 に 向け て キヤ ラフ を 秘 動 する 
LD A, ECHー @ の キャ ラク タコ ー ド EC 月 を 代入 
つぎ は 、 旬 の 表示 で す 。ECH は A レ ジス タ に 代入 し て いま すか ら 、 そ れ を 
VRAM の メモ リ 番 地 を 指定 する HL レジ スタ に 、LD 命 令 で 代入 し ます 。 
LD (HL), Aー @ を 表示 する 


XOR A で 、00 昌 を 算出 する 


さて 、A レ ジス タ の ECH を 、HL レ ジス タ に 代入 し て 欠 を 表示 し た ら 、 つ ぎ 
は 、 表 示し た 但 を 消す た め に 00H を 算出 し ます 。 0 0H の 算出 は 、 さ き に 説 
明 し た よう に 、 

XOR A- 空白 の キャ ラク タコ ー ド 0O0 月 を 算出 

で す 。XOR 命 令 で 算出 し た 0 0H は 、A レ ジス タ に 記憶 され て いま す 。 し た 
が っ て 、 表 示し た 但 を 消す た め に 、A レ ジス タ の 00H を 、LD 命 令 で HL レ 
ジス タ に 代入 し て 表示 し ます 。 

LD (HL), A- 空白 を 表示 

この 場合 の HL レジ スタ の 内 容 、 つ まり メモ リ 番 地 は 変化 し て いま せん か ら 、 
代 を 表示 し た メモ リ 番 地 と お な じ メ モリ 番地 に 0 0H が 表示 され て 、 表 示さ れ 
て いる 旬 が 消さ れ ま す 。 


SBC 命 令 で 、 つ き に 表示 する メモ リ 番 地 を 算出 


A レ ジス タ の 00H を 表示 し て 、 表 示し て いる 免 を 消し た ら 、 つ ぎ に 欠 を 表 
示す る メモ リ 番 地 を 計算 し て 出し ます 。 メ モリ 番地 は 16 ビ ッ ト (2 バイ ト ) で 
す 。 し た が っ て 、 計 算 は 16 ビ ッ ト の レジ スタ で 行い ます 。 つ まり 、 レ ジス タ ベ 
ア で す 。 こ の メモ リ 番 地 の 算 出 に つい て は 156 頁 を 参照 し て くだ さい 。 

さて 、 つ ぎ に 倫 を 表示 する た め の メ モリ 番地 を 計算 する た め に 、 ま ず 、LD 
命令 で 、120 を DE レジ スタ に 代入 し ます 。 120 は 10 進 数 で す 。16 進 数 で は 7 8 
H で す が 、8 ビッ ト の 数 と 16 ビ ッ ト の 数 の 計算 は で きま せん か ら 、78H に 0 
0H を つけ て 、0078H と いう 16 ビ ッ ト の 数 に し ます 。 し た が っ て 、007 
8H を 、LD 命 令 で DE レジ スタ に 代入 する こと に な り ま す 。 

LD DE, 0078H 76 ビ ッ ト の 数 に し て 代入 する 

0078H を DE レジ スタ に 代入 し た ら 、HL レジ スタ の 内 容 (メモ リ 番 地 ) 
か ら DE レ ジス タ の 内 容 (0078H・10 進 数 で 120) を 、 減 算 の 命令 SBC を 
使っ て 引き ます 。 
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SBC HL, DE~ ロレ ジス タ の 内 容 か ら D モ レジ スタ の 内 容 を 引く 


DJNZ 命 令 で 、 繰り 返 え し 処理 する た め に 戻す 





そし て 、 こ れ ま で 説明 し た 命令 を 繰り 返 え し 処理 する た め に 、DJNZ 命 令 を 
使い ます 。 
10 e-2・ DJNZ 命 充 の マシ ン 語 
DJNZ 命 令 の あと に ある e 一 2 に は 、 相 対 ア ドレ ス を 指定 し な けれ ば な り ま 
せん 。 し た が っ て 、 こ れ ま で 説明 し た 命令 を まとめ て 、 メ モリ 番地 を 割り 当て 
る こと に し ます 。 メ モリ 番地 DO000H か ら で す 。 


LD HL FEG6SH 
LD B, 19H 
LD DE 0078H 
LD A, ECH 
LD (HL),A 





XOR A 

LD (HL), A 
SBC HL, DE 
DJNZ DOOSH 
JP 5C66H 





さて 、DJNZ 命 令 で 、 繰 り 返 え し 処理 を する 最初 の 命令 LD A, ECH は 、 メ 

モリ 番地 DO008H に 記憶 され て いま す 。 し た が っ て 、 う え に 示 し た プロ グラ 
ム の 下 か ら 2 行 目 に 見 られ る よう に 、 ア セン ブリ 言語 の ほう に は 、 そ の メモ リ 
番地 D008H を その まま 書き ます が 、 マ シン 語 の ほう に は 、 そ の メモ リ 番 地 
を その まま 書く こと が で きま せん 。 な ぜ な ら 、1 バイ ト で 指定 する 相対 アド レ 
ス 指 定 だ か ら で す 。 この こと に つい て は 144 頁 で 説明 し て いる の で 、 そ の 頁 を 参 
照 し て くだ さい 。 

ここ で は 、10 e 一 2 の e 一 2 の と ころ に 、 





10 F7 相対 アド レス 
F 7 と あり ます 。 な ぜ F 7 と な っ て いる か と いう と 、 つ ぎの よう に e 一 2 の 
と ころ か ら 逆 に 、 一 1、 一 2 と 数 えて いく か ら で す 。 
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画面 の 下 か ひら 上 に 向け て キヤ ラク を 移動 する 


に co 后 l 7 7 9 
10 め EC 1 
5 少 1 3: 王 ca 
ED ー4 
7S7 寺 @) 
AF = 


この よう に 、e 一 2 の と ころ か ら 逆 に 数 えて いく と 、LD A, ECH 命 令 の 最 
初 の マシ ン 語 3E が 、 一 9 個 目 に ある こと が わか り ま す 。 そ の 一 9 を DJNZ 
命令 の e 一 2 の と ころ に 書く わけ で す 。 も ちろ ん 、 一 9 は 10 進 数 で すか ら 
巻末 に ある 符号 つき 16 進 数 表 を みて 、16 進 数 に な お し て 書き ます 。 

ー9=F7H ーー 9 は F7 朋 に な る 

DJNZ 命 令 の マシ ン 語 に F 7H を 指定 する と 、B レ ジス タ に セッ ト し た 回 数 
だ け 、F 7H の と ころ に 戻っ て 繰り 返 え し 処理 を 行い ます 。 

DJNZ 命 令 は 、 指 定 さ れ た メモ リ 番 地 に 戻る た びに 、B レ ジス タ の 内 容 か ら 
1 を 引い て いき ます 。 そし て 、B レ ジス タ の 内 容 が 0 に な る と 、 繰 り 返 え し を 
や め て 、 つ ぎの メモ リ 番 地 に 記憶 され て いる 命令 の 実行 に 移り ます 。 

この プロ グラ ム の 場合 は す JP 5C66H で すか ら 、JP 命 令 で メモ リ 番 地 
5C66H に ジャ ンプ し て 、 ふ た た び マ シン 語 の コマ ンド を 受け つけ る ※* 印 を 
表示 し ます 。 

これ で 、 画 面 の 下 か ら 上 に 向かっ て 免 を 移動 きせ る マシ ン 語 の プロ グラ ム が 
で き あ が り ま し た 。 残念 な こと に 、 こ の プロ グラ ム の 実行 結果 を 示す こと が で 
きま せん 。 

な ぜ な ら 、XOR AA 命令 で 算出 され る 0 0H で 、 画 面 に 表示 され た 坦 が 消さ 
れ て いく か ら で す 。 それ が 高速 に 行わ れる の で 、 画 面 で は 倫 の 移動 を 確認 する 
こと が で きま せん 。 も し 、 確 認 し た いと する な ら 、 ベ ー シ ッ ク の 命令 で 画面 い 
っ ぱい に 田 を 表示 し て お いて 、 そ の あと 、 プ ログ ラム を 実行 させ る と 、 電 が 通 
っ た と ころ が 抜け る の で 、 寺 が 下 か ら 上 に 移動 し て いっ た こと が 確認 で きま す 。 

な お 178 頁 で 、 命 令 の 実行 を 遅らせ る ウエ イト ・ ル ー プ に つい て 説明 し て いま 
す 。 こ の ウエ イト ・ ル ー プ を 使う と 、 そ れ ぞ れ の 命令 の 実行 を 遅らせ る こと が 
で きる の で 、 氏 の 移動 を 確認 する こと が で きる よう に な り ま す 。 
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165 頁 で 、 画 面 の 下 か ら 上 に 向け て 、 キ ャ ラク タ を 移動 し て いく 方 法 に つい て 
説明 し まし た 。 キャ ラク タ を 画面 の 下 か ら 上 に 向け て 移動 し て いく 場合 は 、 
LD (HL), A - 画面 に キャ ラク タ を 表示 
XOR A・ーーーーーーーーー 空 白 を 算出 
LD (HL), A 一 一 一 一 空白 を 表示 し て 、 キ ャ ラク 人 タ を 消す 
SBC HL, DE・ 引き 算 で 、 つ ぎ に 表 示す る メモ リ 番 地 を 算出 
これ ら の 命令 を 、DJNZ 命 令 で 、 必 要 な 回 数 だ け 繰 り 返 えさ せま し た 。 
画面 の 上 か ら 下 に 向け て キャ ラク タ を 移動 し て いく 方 法 も 、 画 面 の 下 か ら 上 
に 向け て キャ ラク タ を 移動 し て いく 方 法 と 、 さ し て 変わ る と ころ は あり ませ ん 。 
変わ る と ころ と いえ ば 、16 ビ ッ ト の 引き 人 算 の 命令 SBC が 、16 ビ ッ ト の 足し 算 の 
命令 ADD に 変わ る と いう こと だ け で す 。 ま ず 、 そ の こと を 知っ て も ら う た め に 、 
両方 の アセ ンプ ブリ 言語 の プロ グラ ム を 示し ます 。 


画面 の 下 か ら 上 へ の 移動 画面 の 上 か ら 下 へ の 移動 


LD HL, FE68H LD HL, メモ リ 番 地 
LD B, 19H LD B, 繰り 返 え す 回 数 
LD DE, 0078H LD DE, 0078H 
LD A, ECH LD A, キャ ラク タコ ー ド 
LD (HL), A LD (HL), A 








XOR A XOR A 

LD (HL), A LD (HL), A 
SBC HL, DE ADD HL, DE 
DJNZ DO08H DJNZ DO008H 
JP 5C66H JP 5C66H 





画面 の 上 か ら 下 に キャ ラク タ を 移動 する プロ グラ ム の 1 行 目 、2 行 目 、4 行 目 
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画面 の 上 がら 下 に 向け て キヤ ラク を 物 動 する 
で は 、 そ れ ぞ れ の レジ スタ に 代入 する 値 が 決ま っ て いな い の で 、 何 が 入る の か 
は 文字 で 示し まし た が 、 使 う 命 令 は 、 左 側 に 示し た プロ グラ ム と お な じ で す 。 

この ふた つの プロ グラ ム を 比べ て 見 る と 、 違う 点 は 、 さ き に 説明 し た SBC 命 
令 と 、ADD 命 令 の ひと つ だ け と いう こと が わか る と 思い ます 。 

も う ひ と つ 注 意 し て お いて も らい た いこ と は 、DJNZ 命 令 の あと の メモ リ 番 
地 が 、 両 方 も お な じ DO008H と な っ て いま す 。 ア セン ブリ 言語 で 書く と き 
は 、DJNZ 命 令 で 戻る メモ リ 番 地 を その まま 書く の で 、 お な じ メ モリ 番地 に な 
り ま す が 、 ア セン ブル する と き は 、 相 対 ア ドレ ス で 指定 する の で 、 お な じ に は 
な ら な いと いう こと で す 。 

画面 の 上 か ら 下 へ キャ ラク タ を 移動 する 方 法 に つい て 説明 し ます 。 


往 、 
画面 設定 を する 


画面 の 上 か ら 下 へ の キャ ラク タ の 移動 な の で 、 画 面 設 定 を 縦 25 行 表示 に 変更 
する こと に し ます 。 横 の 桁 数 は 40 の まま で す 。 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の 表示 も そ 
の まま に し て お きま す 。 こ の 画面 設定 を ベー シッ ク で 書く と 、 
WIDTH 40, 25 
と な り ま す が 、 こ れ を アセ ンプ ブリ 言語 で 書く と 、 つ ぎの よう に な り ま す 。 
LD B, 28H 一 ーーーーB レ ジス タ に 、 横 の 桁 数 40 を 代入 
LD C, 19H 一 一 ーーC レ ジス タ に 、 縦 の 行 数 25 を 代入 
CALL 093AH に 画面 設定 の モニ タ サ フル ー チ ン を 呼び 出す 
画面 設定 の 説明 は 162 頁 で 行っ て いま す の で 、 そ の 頁 を 参照 し て くだ さい 。 


VRAM の メモ リ 番 地 な ど を 決め る 


つぎ は 、 巻 末 に 示し た VRAM の メモ リ 番 地表 を みて 、 キ ャ ラク タ を 最初 に 表 
示す る メモ リ 番 地 を 決め ます 。 この 場合 は 、 画 面 の 真中 で 、 画 面 の 一 番 上 の メ 

モリ 番地 F328H を 選ぶ こと に し ます 。 選び出し た F328H を 、LD 命 令 
で HL レジ スタ に 代入 し ます 。 

LD HL, F328H ーーー メモ リ 番 地 を 代入 

画面 の 上 か ら 下 へ キャ ラク タ を 移動 する よう な と き は 、 繰 り 返 え し の 命令 D 
JNZ を 使っ て 、 キ ャ ラク タタ を 表示 し た り 、 キ ャ ラク タタ を 消し た りす る 命令 な ど 
を 繰り 返 え し 処理 させ ます 。 こ の DJNZ 命 令 を 使う と 、 プ ログ ラム が 非常 に 短 
く な る か ら で す 。 
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DJNZ 命 令 を 使う と き は 、 繰 り 返 え し 処理 する 回 数 を B レ ジス タ に 代入 する 
こと に な っ て いま す 。 繰り 返 え す 回 数 は 、 キ ャ ラク タ を どこ まで 移動 させ る か 
で 決め ます 。 画面 の 下 に は 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の 内 容 が 表示 され て いま すか 
ら 、 画 面 の 上 か ら 21 行 目 ま で 移動 させ る こと に し まし ょ う 。10 進 数 の 2 1 は 、 
16 進 数 で 1 5H で すか ら 、LD 命 令 で B レ ジス タ に 1 5H を 代入 し ます 。 

LD B, 15H~ 繰り 返 えす 回 数 を B レ ジス タ に 代入 

画面 設定 の と ころ で 、B レ ジス タ に 28H を 代入 し まし た 。 こ こ で 、B レ ジ 
スタ に 15H を 代入 し て いま す 。LD B, 1 5H が 実行 され る と 、B レ ジス タ 
の 内 容 は 新た に 代入 し た 値 、 つ まり 15H に な り ま す 。 レ ジス タ も 、 ベ ー シ ッ 
ク の 変数 と お な じ 働 き で す 。 こ の こと を 、 お ぼ え て お いて くだ さい 。 


レル ルス た を ) レベ 


さて つぎ は 、 表 示す る キャ ラク タ は と し ます 。 の キャ ラク タコ ー ド は 2 
7 HH です から 、27H を LD 命 令 で A レ ジス タ に 代入 し ます 。 
LD A, 27Hー の キャ ラク タコ ー ド 2 7 月 を 代入 
A レ ジス タ に 27H を 代入 し た ら 、A レ ジス タ の 内 容 2 7 H の 表示 で す 。 表 
示 は A レ ジス タ の 内 容 を LD 命 令 で 、VRAM の メモ リ 番 地 を 指定 する HL レジ 
スタ に 代入 すれ ば よい の で すか ら 、 つ ぎの よう に な り ま す 。 
LD (HL), A 一 マ を 表示 
キャ ラク タ を 表示 し た ら 、 そ の キャ ラク タ を 消し ます 。 キャ ラク タ を 消す に 
は 、 空 白 の キャ ラク タコ ー ド が 必要 で す 。 空白 の キャ ラク タコ ー ド を 作り 出す 
の が 、XOR A 命 令 で す 。 こ こ で 大 切な こと は 、XOR の あと に A を 置く と いう 
こと で す 。XOR A と する と 、A レ ジス タ の 内 容 同士 で 排他 的 論理 和 を 求め る 
計算 を 行い ます 。 こ の こと に つい て は 、167 頁 を 参照 し て くだ さい 。 
A レ ジス タ に 代入 し た キャ ラク タコ ー ド は 27H で し た 。 し た が っ て 、 


27H 0010 引 ま 
XOR 
27H 0010 9 才 剛 剛 


0000 0000 
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画面 の 上 ひら 下 に 向け て キヤ ラフ を 移動 する 
と な っ て 、2 進数 の 00000000 が 求め られ ます 。 こ の 結果 は 、A レ ジ 
スタ に 記憶 され ます 。 2 進数 の 00000000 を 16 進 数 に な お す と 、00H 
で す 。 し た が っ て 、A レ ジス タ に 空白 の キャ ラク タコ ー ド 00H を 代入 し た こ 
ど と 。 お な と と に な る の で す 。 
この よう に 、XOR A 命 令 に よっ て 0 0 H が 算出 され て 、A レ ジス タ は 00 
H に な っ て いま すか ら 、 表 示さ れ て いる キャ ラク タ を 消す た め に 、A レ ジス タ 
の 内 容 を 、LD 命 令 で HL レジ スタ に 代入 し て 表示 し ます 。 
LD (HL), A 一 空白 を 表示 


キャ ラク タ を 表示 する メモ リ 番 地 の 計 算 


最初 の キャ ラク タ は 、VRAM の メモ リ 番 地 F 328H に 表示 し まし た 。 上 か 
ら 下 に キャ ラク タ を 移動 し て いく に は 、 つ ぎの キャ ラク タ は メモ リ 番 地 F32 
8H の 真下 に ある 、 メ モリ 番地 F3A0H に 表示 し な けれ ば な り ま せん 。 

そこ で HL レジ スタ の 内 容 (メモ リ 番 地 ) に 120 を 足し ます 。 な ぜ 120 を 足す 
の か に つい て は 149 頁 を 参照 し て くだ さい 。 

120 は 10 進 数 で すか ら 、16 進 数 に な お し ます 。16 進 数 で は 7 8H で す 。 

メモ リ 番 地 は F328H と いう よう に 、16 ビ ッ ト ( 2 バ イト) の 数 で す 。 7 8 
H は 、8 ビ ッ ト (1 バイ ト ) の 数 で す 。16 ビ ッ ト と 8 ビット の 数 と で は 計算 で 
きま せん か ら 、7 8H の まえ に 00H を つけ て 、0078H と いう 16 ビ ッ ト の 
数 に し ます 。 そし て 、HL レ ジス タ の 内 容 (メモ リ 番 地 ) に 0078H を 足す 
た め に 、LD 命 令 で 16 ビ ッ ト の レジ スタ に 代入 し ます 。 こ こ で は 、DE レ ジス 
タ に 代入 する こと に し ます 。 

LD DE, 0078Hー 足す 数 を 代入 

つぎ に ADD 命 令 で 、DE レ ジス タ の 0078H を 、HL レ ジス タ の 内 容 ( メ 

モリ 番地 ) に 足し ます 。 

ADD HL, DE ーー 月 上 レジ スタ の 内 容 と D モ レジ スタ の 内 容 を 足す 
最初 の メモ リ 番 地 は F 328H で すか ら 、 つ ぎの よう に 足し 算 さ れ ま す 。 
F328H+0078H= ニ F3A0H 

足し 算 の 結果 の F 3A0H は 、HL レ ジス タ に 記憶 され て 残り ます 。 

と ころ で FE3A0H は 、VRAM の メモ リ 番 地表 で みる と 、 最 初 に キャ ラク タ 
を 表示 し た メモ リ 番 地 F328H の 真下 に ある メモ リ 番 地 で す 。 こ の よう に H 
L レ ジス タ の 内 容 (メモ リ 番 地 ) に 0078H (10 進 数 で 120) を 足し て つぎ に 
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表示 する メモ リ 番 地 を 指定 し て いく わけ で す 。 

さて 、 キ ャ ラク タ を 表示 し 、 表 示し た キャ ラク タ を 消す 、 と いう こと を 繰り 
返 え さ な い と 、 キ ャ ラク タ の 移動 は 行わ れ ま せん 。 そこ で 、DJNZ 命 令 で 、 繰 
り 返 え し 処理 する 最初 の 命令 に 戻し ます 。 

繰り 返 え し 処理 を する 最初 の 命令 は 、LD A, 27H で す 。 な ぜ か と いう と 、 
XOR A 命 令 で 、A レ ジス タ の 内 容 が 0 0H に な っ て し まっ て いる の で 、 新 た 
に 27H を 代入 し な いと 、 キ ャ ラク タ が 表示 され な いか ら で す 。 


DJN2Z 命 令 で 戻る メモ リ 番 地 の 指 定 


さき に 説明 し た よう に 、DJNZ 命 令 で 繰り 返 え し 処理 を する 最初 の 命令 は 、 
LD A, 27H で す 。 こ の 命令 に 戻す に は 、1 バイ ト の 相対 アド レス で 指定 し な 
けれ ば な り ま せん 。 そこ で 、 こ れ ま で 説明 し て きた 命令 を 、 ア セン プル し て 示 
且 玩 剖 。 


LD B, 28H 
LD C, 19H 
CALL 093AH 
LD HL F328H 
LD DE, 0078H 
LD B, 15H 


LD A, 27H 
LD (HL),A 
XOR A 

LD (HL),A 
ADD HL, DE 
DJNZ DOOFH 
JP 5C66H 





DJNZ 命 令 で 、 繰 り 返 え し 処理 する 命令 LD A, 27H は 、 メ モリ 番地 DO 
0FH に 記憶 され て いま す 。 し た が っ て アセ ンプ ブリ 言語 の ほう に は 、DOO0F 
ER DJNZ 命 令 の マシ ン 語 1 0 の ほう に は 、F 8 と 書か れ て いま す 。 
これ は 、10 進 数 の 一 8 で す 。 こ の よう に DJNZ 命 令 に は 、 1 バイ ト の メモ リ 
0 
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画面 の 上 上 ひら 下 に 向け て キヤ ラフ を 秘 動 する 
す 。 相対 アド レス 指定 に つい て は 145 頁 を 参照 し て くだ さい 。 
DJNZ 命 令 は 、 繰 り 返 え し 処理 する 最初 の 命令 に 戻る た びに 、B レ ジス タ の 
内 容 か ら 1 を 引き ます 。 B レ ジス タ の 内 容 が 0 に な る と 、 繰 り 返 え し 処理 を や 
め て 、 つ ぎの メモ リ 番 地 の 命令 を 実行 し ます 。 こ の 場合 は 、B レ ジス タ に 15 
H (10 進 数 で 21) を 代入 し まし た か ら 、DJNZ 命 令 で 、 キ ャ ラク タ を 表示 し た 
り 、 表 示し た キャ ラク タ を 消し た りす る こと を 21 回 繰り 返 え し て 、 画 面 の 上 か 
ら 下 に 向け て 、 キ ャ ラク タ を 移動 させ て いき ます 。 

B レ ジス タ の 内 容 が 0 に な る と 、 つ ぎの メモ リ 番 地 の JP 5C66H を 実 
行 し ます 。 そ こ で 、J PP 命令 で マシ ン 語 の コマ ンド を 受け つけ る メモ リ 番 地 に 
ジャ ンプ し て 、 ふ た た び ※* 印 を 表示 する こと に な り ま す 。 

さて 、 こ の プロ グラ 2 非常 に 高速 に 処理 され る た め 、 
キャ ラク タ の 移動 を 確認 する こと が で きま せん 。 どう し て も 確認 し た いと き は 
つぎ の 実行 結果 に 示す よう に 、 何 か を 画面 いっ ぱい に 表示 し て 実行 させ る 
キャ ラク タタ の 通っ た と ころ が 抜け る の で 確認 で きま す 。 

な お 178 頁 で 、 命 令 の 実行 を 遅らせ る ウエ イト ・ ル ー プ に つい て 説明 し ます 。 


ン 


この ウエ イト ・ ル ー プ を 使う と 、 命令 の 実行 を 遅らせ る こと が で きる よう に な 
る の で 、 キ ャ ラク タ の 移動 を 確認 する こと が で きま す 。 


実行 結果 | 


= 半 un | 
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165 上 軸 な ど で キ ャ ラク タ を 移動 させ まし た が 、 キ ャ ラク タ を 表示 する 、 キ ャ ラ 
クタ の 表示 を 消す 、 と いう 命令 の 実行 が 非常 に 高速 に 行わ れる た め 、 画 面 に は 
何 も 表 示さ れ ま せん で し た 。 こ れ で は キャ ラク タ の 移動 と は いえ な い の で 、 

キャ ラク タ を 表示 する 
ウエ イト ・ ル ー プ 
キャ ラク タ の 表示 を 消す 

と いう よう に 、 ふ た つの 命令 の 間 に ウ エイ ト ・ ル ー プ を 入れ て 、 キ ャ ラク タ 
の 表示 を 消す 命令 の 実行 を 遅らせ る こと に し ます 。 ベーシック の ウエ イト ・ 

ー プ は 、 FOR-NEXT 命 令 ひ と つ で す が 、 3 
あり ませ ん 。 ま ず 、 ウ エイ ト ・ ル ー プ の 部 分 だ け を 説明 し ます 。 


ァ ャ ンプ リ 


ED BB、 中 E 昌 

LD A, FFH 
DEC A 

JP NZ DO00DH 
DJNZ DO0BH 





アセ ン ブ リ 言語 の 頭 に ふら れ て いる メモ リ 番 地 は 、 マ シン 語 に な お し た と き 
の メモ リ 番 地 で す 。 し た が っ て 、 マ シン 語 に な お し て メモ リ 番 地 を ふる べき な 
の で す が 、 Mi 7 

に 示し た 命令 が 、 ウ エイ ト ・ ル ー プ の 働き を する 命令 で す 。 こ の ウエ イ 

MAD 人 さら に ほか の 命令 も 必要 と な り ま す が 、 ま ず 
この 命令 の 働き を 説明 する こと に し ます 。 

さて 、LD 命 令 で 、B レ ジス タ に FFH を 代入 し ます 。FFH は 、10 進 数 で 
255 で す 。B レ ジス タ に 代入 し た FFH は 、DO 1 1 番地 に ある DJNZ 命 令 の 繰 


178 


命令 の 実行 を 遅らせ る に は 
り 返 え し の 回 数 で す 。 
LD B, FFHーーーB レ ジス タ に DJNZ 命 釣 の 繰り 返 え し の 回 数 を 代入 
つぎ に LD 命 令 で 、A レ ジス タ に も お な じ よ うに 、TFFH を 代入 し ます 。 
A レ ジス タ に 代入 し た FFH を 、DEC 命 令 を 使っ て 、0 に な る まで 引か せ て 
いき ます 。DEC 命 令 は 、 指定 され た レジ スタ の 内 容 か ら 、1 を 引く 命令 で す 
(132 上 頁 参照 )。 
LD A, FFH・ A レ ジス タ に FF 朋 を 代入 
DEC Aー 一 一 ーーーーーA レ ジス タ の 内 容 か ら 】 を 引く 
この ふた つの 命令 だ け で は 、A レ ジス タ の 内 容 が 0 に な る まで 引い て いく こ 
と は で きま せん 。 A レ ジス タ の 内 容 か ら 1 ずつ 引く こと を 、 繰 り 返 えさ せる 命 
令 が 必要 に な り ま す 。 その 命令 カ 
JP NZ DOO0DH 
で す 。 JP NZ 命令 は 、 
ゼロ ・ フ ラグ が 0 の と き メ モリ 番地 に ジャ ンプ 
と いう 働き を し ます 。 ベ ー シ ッ ク で いう と する と 、 
IF NZ= ニ 0 THEN 行 番号 
と いう こと に な る か も し れ ま せん 。 で は ゼロ ・ フ ラグ と は な に か で す 。 


ゲタ ダグ だ 信 


さて 、 む ず か し い フ ラグ が で て きま し た 。 こ こ で は 、 必 要 な ゼロ ・ フ ラグ に 
つい て だ け 説 明 し ます 。 

フラ グ は 、 CPU の な か に ある 8 ビット レジ スタ で 、 メ モリ に は 第 0 ビッ ト か 
ら 第 7 ビッ ト ま で の 8 つの 記憶 場所 が ある よう に 、 フ ラグ も 8 つの 記憶 場所 を 
持っ て いま す 。 その 8 つの 記憶 場所 は 、 つ ぎの よう に 呼ば れ て いま す 。 











サイ ン ゼロ ハー フキ ャ リー パリ ティ 加減 算 キャ リー 
さて 、 ゼ ロ ・ フ ラグ は 1 ビッ ト で すか ら 、0 か 1 の 値 に な り ま す 。 ゼ ロ ・ フ 
ラグ が 1 か 0 に な る の は 演算 を 行っ た と き で 、 
演算 結果 が 0 の と き =1 
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演算 結果 が 0 で な いと き =0 
と いう よう に 変化 し ます 。 これが ゼロ ・ フ ラグ の 働き で す 。 


JP NZ 命令 は 、 ゼ ロ ・ フ ラグ が 0 の と きだ け ジ ャ ンプ 


で は 、 説 明 を も と に 戻し ます 。 
LD A, FFH 
DEC A 
さき に 説明 し た よう に 、 こ の 2 つの 命令 は 、A レ ジス タ の 内 容 (FFH) か 
ら 1 を 引く と いう 演算 で す 。 つ まり 、DEC A を 1 回 目 実行 する と 、 
FFHー1= ニ FEH 
と な り ま すか ら 、A レ ジス タ の 内 容 は 、 ま だ 0 で は あり ませ ん 。 し た が っ て 、 
ゼロ ・ フ ラグ は 0 に な っ て いま す 。 
JP NZ 命令 は 、 ゼ ロ ・ フ ラグ が 0 の と き 、 指定 され て いる メモ リ 番 地 に ジャ 
ンプ する わけ で すか ら 、 こ の 場合 は 、 メ モリ 番地 DO00DH に ジャ ンプ する こ 
に な り ま す 。 メ モリ 番地 DO0DH に 記憶 され て いる 命令 は 、DEC A 命 令 
で す 。 そこ で 、 ふ た た び ぴ び A レ ジス タ の 内 容 か ら 1 を 引き ます 。 
FEHー1=FDH 
つま り 、A レ ジス タ の 内 容 が 0 に な る まで 、 
DO00B LD A, FFH 


DOOD DEC 1 A レ ジス タ が O に な る まで 
DOOE JP Nz DO00DH 紹 り 返 えす 


この ふた つの 命令 の 間 を 繰り 返 え すこ と に な り ま す 。 

DEC A 命 令 に よっ て 1 ずつ 引か れ て いっ て 、A レ ジス タ の 内 容 が 0 に な る 
と 、 ゼ ロ ・ フ ラグ は 1 に な り ま す 。JP NZ 命令 は 、 ゼ ロ ・ フ ラグ が 0 の と きだ 
け 、 指 定 さ れ た メモ リ 番 地 に ジャ ンプ する の で すか ら 、 ゼ ロ ・ フ ラグ が 1 に な 
る と 、 つ ぎの メモ リ 番 地 の 命令 の 実行 に 移り ます 。 

つぎ の メモ リ 番 地 D 0 1 1 H の 命令 は 、DJNZ 命 令 で す 。 こ の DJNZ 命 令 は 、 
繰り 返 え し 処理 の 命令 で 、B レ ジス タ に セッ ト さ れ た 値 だ け 、 指 定 さ れ た メモ 
リ 番 地 に 戻っ て 、 繰 り 返 え し 処理 を 行い ます 。 

DO0O11 DJNZ DOOBH 

DJNZ 命 令 に 指定 され て いる メモ リ 番 地 は DO00BH、 つ まり LD A, FFH 

で す 。 そこ で 、 ふ た た び LD 命 令 で A レ ジス タ に FFH を 代入 する こと に な り 
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命令 の 実行 を 遅らせ る に は 
ます 。 と いう こと は 、 ま た DEC A 命 令 と 、JP NZ 命令 を 繰り 返 え すわ け で 
す 。 こ の こと を 、B レ ジス タ で 指定 し た FF HH 回 、DJNZ 命 令 で 繰り 返 え し ま 
す 。F F H は 、 10 進 数 で 255 で すか ら 、 255 回 繰り 返 え すこ と を 、 さ ら に 255 回 繰 
り 返 えす わけ で す 。 
この ウエ イト ・ ル ー プ を ベー シッ ク で 書く と 、 つ ぎの よう に な り ま す 。 


OR 呈 三 55 (OO SIEE 信 記 
EIOIRI SU 三 の 255 | OO SmEIPB 
NE いり 
NE 1 


ベー シッ ク で 、 こ ん な ウエ イト ・ ル ー プ を 使っ た ら た まり ませ ん 。 マ シン 語 
で も か な り 詳 くく な り ま す 。 キャ ラク タ の 移動 を 速く し た いと き は 、 
D009 LD B, FFH FFH を 64 朋 と か に 変え る 
DOO0B LD A, FFH・ FFH を 64 有 と か に 変え る 
うえ に 示し た 命令 の FFH (10 進 数 で 255) を 、64H (10 進 数 で 100) と か 
数 を 小さ くし ます 。 両 方 が お な じ 数 で な く て も か まい ませ ん 。 どちら か ー 一 方 の 
数 を 小さ くし て も 、 キ ャ ラク タ の 移動 は 速く な り ま す 。 


キャ ラク タ を 画面 の 下 か ら 上 ^ へ 移動 する 


で は 、 こ の ウエ イト ・ ル ー プ を 165 頁 で 説明 し た 、 キ ャ ラク タ を 画面 の 下 か ら 
上 に 移動 する プロ グラ ム に 使っ て み ま す 。 こ の ウエ イト ・ ル ー プ を 使う と 、 ほ 
か の 新しい 命令 を 使う 必要 が あり ます が 、 そ の 命令 に つい て は 、 そ の 命令 の と 
ころ で 説明 する こと に し ます 。 キャ ラク タ を 画面 の 下 か ら 上 に 移動 する プロ グ 
ラム は 165 頁 で 説明 し て あり ます し 、 ウ エイ ト ・ ル ー プ の 説明 も すん で いる の で 、 
プロ グラ ム を さき に 示し ます 。 ア セン ブリ 言語 に ふら れ て いる メモ リ 番 地 は 、 
マシ ン 語 に ふる メモ リ 番 地 で す 。 
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DO00  。LD HL,.FC88H 
DO003 LD DE,. 0078H 
DO006  LD B, 15H 
DO008 LD A, ECH 
陸 全 人 AA 惨 原 (6) 上 
DOOB PUSH BC 
DO0C LD B, 64H 
DOOE  。LD A, 64H 
0 人 尼 記 只 ツ エ イド ルーズ 
D011 JP NZ DO010H 
DO014 DJNZ DOOEH 
DO16 POP BC 

DO17 光 侍 府 ' 肖 

DO018 LD (HL), A 
DO019 SBC HL, DE 
DO01B DJNZ DO008H 
DO1D JP 5C66H 


それ ぞ れ の 命令 の 働き 


で は 、 そ れ ぞ れ の 命令 の 働き を 説明 し て いき ます 。 

まず 、 最初 に キャ ラク タ を 表示 する VRAM の メモ リ 番 地 を 、LD 命 令 で 、H 
L レ ジス タ に 代入 し ます 。 

LD HL, FC88H 

FC88H は 、 画 面 の 下 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の 表示 の 上 の 位置 で 、 画 面 の 
真中 の 位置 で す 。 た だ し 、 縦 25 行 表示 の 場合 で すか ら 、WIDTH 命 令 で 

WIDTH 40, 25 

画面 設定 を 変更 し な けれ ば な り ま せん 。 

つぎ に 、LD 命 令 で 、 キ ャ ラク タ を 移動 させ る 繰り 返 え し の 回 数 を 、B レ ジ 
スタ に セッ ト し ます 。 こ の 場合 は 、 画 面 の 下 の 位置 、 メ モリ 番地 FC88H か 

画面 の 上 まで 、 二 和 0 21 を 16 進 数 に な お し た 15H を 、B レ ジ 
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命令 の 実行 を 遅らせ る に は 


に 代入 し ます 。 
LD B, 15H 

この B レ ジス タ に セッ ト し た 繰り 返 え す 回 数 は 、 メ モリ 番地 DO 1BH の 繰 

り 返 え し の 命令 DJNZ の 繰り 返 え し 処理 する 回 数 で す 。 
DO1B DJNZ DO0O08H 

この DJNZ 命 令 は 、 メ モリ 番地 DO0.8H か ら 繰 り 返 え し 処理 し ます 。 つま 
り 、 キ ャ ラク タ を 表示 し た り 、 表 示し た キャ ラク タ を 消し た りな ど を 、21 回 行 
いま す 。 

さて 、 表 示す る キャ ラク タ を 、LD 命 令 で A レ ジス タ に 代入 し ます 。 

LD A, ECH 

ECH は 、 寺 の キャ ラク タコ ー ド で す 。 まえ に 取り あげ た DJNZ 命 令 は 、 こ の 
LD A, ECH に 戻っ て きま す 。 こ こ に 戻っ て き て 、 繰 り 返 え し 表示 する キ 
ャ ラク タ を A レ ジス タ に 代入 する の は 、 表 示し た キャ ラク タ を 消す た め に 、A 
レジ スタ に 空白 の キャ ラク タコ ー ド 00H を 代入 する か ら で す 。 レ ジス タ も 変 
数 と お な じ で 、 あ と か ら 何 か を 代入 する と 、 さ き に 代入 し た も の が 消え て し ま 
うた め 、 繰 り 返 え し 表示 する キャ ラク タ を 代入 する の で す 。 

A レ ジス タ に 表示 する キャ ラク タ を 代入 し た ら 、 そ の キャ ラク タ を 画面 に 表 
示し ます 。 メモ リ 番 地 は 、HL レ ジス タ に 代入 し て あり ます か ら 、HL レ ジス 
タ に A レ ジス タ の 内 容 を 代入 する こと に な り ま す 。 

LD (HL), A 

キャ ラク タ を 画面 に 表示 し た ら 、 ウ エイ ト ・ ル ー プ を 書い て も よさ そう な も 

の で す が 、 そ の まえ に や る こと が あり ます 。 


PUSH 命 令 で 、B レ ジス タ の 内 容 を 退避 させ る 





や る こと と いう の は 、 3 行 目 で B レ ジス タ に 代入 し た 繰り 返 え し の 回 数 を 、 
スタ ッ ク に 退避 させ る こと で す 。 退避 さ せる 理由 は 、 ま え に 説明 し た よう に 、 
ウエ イト ・ ル ー プ で も DJNZ 命 令 を 使っ て いる か ら で す 。DJNZ 命 令 の 繰り 返 
え し の 回 数 は 、B レ ジス タ に 記憶 させ る こと に な っ て いま すか ら 、2 つ の DJN 
Z 命 令 で 、 ひ と つの B レ ジス タ を 使う こと に な り ま す 。 

レジ スタ は 、 変 数 と お な じ と 説明 し まし た 。 し た が っ て 、 同 時 に ふた つの 値 
を 記憶 する こと が で きま せん 。 ま た 、DJNZ 命 令 は 繰り 返 え す た び に B レ ジス 
タ か ら 1 を 引い て いき ます か ら 、 キ ャ ラク タ を A レ ジス タ に 繰り 返 え し 代入 す 
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る よう な わけ に は いき ませ ん 。 そこ で 、PUSH 命 令 を 使っ て 、 ス タッ ク に 退避 
させ る わけ で す 。 
PUSH 命 令 は 、 つ ぎの よう な 形 を し て いま す 。 


POISI 和 MI 5 XX 


メメ に は 、AF、BC、DE、HL と いっ た レジ スタ ベ ペア を 置き ます 。 

この プロ グラ ム の 場合 、B レ ジス タ の 内 容 を PUSH 命 令 で 退 眉 さ せる わけ で 
すか ら 、PUSH 命 令 の メメ の と ころ に BC と 置く こと に な り ま す 。 

PUSH BC・ レジ スタ の 内 容 を スタ ッ ク に 退避 させ る 

する と 、PUSH 命 令 に よっ て 、B レ ジス タ の 内 容 が スタ ッ ク に 退避 され ます 。 
スタ ッ ク は 、RAM の スタ ッ ク 領 域 の な か に 取ら れ ま す 。 


ウエ イト ・ ル ー プ を 入れ る | 


PUSH 命 令 で 、B レ ジス タ の 内 容 を スタ ッ ク に 退避 させ た ら 、 ウ エイ ト ・ ル 
ー プ で す 。 こ こ で は 、 ま え の FFH を 64H (10 進 数 で 100) に し て いま す 。 


LD B, 64H 
8 


LD A, 64 ロ ーー64 朋 (00 進数 で 700) 回 加 り 返 え す 
DEC A 

JIEJiNI2LDIOMIOiH 

DJNZ DOOEH 





POP 命 令 で 退避 させ た BB レジ スタ の 内 容 を 取り 出す 


さて 、B レ ジス タ の 内 容 を 、PUSH 命 令 で スタ ッ ク に 退避 させ まし た 。 そこ 
で 、 そ の あと に ある DJNZ 命 令 の た め に 、 ス タッ ク に 退避 させ た B レ ジス タ の 
内 容 を 取り 出し ます 。 ス タッ ク に 退避 させ た 内 容 を 取り 出す の は 、 POP 命 令 で 
す 。 

POP 命 令 は 、 つ ぎの よう な 形 を し て いま す 。 





選 O1ENIXI2S 


※※X の と ころ に は 、PUSH 命 令 で 使っ た レジ スタ ベア を 置き ます 。 こ の プロ 
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命令 の 実行 を 遅らせ る に は 
グラ ム の 場合 は 、PUSH BC と し まし た か ら 、POP BC と な り ま す 。 
これ で 、 ス タッ ク に 退避 させ た B レ ジス タ の 内 容 が 取り 出さ れ て き て 、B レ 
ジス タ の 内 容 と な り ま す 。 


XOR A 命 令 で 、 空 白 の キャ ラク タコ ー ド を 作る 


画面 に 表示 され て いる キャ ラク タ を 消す た め に 、XOR A 命 令 で 、 空 白 の キ 
ャ ラク タコ ー ド を 作り ます (167 頁 参照 )。 

XOR A 命 令 で 作り 出さ れ た 00H は 、A レ ジス タ に 記憶 され て いま す 。 し 
た が っ て 、 画 面 に 表示 され て いる キャ ラク タ を 消す に は 、A レ ジス タ の 内 容 を 
メモ リ 番 地 を 記憶 し て いる HL レジ スタ に 代入 し て や り ま す 。 

LD (HL), A 

これ で 、 画 面 に 表示 され て いる キャ ラク タ が 消え まし た か ら 、 つ ぎの キャ ラ 

クタ を 表示 する 、VRAM の メモ リ 番 地 を 計算 し て 出し ます 。 
キャ ラク タ を 表示 し て いる メモ リ 番 地 一 120 

120 は 、16 進 数 で 7 8H で 、1 バ イト (8 ビッ ト ) の 数 で す 。 メ モリ 番地 は 
FC88H と いう よう に 2 バイ ト の 数 で す 。 1 バイ ト (16 ビ ッ ト ) の 数 と 2 バ 
イト の 数 で 、 計 算 す る こと は で きま せん か ら 、78H の 頭 に 0 0H を つけ て 、 
0078H と いう 2 バイ ト の 数 に し ます 。 メモ リ 番 地 か ら 0078H を 引く た 
め に 、LD 命 令 で DE レジ スタ に 代入 し ます 。 

ELD DE。 0078 有 上 

2 バイ ト (16 ビ ッ ト ) の 数 の 引き 算 の 命令 は 、SBC 命 令 で すか ら 、SBC 命 令 

で 、HL レ ジス タ の 内 容 か ら DE レ ジス タ の 内 容 を 引き ます 。 
SBC HL, DE 

この 計算 結果 は 、HL レ ジス タ に 記憶 され て 残り ます 。 

て 、 最 初 の ほう で 説明 し た DJNZ が この あと に きま す 。 
DJNZ DO008H 

DJNZ 命 令 で 、 繰 り 返 え し 処理 を する 命令 に 戻す 場合 の 指定 は 、 相 対 ア ドレ 
ス 指 定 で す (145 頁 参照 )。DJNZ 命 令 で 、 繰 り 返 え し 処理 を する 命令 に 戻る と 
き 、B レ ジス タ か ら 1 を 引い て 戻り ます 。 B レ ジス タ の 内 容 が 0 に な る と 、 繰 

返 え し 処理 を や め て つき ぎの 命令 の 実行 に 移り ます 。 

JP 5C66H で 、 マ シン 語 の コマ ンド を 受け つけ る * 印 を 表示 し ます 。 

キャ ラク タ の 移動 に つい て は 、165 頁 を 参照 し て くだ さい 。 
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マシ ン 語 の プロ グラ ム 


つぎ に 、 ア セン ブル し た プロ グラ ム を 示し ます 。 


LD HL, FC88H 
LD DE, 0078H 
所 本 BB。 上 5H 

上 LD A, ECH 

LD (HL), A 

E 和 本 癌 上 四 BB 志 

LD B, 96H 

LD A, 96H 
DEC A 

JP NZ DO10H 
DJNZ DOOEH 
POP BC 

XOR A 

ED (H 世 ) A 
SBC HL, DE 
DJNZ DOO8H 
JP 5@ ぐ 66 


アセ ンプ ブル の 仕方 ( 例 を ま 吉 に し て アセ ン ブ ル 表 を みて くだ さい ) 





LD A, 50H=LD A,X と n つ 3E  n (n に は 50H) 

LD HL, FC88H=LD HL, X と nn っ 2 1 nn (nn に は FC88) 

LD (HL), A=LD (HL) と A…7 7 

PUSH BC=PUSH X と BC っ み C5 

DEC A= テ DEC ※X と As3D 

JP NZ DO10H=JP ※X, nn と NZ つつ C2 nn(nn は DOI0OH) 
DJNZ DO0O8H=DJNZ e…10 e 一 2 (e 一 2 は 相対 アド レス ) 
SBC HL, DE=SBC HL, X※ と DEED 52 

XOR A=XOR ※X と AAF 
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命令 の 実行 を 遅らせ る に は 


キャ ラク タ を 画面 の 上 か ら 下 へ 移動 する 


画面 の 上 か ら 下 に キャ ラク タ を 移動 する 場合 も 、 画 面 の 下 か ら 上 に キャ ラク 
タ を 移動 する 場合 も お な じ で す 。 違 うと ころ は 、 キ ャ ラク タ を 表示 する 最初 の 
VRAM の メモ リ 番 地 を 画面 の 下 で は な く て 、 画 面 の 上 に と る こと で す 。 
も う ひ と つ は 、 つ ぎの メモ リ 番 地 の 計算 が 引き 算 で は な く て 、 足 し 算 に な る 
と と で ま 。 
ウエ イト ・ ル ー プ の 説明 、 そ れ に と も な っ て 追加 され る 命令 の 説明 、 画 面 の 
上 か ら 下 に キャ ラク タ を 移動 させ る 命令 の 説明 (172 頁 ) な ど 、 す べ て 終わ っ て 
いま すか ら 、 つ ぎ に 考 まで に 、 マ シン 語 の プロ グラ ム を 示す に と ど め ます 。 
な お 、 画 面 設 定 は 、 縦 25 行 に 変更 し て 実行 し て くだ さい 。 
LD HL, F328H 
LD DE, 0078H 
岳 重 避 。 1 人 穫 
LD A, ECH 
E 台 (是正 )。 人 
PUSH BC 
LD B, 64H 
丘 。 @4 相 
DEC A 
JP NZ DO10H 
DJNZ DOOEH 
POP BC 
XOR A 
LD (HL), A 
ADD HL, DE 
DJNZ DOO8H 
JP 5C66H 
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比較 命令 CP を 使っ て 


ベー シッ ク で 画面 を 消 示 ます る と き は 、CLS あ る い は PRINT CHRS$ (12) 
を 使い ます 。 この 命令 の 場合 は 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の 内 容 の 表示 は 消え ませ 
ん 。 ファン クシ ョ ン キ ー の 内 容 の 表示 を 消す と き は CONSOLE ,, 0 と し な け 
れ ば な り ま せん 。 マ シン 語 で 、 画 面 に 表示 され て いる も の を すべ て 消す 場合 、 
文字 通り 、 画 面 に 表示 され て いる も の すべ て を 消す こと が で きま す 。 ファンク 
ショ ン キ ー の 内 容 の 表示 を も で す 。 

さて 、 こ の 画面 消 到 で は 、CP 命 令 と いう 比較 命令 を 使っ て いま す 。 

CP 命 令 は 、 つ ぎの よう な 形 を し て いま す 。 


CP np 


CP 命 令 の あと に ある の は 、n で すか ら 、1 バ イト (8 ビット) の 数 値 を 置 
きま す 。 2 バイ ト (16 ビ ッ ト ) の 数 値 を 置く こと は で きま せん 。 数値 は 、 当 然 
16 進 数 で す 。 た と えば 、CP 命 令 の あと に 、 

CP 06H 

06H を 置き ます 。 す る と 、A レ ジス タ の 内 容 と 06H を 比較 し 、 そ の 結果 
を ゼロ ・ フ ラグ に 入れ ます 。 

A レジスタ の 内 容 =06H 

が 等 し いと き 、 ゼ ロ ・ フ ラグ は 、 

ゼロ ・ フ ラグ = 1 

1 に な り ま す 。 1 に な る こと を 、 ふ つう 1 が 立つ と いい ます 。 

この よう に 、A レ ジス タ の 内 容 と ある 値 と を 比較 する の が 、C 命 令 の 働き 
で す 。 ゼ ロ ・ フ ラグ に 1 が 立っ た あと どう する か は 、 180 頁 で 説明 し た JP NZ 命 
令 を 使い ます 。 

CP 命 令 と JP NZ 命令 の 具体 的 な 働き に つい て の 説明 は 、 画 面 消去 の プロ 
グラ ム の な か で 行う こと に し ます 。 
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画面 に 表示 され て いる も の すべ て を 消す 


VRAM の メモ リ 番 地 を 指定 し て 、0 0H を 表示 する 


NM 空白 の キャ ラク タコ ー ド 00 
画面 全体 に 表示 させ れ ば よい の で す 。 0 0 H を 画面 全体 に 表示 する に 
生生 Ri 
番地 内 だ け で な く 、 ア トリ ビュ ー ト エリ ア の な か まで 00H を 表示 し て いく 方 
法 で す 。 そ うし な いと 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の 内 容 を 表示 し て いる 枠 が 消去 さ 
れ な いか ら で す 。 し た が っ て 、0 0 H を 表示 する 最初 の メモ リ 番 地 は VRAM の 
F300H、 最後 の メモ リ 番 地 は アト リ ビ ュ ー ト エリ ア の FEB7H、 と いう 
と に な り ま す 。 
・ まず 。 NAM 半蔵 LD 命 令 で HL レジ スタ に 
代入 し ます 。 
LD HL, F300H 一 一 VRAM の 最初 の メモ リ 番 地 を 代入 
、 画 面 に 表示 する 空白 の キャ ラク タコ ー ド 00H を 、LD 命 令 で A レ 
0 の 
LD A,。 00H ロ ーー 空白 の キャ ラク タコ ー ド を 代入 
A レ ジス タ の 内 容 (00H) を 画面 に 表示 する た め に 、LD 命 令 で 、VRAM 
の メモ リ 番 地 を 記憶 し て いる HL レジ スタ に 代入 し ます 。 
LD (HL), A 一 HL レレ ジス タ に 、A レ ジス タ の 内 容 00H を 代入 
これ で 、 最 初 の 0 0H が 、 メ モリ 番地 F300H に 表示 され ます 。 
つぎ の メモ リ 番 地 に 0 0H を 表示 する た め に は 、HL し レジ スタ の 内 窒 を 変え 
な けれ ば な り ま せん 。 VRAM の メモ リ 番 地 は 、 画面 の 右 に 行く に し た が っ て ひ 
と つ ず つ 大 きく な っ て いま す 。 基 本 的 に は 、VRAM の メモ リ 番 地 は 横 80 桁 、 縦 
25 行 で 考え ます 。 
そこ で 、1 を プラ ス す る 命令 INC 命 令 (123 頁 参照 ) を 使っ て 、HL レ ジス タ 
の 内 容 に 1 を プラ ス し ます 。 
INC HL 
この 命令 が 実行 され る と 、INC 命 令 は 1 を プラ ス す る 命令 で すか ら 、HL レ 
ジス タ の 内 容 が F 3 0 0H の 場合 
F300H 二 1=F301H 
放 相 飲ま す 。 
F 3 0 1 H は 、HL レ ジス タ に 記憶 され て 残り ます 。 
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HL レジ スタ の 数 値 の 記憶 の 仕方 


さて 、 こ の あと に で て くる 比較 命令 CP の た め に 、HL し レジ スタ の 数 値 の 記 
憶 の 仕方 に つい て 説明 し て お か な けれ ば な り ま せん 。 HL レジ スタ は 、 
H レ ジス ター 上 位 ビ ッ ト (上 位 2 桁 ) を 記憶 
L レ ジス タニ 下位 ビッ ト (下位 2 桁 ) を 記憶 
と いう よう に 記憶 し て いま す 。 F 3 0 1 H の 場合 を 例 に と る と 、 上 位 ビ ッ ト 
が F3H、 下 位 ビ ピット が 0 1 H で すか ら 、 
H ロ レジ スタ = テ F 3H 
L レ ジス タテ 01H 
と いう よう に 記憶 し て いる わけ で す 。 


CP 命 令 で 、 上 位 ビ ッ ト が FEH に な っ た か を 比較 


さて 、H レ ジス タ の 内 容 を 、A レ ジス タ に 代入 し ます 。 
LD A,H 一 上 位 ビ ピッ ト を A レ ジス タ に 代入 

これ は 、CP 命 令 で 、 最 後 の メ モリ 番地 FEB7H に な っ た か どう か を 比較 

する た めで す 。 ほ ん と ど とう の と そろ 、 ベー シッ 少 の まう に 、 
IF H ヒ = ニ FEB7 THEN END 

と し て HL レジ スタ の 内 容 が 最後 の メモ リ 番 地 に な っ た か どう か を 比較 判定 
させ 、 最後 の メモ リ 番 地 FEB7H に な っ た な ら 、0O 0 H を 画面 全体 に 表示 し 
た こと に な る の で 終わ り 、 と いう よう に で きる と 非常 に 便利 で す 。 

と ころ が マシ ン 語 で は 、 こ の よう な こと は で きま せん 。 ま ず 、CP 命 令 で 比 
較 し ます 。 こ の CP 命 令 は 、A レ ジス タ の 内 容 と 比較 する 、 と 決ま っ て いま す 。 
A レ ジス タ は 8 ビッ トレ ジス タ で すか ら 、16 ビ ッ ト の メモ リ 番 地 全部 を 代入 す 
る こと が で きま せん 。 そこで まず 、 時 
容 を 、LD 命 令 で A レ ジス タ に 代入 し て 、 メ モリ 番地 の 上 位 ビ ッ ト FEH に 
AE 
較 さ せる た め に は 、CP 命 令 の あと に FEH を 置き ます 。 

CP FEH 一 一 CD 命 人 久 で A レ ジス タ の 内 容 が 王 に な っ た か どう か 比較 する 
この よう に する と 、A レ ジス タ の 内 容 が FEH と 等 し く な る と 、CP 命 令 の 
働き に よっ て 、 ゼ ロ ・ フ ラグ に 1 が 立ち ます 。 A レ ジス タ の 内 容 と FEH が 等 

し く な ら な いう ち は 、 ゼ ロ ・ フ ラグ は 0 に な っ て いま す 。 
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画面 表示 され て いる も の すべ て を 消す 
残念 な こと に 、CP 命 令 は 比較 する と いう 働き な の で 、C 了 命令 の 働き は こ 
こま で で す 。 つ まり 、 ゼ ロ ・ フ ラグ に 1 を 立た せる か 、 立 た せな いか と いう こ 
と まで な の で す 。 その 後 の 働き は 、 ほ か の 命令 に た よら な けれ ば な り ま せん 。 


JP NZ 命令 で 判定 し て 、 その後 の 行 動 を する 


A レ ジス タ の 内 容 が FEH と 等 し く な ら な けれ ば 、 ま だ 画面 全体 に 0 0 H が 
表示 され て いな いわ け で すか ら 、0 0 H の 表示 を 続け な けれ ば な り ま せん 。 

ゼロ ・ フ ラグ が 0 で ある か 1 で ある か を 判定 し て 、 ゼ ロ ・ フ ラグ が 0 の と き 
指定 され た メモ リ 番 地 ヘ へ ジャ ンプ する 命令 が あり ます 。180 頁 で 取り あげ た 
JP NZ 命令 で す 。 そ こ で 、JP NZ 命令 を 使い ます 。 

JP NZ < ジャ ンプ する 先 の メモ リ 番 地 > 
ゼロ ・ フ ラグ が 0 の うち 、JP NZ 命令 が ジャ ンプ する さき は 、 
LD A, 00H・ り D NZ 命 多 で ジャ ンズ する さき の 命 多 

で す 。 な ぜ 、 こ の 命令 まで 戻す の か と いう と 、 途 中 で A レ ジス タ に H レ ジス 
タ の 内 容 を 代入 し て いる か ら で す 。 し た が っ て 、 あ ら た に 00H を A レ ジス タ 
に 代入 する 必要 が ある か ら で す 。 

CP 命 令 で 、A レ ジス タ の 内 容 と FEH が 等 し く な る と 、 ゼ ロ ・ フ ラグ に 1 
が 立ち ます 。 ゼ ロ ・ フ ラグ に 1 が 立つ と 、JP NZ 命令 に よる 指定 され た メモ リ 
番地 へ の ジャ ンプ は 中 止 さ れ て 、 つ ぎの 命令 の 実行 に 進み ます 。 

この あと に JP 5C66H、 つ まり ふた た び マ シン 語 の コマ ンド を 受け つ 
ける 命令 を 置い て 実行 させ て も 、 画 面 に 表示 され て いる も の は すべ て 消さ れ ま 
す 。 た だ 、 画 面 消去 が で きた か ら と いっ て 、 そ れ で いい と いう わけ に は いき ま 
せん 。 つ ぎ は 、CP 命 令 で メモ リ 番 地 の 下 位 ビ ッ ト の 比較 を 行い ます 。 








CP 命 令 で 、 下 位 ビ ピット が B7H に な っ た か を 比較 


0 0 H は 、 最 後 の メ モリ 番地 FEB7H ま で 表示 させ な けれ ば な り ま せん 。 
それ に は 、 メ モリ 番地 の 上 位 ビ ッ ト を 記憶 し て いる HH レジ スタ と 、 最 後 の メ モ 
リ 番地 の 上 位 ビ ッ ト FEH の 比較 だ け で な く 、 メ モリ 番地 の 下位 ビッ ト を 記憶 
し て いる L し レジ スタ と 、 最 後 の メ モリ 番地 の 下位 ビッ ト B7H と を 、C 命 令 
で 比較 し ます 。 ま え に 説 明 し た よう に 、CP 命 令 は 、A レ ジス タ と の 比較 を 行 
うと 決ま っ て いま すか ら 、 し レジ スタ の 内 容 を A レジ スタ に 代入 し ます 。 








LD A, L 下位 ビ ピット を A レ ジス タ に 代入 
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そし て 、CP 命 令 の あと に 比較 する 値 を 置き ます 。 
CP B7H CD 命 多 で 、A レ ジス タタ の 内 容 が B7 に な っ た か どう か 比較 する 
AA レジ スタ の 内 容 が B 7 H と 等 し く な る と 、 ゼ ロ ・ フ ラグ に 1 が 立ち ます が 、 
等 し く な ら な いう ち は 、 ゼ ロ ・ フ ラグ は 0 と な っ て いま す 。 
ゼロ ・ フ ラグ が 0 の うち は 、 ま だ 0 0H が 最後 の メモ リ 番 地 ま で 表示 され て 
いま せん か ら 、JP NZ 命令 で 
JP NZ DO03H 
まで 戻し ます 。 A レ ジス タ の 内 容 と B 7 H が 等 し く な る と 、 ゼ ロ ・ フ ラグ に 
1 が 立ち ます 。 ゼ ロ ・ フ ラグ に 1 が 立つ と 、JP NZ 命令 に よる ジャ ンプ は 終了 
し ます 。 こ れ で 、 メ モリ 番地 の 上 位 ビ ッ ト FEH、 下 位 ビ ッ ト B7H ま で 00 
H の 表示 が で きた 、 つ まり 画面 全体 の 消去 が 終わ っ た わけ で す 。 
ふつ う は 、 こ の あと に プロ グラ ム が 続く わけ で す が 、 こ こ で は 、J 命令 で 
メモ リ 番 地 5C66H へ ジャ ンプ させ ます 。 
で は 、 つ ぎ に ア セン プル し た プロ グラ ム を 示し ます 。 


21 ⑩0 3 LD HL, F300H 
3E 00 LD A, 00H 

7 六 LD (HL),A 

61 INC HL 

人 LD A, H 

FE CP FEH 

人 必 JP NZ DOO3H 
7 D 生肉 。 此 

FE CP B7H 

G2 JP NZ DOO3H 
【 き 家 も \ 選 : 所 層 66HH 





アセ ン ブ ル の 仕方 (人 を まま に 


INC HL= ニ INC ※X と HL2 3 
LD A, H=LD A, ※X と He7C 
CP FEH=CP X と neFE n (n に は FEH) 
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シレ ルル ルレ スン ル ルス: た エフ レル ン ル = Eo 当 ン ck 


ゲー ム ・ プ ログ ラム で は 、UFO な ど が 飛ん だ り 、 タ ンク な ど が 走り 回 っ た り 
し て いま す 。 こ こ で は 、 タ ンク を 取り あげ て 、 キ ャ ラク タ の 作り 方 に つい て 説 
明 す る こと に し ます 。 

195 頁 で 、 こ こ で 説明 する 方 法 で 作っ た タン ク の 表示 の 仕方 を 説明 し ます 。 ま 
た 206 真 で は 、 弾 を 発射 する 方 法 に つい て 説明 する こと に し ます 。 

ここ で 作る タン ク は 、 つ ぎ に 示 す 図 の よう な 形 の も の で す 。 


9 
加里 間 ど 回 イ 較 男 還 回 回 回 回 回 回 回 回 回 
3| | コ 還 5 回 回 回 還 加 回 回 回 回 
人 の 人 ⑥⑥⑯ ア | mlggleeleclglelelglml 


まず 最初 に 、 自 分 で 表示 し た い キ ャ ラク タ を 、 う え に 示 し た 図 の よう に 、 グ 
ラフ ィ ッ ク ・ シ ン ボ ル で 書き ます 。 

と ころ で 、 う え に 示 し た 図 を みる と 、 タ ンク の 左右 に 空白 が 取っ て あり ます 。 
この 空 折 は 、 タ ンク が 左右 に 移動 し た と き 、 あ と に 表示 され て いる キャ ラク タ 
の 一 部 分 を 消す た め の も の で す 。 こ の 空白 が な いと 、 キ ャ ラク タ の 一 部 分 が 尾 
を 引い て し まう こと に な り ま す 。 

キャ ラク タ が 左右 に 移動 する も の で は な く て 、 右 へ 向かっ て 移動 する と き は 、 
左側 に 空白 を 取り ます 。 左 に 向かっ て だ け 移 動 す る と き は 、 逆 に 右側 に 空白 を 
取り ます 。 当然 の こと で す が 、 移 動 し な いと き は 、 空 白 は 必要 あり ませ ん 。 

この よう に 、 自 分 で 表示 し た い キ ャ ラク タ を グラ フィ ッ ク ・ シ ン ボ ル で 書い 
た ら 、 つ ぎ は 、 そ れ ぞ れ の グラ フィ ッ ク ・ シ ン ボ ル が 持っ て いる キャ ラク タコ 
ー ド に な お し ます 。 キャ ラク タコ ー ド に な お す の は 10 進 数 で は な く 、16 進 数 で 
な お し ます 。 
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空 百 の キャ ラク タコ ー ド は 、0 0H で す 。 し た が っ て 、 空 碧 の と ころ は すべ 
て 0 0H と 書き ます 。 

人 狂 は 、 キ ャ ラク タコ ー ド E 4H で すか ら 、E 4H と 書き ます 。 思 は 、E5H 
で すか ら 、E5H と 書き ます 。 この よう に 16 進 数 で キャ ラク タコ ー ド を 書い て 
いく と 、 前 頁 の 図 の 右 に 示し た よう な 表 が で き あ が り ま す 。 

この 表 に 示し た キャ ラク タコ ー ド を 、 マ シン 語 の プロ グラ ム の な か に デー タ 
と し て 設定 し て お いて 、 ひ と つ ず つ 読 み 取 ら せ て 、 画 面 に 表示 し て いき ます 。 

キャ ラク タコ ー ド を デー タ と し て 設定 し て 、 ひ と つ ひ と つ 読 み 取 ら せ 、 画 面 
に 表示 する 方 法 に つい て は 、195 真 を 参照 し て くだ さい 。 
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キャ ラク タ の デー タ は 、LD A, (DE) で て 読み 取る 


193 す 頁 で タン ク を 作っ て 、 自分 が 表示 し た い キ ャ ラク タ の 作り 方 を 説明 し まし 
た が 、 キ ャ ラク タ の 作り 方 は 、 意外と 簡単 だ っ た と 思い ます 。 

で は ここ で は 、 自 分 で 作っ た キャ ラク タ の 表示 の 仕方 を 、 タ ンク の 表示 の 仕 
方 を 例 に し て 説明 する こと に し ます 。 

193 頁 で 、 タ ンク を グラ フィ ッ ク ・ シ ン ボ ル で 書き まし た 。 そ し て 、 そ れ を そ 
れ ぞ れ の キャ ラク タ が 持っ て いる 16 進 数 の キャ ラク タコ ー ド に な お し まし た 。 
その 16 進 数 の キャ ラク タコ ー ド が 、 デ ー タ と な り ま す 。 

この デー タ を 設定 する メモ リ 番 地 は 、HALT (ベー シッ ク の END 命 令 と お な 
じ ) の あと の メモ リ 番 地 か ら と な り ま す 。 

た と えば 、 ベ ー シ ッ ク で READ 一 DATA 命 令 を 使う と き 、 END 命 令 の あと に 
DATA 命 令 を 置い て 、 そ こ に デー タ を 設定 し ます 。 マ シン 語 で は 、DATA 命 令 
は あり ませ ん が 、 そ れ と お な じ よ うに 、HALT 命 令 の あと の メモ リ 番 地 に 記憶 
させ る わけ で す 。 こ の キャ ラク タ を 表示 する プロ グラ ム で は 、 デ ー タ は つぎ に 
示す よう に 、 メ モリ 番地 DO020H か ら 割 り 当 て られ ます 。 


Di0240 記 OO 上 OO 四 OIOIIEI2 0)OEI5 記 00 記 O(OM0)0 
DO 用 9 邊 505O 捕 4 SA 89 の (8) 8S7 87 ES IO)O 
OORS32IINOOKREG EIC NILEICM 8 771IESCIIEIGIMIESIIO0) 


お こと わり し て お きま す が 、 こ の デー タ を 記憶 させ る メモ リ 番 地 は 、 適 当 に 
DO020H を 選ん で 、 電光 で いる お は 価 あ 0 あ 6。 さ の ま ャ ラク タ を 
表示 する プロ グラ ム は すでに で き あ が っ て いて 、 プ ログ ラム の 最初 の メモ リ 番 
地 を DO000H に 割り 当て て いる た め 、 デ ー タ の メモ リ 番 地 が D020H に ぁ 
っ て いる わけ で す 。 

キャ ラク タ を 表示 する プロ グラ ム を わか りや すく 説明 する た め に 、 説 明 の 順 
序 が 送 に な っ て いる の で す 。 
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am レス ノル リル 【 ノ と を うり た ラル コワ ン シ と 4 トウ 





つぎ に 、 メ モリ 番地 D020H か ら 設 定 し た デー タ を 読み 取ら せま す 。 デー 
タ を 読み 取ら せる に は 、 ま ず 、L D 命 令 を 使っ て 、 デ ー タ に 割り 当て た 最初 の 
メモ リ 番 地 DO020H を レジ スタ に 代入 し ます 。 こ の 場合 、 メ モリ 番地 は 2 バ 
イト (16 ビ ピット) な の で 、 レ ジス タ ベ ペア を 使い ます 。 つ まり 、BC レ ジス タ と 
か DE レジ スタ で す 。 HL レジ スタ も あり ます が 、 こ れ は キャ ラク タ を 画面 に 
表示 する 、 VRAM の メモ リ 番 地 を 記憶 させ る た め に 使い ます か ら 、 こ こ で は 除 
いて お きま す 。 そこ で 、DE レ ジス タ を 使う こと に し ます 。 
LD DE, DO020H: デー タ に 割り 当て た 最初 の メモ リ 番 地 を 代入 





そし て 、DE レ ジス タ に 代入 し た デー タ の 最初 の メモ リ 番 地 を 、A レ ジス タ 
に 代入 し ます 。 A レ ジス タ に 最初 の メモ リ 番 地 を 代入 する 、 と 説明 する と LD 
命令 を 使っ て 、 

LD A, DE 

と いう よう に すれ ば よい と 考え る か も し れ ま せん が 、A レ ジス タ は 1 バイト 
( 8 ビッ ト ) の レジ スタ な の で 、2 バイ ト (16 ビ ピット) の DE レジ スタ の 内 容 
を 代入 する こと は で きま せん 。 





デー タ を 読み 取ら せる に は 


ここ で 、DE レ ジス タ に 代入 し た メモ リ 番 地 を A レ ジス タ に 代入 する と いう 
こと は 、DE レ ジス タ に 代入 し た メモ リ 番 地 そ の も の で は な く 、DE レ ジス タ 
の メモ リ 番 地 で 指定 し た デー タ を A レ ジス タ に 代入 する 、 と いう こと で す 。 そ 
の よう に する に は 、 つ ぎ に 示 す よ うに 、DE レ ジス タ を カッ コ で 開 ん で 、A レ 
ジス タ の 右側 に 置き ます 。 


LD A, (DE) 


この よう に する と 、DE レ ジス タ の メモ リ 番 地 そ の も の で は な く 、 そ の メモ 
リ 番地 で 指定 し た デー タ が 、A レ ジス タ に 代入 され る こと に な り ま す 。 

さて これ で 、DE レ ジス タ の メモ リ 番 地 で 指定 し た デー タ が A レ ジス タ に 代 
入 さ れ ま し た か ら 、 つ ぎ は 、VRAM の メモ リ 番 地 を 指定 し て 、 デ ー タ を 表示 さ 
せま す 。 

VRAM の メモ リ 番 地 は 、HL レ ジス タ に 代入 し ます 。 HL エレ ジス タ に は 、 デ 
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タン フ な どの キヤ ラク を 画面 に 表示 する 
ー タ を 表示 する 最初 の メモ リ 番 地 を 指定 し ます 。 この 場合 は 、 メ モリ 番地 F 9 
AFH を 代入 し ます 。 
LD HL, F9AFH 
そし て A レ ジス タ の デー タ を HL レジ スタ に 代入 し て 、 画 面 に 表示 し ます 。 
LD (HL), A 
これ で 、1 行 目 の 1 個 目 の デー タ 0 0 H が 画面 に 表示 され ます 。 
さて 、 デ ー タ を つぎ つぎ に 読み 取ら せ て 画面 に 表示 させ て いく に は 、 命 令 を 
追加 し な けれ ば な り ま せん 。 そこ で 、 デ ー タ の 部 分 を 除い て 、 こ れ ま で 説明 し 
た 命令 を まとめ て お きま す 。 
LD HL, F9AFH- 
LD DE, D020H- 





デー タ を 表示 する VRAM の メモ リ 番 地 を 代入 
デー タ の 最初 の メモ リ 番 地 を 代入 





LD  A, (DE) ーーーーーーーー 指定 し た メモ リ 番 地 の デ ー タ を A レ ジス タタ に 代入 
LD (HL), A 一 ーーーーーー- デー タ を 画面 に 表示 する 


デー タ の 読み 取り と 、 表示 を 繰り 返 え す 





デー タ は 、1 個 で は あり ませ ん 。 そこ で 、 デ ー タ の 読み 取り と 、 デ ー タ の 表 
示 を 繰り 返 え す 必要 が あり ます 。 

デー タ の 読み 取り を 繰り 返 え し て 行う に は 、DE レ ジス タ の 内 容 を 、 ひ と つ 
ずつ 増やし て いく 必要 が あり ます 。 な ぜ な ら 、 デ ー タ は 、 


D020=00H D021=00H D022=00H 

D023=E4H DO024=00H DO025=E5H 

de また 、 表 示す る メモ リ 番 地 も 、 最 初 
に F9AFH に デー タ を 表示 し まし た か ら 、 つ ぎ は F9BOH、 そ の つぎ は F 


9B 1H と いう よう に 、 ひ と つ ず つ 増 や し て いか な けれ ば な り ま せん 。 
1 を 加算 する 命令 は 、INC 命 令 で す 。 INC 命 令 で 、 DE レジ スタ の 内 窒 と 、 
HL レジ スタ の 内 容 に 1 を プラ ス す る に 








INC DE<・ DE レジ スタ の 内 容 に 7 フラ スズ 
INC HL<・ 上 レジ スタ の 内 容 に 7 フラ ス 
と な り ま す 。 


PWR 移入 で すか ら 、 こ の INC 命 令 を 含め て 繰り 

反 え さ な け れ ば な り ま せん 。 

繰り 返 え す 回 数 は 、1 行 に 9 個 デ ー タ が 並ん で いる の で 、9 回 繰り 返 え し ます 。 
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な ぜ 、1 度 に 全部 の 個数 だ け 繰 り 返 えさ な い の か と いう と 、1 行 目 は 
二 0 は の E、 さ ヴ は の け か の の の 委 0 
3 行 目 は また その 列 の 下 、 と いう よう に 表示 する メモ リ 番 地 を 変え て いか な け 
れ ば な ら な いか ら で す 。 

さて 、9 回 繰り 返 え す に は 、CP 命 令 と JP NZ 命令 を 使い ます 。 繰り 返 え し 
専門 の 命令 に は 、DJNZ 命 令 が あり ます が 、 こ の 命令 は 、 こ の あと に 使う の で 、 
ここ で は 使い ませ ん 。 


| カウ ント する 命令 を 置く 


この 場合 は JP NZ 命令 (180 真 参照 ) で 繰り 返 え す 回 数 は 、 9 回 で す 。 そ 
こ で 、JP NZ 命令 の まえ に 、 回 数 を カウ ント する 命令 を 置き ます 。 ベ ー シ ッ ク 
の 場合 、9 と いう 数 を カウ ント させ て 、 9 に な ら な いう ち は な に か を させ る と 
き に は 、 

=C 二 1 
IF C く <>9 THEN 行 番 号 

と いう よう に 書き ます が 、 こ れ と お な じ よ うな こと を する わけ で す 。 

カウ ント させ る に は 、 ま すず 繰り 返 え し を 始め る 最初 の 数 を 、 レ ジス タ に 代入 
し ます 。 こ こ で は 、C レ ジス タ に し ます 。 最初 の 数 は 1 に し ます 。16 進 数 で は 
0 1 H で す 。 

LD C, 0O1H 

つぎ に 、C レ ジス タ の 0 1H を 、0 2H、03H と いう よう に 1 ずつ 増やし て 

いき ます 。 1 ずつ 加算 し て いく 命令 は 、INC 命 令 で すか ら 、 
INC C・ 

と な り ま す 。C レ ジス タ の 内 容 を 、0 1 H か ら 始 め て 9 回 繰り 返 え し て 1 ず 
つ プ ラス し て いく と 、0 AH (10 進数 で 10) に な り ま すか ら 、C レ ジス タ の 内 
容 が 0AH に な っ た か どう か 、 比 較 する 命令 CP 命 令 で 比較 させ ます (188 頁 参 
照 )。 と ころ で 、CP 命 令 は A レ ジス タ の 内 容 と 、CP 命 令 の あと に 置か れ た 1 
バイ ト の 数 と を 比較 する と 決ま っ て いる の で 、 ま ず 、C レ ジス タ の 内 容 を A レ 
ジス タ に 代入 し て お か な けれ ば な り ま せん 。 

に 了 M 。 例 C レ ジス タ の 内 容 を A レ ジス タ に 代入 
その うえ で 、CP 命 令 の あと に 0 AH を 置い て 比較 させ ます 。 
CP 0OAHーーー CD 命 多 で 、A レ ジス タ の 内 容 と 〇 AH を 比較 
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タン な どの キャ ヤラ フク を 画面 に 表示 する 
この よう に する と 、CP 命 令 は 、A レ ジス タ の 内 容 と 0 AH を 比較 し て いっ 
て 、A レ ジス タ の 内 容 が 0 AH と 等 し く な っ た と き 、CP 命 令 は ゼロ ・ フ ラグ 

に 1 を 立た せま す 。 A レ ジス タ の 内 容 が 0 AH と 等 し く な い 間 は 、 ゼ ロ ・ フ ラ 
グ は 0 で す 。 

さき に 取り あげ た JP NZ 命令 は 、 ゼ ロ ・ フ ラグ が ゼロ の と き 、JP 命 令 に 指 
定 さ れ た メモ リ 番 地 に ジャ ンプ し ます 。 

JP NZ <LD A, (DE) 命令 が ある メモ リ 番 地 を 置く > 
の 場合 は 、JP NZ 命令 の あと に は 、LD A, (DE) の メモ リ 番 地 を 置き 

ます 。 つ まり 、 ゼ ロ ・ フ ラグ が 0 の うち 、 こ の メモ リ 番 地 に ジャ ンプ し て 9 回 
繰り 返 え す と 、 つ ぎの 貞 の 実行 結果 に 示す よう に 、9 個 の デー タ が A レ ジス タ 
に 読み 取ら れ て 、HL レ ジス タ で 指定 し た VRAM の メモ リ 番 地 に 表示 され る わ 
け で す 。 

比較 命令 CP 命 令 の 働き で 、 ゼ ロ ・ フ ラグ に 1 が 立つ と 、JP NZ 命令 は ジャ 
ンプ を 終え て 、 つ ぎの 命令 の 実行 に 移り ます 。 

で は 、 こ れ ま で 説明 し た 命令 を まとめ て 、 実 行 結果 を 示し ます 。 プ ログ ラム 
を 完成 する に は 、 ま だ な 命令 を 追加 し な けれ ば な り ま せん 。 し た が っ て 、 マ シン 
語 に ふら れる メモ リ 番 地 は 、DO002 番 地 か ら と な っ て いま す 。 ま た 、 命令 が 
抜け て いる と ころ に は 、00HH を 入れ て いま す 。 こ の よう に し た の は 、J 命 
令 な ど ジ ャ ンプ する 先 が 違 っ て し まう と 、 プ ログ ラム が 実行 され な いか ら で す 。 
し た が っ て 、 こ の プロ グラ ム を 実行 させ る と き は 、 メ モリ 番地 を DO002H か 
ら 入 力 し 、0 0 H も 必ず 入力 し て くだ さい 。 こ の プロ グラ ム の 最後 は 、JP 
5C66H で 、 ふ た た び マ シン 語 の コマ ンド を 受け つけ る よう に し て いま す 。 

な お 画面 設定 は 、 ダ イレ クト ・ モ ー ド で 、 

WIDTH 80, 25 

に 設定 し て 実行 し て くだ さい 。 こ の よう に 画面 設定 を 80 桁 25 行 に 変更 し な 

いと 、 キ ャ ラク タ は 表示 され ませ ん 。 


アセ シン プリ 
21 AF F9 LD HL, F9OAFH 
11 20 DO LD DE, DO20H 
00 
00 





つぎ に 示す の が 、 実 行 結果 で す 。 


ら 個 空白 を 表示 


LD C。 01HH 
LD A, (DE) 
LD (HL), A 
INC HL 
INC DE 
INC C 

LD 4A, C 


CP 0AH 
JP NZ DOOCH 
JP 5C66H 











タン な どの キヤ ラク を 画面 に 表示 する 


PUSH 命 令 で ロレ ジス タ 、 BB レ ジ ラス タ の 内 容 を 退避 





さて 、1 行 分 の デー タ を 読み 取っ て 、 画 面 に 表示 し まし た 。 デー タ は 3 行 あ 
り ま す 。 し た が っ て 、 さ き に まとめ た 命令 を 3 回 繰り 返 え さ な け れ ば 、 キ ャ ラ 
クタ 全体 を 表示 する こと が で きま せん 。 

さき に まとめ た 命令 を 3 回 繰り 返 え す に は 、 繰 り 返 え し の 命令 DJNZ 命令 
使い ます 。 DJNZ 命 令 は プロ グラ ム の 最後 に 置く こと に な り ま す が 、 こ こ 
DJNZ 命 令 を 取り あげ た の は 、DJNZ 命 令 を 使う 場合 、 繰 り 返 えす 回 数 を B 
ジス タ に セッ ト し な けれ ば な ら な いか ら で す 。 こ の 場合 、DJNZ 命 令 で 繰り 
えす 回 数 は 3 回 で すか ら 、16 進 数 0 3H を B レ ジス タ に 代入 し ます 。 

LD 日 , 0 3H----- 線 り 返 え し の 回 数 を 代入 

の 命令 は 、 さ き に まとめ た 命令 の 一 番 最初 に 置き ます 。 
LD B, 03H 

LD HL, F9AFH 

LD DE, D020H 

交 。 Ma よる うる 頒 で まき 。 

この 命令 の あと に 、PUSH 命 令 を 使っ て 、B レ ジス タ に 代入 し た 繰り 返 え 
の 回 数 0 3H を 、 ス タッ ク に 退避 させ ます 。 

PUSH BC --- B レ ジス タ の 内 容 を スタ ッ ク に 退避 させ る 

PUSH 命 令 に つい て は 183 頁 を 参照 し て も ら う こと に し て 、 こ こ で PUSH 命 
令 で 、B レ ジス タ の 繰り 返 え し の 回 数 03H を スタ ッ ク に 退避 させ る の は 、 あ 
と で 、B レ ジス タ を BC レジ スタ ベア に し て 使わ な けれ ば な ら な いか ら で す 。 
この こと は あと で わか り ま す 。 お な じ よ うに HL レジ スタ の 内 容 も 、PUSH 命 
令 を 使っ て スタ ッ ク に 退避 させ ます 。 

PUSH HL ーー 上 レジ スタ の 内 容 を スタ ッ ク に 退避 させ る 

な ぜ 、HL レ ジス タ の 内 容 を スタ ッ ク に 退避 させ る の か と いう と 、HL レ ジ 
スタ の 内 容 は 、 つ ぎの よう に 、 

F9AFH+0078H 120 を 足し て 2 行 目 の メモ リ 番 地 を 指定 
FA27H+0078H I20 を 足し て 3 行 目 の メモ リ 番 地 を 指定 
HL レジ スタ の 内 容 に 0078H (10 進 数 の 120 ) を 足し て 、2 行 目 、3 行 目 
に キャ ラク タ を 表示 させ る 、 メ モリ 番地 の 計算 に 使わ な けれ ば な り ま せん 。 
と ころ が 、HL レ ジス タ の 内 容 は 、 も う ひ と つの と ころ で 使わ な けれ ば な り 


窟 
レ 
返 
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ませ ん 。 そ れ は 、 さ き に まとめ た 命令 の な か で 説明 し た 、 
INC HL 
で す 。 こ こ で 、1 回 目 に INC 命 令 で 9 回 繰り 返 え す と 、 メ モリ 番地 は 、 
F9B8H 
に な っ て し まっ て 、 2 行 目 の メモ リ 番 地 の 指 定 の 計算 に は 役 に た た な く な っ 
て し まい ます 。 そこ で 、PUSH 命 令 で 、 も と の HL レジ スタ の 内 容 が 壊さ れ な 
いよ うに 、 ス タッ ク に 退避 させ る わけ で す 。 
この ふた つの PUSH 命 令 は 、 さ き に まとめ た 命令 の な か で 、0 0H を 入れ た 
と ころ が あり ます が 、 そ の と ころ に 入り ます 。 
さて 、 さ き に まとめ た 命 令 を 実行 させ る た め に 、JP 5C66 命 令 を 入れ 
まし た が 、 そ の 命令 は 取り 去っ て 、 そ の あと か ら 、 こ れ か ら 説 明 する 命令 が 入 
り ま す 。 


2 行 目 、3 行 目 に キャ ラク タ を 表示 する メモ リ 番 地 の 計 算 


さき に B レ ジス タ の 内 容 を PUSH 命 令 で 退避 させ まし た 。 そ れ は 、 こ こ で キ 
ャ ラク タ を 表示 する 、 2 行 目 、 3 行 目 の 表示 位置 を 指定 する メモ リ 番 地 の 計 算 
を する た め に 、B レ ジス タ を 使う か ら で す 。 も ちろ ん 、 メ モリ 番地 は 2 バイ ト 
(16 ビ ピット) で すか ら 、B レ ジス タ ひ と つ で は あり ませ ん 。 BC レジ スタ ペア 
に し て 使い ます 。 そ れ で も B レ ジス タ の 内 容 は 破壊 され て し まい ます 。 そこ で 、 
PUSH 命 令 で 退避 させ た わけ で す 。 

さて キャ ラク タ を 表示 する 、 2 行 目 、3 行 目 の 表示 位置 を 指定 する メモ リ 番 
地 の 計算 の た め に 、0078H (10 進 数 で 120) を 、LD 命 令 で BC レジ スタ に 
代入 し ます 。 

LD BC, 0078H 

キャ ラク タ を 表示 する 2 行 目 、3 行 目 の 表示 位置 を 計算 する た め に 、 な ぜ 0 
078H を 使う か は 151 頁 を 参照 し て くだ さい 。 

BC レジ スタ に 0078 是 を 代入 し た ら 、 POP 命 令 で スタ ッ ク に 退避 させ た 
メモ リ 番 地 を HL レジ スタ に 取り 出し ます 。 

POP HL 

1 回 目 に PUSH 命 令 で 退避 させ た メモ リ 番 地 は F9AFH で すか ら 、POT 命 
令 で 取り 出さ れ て くる メモ リ 番 地 は F9AFH で す 。 

そこ で HL レジ スタ の 内 容 と BC レジ スタ の 内 容 を ADD 命 令 で 加算 し ます 。 
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タン ク な どの キヤ ラク を 画面 に 表示 する 
ADD HL, BC 
HL レジ スタ の 内 容 は F9AFH、BC レ ジス タ の 内 容 は 0078H で すか 
ら 、 つ ぎの よう な 足し 算 が 行わ れ ま す 。 
F9AFH+0078=FA27H 
加算 し た 結果 の F A 27H が 、 キ ャ ラク タ を 表示 する 2 行 目 の 最 初 の メモ リ 
番地 で す 。 巻 末 に 示し た 80 桁 X25 行 モー ド の メモ リ 番 地表 を みる と FA27H 
は 、 最 初 の F9AFH の 真下 の メモ リ 番 地 で ある こと が わか る と 思い ます 。 
この 加算 結果 の FA27H は 、HL レ ジス タ に 記憶 され て 残り ます 。 


DJN2Z 命 令 で 、 繰り 返 え し 処理 を する 最初 の 命令 に 戻る 


つぎ は 、DJNZ 命 令 で 繰り 返 え し 処理 を する た め 、 繰 り 返 え し 処理 を する 最 
初 の 処理 に 戻し ます が 、 そ の まえ に PUSH 命 令 で 、 退 避 さ せ た B レ ジス タ の 内 
容 0 3H を 取り 出し て こ な け れ ば な り ま せん 。 な ぜ な ら 、DJNZ 命 令 で 繰り 返 
え し 処理 を する た め に 戻る と き 、B レ ジス タ か ら 1 を 引い て 戻る か ら で す 。 

POP 日 C ーー- スタ ッ ク に 退避 させ た 内 容 を 取り 出す 

POP BC 命令 で 取り 出さ れ て きた 03H は 、BC レ ジス タ の B レ ジス 
タ に 記憶 され て いま す 。 そこ で 、DJNZ 命 令 で 戻る と き 、B レ ジス タ の 03H 
か ら 1 を 引く こと が で きる わけ で す 。 DJNZ 命 令 で 戻る 最初 の 命令 は 、PUSH 
B C 命 令 で す 。 こ れ は 、BC レ ジス タ に 記憶 され て いる 0 3H-1H の 結果 の 0 
2H が 破壊 され な いた めで す 。 こ の こと は 、 す で に 説明 し まし た 。 

お な じ よ うに PUSH HL 命令 で 、HL レ ジス タ に 記憶 され て いる FOAF 
H+0078H の 計算 結果 の FA27H が 破壊 され な いた め に スタ ッ ク に 退避 
させ ます 。 

あと は 、 ま え に 説 明 し た 通り で す が 、DJNZ 命 令 で 戻っ て きた 2 回目 に つい 
て お お ま か に 説明 する と 、DE レ ジス タ に は DO029H が 記憶 され て いる の で 、 
LD A, (DE) で D029H か ら の デー タ の 読み 取り を 始め ます 。 HL レジ ス 
タ に は FA27H が 記憶 され て いま すか ら 、VRAM の メモ リ 番 地 FA27H か 
ら キ ャ ラク タタ の 表示 を 始め る こと に な り ま す 。 

3 回 目 の DE レ ジス タ の 内 容 は D032H に な り ま す 。 HL レジ スタ の 内 容 
は FA9FH に な り ま す 。 

B レ ジス タ の 内 容 が 0 に な る と 、DJNZ 命 令 の 繰り 返 え し 処理 は 終了 し て 、 
つぎ の 命令 の 実行 に 移り ます 。 
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アセ ンプ ブル し た プロ グラ ム 


で は 、 つ ぎ に こ れ ま で 説明 し た 命令 を まとめ 、 ア セン ブル し た プロ グラ ム を 
示し ます (画面 は 、80X25 モ ー ド )。 


LD B, 03H 

LD HL, F9OAFH 
LD DE, DO020H 
PUSH BC 
PUSH HL 

LD CC, 01H 

LD A, (DE) 

LD (HL),A 
INC HL 

INC DE 

INC C 

LD A, C 

CP 0AH 


JP NZ DOOCH 
LD BC,0078H 
POP HL 

ADD HL,、 BC 
POP BC 

DJNZ DO08H 
HALT 


00 00 00 E4 00 ES5 00 00 00 
00 E4 87 87 87 87 87 E5 00 
00 E6 EC EC 87 EC EC E7 00 





タダ ンク な どの キャ ヤラ フク を 画面 に 表示 する 
つぎ に 実行 結果 を 示し ます 。 2 回 目 を 実行 する と 、 ま え に 示 し た 実行 結果 の 
下 に 、 そ の デー タ の キャ ラク タ が 表示 され ます 。 


| 実行 結果 


2 回 目 が 突 行 され る と 、 
2 行 目 が 表示 され る 





3 回 目 を 実行 する と 、 2 回 目 の 実行 結果 の 下 に 、 3 行 目 の デー タ の キャ ラク 
タ が 表示 され て 完成 で す 。 














融 ーー 3 回目 が 容 行 され る と 、 


ら 行 目 が 表示 され て 完成 
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キー 入力 は 、 IN 命令 | 


195 頁 で タン ク を 画面 に 表示 し まし た 。 た だ 、 タ ンク を 画面 に 表示 し た だ け で 
は お も し ろく な い の で 、 新 し い 命 令 を お ば える た め に 、 タ ンク か ら 弾 を 発射 さ 
せる こと に し まし ょ う 。 当然 の こと で す が 、 タ ンク か ら 弾 を 発射 する に は 、 
を 発射 させ る キー 入力 を 行い ます 。 こ の キー 入力 を 受 AM 
す 。IN 命 令 は 、 つ ぎの よう な 形 を し て いま す 。 


ININXSR@) 


IN 命令 の あと の X の と ころ に は 、A、B、C、D、E、H、 工 の 各 レ ジス タ 
を 置く こと が で きま す が 、 カ ッ コ の な か は 、C レ ジス タ と 決ま っ て いま す 。 

この IN 命令 の 働き は 、 ベ ー シ ッ ク の INF 関 数 の 働き と お な じ で す 。 ベ ー シ ッ 
ク の INP 関 数 は 、 た と えば つぎ の よう に 、 カ ッ コ の な か を 、 

A=INP (0) 

と する と 、0 か ら 7 まで の キー 入力 を 受け つけ ます 。 

IN 命令 も お な じ で 、 カ ッ コ の な か の C レ ジス タ に 0 を 与え る と 、0 か ら 7 ま 
で の キー 入力 を 受け つけ ます 。 カ ッ コ の な か の C レ ジス タ に 0 を 与え る に は 、 
IN 命令 の まえ で 、 LUD 命 令 を 使っ て 、C レ ジス タ に 0 を 代入 すれ ば よい の で す 。 
この 場合 は 、IN 命 令 の X の と ころ に A レ ジス タ を 置き ます 。 

LD C,。 00H 
IN A, (C) 
これ で IN 命令 は 、0 か ら 7 まで の キー 入力 を 受け つけ ます 。 
この 場合 、0 か ら 7 まで の キー を 押し た と き 、TIN 命 令 で 取り 出さ れ て き て A 
レジ スタ に 代入 され る デー タ は 0 か ら 7 と いう 数 で は な く て 、 0 か ら 7 ま で の 
キー に 対応 し た 8 ビット の デー タ で す 。 こ の 8 ビッ ト の デー タ は 、TINP 関 数 を 
使っ た 場合 、 変 数 A に 代入 され る 値 と お な じ で す 。 

た と えば 、5 の キー を 押し た と き INP 関 数 の 場合 は 、 10 進 数 で 考え て 、 223 が 
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タン か ガ ら 弾 を 発射 する 


変数 A に 代入 され る こと に な り ま す が 、TIN 命 令 の 場合 は 、16 進 数 で 考え て 8 
ビッ ト の DFH が A レ ジス タ に 代入 され る こと に な り ま す 。 
で は 、 つ ぎ に 0 か ら 7 ま で の キー を 押し た と き に 、IN 命 令 で 取り 出さ れ て き 


て 、A レ ジス タ に 代入 され る 8 ビッ ト の デー タ を 示し ます 。 












0 の キー を 押す と 、FEH (10 進 数 で 254 ) 


この よう に 、 押 され た キー の 入力 を 受け つけ て 、8 ビッ ト の デー タ を 取り 出 
し て 、A レ ジス タ に 代入 する の が IN 命令 の 働き で す 。 


CP 命 令 で 比較 する 


さて 、IN 命 令 の カッ コ の な か の C レ ジス タ に 0 を 代入 する と 、0 か ら 7 ま で 
の キー の 入力 が で きる よう に な り ま す が 、 弾 を 発射 する と いう よう な 場合 は 、 
ふつ う 押 す キ ー を 限定 し ます 。 

ベー シッ ク で は 、 弾 丸 を 発射 する と いう よう な 場合 は 、 ふ つう INKEY$ 関 
数 を 使い ます が 、 説 明 の 都合 上 、 INP 関 数 で 行い ます 。 た と えば 、5 の キー が 
押さ れ た と き に 弾丸 を 発射 する 場合 、 つ ぎの よう に 、 IFーTHEN 文 を 使っ て 、 
INP 関 数 で 取り 出さ れ て 、 変 数 A に 代入 され た 値 が 223 で ある か どう か を 判定 し 
て 、 実行 させ ます 。 

A=INP (0) 
IF A=223 THEN 350 

IN 命令 の 場合 も お な じ で す 。 5 の キー が 押さ れ た と き 弾 丸 を 発射 する と いう 
場合 、 つ ぎ に 示 す よ うに 、 比較 を する CP 命 令 (188 頁 参照 ) を 使っ て 、 IN 命令 
で 取り 出さ れ て き て A レ ジス タ に 代入 され た 8 ビッ ト の デー タ が 、DFH (10 進 
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数 で 223) で ある か どう か 、 比 較 さ せま す 。 比較 する 値 DFH は 、CP 命 令 の あ 
と に 置き ます 。 
LD C, 00H 一 C レ ジス タ に OOH (0 進数 で O) を 代入 
IN A, (C) IN 命 金 で 、 押 され た キー の デー タ を 取り 出し て ヘレ ジス タ に 代入 
CP DFH=- CD 命 金 で 、A レ ジス タ の 値 が DFH か どう か 比較 する 
CP 命 令 は 、A レ ジス タ の 内 容 と 比較 する と 決ま っ て いる の で 、TIN 命 令 を 使 
うと き は 、 取 り 出 され て くる 8 ビッ ト の デー タ を A レ ジス タ に 代入 する よう に 
し た ほう が 便利 で す 。 
さて 、A レ ジス タ の デー タ と 、CP 命 令 に 置か れ て いる DFH と が 等 し いと き 
CP 命 令 の 働き で 、 ゼ ロ ・ フ ラグ に 1 が 立ち ます 。 A レ ジス タ の デー タ と DFH 
と 等 し く な いと き は 、 ゼ ロ ・ フ ラグ は 0 で す 。 比較 する CP 命 令 の 働き は 、 こ 
の よう に 、A レ ジス タ の 内 容 と ある 値 と 比較 する と いう 命令 で す 。 
ゼロ ・ フ ラグ に 1 が 立っ た と き に 、 弾 を 発射 する と ころ に ジャ ンプ する と い 
う 、 つ ぎの 実行 に 移す に は 、 も う ひ と つの 命令 が 必要 に な り ま す 。 








JP Z 命 令 は 、 ゼ ロ ・ フ ラグ が 1 の と き ジ ャ ンプ する 





180 頁 で 、JP NZ 命令 に つい て 説明 し て いま す が 、 NZ 命令 は 、 ゼ ロ ・ 
フラ グ が 0 の と き 条 件 が 成立 し て 、 IP 
ジャ ンプ し ます 。 

これ に 対し て 、JP Z 命 令 は 、 ゼ ロ ・ 2 
JP Z 命 令 に 示さ れ て いる メモ リ 番 地 に ジャ ンプ し ます 。 弾丸 を 発射 する 場 
は 、 みや の あと 講和 す る 森 科 の 合 の お 難 け 地 が 埋 か か 
ます か ら 、 そ の メモ リ 番 地 に ジャ ンプ する こと に な り ま す 。 


JP NZ ゼロ ・ フ ラグ が 0 の と き 指 定 され た メモ リ 番 地 に ジャ ンプ 


IE 泊 記 2 ゼロ ・ フ ラグ が 1 の と き 指 定 さ れ た メモ リ 番 地 に ジャ ンプ 


JP 命令 の あと に NZ が ある か 、ZZ が ある か で 、 こ の よう に 相違 し ます か ら 注 
意 し て 使わ な けれ ば な り ま せん 。 

さて ここ で は 、 キ ー 入 力 が あっ た と き タ ンク か ら 弾 を 発射 させ る だ け に し 
すか ら 、JP Z 命 令 の あと に JP 命令 を 置い て 、 キ ー 入 力 が ある まで 、LD C, 
0 0 H 命 令 に も ど し て 、 キ ー 入 力 待ち の 状態 に し ます 。 
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タン か ら 弾 を 発射 する 
JP <LD C, 00H 命 令 が ある 番地 > 
以上 が 、 弾 を 発射 する キー 入力 の 命令 で す 。 つ ぎ に ま と め て 示し ます 。 
し D C、0OH= 








キー 入力 が ある まで 
IN A, (C) キー 入力 待ち の 状態 に な る 
キー 入力 が ある と 
入選 ジャ ンズ す る 
JP Z < 弾 を 発射 する メモ リ 番 地 > ーーー 








JP <LD C, 00H 命 令 が ある メモ リ 番 地 > 一 一 
この 弾丸 を 発射 する 命令 は 、 つ ぎの タン ク を 表示 する 命令 に つづ きま す 。 


弾 を 発射 する タン ク を 表示 する 


弾丸 を タン ク か ら 発 射す る た め に 、 ま ず タ ンク を 画面 に 表示 し ます 。 タ ンク 
を 表示 する プロ グラ ム は 204 頁 で 説明 し た プロ グラ ム と お な じ で す 。 四 う 点 は 弾 
を 画面 の 上 に 向け て 発射 する た め に 、 タ ンク を 表示 する VRAM の メモ リ 番 地 を 、 
つぎ の よう に FC80H に 下げ た だ け な の で 、 説 明 を 省略 し ます 。 

LD HL, FC80H 


弾丸 を 発射 する 


弾丸 を 発射 する プロ グラ ム の な か で は 、 新 し く 取 りあ げた と いう 命令 は あり 
ませ ん 。 ま た プロ グラ ム が 少し 長い の で 、 ま ず 、 ア セン プリ 言語 で 書い た プロ 
グラ ム を 示し 、 そ の あと で 説明 を 加え て いく こと に し ます 。 


ィ 
則 


回 DB 束 IRSi 旧 
LD DE, 0004H 
ABD HLi DE 
避 D AECH 
国 の | 放 (国有 A 
BMMISiEII BC 
ED 日, FO 叶 
避 DI AFI 旧 


DEC OPT Mae 
JP NZ <DEC A の メモ リ 番 地 > 


DJNZ <LD A, F0H の メモ リ 番 地 > 






ウエ イト ・ ル ー フ 
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妥 26E2S 占 !⑤ 

時 Bi GE) TA 
EDBDEWOIOIZSR 

BC 5 に NM DE 

DJNZ DO056H 

JP < タン ク を 表示 させ る DO000 番 地 > 


で は 、 そ れ ぞ れ の 命令 の 働き に つい て 説明 し ます 。 
弾 を 発射 する キー 入力 が ある と 、 こ の プロ グラ ム の 最初 の 命令 に ジャ ンプ し 
て きま す 。 最初 の 命令 は 、 
LD B, 13H 
で 、LD 命 令 で B レ ジス タ に 1 3H (10 進 数 の 19) を 代入 し ます 。 弾 を タン 
ク か ら 画 面 の 上 まで 表示 し て いく に は 、 弾 を 表示 し た り 、 消 し た り と いう こと 
を 19 回 繰り 返 え し て 行わ な けれ ば な り ま せん 。 繰り 返 え し は 、 繰 り 返 え し 専門 
の 命令 で ある DJNZ 命 令 で 行い ます 。 DJNZ 命 令 で 繰り 返 え す 回 数 は 、B レ ジ 
スタ に セッ ト し て お くも の と 決ま っ て いま すか ら 、 ま ず 、LD 命 令 で 、DJNZ 
命令 で 繰り 返 え す 回 数 1 3H (10 進 数 で 19) を 、B レ ジス タ に 代入 し ます 。 
LD DE, 0004H 
は 、LD 命 令 で 、DE レ ジス タ に 0004H (10 進 数 で 4 ) を 代入 し ます 。 
な ぜ 、HL レ ジス タ に 0004H を 代入 する の か と いう と 、HL レ ジス タ に は 
つぎ の 図 に 示す よう に 、 タ ンク を 表示 し た VRAM の メモ リ 番 地 FC80H が 記 
憶 さ れ て いま す 。 弾 を 発射 する 位置 は 、 そ の VRAM の メモ リ 番 地 よ り 4 番地 右 
側 に よっ た 位置 だ か ら で す 。 
FC80H ン 弾 を 発射 する メモ リ 番 地 FC84H 





ADD HL, DE 
FC80H 十 0004H= ニ FC84H 


そこ で DE レジ スタ に 0004H (10 進 数 で 4 ) を 代入 し て 、HL レ ジス タ 
の メモ リ 番 地 に 0004H を プラ ス し 、 そ の 仔 置 か ら 弾 を 発射 する わけ で す 。 
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タン か ガ ら 弾 を 発射 する 
ADD HL, DE 
で 、 さ き に LD 命 令 で DE レジ スタ に 代入 し た 0004H と 、HL レ ジス タ 
に 記憶 され て いる VRAM の メモ リ 番 地 FC80H と を ADD 命 令 で 加算 し ます 。 
この 加算 結果 の FC84H は 、HL レ ジス タ に 記憶 され て 残り 、 弾 を 最初 に 表 
示す る VRAM の メモ リ 番 地 と な り ま す 。 
LD A, ECH 
で 、 画面 に 表示 する 堪 の キャ ラク タコ ー ド ECH を A レ ジス タ に 代入 し ます 。 
ここ で 、A レ ジス タ に 代入 し た 坦 の キャ ラク タコ ー ド ECH は 、 つぎ に LD 命 令 
で 、HL レ ジス タ に 代入 され て 、 
LD (HL), A 
画面 に 表示 され ます 。H TL レジ スタ の 内 容 は 、 さ き に ADD 命 令 で 計算 され た 
結果 の FC84H で す 。 
さて 、 免 を 表示 し て 、 す ぐに 震 を 消し た の で は 、 命 令 が 高速 に 処理 され る た 
め 、 替 が 画面 に 表示 され ませ ん 。 そこ で 坦 を 表示 し た あと 、 倫 を 消す 命令 の 実 
行 を 遅らせ ます 。 そ の よう に する に は 、 178 頁 で 説明 し て いる ウエ イト ・ ル ー プ 
を 使い ます 。 こ の ウエ イト ・ ル ー プ で も 、DJNZ 命 令 を 使い ます 。 し た が っ て 、 
B レ ジス タ を も 使う こと に な り ま す 。 B レ ジス タ は 、 ま え に も 使っ て いま すか 
ら 、 ま え に B レ ジス タ に 記憶 させ た 内 容 が 破壊 され な いよ うに 、PUSH 命 令 で 
スタ ッ ク に 退避 させ ます 。 
PUSH BC 
この 場合 、B レ ジス タ と いう 1 バイ ト の レジ スタ で は 、 ス タッ ク に 退避 させ 
る こと は で きま せん 。 そこで 、BC レ ジス タ ベ ペア に し て 退避 させ る こと に な り 
ます 。B レ ジス タ に 記憶 され て いた 内 容 を 、PUSH 命 令 で スタ ッ ク に 退避 させ 
た ら 、 ウ エイ ト ・ ル ー プ を 置き ます 。 


6 昌 衣 01 上 
DB。A,。 FOOH 


JP NZ <DEC A の メモ リ 番 地 > 


DJNZ <LD A, F0H の メモ リ 番 地 > 





の 場合 は 、LD 命 令 で B レ ジス タ に F OH (10 進 数 で 240) LD 命 令 で A レ 
の 190 講和 
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LD A,F0H 
DEC 症 EUV (| 
JP NZ <DEC A の メモ リ 番 地 > 


内 側 の 命令 を 実行 し ます 。 DEC 命 令 は 1 を 引く 命令 で す 。 し た が っ て 、A 
レジ スタ の 内 容 が 0 に な る まで 、JP NZ 命令 で DEC A 命 令 に ジャ ンプ し て 、 
DEC A 命 令 を 繰り 返 え し ます 。 A レ ジス タ の 内 容 が 0 に な る と 、 ゼ ロ ・ フ ラ 
グ に 1 が 立ち ます か ら 、JP NZ 命令 に よる 繰り 返 え し は や め て 、 つ ぎの 命令 
DJNZ 命 令 を 実行 し ます 。 DJNZ 命 令 は 、B レ ジス タ の FE OH から 1 を 引い て 、 
LD A,F OH 命令 を 実行 し て 、A レジ スタ に FOH を 代入 し ます か ら 、 さ き に 
説明 し た こと を 、 ふ た た び 繰 り 返 え し ます 。 

この こと を 、B レ ジス タ の 内 容 が 0 に な る まで 繰り 返 え す と 、 ウ エイ ト ・ 
EIGA 
ト ・ ル ー プ に つい て は 178 頁 を 参照 し て くだ さい 。 

さて 、 表示 され て いる 亀 を 消し ます 。 坦 を 消す に は 、 185 頁 で 説明 し て いる よ 
うに 、XOR A 命 令 を 使い ます が 、 こ こ で は ウエ イト ・ ル ー プ で A レ ジス タ が 
0 0 H (10 進 数 で 0 ) に な っ て いま すか ら 、 そ の まま A レ ジス タ の 内 容 を HL 
レジ スタ に 代入 する こと に な り ま す 。 

LD (HL), A 

これ で 、 画 面 に 表示 され て いる 堪 は 消さ れ ま す 。 

つぎ は 、 つ ぎの 人 を 表示 する た め の VRAM の メモ リ 番 地 の 計 算 で す 。 

VRAM の メモ リ 番 地 は 、 画面 の 上 に 行く に し た が っ て 、 メ モリ 番地 が 小さ く 
な っ て いき ます か ら 、VRAM の メモ リ 番 地 を 記憶 し て いる HH レジ スタ か ら 0 
078H (10 進 数 で 120) を 引き ます 。 な ぜ 、0078H (10 進 数 で 120) を 引 
く か は 185 頁 を 参照 し て くだ さい 。 引き 人 算 の 計算 を 行う た め に は 、 LD 命 令 で 0 
078H を DE レジ スタ に 代入 し ます 。 

LD DE。 0078H 

その うえ で 、2 バイ ト (16 ビット ) の 引き 算 の 命令 SBC を 使っ て 、HL レ ジ 

スタ の 内 容 か ら DE レ ジス タ の 内 容 を 引き ます 。 
SBC HL, DE 

この 引き 算 の 結果 は 、HL レ ジス タ に 記憶 され て 残り ます 。 そし て 、 つ ぎの 

借 を 表示 する 、VRAM の メモ リ 番 地 の 指 定 と な り ま す 。 
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タン か ら 弾 を 発 敵 す る 

HE PE ED 

画面 の 上 に た どり つく まで 、 つ まり 、 最 初 に B レ ジス タ に セッ ト し た 1 3H 
が 0 に な る まで 、 繰 り 返 え し の 命令 DJNZ 命 令 で 、 繰 り 返 え し 処理 する 最初 の 
命令 が 記憶 され て いる メモ リ 番 地 に 戻し ます 。 

DJNZ 命 令 で 、 繰 り 返 え し を 始め る 最初 の 命令 _、 こ こ で は 、LD A, ECH に 
戻る と き 、B レ ジス タ か ら 1 を 引い て 戻り ます か ら 、B レ ジス タ か ら 1 を 引く 
こと が で きる よう に 、PUSH BC 命令 で スタ ッ ク に 退避 させ た B レ ジス タ の 内 
容 を 、POP 命 令 で 取り 出し ます 。 

POP BC 

POP BC 命令 で スタ ッ ク か ら 、PUSH BC 命令 で スタ ッ ク に 退避 させ た 内 
容 を 、BC レ ジス タ に 取り 出す と 、 

DJNZ <LD A, ECH の メモ リ 番 地 > 

その 内 容 か ら 1 を 引い て 、DJNZ 命 令 で 、 繰 り 返 え し 処理 する 最初 の 命令 
記憶 され て いる メモ リ 番 地 に 戻り ます 。 

DJNZ 命 令 の 繰り 返 え し 処理 する 回 数 は 、 最 初 に B レ ジス タ に 代入 し た 13 

H (10 進 数 で 19 ) 回 で す 。 し た が っ て 、B レ ジス タ の 1 3H が 0 に な る と 、 
DJNZ に よる 繰り 返 え し 処理 は 終了 し て 、 つ ぎの 命令 の 実行 に 移る こと に な り 
に 

DJNZ 命 令 に よる 繰り 返 え し が 終了 し た と いう こと は 、 発 射 し た 弾 が 画面 の 
te タン ク を 表示 させ る D000 
番地 に 戻し ます 。 その 命令 に 戻す 命令 は 、JP 命 令 で す 。 JP 命令 の あと に 、 戻す 
RYRSA 二 内 無 条 件 に その メモ リ 番 地 に ジ 
ャ ンプ し ます 。 

り P < タン ク を 表示 させ る D000 番 地 > 
これ で 、 タ ンク か ら 弾 を 発射 する プロ グラ ム は 終了 で す 。 


タン ク を 表示 する デー タ 


この 弾 を 発射 する プロ グラ ム の あと に 、 タ ンク を 画面 に 表示 する デー タ を 置 
きま す 。 タ ンク を 表示 する デー タ は 195 頁 で 説明 し た の と 、 こ の 場合 は まっ た く お 
な じ で す の で 、 説 明 は 省略 し ます 。 プロ グラ ム を 実行 する に は WIDTH 命令 で 
80 桁 、25 行 表示 に し 、 テ ン キ ー の [5] の キー を 押し て くだ さい 。 

で は 、 つ ぎ に ア セン ブル し た プロ グラ ム を 示し ます 。 
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LD B, 03H 

LD HL, FC80H 
PUSH HL 

LD DE, DO080H 
PUSH BC 
PUSH HL 

LD C, 01H 

LD A, (DE) 

LD (HL), A 
INC HL 

INC DE 

INC C 

LD A, C 

CP 0AH 

JP NZ DOODH 
P0F 四 

LD BC, 0078H 
ADD HL, BC 
POP BC 

DJNZ DOO09H 
EiOE 朋 上 

LD CC, 00H 

IN A, (C) 

CP DFH 

JP 巡 DO050H 
JP DO021H 


LD B, 13H 
LD DE, 0004H 
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さき デー サ せ (v 門 導 ささ Y 交 





タン がら 弾 を 発射 する 


DO055 ADD HL, DE 
DO056 上 LD AA. ECH 
DO058 LD (H 葉 AA 
DO059 PUSH BC 
DO05A LD B, FOH 
D05C LD A, FOH 
DO05E DEC A 

DO5F JP NZ DO5S5EH 
D062 DJNZ DO5CH 
DO064 LD (HL), A 
DO65 LD DE, 0078H 
DO68 り SBC HL, DE 
DO6A POP BC 

DO6B バ DJNZ DO56H 
DO6D 00 DO JP DOOO0OH 


DO080 00 00 00 E4 00 E5 00 00 00 
D089 00 E4 87 87 87 87 87 E5 00 
DO092 00 E6 EC EC 87 EC EC E7 00 








215 


び 革 肖 暗 対 翌 





ーーSNVY 





























CP 命 令 で 比較 、JP NZ 命令 で 判定 し て 繰り 返 え す 


193 頁 で タン ク と いう キャ ラク タ の 作り 方 を 説明 し まし た 。 ま た 195 頁 で は 、 
タン ク の 表示 の 仕方 を 説明 し まし た が 、 タ ンク は 固定 し た まま で し た 。 そこで 
ここ で は 、UFO と いう キャ ラク タ を 取り あげ て 、 キ ャ ラク タ を 移動 させ る 方 法 
に つい て 説明 する こと に し ます 。 

まず UFO を 、 画面 の 左端 か ら 右端 に 向け て 移動 させ ます 。 こ の 場合 の ポ ボイン 
ト は 、UFO が 画面 の 右端 に きた ら 移 動 を 止め る と いう こと で す 。 そ の よう に す 

こ は 、CP 命 令 と JP NZ 命令 を 使っ て 、UFO を 移動 させ ます 。 

CP 命 令 は 、CP 命 令 の あと に 置か れ た 数 と 、A レ ジス タ の 内 容 と を 比較 す 
る 命令 で す 。 A レ ジス タ の 内 容 と 、CP 命 令 に 置か れ た 数 と が 等 し く な る と 、 
ゼロ ・ フ ラグ に 1 を 立て ます 。 A レジ スタ の 内 容 が CP 命 令 に 置か れ た 数 より 
小さ いう ち は 、 ゼ ロ ・ フ ラグ は 0 で す (179 一 180 頁 参照 )。 

JP NZ 命令 は 、 ゼ ロ ・ フ ラグ が 0 で ある と き 条 件 が 成立 し て 、JP 命 令 に 示 
され て いる メモ リ 番 地 に ジャ ンプ する 命令 で す (179 一 180 頁 参照 )。 

で は 、 こ の ふた つの 命令 で どの よう に すれ ば 、 つぎ の 図 に 示す よう に 、UFO 
が 画面 の 右端 に きた ら 止 まる よう に な る か で す 。 





右 画 
端面 
で の 
止 
ま 
る 





UFO を 画面 の を か ら 右 に 飛ば す 
この ふた つの 命令 の 働き を プロ グラ ム の 説明 の な か で 行う と わか り に くく な 
る の で 、 つ ぎ に 、UFO を 画面 の 右 に 移動 きせ る プロ グラ ム の な か か ら 、 そ の 部 
分 の 命令 を 取り 出し て 、 お お ま か に 説明 し て お く こ と に し ます 。 ア セン プリ 言 
語 の 、 そ れ ぞ れ の 命令 に つけ られ て いる メモ リ 番 地 は 、 完 成 し た プロ グラ ム に 
割り 当て られ る メモ リ 番 地 で す 。 
D000 B, 01H 
D005 PUSH BC 
) 


繰り 返 えす 命令 
UF O の デー タ を 読み 込む 
UF O を 表示 し て いく メモ リ 番 地 の 指 定 


) 
D036 POP BC 
D037 INC BB 
D039 LD A, BB 
D03A CP 48H 
D03C JP NZ DO005H 
この プロ グラ ム の UFO が 画面 の 右端 に た どり つく に は 、UFO の 表示 を 47 
H (10 進 数 で 71) 回 繰り 返 え し て 、 画 面 の 右 へ 移動 させ る 必要 が あり ます 。 
この 場合 、CP 命 令 で 何 回 繰り 返 え し た か 、 繰 り 返 え し の 回 数 を 比較 させ る 
の で 、 ま ず 、LD 命 令 で 繰り 返 え し 回 数 の 最初 の 数 0 1 H (10 進 数 で 1 ) を 、 
B レ ジス タ に 代入 し ます 。 そ し て 、PUSH BC 命令 で 、B レ ジス タ の 0 1 H を 
スタ ッ ク の な か に 退避 させ ます 。 こ の よう に する の は 、B レ ジス タ を ほか で も 
使う か ら で す 。 レ ジス タ は 変数 と お な じ で すか ら 、 あ と か ら 値 が 代入 され る と 、 
え に 代入 し た 値 が 破壊 され て し まい ます 。 それ で は カウ ント する こと が で き 
な く な る の で 、 ス タッ ク に 退避 させ る わけ で す 。 
それ か ら 、 そ の 間 に あ る UFO を 右 へ 表示 し て いく 命令 を 実行 し て 、POP 
BC 命令 で 、 ス タッ ク に 退避 させ た 0 1 H を 取り 出し て きま す 。 
そし て 、INC B 命 令 で 、 つ ぎ に 示 す よ うに 、B レ ジス タ の 0 1 H に プラ ス 1 
し ます 。TINC 命 令 は 、 プ ラス 1 する 命令 で す 。 
01H+01H=02H 
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そこ で 、B レ ジス タ の 内 容 は 0 2H に な り ま す 。 こ の B レ ジス タ の 0 2H を 、 
CP 命 令 で CP 命 令 に 置か れ た 数 と 比較 させ ます 。 た だ し 、CP 命 令 は B レ ジ 
スタ と は 比較 で きま せん 。 C 了 命令 が 比較 する 相手 は 、A レ ジス タ と 決ま っ て 
いま す 。 その た め B レ ジス タ の 02H を 、LD 命 令 で A レ ジス タ に 代入 し て か 
ら 、CP 命 令 で 、CP 命 令 に 置か れ て いる 数 と 、A レ ジス タ の 内 容 と を 比較 さ 
せま す 。 

UFO が 画面 の 右端 まで た どり つく に は 、47H (10 進 数 で 71 ) 回 繰り 返 え せ 
ば よい わけ で すか ら 、CP 命 令 の あと に 4 7H を 置い て 、A レ ジス タ の 内 容 が 
4 7H で ある か どう か 比較 させ れ ば よい と いう こと に な り ま す が 、 た だ この 場 
合 は 、 最 初 に B レ ジス タ に 0 1 H を 代入 し て 、0 1 H か ら 始 め て いる の で 、 

01H 二 47H=48H 

CP 命 令 に 4 8H (10 進 数 で 72) を 置い て 、A レ ジス タ の 内 容 が 4 8H に な 
っ た か どう か 比較 させ ます 。 

A レ ジス タ の 内 容 は 0 2H で すか ら 、CP 命 令 に ある 48H と 等 し く あ り ま 
せん 。 そ の た め 、 ゼ ロ ・ フ ラグ は 0 で す 。 し た が っ て 、JP NZ 命令 の 条件 は 成 
立 し て 、 指 定 さ れ て いる メモ リ 番 地 DO005H に ジャ ンプ し ます 。 

メモ リ 番 地 の D005H の 命令 は 、PUSH BC で す の で 、B レ ジス タ の 0 2 
H を スタ ッ ク に 退避 し ます 。 理 由 は さき の 場合 と お な じ で す 。 

それ か ら 、 そ の 間 に あ る UFO を 右 へ 表示 し て いく 命令 を 実行 し て 、 ふ た た び 
POP BC 命令 で スタ ッ ク に 退避 し た 02H を 取り 出し て きま す 。 そ し て 、 
INC B 命 令 で B レ ジス タ の 02H に 1 を プラ ス し ます 。 

02H 二 01H=03H 

B レ ジス タ の 03H を 、LD 命 令 で A レ ジス タ に 代入 し て 、C 命 令 で 比較 
し ます 。 A レ ジス タ の 内 容 は 0 3H で すか ら 、 ま だ 48H と は 等 し く あ り ま せ 
ん 。 そこ で 、JP NZ 命令 で 、 メ モリ 番地 DO005H に ジャ ンプ し ます 。 

この こと を 4 7 是 回 繰り 返 え し て いく と 、INC B 命 令 で 1 ずつ プラ ス さ れ て 
いっ て 、B レ ジス タ の 内 容 は 4 8H に な り ま す 。B レ ジス タ の 内 容 は 、A レ ジ 
スタ に 代入 され ます か ら 、A レ ジス タ の 内 容 も 、4 8H に な り ま す 。 

A レ ジス タ の 内 容 が 4 8H に な る と 、CP 命 令 に 置か れ て いる 数 と 等 し く な 
り ま す 。 す る と 、CP 命 令 の 働き で 、 ゼ ロ ・ フ ラグ に 1 が 立ち ます 。 

ゼロ ・ フ ラグ に 1 が 立つ と 、JP NZ 命令 の 条件 は 成立 し ませ ん 。 し た が っ て 、 
つぎ の メモ リ 番 地 の 命令 の 実行 に 移り ます 。 
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UFO を 画面 の か ら 右 に 飛ば す 
と いう こと は 、 メ モリ 番地 DO005 番 地 に ジャ ンプ し て 、PUSH BC 命令 で 
B レ ジス タ の 内 容 を スタ ッ ク に 退避 させ た あと 、 実行 し て きた UFO を 右 へ 表示 
する 命令 の 実行 も 行わ な か なくなり ます 。 そ こ で UFO0 の 移動 も 止ま る と いう こと に 
な の の で 。 


UFO を 画面 の 右 へ 向け て 移動 する 





UFO を 画面 の 右端 へ 移動 する に は 、195 す 真 で タン ク を 表示 し た 場合 と 同様 に 
UFO の デー タ を 読み 取り ます 。 た だ この 場合 は 、 タ ンク の 表示 の 場合 と 違っ て 、 
UFO を 画面 の 右 へ ひと つ 進 め る た びに 、UFO の デー タ を 読み 取っ て 表示 し な 
PWMBH 繰り 返 えす 命令 の な 
か に 入り ます 。 し た が っ て 、 順 を 追っ て 説明 する こと に し ます 。 

まず 、 カ ウン ト の 最初 の 数 0 1H を 、LD 命 令 で B レ ジス タ に 代入 し ます 。 

D000 LD B, 01H 
、UFO を 画面 に 表示 する 最初 の メモ リ 番 地 を 、HL レジ スタ に 代入 し 
ます 。 こ の 場合 は 、 メ モリ 番地 F37 AH か ら UFO を 表示 し ます か ら 、F37 
AH を HL レジ スタ に 代入 し ます 。 こ の 表示 位置 は あと で 示し ます 。 
D002 LD HL, F37AH 

この あと で 、B レ ジス タ 、HL レ ジス タ と も に 、 ほ か の こと に 使い ます か ら 、 

代入 し た 値 を 破壊 し な いた め に 、PUSH 命 令 で スタ ッ ク に 退避 させ ます 。 
D005 PUSH BC 
D006 PUSH HL 

PUSH 命 令 は 16 ビ ッ ト の 命令 な の で 、PUSH 命 令 の あと に B レ ジス タ と か 、 
D レ ジス タ だ け を 置く こと は で きま せん 。 こ の よう に 、 必 ず レ ジス タ ベ ペア に し 
て 置き ます 。 
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UFO の デー タ と デー タ を 読み 取る 回 数 な どの 設定 





画面 に 表示 する デー タ の 読み 取り で す が 、 そ の まえ に UFO の デー タ を 
示し ます 。 デ ー タ は つぎ に 示す よう に 、 メ モリ 番地 DO50H か ら 記 憶 し ます 。 
この デー タ が キャ ラク タコ ー ド で ある こと は 193 真 で 説明 し まし た 。 それ ぞ れ の 
キャ ラク タコ ー ド の キャ ラク タ を 、 デ ー タ の 右 に 示し て お きま す 。、, は 00H 
(空白 ) を 示し ます 。 

DO050 00 EE 94 | コブ ーー 
p053 94 EF 00 ~、 へ に コ 
p056 00 FO FOL コ ペペ 
p059 FO FO 00 くく ーー ココ 
この デー タ は 、 つ ぎ に 示 す よ うに 、 画 面 に 2 行 で 表示 し ます か ら 、 繰 り 返 え 
し の 命令 DJNZ 命令 で 、 2 回 デー タ を 読み 取る 命令 を 繰り 返 え せ ば よい こと に 
な り ま す 。 そこ で 、LD 命 令 で B レ ジス タ に 02H (10 進 数 で 2 ) を 代入 し ま 
す 。 最 初 の LD B, O 1H の 場合 は 、B レ ジス タ で な く て も か まい ませ ん 。 た 
だ し この 場合 は 、DJNZ 命令 で 繰り 返 え す 回 数 を セッ ト す る わけ で すか ら 、B 
レジ スタ で な けれ ば な り ま せん 。 
DO007  LD B, 02H 
そし て 、 デ ー タ を 読み 取る た め に 、LD 命 令 で 、DE レ ジス タ に デー タ が 記 
憶 さ れ て いる 最初 の メモ リ 番 地 DO050H を 代入 し ます 。 
DO009  LD DE, DO050H 


DE レジ スタ に デー タ が 記憶 され て いる メモ リ 番 地 を 代入 し た ら 、 ふ た た び 
PUSH 命 令 で 、 0 NR 結合 の よう 人 
する か と いう と 、 デ ー タ を 2 行 目 に 表示 する た め に 、 メ モリ 番地 の 計算 を し な 


0 2 っ か AE BOD 
ア に し て 使う の で 、B レ ジス タ の 内 容 を 退避 させ る わけ で す 。 
DO00C PUSH BC 
そし て 、 も うい ち ど 、PUSH 命 令 で HL レジ スタ の F37AH を 、 ス タッ ク 
に 退避 させ ます 。 
DOO0D PUSH HL 
な ぜ 2 回 つづ け て 、HL レ ジス タ の お な じ 内 容 を スタ ッ ク に 退避 させ る の か 
は 、 つ ぎの スタ ッ ク へ の 記憶 の され 方 で 説明 し ます 。 
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スタ ッ ク へ の デー タ の 記憶 の され 方 





ここ まで の 説明 で 、PUSH 命 令 が 4 回 で て き て 、 そ れ ぞ れ の デー タ を スタ ッ 
ク に 退避 させ まし た 。 こ こ で 、 デ ー タ が スタ ッ ク に 、 ど の よう に 記憶 され て い 
る か みて みる こと に し ます 。 

スタ ッ ク は 、 デ ー タ を 記憶 する 箱 と 考え て よい で し ょ う 。 ス タッ ク に は 、 つ 
ぎの 図 に 示す よう に 、 一 番 最初 に 入れ た デー タ が 一 番 下 に 、 一 番 最後 に 入れ た 
デー タ が 一 番 上 に 、 と いう よう に 積み 重なっ て 記憶 され ます 。 

つま り 、 一 番目 の PUSH B 命 令 で 退避 させ た 、B レ ジス タ の 内 容 0 1 H が 
一 番 下 に 記憶 され ます 。 そ の 上 に 、 二 番目 の PUSH HL 命令 で 、 ス タッ ク に 退 
避 さ せ た HL レ ジス タ の 内 容 F37AH が 記憶 され 、 そ の 上 に 、 三 番目 の PU 
SH BC 命令 で 、 ス タッ ク に 退避 させ た B レ ジス タ の 内 容 0 2H が 記憶 され ま 

一 番 上 に 、 四 番目 の PUSH HL 命令 で 、 ス タッ ク に 退避 させ た HL レジ ス 
の 内 容 F 3 7 AH が 記憶 され ます 。 


HL し レジ スタ の 内 容 F37AH ャ ーー 四 番 目 の PUSH HL 


PUS 朋 命 金 で 、 
スタ ッ ク に 入れ る 


B レ ジス タ の 内 容 02H ャ ーー 三 番目 の PUSH BC 






HL レジ スタ の 内 容 F37AH ャ ーー 二 番 目 の PUSH HL 
B レジ スタ の 内 容 0 1H ャ ーー 一 番目 の PUSH BC 


スタ ッ ク 

PUSH 命 令 で 、 ス タッ ク に 記憶 させ た レジ スタ の 内 容 を 取り 出す 命令 は 
POP 命 令 で す 。 PO 命令 で 、 メタ ダック か ら レ ジス タ 内 机 家 必 り 田 す と き は 、 
スタ ッ ク の 一 番 上 に ある デー タ か ら 順 に 取り 出し て きま す 。 下 か ら 二 番目 の 内 
容 が 欲し いと し て も 、 直接 下 か ら 二 番目 の 内 容 を 取り 出す こと は で きま せん 。 
一 番 上 に ある デー タ か ら 順 番 に 取り 出し て き て 、 そ し て 、 二 番目 の デー タ を 取 
り 出し ます 。 こ の よう な デー タ の 取り 出し 方 を 、 フ ァ ー ス ト ・ イ ン ・ ラ スト ・ 
アウ ト と 呼ん で いま す 。 

さて 、 四 番目 に PUSH HL 命令 で 、 二 番目 の PUSH HL 命令 と お な じ よ う 
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に 、HL レ ジス タ の 内 容 F37AH を スタ ッ ク に 退避 させ まし た が 、 四 番目 で お 
な じ よ うに 、HL レ ジス タ の 内 容 を スタ ッ ク に 退避 させ て お か な いと 、POP 
HL 命令 で 、HL レ ジス タ に 取り 出さ れ て くる デー タ が 三 番 目 の B レ ジス タ の 
内 容 に な っ て し まい ます 。 し た が っ て 、 ま え に 説 明 し た よう に 、 2 行 目 の キャ 
ラク タ が 表示 され な く な っ て し まう か ら で す 。 

も ちろ ん 、POP BC 命令 が POP HL 命令 に より 先 に 実行 され て 、 三 番目 の 
デー タ が 先 に 取り 出さ れる よう な プロ グラ ム で あれ ば 、 四 番目 の PUSH HL 命 
令 は 必要 な いこ と に な り ま す 。 


UFO の デー タ を 読み 取っ て 表示 


UFO は 、2 行 で 表示 し ます 。UFO の 1 行 分 は 、 こ の 場合 、 つ ぎの 図 に ポ す よ 





うに 6 個 で す 。 

















| | Ni 一員 
の 0 コー 2 


UFO の 表示 も 、 195 頁 で 説明 し た タン ク の 表示 の 場合 と お な じ で す 。UFO の 
1 行 目 の 最初 の キャ ラク タ を 表示 する VRAM の メモ リ 番 地 は 、 
D002 LD HL, F37AH 
で 指定 し て いま す 。 し た が っ て 、INC HL 命令 で 、HL レ ジス タ の 内 容 に 1 
を プラ ス し て いっ て VRAM の メモ リ 番 地 を 指定 し て 、1 行 目 の キャ ラク タ 6 個 
を 表示 し ます 。 
さて 、 タ ンク の 表示 の 場合 、 2 行 目 の キャ ラク タ を 表示 する に は どう し た で 
し ょ うか 。 1 行 目 の キャ ラク タ が 6 個 全部 表示 され た か どう か を 判定 させ て 、 
つぎ に HL レジ スタ の 内 容 に 、0078H (10 進 数 で 120) を プラ ス し て 、2 行 
目 の 最初 の キャ ラク タタ を 表示 する VRAM の メモ リ 番 地 を 指定 し て 、 表示 し まし 
た 。 キャ ラク タ を 6 個 表示 し た か どう か を 判定 させ る に は 、 カ ウン ト す る 必要 
が あり ます 。 そこで 、 カ ウン ト の 最初 の 値 を 、LD 命 令 で C レ ジス タ に 代入 し 
ます 。 
D00E LD C, 01H 
つぎ は 、 デ ー タ の 読み 取り で す 。 デ ー タ は 、 メ モリ 番地 DO050H か ら 記 憶 
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され て いま す 。 そ し て 、 デ ー タ が 最初 に 記憶 され て いる メモ リ 番 地 は 、DE レ 
ジス タ に 代入 し て あり ます 。 し た が っ て 、DE レ ジス タ に 記憶 され て いる メモ 
リ 番 地 が 指定 する 内 容 を 、A レ ジス タ に 代入 し ます 。 こ の 場合 、 
LD  A, DEー 一 間違い 
と する と 、 間 違い で す 。 こ の よう に する と 、DE レ ジス タ に 記憶 され て いる 
メモ リ 番 地 F37AH、 そ の も の が 代入 され て し まい ます 。 
メモ リ 番 地 F37 AH に 記憶 され て いる も の を A レ ジス タ に 代入 する に は 、 
DE レジ スタ を カッ コ で 囲 ん で 、 
LD A, (DE) 一 一 正 し い 


と し ます 。 こ の こと を よく お ぼ え て お か な けれ ば な り ま せん 。 
。 DE レジ スタ で 指定 し た 内 容 が 
DO10  LD A, (DE) A レ ジス タ に 代入 され る 
つぎ は 、A レ ジス タ に 代入 され た キャ ラク タ の 表示 で す 。 キャ ラク タ を 表示 


する VRAM の メモ リ 番 地 は 、HL レ ジス タ に 記憶 され て いま すか ら 、A レ ジス 
タ の 内 容 を 、LD 命 令 で HL レジ スタ に 代入 し ます 。 
DO011 LD (HL), A 
これ で 、VRAM の メモ リ 番 地 F 3 7 AH に 、 最初 の キャ ラク タ が 表示 され ま 
す 。 た だ し 、 最 初 の キャ ラク タ は 、00H で すか ら 空 白 で す 。 し た が っ て 何 も 
表示 され ませ ん 。 この 空白 は 195 頁 の タン ク の 表示 の と ころ で 説明 し まし た が 、 
UFO を 左右 に 移動 する と き に 、 前 に 表示 し た UFO の 最後 の 1 個 を 消す た め の 
も の で す 。 
た 3 ソノ ヒエ ウン ルル スク た. クル だ 21 N【 の Tc 人 0 アル レル 4 
1 個 の キャ ラク タ を 表示 し た ら 、 つ ぎの キャ ラク タ を 表示 する た め に 、INC 
命令 で 、HL レ ジス タ の 内 容 に 1 を プラ ス し ます 。 
DO012 INC HL 
この よう に する と 、HL レ ジス タ の 内 容 は 、 
F37AH+01H=F37BH 
で 、F37BH と な り ま す 。 つ まり 、VRAM の メモ リ 番 地 F37AH の 、 つ 
ぎの メモ リ 番 地 と な り ま す 。 ま だ や る こと が あり ます 。 つ ぎ に 読 み 取 る デー タ 
の メモ リ 番 地 の 指定 で す 。 メ モリ 番地 を 指定 し な いと 、 つ ぎの デー タ の 読み 取 
り が で き な い か ら で す 。 デ ー タ の メモ リ 番 地 は 、DE レ ジス タ が 記憶 し て いま 
すか ら 、DE レ ジス タ の 内 容 に 、INC 命 令 で 1 を プラ ス し ます 。 
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D013 INC DE 

この よう に する と 、DE レ ジス タ の 内 窒 は 、 

D050H+01H=DO051H 

で 、D051H、 つ まり 、 つ ぎの デー タ が 記憶 され て いる メモ リ 番 地 と な り 
ます 。 そ し て 、 カ ウン ト す る た め に 、C レ ジス タ の 内 容 に INC 命 令 で 、 プ ラス 
1 し ます 。 

DO014 INC C 


6 回 繰り 返 え し た か 比較 する 


INC 命 令 で C じ レジ スタ の 内 容 に 1 を プラ ス し た ら 、 比 較 す る 命令 CP 命 令 で 
C レ ジス タ の 内 容 が 0 7H (10 進 数 で 7 ) に な っ た か どう か 比較 させ る た め 
L D 命 令 で 、A レ ジス タ に C レ ジス タ の 内 容 を 代入 し ます 。 
DO015 LBD A。G 
比較 の 命令 CP 命 令 の あと に 、 カ ウン ト す る 回 数 、 つ まり 繰り 返 え す 回 数 0 
7 H を 置き ます 。 
DO0O16 CP 07H 
CE 命 令 の あと の 値 が 、0 6H で は な く て 0 7H に な っ て いる の は 、 カ ウン 
ト す る 最初 の 値 と し て 、C レ ジス タ に 0 1 H を 代入 し て いる か ら で す 。 
さて CP 命 令 は 、0 7H と A レ ジス タ の 内 容 を 比較 し ます 。 0 7H と A レ ジ 
スタ の 内 容 が 等 し いと 、CP 命 令 の 働き に よっ て 、 ゼ ロ ・ フ ラグ に 1 が 立ち ま 
す 。 ま だ 、INC C 命 令 は 1 回 し か 実行 され て いま せん か ら 、 当 然 、A レ ジス 
タ は 07H に な っ て いま せん 。 し た が っ て 、 ゼ ロ ・ フ ラグ は 0 で す 。 
ゼロ ・ フ ラグ が 0 の と き は 、 ま だ 1 行 目 の キャ ラク タ が 全部 表示 され て いま 
せん か ら 、 キ ャ ラク タ を 読み 込む LD A, (DE) 命令 に 戻し ます 。 
ゼロ ・ フ ラグ が 0 の と き 、 RNN 
する 命令 は 、JP NZ 命令 で す 。 し た が っ て 、JP NZ 命令 に DO10HH を 置 
ます 。 
DO018 JP NZ DO10H 
これ で 、 空白 を 表示 し た VRAM の メモ リ 番 地 F 3 7 AH の 、 つ ぎの VRAM の 
メモ リ 番 地 F37BH に 、2 個 目 の キ ャ ラク タ が 表示 され ます 。 
この よう に し て 、A レ ジス タ の 内 容 が 、CP 命 令 に 置か れ て いる 0 7H に 
る まで 、 繰 り 返 えさ れ て いき ます 。 A レ ジス タ の 内 容 が 、 0 
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UFO を 画面 の か ら 右 に 飛ば す 
っ て 0 7H と 等 し いと わか る と 、 ゼ ロ ・ フ ラグ に 1 が 立ち ます 。 ゼロ ・ フ ラグ 
に 1 が 立つ と 、JP NZ 命令 の 条件 は 成立 し ませ ん か ら 、 ジ ャ ンプ は 終わ っ て 、 
つぎ の 命令 の 実行 に 移り ます 。 つ まり ここ まで で 、 つ ぎの 実行 結果 に 示す よう 
に 、1 行 目 の キ ャ ラク タ 6 個 全部 が 表示 され ます 。 


1 


病 和 RI/iD1ODY 4 全 








kr【 ノ た エル ルル スル た も 


CP 命 令 と JP NZ 命令 に よっ て 1 行 目 の キャ ラク タ を 表示 する と 、 つぎ は 、 
2 行 目 の キャ ラク タ の 表示 を 行い ます 。 2 行 目 の キャ ラク タ を 表示 する に は 
VRAM の メモ リ 番 地 F37 AH に 、0078H(10 進 数 で 120) を プラ ス し ます 。 
120 を プラ ス す る 理由 は 150 頁 を 参照 し て くだ さい 。 

HL レジ スタ に 記憶 され て いる VRAM の メモ リ 番 地 は 、INC HL 命令 で 変化 
し て し まっ て いま すか ら 、 四 番目 の PUSH 命 令 で 、 ス タッ ク に 退避 させ た HL 

レジ スタ の 内 容 F 37 AH を 、POP 命 令 で 取り 出し ます 。 

DO01B POP HL 

スタ ッ ク か ら 取 り 出 し て きた F37AH に 、0078H を 足す に は 、 ま ず 0 
078H を 、LD 命 令 で レジ スタ ペア に 代入 し ます 。 こ こ で は 、BC レ ジス タ 
を 使い ます 。 

DO01C LD BC, 0078H 

そし て 、 加算 の 命令 で ある ADD 命 令 を 使っ て 、HL と BC レジ スタ の 内 容 を 

昭 し ます 。 
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DO1F ADD HL, BC 
HL レジ スタ の 内 容 と BC レジ スタ の 内 容 を 足す と 、 
F37AH+0078H=F3F2H 

で 、F 3F2H と な り ま す 。 こ の F3F2H は 、HL レ ジス タ に 記憶 され ま 
す 。F3F2H は 、F37AH の 真下 の メモ リ 番 地 で す 。 

2 行 目 の 最 初 の キャ ラク タ の 表示 位置 を 算出 し た ら 、 デ ー タ を 読み 取る た め 
に 、 繰 り 返 え し の 命令 DJ NZ 命令 で 、 繰 り 返 え し 処理 を する 最初 の 命令 に 戻し 
ます が 、 そ の まえ に 、 三 番目 に PUSH BC 命令 で スタ ッ ク に 退避 させ た B レ ジ 
スタ の 内 容 0 2H を 、POP BC 命令 で B レ ジス タ に 取り 出し ます 。 

D020 POP BC 

この よう に する の は 、DJNZ 命令 は 、B レ ジス タ の 内 容 0 2H か ら 1 を 引い 

て 、 繰 り 返 え し 処理 を する 最初 の 命令 に 戻る か ら で す 。 
DO021 DJNZ DO00CH 

DJNZ 命 令 の あと に ある DO00CH が 、 繰 り 返 え し 処理 を する 命令 が 記憶 さ 
れ て いる メモ リ 番 地 で す 。 メ モリ 番地 DO00CH に 記憶 され て いる 命令 は 、 
PUSH BC 命令 で す 。 そ こ で DJNZ 命 令 で 、1 を 引い た 結果 の B レ ジス タ の 内 
容 O 1H を 、 ス タッ ク に 退避 し ます 。 つ ぎ に PUSH HL で 、HL レ ジス タ の 内 
容 F 3F2H も スタ ッ ク に 退避 し ます 。 

そし て 、 ふ た た びさ き に 説明 し た よう に 、LD A, (DE) 命令 と LD (HL), 
A 命 令 、INC HL 命令 と INC DE 命令 な ど を 繰り 返 え し て 、2 行 目 の キャ ラク 
タ を 読み 取っ て 表示 し て いき ます 。 

キャ ラク タ を 何 個 表示 し た か は 、INC C 命 令 で カウ ント し て いま すか ら 、C 
レジ スタ の 値 が 0 7H に な る と 、A レ ジス タ の 内 容 も 0 7H に な り ま す 。 し た 
が っ て 、 比 較 す る 命令 CP 命 令 で 0 7 H と 比較 され て 、 ゼ ロ ・ フ ラグ に 1 が 立 
ち ま す 。 ゼ ロ ・ フ ラグ が 1 に な る と 、JP NZ 命令 の 条件 は 成立 し ませ ん か ら 、 
つぎ の メモ リ 番 地 の 命令 の 実行 に 移り ます 。 

メモ リ 番 地 DO 1 BH の POP HL 命令 か ら DO1FH の ADD HL, BC 命 
令 ま で を 、 ま え に 説 明 し た よう に 行っ て 、POP BC 命令 で スタ ッ ク に 退避 させ 
た 0 1H を B レ ジス タ に 取り 出し て きま す 。 そし て 、DJNZ 命 令 で B レ ジス タ 
の 内 容 か ら 1 を 引き ます 。 

01H-ー01H=00H 
1 を 引く と 、B レ ジス タ は 0 に な り ま すか ら 、DJNZ 命 令 に よる 繰り 返 え し 
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UFO の 画面 の 生か ら 右 に 飛ば す 
は 終了 し て 、 つ ぎの メモ リ 番 地 の 命令 の 実行 に 移り ます 。 
つぎ に 、2 回 目 の 命令 を 実行 し て 、2 行 目 の キャ ラク タ を 表示 し た 実行 結果 
を 示し ます 。 











実行 結果 


r…、 ュ ーー 】 行 目 の 表示 


NF 
メモ リ 番地 F3F2 月 に 空自 を 表示 する 
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ウエ イト ・ ル ー プ を 入れ る 


2 行 目 の キャ ラク タ を 表示 し て 、 す ぐに つぎ の 命令 を 実行 させ て し まう と 、 
高速 で 命令 が 処理 され る の で 、 キ ャ ラク タ の 左側 に ある 空白 で UFO が 消さ れ て 
いっ て し まい 、UFO0 の 移動 を みる こと が で きま せん 。 

そこ で 、 つ ぎの 命令 の 実行 を 送ら せる た め に 、 こ こ に ウエ イト ・ ル ー プ を 入 
れ ま す 。 ウ エイ ト ・ ル ー プ に つい て は 178 頁 で 説明 し て いま す の で 、 そ の 上 頁 を 参 
照 し て くだ さい 。 ウ エイ ト ・ ル ー プ は 、 そ っ くり その まま 、 こ こ に 挿入 し た に 
すぎ な い の で 、 説 明 は 省略 し ます 。 





LD D, 00H 
D025 紀 認 。 世 , 00H 
D027 INC E 

D028 に ほ 。 AE 

D029 CP 32H 

D02B 回 INIZ BIO27RH 
INC D 
LD A, D 
CP 78H 
JiP_ NZ DO025H 


UFO を 表示 する つぎ の メモ リ 番 地 の 指定 


UFO を 1 個 表示 し て 、 ウ エイ ト ・ ル ー プ で 、 つ ぎの 命令 の 実行 を 遅らせ まし 
た 。 つ ぎ は 、 つ ぎ に 表 示す る UFO の メモ リ 番 地 の 指定 を 行い ます 。 そ れ と と も 
に 、 何 回 UFO を 繰り 返 え し て 表示 し た か の 判定 も 行い ます 。 こ の 判定 は 、 最 初 
に 説明 し た よう に 、UFO が 画面 の 右端 に きた と き 、 そ こ で UFO の 移動 を 止め る 
だ めで す 。 

まず 、 つ ぎ に UFO を 表示 する VRAM の メモ リ 番 地 を 指定 する た め に 、 二 番目 
の PUSH HL 命令 で 、 ス タッ ク に 退避 させ た HL レジ スタ の 内 容 F 37 AH を 、 
POP 命 令 で HL レジ スタ に 戻し ます 。 

D035 POP HL 
POP HL 命令 で HL レジ スタ に 取り 出さ れ て きた F37AH は 、UFO の 最 
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UFO を 画面 の を か ら 右 に 飛ば す 
初 の キャ ラク タ を 、 画 面 の 左端 に 表示 し た VRAM の メモ リ 番 地 で す 。UFO を 画 
面 の 右 に ひと つ 移 動 さ せる た め に 、HL レ ジス タ の 内 容 F 3 7 AH に 1 プラ ス 
し ます 。 1 プラ ス す る 命令 は INC 命 令 で す 。 
D038 INC HL 
POP HL 命令 と INC HL 命令 の 間 に ふ た つの 命令 が 入り ます が 、 説 明 の 都 
合 上 、 あ と に まわ し ます 。 
INC HL 命令 で 、HL レ ジス タ の 内 容 に 1 を プラ ス す る と 、 
F37AH+01H= ニ F37BH 
F37BH が HL レジ スタ の 内 容 と な り ま す 。 し た が っ て 、 こ の HL レジ ス 
タ の 内 容 を 、JP NZ 命令 で 、 ま え に 説 明 し た UFO の デー タ を 読み 取る 命令 に 
戻し て や る と 、 つ ぎの 図 に 示す VRAM の メモ リ 番 地 か ら 、 つ ぎの UFO0 が 表示 さ 
泊 て と と を に な まず 。 
2 


ee [F37AH 十 1H (F37BH) 


6 


1 個 目 の UF0 の 表示 2 個 目 の UFO の 表示 , 


上 の 図 を みる と わか る よう に 、 つ ぎの UFO の 表示 は 、 ま え の UFO の 上 に か 

ぶさ っ て 表示 され ます か ら 、 ま え の UFO は 消さ れる こと に な る わけ で す 。 左 側 
< 空白 が な いと 、UFO の 最後 の キャ ラク タ が 残っ て し まう こと も わか る と 思 
MS ます 。 


48 回 繰り 返 え し た か どう か の 判定 


で は 、 あ と に 説明 を まわ し た 命令 で す 。 一 番目 の PUSH BC 命令 で 、 画面 の 
右 に 向かっ て 4 7H (10 進 数 で 71) 回 、UFO を 表示 し て いく た め に 、 カ ウン ト 
する 最初 の 数 0 1H を スタ ッ ク に 退避 させ まし た 。 そ の 0 1 H を 、 PO 命令 で 
B レ ジス タ に 取り 出し ます 。 

D036 POP BC 

POP BC 命令 で B レ ジス タ に 取り 出し た 内 容 に 、INC 命 令 で 1 プラ ス し ま 
す 。 

D037 INC BB 
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B レ ジス タ の 内 容 が 0 1 H の と き は 、 

01H+01H=02H 

B レ ジス タ の 内 容 は 、02H と な り ま す 。 つ ぎ に B レ ジス タ の 内 容 が 、4 7 
H (10 進 数 で 71) 回 に な っ た か どう か 、C 了 命令 で 比較 させ る た め に LD 命 令 
で 、B レ ジス タ の 内 容 を A レ ジス タ に 代入 し ます 。 

D039 LD A, 日 
そし て 、CP 命 令 で 比較 させ ます 。 CP 命 令 の あと に 置く 数 は 4 8H で す 。 
DO03A CP 48H 

CP 命 令 で 、A レ ジス タ の 内 容 と 4 8H と を 比較 し た 結果 、A レ ジス タ の 内 
容 と 48H と が 等 し いと き 、 ゼ ロ ・ フ ラグ に 1 が 立ち ます 。 48H に な ら な い 
うち は 、 ゼ ロ ・ フ ラグ は 0 で す 。 ゼロ ・ フ ラグ が 0 の と き 、 条 件 が 成立 し て 
指定 され た メモ リ 番 地 に ジャ ンプ する 命令 は 、JP NZ 命令 で 

D03C JP NZ DO05H 

さき に 説明 し た よう に 、INC B 命 令 で B レ ジス タ の 内 容 に 1 プラ ス し て いっ 
て 、B レ ジス タ の 内 容 が 4 8H に 等 し く な る まで 、JP NZ 命令 で 、 メ モリ 番地 
DO005H に 戻り 、 画 面 の だ か ら 右 へ UFO を 表示 し て いき ます 。 

4 7 HH 回 繰り 返 え す と 、A レ ジス タ の 内 容 、 つ まり B レ ジス タ の 内 容 が 48 
H に な り ま すか ら 、CP 命 令 で 4 8H と 比較 され て 、 ゼ ロ ・ フ ラグ に 1 が 立ち 
ます 。 し た が っ て 、JP NZ 命令 の 条件 が 成立 し な く な り ま すか ら 、 ジ ャ ンプ は 
や め て 、 つ ぎの 命令 の 実行 に 移り ます 。 

D03F JP 5C66H 

で は 、 つ ぎ に 実 行 結果 を 示し ます 。 
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UFO を 画面 の 記 か ら 右 に 飛ば す 


< の シッ ガ 」 2 時 レー レル レル アパ ペ 


で は つぎ に 、 ア セン ブル し た プロ グラ ム を 示し ます 。 こ の プロ グラ ム を 実行 
する と き は 、 画 面 を 80X25 モ ー ド に し て 実行 し て くだ さい 。 


0) 
06 01 LD B,O1lH 
21 7A F3 LD HL F37AH 
c5 PUSH BC 
E5 PUSH HL 
06 LD B,02H 
11 LD DE,D050H 
c5 PUSH BC 
E5 PUSH HL 
OE LD C.O1H 
1A LD A,(DE) 
" LD (HL) 4A 
23 INC HL 
13 INC DE 
0C INC C 
7.9 LD A,C 
FE cP 07H 
c2 JP NZ DO10H 
E1 POP HL 
01 LD BC.0078H 
09 ADD HL,BC 
c1 POP BC 
10 DJNZ DOOCH 
16 LD D,.0OH 
1E LD E、00H 
1C INC E 
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DO028 
DO029 
DO2B 
D02E 
DO2F 
DO030 
DO032 
DO035 
D036 
DO037 
DO038 
DO039 
DO03A 
D03C 
DO03F 


LD A,E 

CP 8382H 

JP NZ DO27H 
INC D 

LD A,.D 

で P 7 る 且 

JP NZ DO25H 
POP 中 

POP BC 

INC B 

INC HL 

LD A, B 

CP 48H 

JP NZ DOO5H 
JP 5C66H 





UEFO の デー ンタ 
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INC HL 命令 を 、DEC HL 命令 に 変え る 


216 真 で UFO を 取り あげ て 、 キ ャ ラク タ を 画面 の 左 か ら 右 へ 移動 させ る 方 法 
に つい て 説明 し まし た 。 キャ ラク タ の 移動 は 、 画 面 の 左 か ら 右 と いう ば か り で 
は な く 、 画 面 の 右 か ら 左 と いう 場合 も ある で し ょ う 。 そ こ で ここ で は 、UFO を 、 
画面 の 右 か ら 左 へ 移動 する 方 法 に つい て 説明 する こと に し ます 。 

UFO を 画面 の 右 か ら 左 へ 移動 する 方 法 と いっ て も 、UFO を 画面 の 左 か ら 右 
へ 移動 する 方 法 と 、 ほ と ん ど 変 わる と ころ は あり ませ ん 。 

変わ る と ころ は 、 つ ぎの 2 箇所 だ け で す 。 

ひと つ は 、 最初 に UFO を 表示 する VRAM の メモ リ 番 地 を 、 画 面 の 右端 より 6 
個 左 側 の メモ リ 番 地 F3C2H に する と いう こと で す 。 す る と 、 つ ぎの 図 に 示 
す よ うに 、UFO が 表示 され ます 。 

F3C2H 「F3C7H 








1 2 3 4 5 6 一 一 一 一 表示 され る 大 番 

も う ひ と つ は 、UFO0 を 画面 の 左 か ら 右 へ 移動 する 場合 、 メ モリ 番地 DO038 
H の 命令 で 、 

D038 INC HL - 1 フラ ス す る 

と し て 、INC HL 命令 で 、VRAM の メモ リ 番 地 を 記憶 し て いる HL レジ スタ 
に 1 プラ ス し まし た が 、 右 か ら 左 へ 移動 させ る 場合 は 、 こ の 命令 を 、 

DO038 DEC HL 一 】 マイ ナス する 

に 変え て 、 DEC 命 令 で 、HL レ ジス タ の 内 容 か ら 1 を 引い て いく と いう こと 
で す 。DEC 命 令 に つい て は 132 頁 を 参照 し て くだ さい 。 

な ぜ 、DEC HL 命令 で 、HL レ ジス タ の 内 容 か ら 1 を 引く の か と いう と 、 
計量 
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す が 、 画面 の 右 か ら だ へ と いう 場合 は 、VRAM の メモ リ 番 地 は 、 ひ と つ ず つ 減 
っ て いく か ら で す 。 

この 二 点 が 変わ る だ け で 、 あ と は すべ て 命令 は お な じ で すか ら 、 つ ぎ に プ ロ 
グラ ム を 示す に と ど め ます 。 な お 、 プ ログ ラム を 実行 する と き は 、 画 面 を 80X 
25 モ ー ド に し て 実行 し て くだ さい 。 


LD B, 01H 

LD HL, F3C2H 
PUSH BC 
PUSH HL 

LD B, 02H 

LD DE, DO50H 
PUSH BC 
PUSH HL 

ED O。、 01 

LD A, (DE) 

LD (HL),A 
INC HL 

INC DE 

TNC で 

LD 和信 で 

CP 07H 

JP NZ DO10H 
POP 純 上 

LD BC 0078H 
ADD HL, BC 

更 ⑩E 。 也 C 

DJNZ DOOCH 





UFO を 画面 の 右 か ら を へ 飛ば す 


LD D, 00H 

LD 中 。00H 
TNG 革 

ED 。 為 。 再 

CP 32H 

JP NZ DO27H 
INC D 

LD A,D 

CP 78H 

JP NZ DO025H 
POE 耳 上 

POP BC 

INC B 

DEC HL 

ED A,B 

CP 48H 

JP NZ DOO5H 
JP 5C66H 


UFO の デー タ 
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00』 ュ し 39 コ 9【 月 当 eE. に 成 の 


216 上 軸 で 、UFO を 画面 の た か ら 右 へ 移動 させ る 方 法 、 ま た 233 頁 で は 、UFO 
を 画面 の 右 か ら 左 へ 移動 させ る 方 法 に つい て 説明 し まし た 。 

この 両方 の プロ グラ ム を 実行 させ る と 、 画 面 の 両端 で UFO が 表示 され た まま 
に な っ て いま す 。 こ の まま 表示 し て お いた の で は 、 な に か と ジャ マ に な り ま す 。 
そこ で ここ で は 、UFO が 画面 の 右端 に きた と き 、UFO を 消す 方 法 に つい て 説 
明 ま る ご と に し まま 。 

画面 の 右端 まで 移動 し て き て 、 表示 され た まま に な っ て いる UFO を 消去 する 
に は 、UFO の 大 き さ だ け の 空白 を 、UFO が 表示 され て いる 位置 の 上 に 表示 し 
て 消し ます 。 空白 の キャ ラク タコ ー ド は 、0 0H で す 。 

この 場合 、UFO は 2 行 で で き て いま す 。 そ し て 、1 行 目 、2 行 目 と も に 6 個 
の キャ ラク タ で で き て いま し た か ら 、 最初 に 、UFO が 表示 され て いる 1 行 目 の 
VRAM の メモ リ 番 地 を 指定 し て 、00H を 6 個 表示 し ます 。 つ ぎ に 、2 行 目 の 
VRAM の メモ リ 番 地 を 指定 し て 、00H を 6 個 表示 し ます 。 こ の よう に 00H 
を 表示 し て 、UFO の 消去 を 行う わけ で す 。 

まず 、2 行 に わた っ て 0 0 H を 表示 し ます か ら 、 繰 り 返 えす 回 数 02H (10 
進数 で 2 ) を 、LD 命 令 で B レ ジス タ に 代入 し ます 。 

LD B, 02H 

この 場合 は 、DJNZ 命 令 で 繰り 返 え す の で 、 繰 り 返 えす 回 数 は 、B レ ジス タ 
に 代入 し な けれ ば な り ま せん 。 
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画面 の を 右 に きだ UFO の 消去 


0 0H を 表示 する 最初 の VRAM の メモ リ 番 地 を 求め る 


つぎ に 、UFO が 表示 され て いる VRAM の メモ リ 番 地 を 、LD 命 令 で HL レジ 
タ に 代入 し ます 。 HL レジ スタ に 代入 する VRAM の メモ リ 番 地 は 、 つ ぎの よ 
うに し て 求め ます 。 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーー 紹 り 返 えす 回 数 か ら 1 を 引い た 数 
F37AH+46H (10 進 数 で 70) =F3C0H 
1__ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー- 最初 に 表示 する VRAM の メモ リ 番 地 
この 場合 、UFO の 表示 は 、 VRAM の メモ リ 番 地 F 3 7 AH か ら 始 まっ て 71 回 


繰り 返 え す と 、 UFO は 画面 の 右端 に きま ます 。 し た が っ て 、F37AH に 繰り 返 
えす 回 数 か ら 1 を 引い た 数 70 を 加え れ ば よい の で す 。70 は 10 進 数 で すか ら 、 こ 
れ を 16 進 数 4 6H に な お し て 足し ます 。 

この 足し 算 で 求め られ た F 3COH が 、 画 面 の 右端 に 表示 され て いる UFO の 
左側 の VRAM の メモ リ 番 地 と な り ま す 。 つま り 、 0 0 H を 表示 する 最初 の VRAM 
の メモ リ 番 地 と いう こと で す 。 そ こ で 、 こ の VRAM の メモ リ 番 地 F 3CO0H を 、 
LD 命 令 で HL レジ スタ に 代入 し ます 。 

LD HL, F3C0H 

つぎ に 、2 行 目 に 00H を 表示 する た め に 、2 行 目 の 最初 の VRAM の メモ リ 
番地 を 算出 する 値 を 、L D 命 令 で DE レジ スタ に 代入 し ます 。 

2 行 目 の 最 初 の VRAM の メモ リ 番 地 は 、1 行 目 の 最 初 の VRAM の メモ リ 番 地 
に 、0078H (10 進 数 で 120) を 足せ ば よい わけ で す (150 頁 参 照 。 し た が っ 
て 、 つ ぎの よう に 、DE レ ジス タ に 0078H を 代入 し ます 。 

LD DE, 0078H 

02H を 代入 し た B レ ジス タ と 、F3CO0H を 代入 し た HL レジ スタ に は 、 
も う 一 度 ほ か の 値 を 代入 し ます か ら 、02H と F3C0OH が 破壊 され な いた め 
に 、PUSH 命 令 で スタ ッ ク に 退避 させ ます 。 

PUSH BC 
PUSH HL 

さて 0 0H を 表示 する 、 最初 の VRAM の メモ リ 番 地 は 決ま り ま し た が 、UFO 
は 1 行 6 個 の キャ ラク タ で で き て いま すか ら 、 さ き に 説明 し た よう に 、1 行 に 
00H を 6 個 表示 させ な けれ ば な り ま せん 。 1 行 に 6 個 の 0 0H を 表示 する た 

に は 、00H の 表示 を 6 回 繰り 返 え す 必 要 が あり ます 。 そこ で 、 繰 り 返 えす 
回 数 0 6H (10 進 数 で 6 ) を 、LD 命 令 で B レ ジス タ に 代入 し ます 。 
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LD B, 06H 
これ で 0 0 H を 表示 する 準備 は 整い まし た か ら 、 つ ぎ は 0 0 H の 表示 で す 。 


0 0 H を 画面 に 表示 する に は 、LD 命 令 で 00H を A レ ジス タ に 代入 し ます 。 
LD A, 00H 
つぎ に 、A レ ジス タ の 内 容 0 0H を 、LD 命 令 で 、VRAM の メモ リ 番 地 を 記 
憶 し て いる HL レジ スタ に 代入 し ます 。 
LD (HL), A 
1 回 目 の 実 行 の と き 、HL レ ジス タ の 内 容 は 、 VRAM の メモ リ 番 地 F3CO 
H で すか ら 、00H は F3COH に 表示 され ます 。 


に 答 、《M 上)。 AA 
F3C0H 





00H 


00H を 1 個 表 示し て 、 キ ャ ラク タ を 1 個 消去 し た ら 、 つ ぎの キャ ラク タ の 
消去 を 行わ な けれ ば な り ま せん 。 そ うす る に は 、VRAM の メモ リ 番 地 に 1 を プ 
ラス し て 、 つ ぎの VRAM の メモ リ 番 地 を 求め て 指定 し ます 。 1 プラ ス す る 命令 
は 、INC 命 令 で す 。 1 プラ ス す る 内 容 は HL レジ スタ に 記憶 され て いま すか ら 、 

INC HL 
と な り ま す 。INC HL 命令 が 実行 され る と 、 
F3C0H+01H= ニ F3C1H 

と な っ て 、F3C 1H が HL レジ スタ の 内 容 に な り ま す 。 し た が っ て 、 こ の 
F3C1H を 、00H を 表示 する LD (HL), A 命 令 に DJNZ 命 令 で 送っ て や 
る と 、VRAM の メモ リ 番 地 F 3C 1 H に 0 0H が 表示 され て 、 つ ぎの キャ ラク 
タ が 消去 され ます 。 

DJNZ <LD (HL), A の メモ リ 番 地 > 

DJNZ 命 令 は 、B レ ジス タ に 代入 し た 06H (10 進 数 で 6 ) か ら 1 を 引い て 、 
指定 され た メモ リ 番 地 に ジャ ンプ し ます 。 B レ ジス タ に 代入 し た 06H が 0 に 
な る と 、DJNZ 命 令 に よる ジャ ンプ は 終了 し て 、 つ ぎの メモ リ 番 地 の 命 令 の 実 
行 に 移り ます か ら 、1 行 目 の 6 個 の キャ ラク タ の 上 に 0 0 H を 表示 し 終わ る ま 
で 、LD (HL),。 A 命 令 に ジャ ンプ する こと に な り ま す 。 
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画面 の 左右 に きだ UFO の 消去 


を EE の た を 【 の 4 に 7 パリ 人 【 ソ クル を 3 ルイ ッ ル ) 


この よう に DJNZ 命 令 で ジャ ンプ し て 、1 行 目 の キャ ラク タ の 上 に 00H を 
表示 し 終わ る と 、 つ ぎの 命令 の 実行 に 移り ます か ら 、PUSH HL 命令 で スタ ッ 
ク に 退避 させ た VRAM の メモ リ 番 地 F3COH を 、POP 命 令 で 取り 出し ます 。 

POP HL 

そし て 、ADD 命 令 で 、HL レ ジス タ に 取り 出し て きた F3COH と 、DE レ 
ジス タ の 0078H (10 進 数 で 120 ) を 足し て 、2 行 目 の 最 初 の VRAM の メモ リ 
番地 を 求め ます 。 

ADD HL, DE 

HL レジ スタ の 内 容 と 、DE レ ジス タ の 内 容 を 足し て 、 
F3C0H+0078H= ニ F438H 

足し 算 の 結果 の F 438H が 、2 行 目 の 最初 の VRAM の メモ リ 番 地 で す 。 


F3COH 


"ZZ 1 加 」 (| 行 目 の 最初 の メモ リ 番 地 ) 


F438H 
(2 行 目 の 最初 の メモ リ 番 地 ) 





この F438H は 、HL レ ジス タ に 記憶 され ます か ら 、DJNZ 命 令 で 指定 し 
た メモ リ 番 地 の 命令 に ジャ ンプ させ て 繰り 返 え し ます が 、 こ の 場合 は 、 ま え の 
場合 と 違っ て 、 ひと つや る こと が あり ます 。 


POP BC 命令 で 0 2H を 取り 出す 


DJNZ 命 令 で 指定 し た メモ リ 番 地 に ジャ ンプ する と き 、 繰 り 返 えす 回 数 を 代 
入 し た B レ ジス タ の 内 容 か ら 1 を 引い て ジャ ンプ し ます 。 こ の 場合 の DJNZ 命 
令 の 繰り 返 え し の 回 数 は 、 最 初 に B レ ジス タ に 代入 し た 0 2H で す 。 こ の 02 
H は 、HL レ ジス タ に ほか の 値 を 代入 する の で 、 破 壊さ れ な いた め に スタ ッ ク 
に 退避 させ まし た か ら 、POE 命 令 で スタ ッ ク か ら 取 り 出 し て きま す 。 

POP BC 

これ で 、B レ ジス タ に 02H が 取り 出さ れ ま し た 。 し た が っ て 、 つぎ に DJNZ 
命令 を 置い て 、 実行 を 戻し ます 。 
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DJNZ <PUSH 日 〇 命令 の メモ リ 番 地 > 

この 場合 、 DJNZ 命 令 で 戻す メモ リ 番 地 は 、PUSH BC 命令 が 記憶 され て い 
る メモ リ 番 地 で す 。PUSH BC 命令 に 戻す の は 、B レ ジス タ の 内 容 0 2H か ら 、 
DJNZ 命 令 で ジャ ンプ する た め に 0 1 H を 引い た 結果 の 0 1 H が 、 ま だ B レ ジ 
スタ に 記憶 され て いる か ら で す 。 し た が っ て 、PUSH BC 命令 に ジャ ンプ させ 
て 、 こ の 0 1H を スタ ッ ク に 退避 させ る わけ で す 。 
DJNZ 命 令 で PUSH BC 命令 に 戻っ て B レ ジス タ の 内 容 0 1H を スタ ッ ク に 退 
避 し て か ら は 、 さ き に 説明 し た よう に 、 そ れ ぞ れ の 命令 を 処理 し て 、HL レ ジ 
スタ に 記憶 され て いる 2 行 目 の VRAM の メモ リ 番 地 F348H か ら 、00H を 
6 個 表示 し ます 。 そし て 2 行 目 の キャ ラク タタ を 消去 し ます 。 

消去 し 終わ る と 、POP BC 命令 で 、 ス タッ ク に 退避 し た 0 1H を 取り 出し て 、 
DJNZ 命 令 で 、B レ ジス タ の 内 容 0 1 HH か ら 1 を 引き ます 。 つ まり 、 

01Hー01H=00H 

を 行う わけ で す 。 その 結果 は 0 で すか ら 、DJNZ 命 令 で ジャ ンプ する こと は 
や め て 、 つ ぎの 命令 の 実行 に 移り ます 。 


アセ ンプ ブル し た プロ グラ ム 


で は 、 つ ぎ に ア セン ブル し た プロ グラ ム を 示し ます 。 これ まで 説明 し て きた 
UF0 を 消去 する 命令 は 、UFO を 移動 し 終わ っ た あと 実行 すれ ば よい の で 、UFO 
を 移動 きせ る 命令 の あと の メモ リ 番 地 、DO3FH か ら DO054H に 追加 し て 
いま す 。 な お 、 実 行き させ る と き は 、 画 面 を 80X25 モ ー ド に し て 実行 し て くだ さ 
い 。 
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画面 の 和 を 右 に きだ UFO の 消去 


アセ ンプ リ 言 語 


06 
2 1 
C5 
E5 
06 
1 1 
C5 
E5 
0E 
1 A 
9 
23 
1 3 
0C 
79 
FE 
C2 
E 1 
0 1 
09 
C 1 
10 
#6@ 
1E 
1 C 
7 B 
FE 
C2 
1 4 
7 A 
FE 


0 1 
7A F3 


LD B 01H 

LD HL FE37AH 
PUSH BC 
PUSH HL 

LD B, 02H 

LD DE DO60H 
PUSH BC 
PUSH HL 

LD C, 01H 

LD A, (DE) 

LD (HL),A 
INC HL 

INC DE 

INC C 

LD A, C 

CP 07H 

JP NZ DO10H 
POP HL 

LD BC, 0078H 
ADD HL, BC 
POP BC 

DJNZ DOOCH 
LD D, 00H 

ED 邑 。 00H 
INC EE 

LD A,E 

CP 32H 

JP NZ DO27H 
INC D 

LD A, D 

CP 78H 
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JP NZ DO25H 
記 0 一 抽 擬 

POP BC 

INC B 

INC HL 

LD A,B 

CP 48H 

JP NZ DOO5H 
ED B,。 02 申 

LD HL,. F3COH 
LD DE 0078H 
PUSH BC 
PUSH HL 

LD B, 06H 

LD A, 00H 

LD (HL),A 
INC HL 

DJNZ DO4DH 
POP 時 上 

ADD HL, DE 

選 ⑩E。 思 で 

DJNZ DO47H 
JP 5C66H 


UFO の デー タ 


メモ リ 番 地 は 、 消 去 の 命令 が 追加 され た の で 、DO60H か ら に 変更 し ます 。 
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最後 に 、 タ イト ル を 表示 し ます 。 こ こ で は 、 つ ぎの 実行 結果 に 示す よう に 、 
「GAME・SET」 と 表示 する こと に し ます 。 


il 





まず 、 表 示さ せ た い タイ トル を グラ フィ ッ ク ・ シ ン ボ ル で 書き ます 。 そし て 
その グラ フィ ッ ク ・ シ ン ボ ル を 、 キ ャ ラク タコ ー ド に 直し ます 。 キャ ラク タコ 
ー ド は 16 進 数 で 書き 表わし ます 。 こ れ が デー タ と な り ま す 。 

「GAME・SET」 を 表示 する デー タ を つぎ に 示し ます 。 


DO3O 
Dn3 昌 
DG4 
DO 
DS 
D(58 
DO 
DOaH 
Dn70 
DO7 
DBn 


DO88 |87 00 00 00 00 00 7 B0Q| 


1 行 目 を 表示 する 
デー タ 


2 行 目 を 表示 する 
デー タ 
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DOGT ロ 
ng 日 
TA! 
Di 日 
DSi 
DR 
BE 
Dr 日 
BOD 
DD 
DGGE は 
DiiEB 
DF 
DF 
Di 
5138 
「GAME 








Bn BO HH7 nn B7 nn nn 
7 0 BZ7 nn nn nnD nn nn 
本 ロ 晶子 


呈 


ら 行 目 を 表示 する 
の ダダ 


4 行 目 を 表示 する 
7 


5 行 目 を 表示 する 
デー タ 





・SET」 は 、5 行 で 表示 され る よう に な っ て お り 、 デ ー タ の 数 は 、 


各行 と も 44 個 で す 。 

タイ トル を 表示 する プロ グラ ム を 、 入 力 し や すい よう に 、 ダ ンプ リス ト で 示 
し ます 。 実行 する と き は 、 画 面 を 80X25 モ ー ド に し て 、 こ の プロ グラ ム の あと 
に 、 先 に 示し た デー タ を 続け て 入力 し て くだ さい 。 


DDnnn 
nn 


DGG1G 
nn1 昌 
DS 
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EiGI は 0 DO ダン プリ スト 


031HR 7 ZS 1 さ 
97 必 8 05DOI 所 1 
9 引 0cAARR SU り 計 |Z あ ) 
00 00 00 00 00 





pe 進み 16 進 変換 表 レジ スタ の 種類 


種 類 | 記号 名 称 ビッ ト 


イン タラ 27 ト ページ 7 ドレ スル ジス タ | 8 | 
7 モリ リフ レッ シュ ル ジ ス 2 8 
7 アキュ ー ム ルー タ 




















I 
R 
| アキ ュー ムレ | AA 8 
| 2 と 727|F| 777 8 
A | 7 ュー ルル ー タ (7 8 
F | 27 8 
| Mrz タ 1B | カッ ルル 8 
C 8 
D 8 
E 8 
H 
L 





























| ぽ | ff | 8 | 

妥 

|D | 8 
8 
8 
8 





円 











回 回 





@Zー80CPU に は 、 い ろ い ろ な レジ スタ が あり ます 。 プ ログ ラム を 作る と き 、 
ベー シッ ク の 変数 の よう に デー タ を 代入 し た りす る レジ スタ は 、 ア キュ ー ム レ 
ー タ と フラ グ の 項 に ある A レ ジス タ と 、 汎 用 レジ スタ の 項 に ある B、C、D、 
E 、H、L し な どの 各 レ ジス タ で す 。 

A レ ジス タ は 、 ア キュ ー ム レー タ と 呼ば れ 、ALU (演算 論理 回 路 ) と 一 緒 
に な っ て 演算 時 の 数 値 や 演算 結果 な ど を 記憶 し た りす る な ど 、 特 別 な 働き を 
し ます 。 
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ン -80 ア セン ブル 表 


(IX 


(BC)| (DE) +d) 





= 
ワ 


0AI1A 








LD 





ふ ロ | 円 ロ | の ロロ | 器 


LD 





LD 








LD 











加 ワ | の 避 | 品 ビ 


LD LX 


に コー ニュ コン ル に ュー ュー に ヒコ ュー に ココ コー に エコ ニー に に エコー に) 
に - に に 江 に 1 に っ に | に 9 に に に 1 に - ま に] 








LD(HL)※ 








LD(BO),※ 





LD(DE).※ 








LDX Td)※ 





LDY+d).※ 








LD(m),X 





LD L※ 








LD RX 











ADD AX 











ADC AX 








SUB ※ 














SBC AX 











AND ※ 





XOR ※ 





OR ※ 





CP ※ 





ょ ビワ | 品 避 | @ ロ | 品 ロ | @ ロ | 品 避 | の ロロ | ロ | で ご ビワ 








ゅ ワ | ょ ロ | 回避 | の G ロ | 品 ロ | の @ ロ | 円 | の G ロ | ロロ | の ビワ 


品 ロワ 














ら | と しら ロロ | と の ロロ | と の ロ | と と | と と ら |>o ロ le に ol oleo ワ 
ECI に 5 ズル っ | に 当っ | に 当 ー し | に 叶 し | に 中 コレ | に 革 ル | に 理世 | に 昔 | 
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CPU コン トロ ー ル 


16 ビ ッ ト 


76 


1 
m] 
で 
ヒコ 














IYIAF 





IX 
































BCIDE|HL|SP 

















ADD HL.X 
ADD IX.X 
ADC HLX 
SBC HLX 





ジ ヤ ジ 25 コール ) リタ ー ジ 
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10 進 っ 16 進 変換 表 






















































































紀 回 〇 い 尻 らら leoleollQG|l の mmoOISD ピロ | の ら 





768| 1024| 1280| 1536 3072 3584 









































4096 院 16384 |20480 栓 | 0 | 53248 |57344 





65536 











@10 信 数 ・16 進 数 変換 表 を 使っ て 、FEH を 10 進 数 に 変換 する と き は 、 上 位 桁 
F と 、 下 位 桁 外 の 変 わっ た と ころ を 見 ます 。 FEH は 254 で ある こと が わか り ま 
す 。 10 進 数 40 を 16 進 数 に 変換 する と き は 、40 の と ころ か ら 、 上 位 桁 、 下 位 桁 を 
見 ます 。 上位 桁 は 2 、 下 位 桁 は 8 な の で 、28H と な り ま す 。 

下 の 表 は FTFH 以 上 の と き 使い ます 。 100H の と き は 、X00 の ※X に 1 を 
あて は め て 、100H と し て 見 ます 。 1FFH の と き は 、1 0 0 で 見 て 、 上 の 
表 の FTFH を 見 、 そ の 値 を 合計 し ます 。 

100H=256 FFH=255 256 十 255=511 
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FN 
貫 
5 
や 
中 
下 
た: 
も 
























































らら | 選 IQlol き |olIolekLlolQQ|I マ OO| ロ | 回 ヒロ 
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VRAM メモ リ 番 地表 (40 x25 モ ー ド ) 


0 1|2|s 5 6|?7|sls 10 | il | 12 16 | 17 18 | 19 | 
og3 Fs| F3 
00 10 12114|ie lls IE|20|22|24|26 
」| Fs F3 
78 17Al7cl7E|80 8E| 90 94 98|9Al9cleE 
。|g3 F4 
FO | F2|F4 AlocloEliolizli4lie 
F4 
9 82 | 84 
















oo 
ドコ 


に 】 
】 
oo 
〇 の 





68 | 6A| 6C 


F4 
E0 | E2 | E4 


F5 
58 | 5A| 5C 


F5 
DO | D2 | D4 


7|『6 
48 | 4A14C 


ag|1『6 
CO | C2 | C4 


91『7 
38 | 3A 13C 


rg 7 

BO | B2 | B4 | Be | Bs |BA 
用 本 F8 

28 | 2A | 2C|2E| 30|32 
| Fs 

A0 | 2 | A4 | A6 | A8 |AA 
| F9 F9 

18 | 1A | 1c |1E| 20 

F9 
団 92 | 94|96| 98 

FA 

0cloE|o 






























































Fle 8 
〇 pe (W り し aa 





9A |9C| 9E 
12 | 14 | 16 













80 | 82 88 | 8A|8CI8E 

















F8|IFAIFCIFE| 00 | 02| 04| 06 


18 FB 
70 1 72 1 74 176| 7817A|7C| 7E 
19|『B FB 
E8 IEAIECIEEIFOIF2|F4|F6 ECIFE| 00 
20 FC 
60| 62| 64|66 6A| 6C|6E 74 | 76 | 78 
21 FC FC FC 
D8 | DA| DC|DE| EO | E2 | E4 | E6 | E8|EAIECIEE| FO 
FD FD 
50|52|54156|5815A|5CI5E| 60 
FD 


FD FD 
C8 | CAICCICE| DO | D2 | D4 | D6 CATCCICE| EO | E2 |E4 


D8 
FE FE 
40 44146|14814AI4C|4 和 E|50|52154|56|5815A|15C 
250 








94 | 96 | 98 

FB 
0C|OE|10 
84 


86 | 88 





に | 
〇 
































VRAM メモ リ 番 地表 (40x25 モ ー ド ) 


20 2122123|% 25 | 26 | 27 | 299|solslsz 33 | 34 | 35 36 | 37 | ss |s9 
開 
陳 回 
18 1CliE|2 2Alzc 開 30 | 32|34 34|3clsE 
|F4 
90|92|94|96| 9 A2 
4 
08 |0AlocloEli0 
F5 
80|82|84|86| ss 92|94|96|98|9Al9clgE A2 | A4 |A6 
F7 
lalaelegl 前 eeelwlee laleeleel 04|06|08loAlocloE 
F7 
E4 | ge 還 回 EE|FOlrzlr4lFelrslFAlrclrg 
13|『 F9 
44 | 46 Meal 生 e eulee 
FA 
BclBElco|cz|c4|celcslcAlcclcE 




















F4 
9E | 40 





A41A6|A8 

















ご | 








〇 > 















































用 内 病 門 困 門 閉門 門 且 内 門 田 開 還 門 内 開 界 
F3 
elele eeelelelmlmlelmlmlmuielmlBlale la 
ml 
16 | 18 | 1A|1C|iE| 20|22|124|26|28|24|12C| 2E 
F6 
F8 | FA|FC|FE| 00 08 |0A GE 16 | 18 | 1A|1C|1E 
F6 
り Wlala ロ 癌 elel 隊 82 | 84 本 暫 8E la 96 
F7 F7 
6A|6C|6E| 70|72 78 | 7A|7C|7E|80|82|84| 86 
F8 
5C | 5E 隊 問 64 | 66 6A|6C|6E| 70| 72 | 74|76 
mlmlm pclpElB5O|g E6 | E8 | EA | EC EE 
F9 F9 
B8 | BA| BC| BE | CO | C2 | C4 | C6 | C8 | CA| CC|CE| DO | D2 | D4 | D6 | D8 | DA | DC| DE 
FA FA 
34 |3C|3E| 40 | 42 | 44 | 46 | 48 4A|4C|4E|50|52|54|56 
B BA 
2C 








4 | B6 | B8 


FB 
34 | 36 3C|3E| 40 | 42 | 44| 46 


A6 | A8 1AA 同 
FC 



















AE | BO | B2 | B4 | B6 | B8|BA| BC| BE 
FC 





















1E | 20 開 相 28 | 2A | 2C 32 | 34 | 36 
96 | 98 AA1ACI| AE 


































昌 OE| 10 開 開 24 | 26 
86 | 88 9C | 9E 
上 内 

博 開 開 還 癌 74 176|7817A17CI7E|80|82|84|86|88 8E 























VHRHAM メ モリ 番地 表 (80X25 モ ー ド ) 










012345678910111213141516171819 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 


0 F3 
00|01|02|03|04|05|06 順 0Q0 
1 F3 
78|79|7A|7BI7CI7DI7EI7F 81 8|85|86|87 剛 


PFlFdFOrFH| llW 前 
MkdkMkdk HB 8|Ml 交 | 
EHP 開 量 晴 

F' 
6|W|6leAleBleClDleEleF 
。 隔 
|DIID2ID3IDMIDIDeID HDHBMEI RIE7 
7 |R J 
48| AMBIC コリ リー | 
Fe 
9 jcWlcllc2|elClCildelC7 人 昌 朋 則 D3 PE 
。 | F7 
38| 39343BI3CI3D|3E 放 | 794A 財 際 
10 |g0|BI|B2|B3|B4IB|B6HB7|B8IB9 昌 
jn 還 | 
2|2AI2BI2C 央 則 Al3BI3C MEW 
p 上 FR 
AlMlallklellelalMAAdAMHkHBmlly BB8 BOBDBHBHCICICMICICICICGIO7 
3 F9 F9 
8 | 前 IAIBICIIDIEIF|2 了 有 6 3B|C 
F9 
1 WW HE 9 wie AIAlA9IAAA 較 il B3 vi B7 
nE 図 
(IANBICIDMEEIM 六 明 叫 間 貞 名 問 P 2|2Ml2BICI2D|E 
罰 
6 ||82| 串 交 唐 ABB Pi HL 呈 MAlalela 
la lll Mml 
8 」 NE 人 有 
B| FC 
9 | 本 E9 akeklekkkkiMl。 Luk 0 
Malelglgls 間 lalallshhlsklmhdhg 間 Me 
耳 hh llghrblgEHWplhllpl 8 
2 DU 
BIEEIEIREIEIEJEJEIBIE9EMRB2 6|6||6leAleBlClDleEleF MMdk 


鍋 ukLkbLLuLLLLLLgLLLLLLLLLLL 
EHDOULUULULULULRLUU 
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。 5 
FOIFIIF2IF3IF4IFSIF6IF7IF8IF9 


















】 | 公 |96AI6BI6CI6DI6EleF 人 


EE 

















EOIE1IE2IE3IE4|ESIE6 


トヨ 














5 | 別 A5BI5CI5DlsE 














二 
3 | 己 
18 





























| 
ビ コ 
| 富 | 加 | 且 | 
国 主 
回 




















BD 


つつ 













































































































日 HH 















































VHAM メ モリ 番地 表 (80X25 モ ー ド ) 









40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 











































































































3B|3CI3D 











B3|B4|B5|B6|B7 

















17 FB 
20121|22|23124|25126|27|28]29|2A|2B|2CI2DI2EI2FI30|31132 

















18 | llBIClD9EI9EIAMIAlA2A3IA|A5IA6IA7|AlAIA 


19 FC FC 
10|11|12|13114115 16 |17|18|19I1AI1BI1CI1DIIEIIF|20121122|23124|25 


20 | 品 |lAlsglC| 和 DBEgE|W|||9|%|95|%|9|%|9|9Al9Bl9ClDl9El9EIAMIAllA2HA3|AIA5 
21 PU FD 
00|1|02|03|04|05|06[07108|0910AI0BIOCIODIOEIOFI10|11[12|13|14 |15|16|17|18|19|1A|1BIICI1D 



















































22 ED 


FU 
78179|7Al7BI7CI7DI7EF|80|81|82|83|8185|86|8718|89]8A|8BI8CI8D|8EI8FI9|91|92|193|94195|96 9 9919A 9D|9EI9F 


で 




















FU M F 
FOIFIIF2IF3IF4IF5IF6IF7IF8 minmm 抽 02|03|04[05|06107[08|0910AIOBIOC 則 間 11I12113|14 115|16|17 


F 
kl 6CI6D|6EIF|70|171|72|73|74|75|76 
























































Fi 
79 |7A|7BI7CI7DI7EI7F|80|81 用 186]87|18 





ヒン ルク ん 人 二 m ET 


上 位 


切 
〇 
ワ 


位 








| 
さき 
/7/ 











SN 
ミ 
TTI | 











電 
N 


























と mi 




































































ググ |]N IO | まぁ |e| es 
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